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『地球は青かった』

　ビフォアの時代、ソビエト連れん邦ぽうの宇宙飛行士だったユーリ・ガガーリンの発言は、いくつかの意訳を経へてそんな風に世間に伝わった。

　当時の埃ほこった地面やコンクリートの森に住んでいた人々は、その言葉に大いなるロマンを覚えたという。

『我々が暮らすこの灰色の世界は、本当は美しい水の星なのだ』

『どこまでも広がる大陸も、宇宙から見れば小池に浮かんだ落ち葉にすぎないのだ』

　──と。

　一方、後の世代であるアフターの人々は、乾いた大地でスケールの感動に浸ひたった先祖たちを不思議に思っていた。

『地球が青いのは当たり前ではないか』

『宇宙から俯ふ瞰かんするまでもなく、この惑ほ星しに緑や黄土の色はない』

『あるのはただ──』
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「青！」

　雲一つない蒼そう天てんと、正午の日差しをきらきら返す、透すき通るような青い海。

　どこまで行っても二色の青しか存在しない美しい世界を、今、一いつ艇ていのカタマランヨットが帆はん走そうしている。

　二に艘そうのカヌーをつないだような平たい船体に、五メートル超のマストが一本。

　真横からの風を真っ赤なセール（帆ほ）で受け流し、マリンブルーに飛沫しぶきを上げて一直線に白を引いてゆくカタマラン。

　滑すべる如ごとくに海を行くそのスピードは、およそ二十ノットほど出ていた。ビフォアの卑ひ近きんで換算すれば、陸上選手の百メートル走世界記録とほぼ同じ時速になる。

「すごい！　二十ノットだよキーちゃん！　新記録だよ！」

　セールに受けた風の揚よう力りよくだけで進むカタマランは、その四十五度に傾かたむいた船体にセイラーを一人ぶら下げていた。

　日に焼けた肌は若々しく、幼さの残る顔立ちは少年にも少女にも見える。

　しかしセイラーが身につけた襟えり付つきの服と紺こんのスカートは、紛まぎれもなく「海の男」のユニフォームだ。

　傾かしいだ船を押さえこもうと、セイラーは海に身を乗り出して背中を反らせていた。マストと自分をハーネスでつなぎ、全体重を乗せて必死にワイヤーを引いていた。

　しかしその顔に恐きよう怖ふはなく、目にも口にも笑みがこぼれている。

「シロカモメ！　……あ、クロカモメ！」

　セイラーが弾はずんだ声を上げた時、遠くに浮いていた前時代のライトブイ（灯とう光こう浮ふ標ひよう）からシロカモメの一群が飛び立った。出遅れた一羽のクロカモメが、カァカァとけたたましく鳴いて集団を追いかける。

　同時にセイラーのすぐ後ろで、ざっぱん、どぱんと連続して海面を叩たたく音が響ひびいた。

「う」と小さくうめいたセイラーの周囲。高速で走るカタマランの両りよう舷げんで、三匹のハンドウイルカが若いセイラーを煽あおるように飛び跳ねている。

　先程イルカたちに挑ちよう発はつされてスピードレースに応じたセイラーだが、時に時速五十キロを超えるハンドウイルカに勝利するには、今日は少々風が弱すぎた。

「うう……もう追いつかれた。ごめんなさい完敗です……」

　ワイヤーにぶら下がったままがっくり肩を落とすセイラー。

「ドンマイ」

　そう聞こえたのはイルカの鳴エきコ声ーか同乗者の慰なぐさめか。

　楽しげにジャンプするイルカたちを見て、セイラーは次こそはと風を探して首を動かす。

「あ、ほらキーちゃん。コウテイマンボウだよ」

　風のかわりに魚を見つけ、セイラーは遠い洋上を指さした。

　セイラーと同乗者の視線の先、そこにぷかりと一匹のマンボウが浮いている。

　平たい体を水面に横たえ、無表情に日光浴するユーモラスな巨大魚。そのあまりに大きな体の上で、二匹のウミガメが気持ちよさげに甲こう羅らを干していた。

「大きいねえ」

「オキーネー」

　セイラーと同乗者が柔やわらかい目で海の共生を見守る。その視界の中央、マンボウの無気力な奥目の向こう側に、わずかに黒い島影が映った。

「キーちゃん、サクラジマに戻って来たよ。今日でこの浮うき島しまともお別れだから、島しま長おささんにちゃんとお礼しようね。……あ、帽子かぶらないと」

　セイラーが同乗者を置いて、いそいそと小さなキャビン（船室）に消えていく。

　無人となったカタマランが、アクリルのように透過した青い波を滑すべってマンボウの脇わきを通過する。

　テニスコート二面分の、陸のように巨大なコウテイマンボウ。

　その上をひたひたと這はう、ベッドサイズの二匹のオサガメ。

　カタマランに鎮ちん座ざしたオウムガエルが「オキーネー」と鳴き、高速で海を運ばれていく。







　乾いた血の色をしたウミワリヒルギや、ボコボコと荒れた木肌のバオバブヤシなど。

　遠い南の海の底に生える巨大な塩性樹が朽くちたものを、アフターの人々は腐くされ木ぎと呼ぶ。

　朽ちた腐れ木が潮に運ばれ、やがて循環海流が相そう殺さいしあう海の吹き溜だまりに堆たい積せきすると、それは浮島と呼ばれるようになる。

　陸なき世界にぷかりと浮かぶ、湿しめった樹木と海洋ゴミの塊かたまり。

　それが文字通りアフターの人々の「暮らしの足場」であり、若きセイラーが訪おとずれたここ《サクラジマ》も、そんな浮島の一つだった。

「坊ぼう主ず、今日の仕事も助かったぜ。……もうここを出ちまうのか？」

　船上で艤ぎ装そうをチェックしていたセイラーが、呼ばれて島を振り返る。

　腐れ木の島から海へと横たえられた油ゆ膜まくまみれの木製ハシゴ。それをこの浮島では桟さん橋ばしと言い、セイラーに声をかけてきたのは橋の端はに立つ、気風の良さそうな白はく髪はつの男だった。

「ハイっ！　おかげさまで水も食料も十分補給できました。島長さんには本当にお世話になりました」

　セイラーが白地に紺こんのラインの入ったセイラー帽をぺこりと下げる。首から下げたセイリングゴーグルが揺ゆれ、正午の太陽をキラリと反射した。

「寂さびしくなるな。ところで坊ぼう主ずはメッセンジャーしかやらねぇのか？　人も運べるってんなら行き掛かけの駄だ賃ちんに客付けてやるぞ」

「ええと、人運びパツセンジヤーもやりますけど、その、お客さんは女の人限定というか……」

　若いセイラーが口ごもると、島しま長おさと呼ばれた白髪しらが頭がニヤリと笑った。

「おいおい。その歳でスケコマシってか？　海の男の勲くん章しよう、セイラー服が泣いてるぜ」

　セイラーはバツの悪そうな笑みを浮かべ、風にはためくスカートを両手で押さえている。チラリと見えた太ももに、ゴムのベルトとナイフシースが巻かれていた。鞘さやから覗のぞくシーナイフのグリップには、年季を感じさせる細かい傷が無数に散っている。

「おいーす！」

　気まずい空気を切り裂さいて、海の方から聞こえた朗ほがらかに野太い声。

　セイラーが顔を上げると、一いつ艘そうの古ぼけたディンギー（一人用小型ヨット）がカタマランの隣となりにぴたりと滑すべり込んできた。

　あらよっと、と声を出し、ディンギーの乗り手が立ち上がる。

　こんがり焼けた黒い巨体に、サンゾクヒゲの面つら構がまえ。そのむくつけき顔の下には、はちきれんばかりの肉体が、やはりセイラー服とプリーツの入ったスカートに包まれている。

　若きセイラーは、むくつけき筋肉セイラーに小さく会え釈しやくした。《サクラジマ》を拠きよ点てんに仕事をしていた際、同業者と思われる筋肉氏の姿を何度か見かけたことがあった。

「じいさん、仕事くれ！」

　むくつけきセイラーが船上で仁王立ちのままに求職する。

「バカ野郎。十人も住んでねぇゴミ島に、そんなバカスカ仕事があってたまるか」

「なら、じいさんがおっちぬ前に金目の物をくれ。俺はもう少しでアイツを迎えに行けるんだ」

　島長が再び男を怒鳴りつけようとした時、ひらりと一いち陣じんの風が吹いた。

　若いセイラーの目の前で、むくつけき男の巨大なスカートがふわりとまくれ上がる。

　下着は──身につけない主義らしい。

「む。どうした少年」

　めくれたスカートを気にもせず、むくつけき男が首だけ向けて若いセイラーに問う。

「坊主、顔が赤いぞ。日につ射しや病びようか？」

　島長も心配の素振りで若いセイラーの様子をうかがう。

「だだだっ、大丈夫ですっ！　なんでもありませんっ！」

　若いセイラーが顔を伏ふせたままバタバタと手を振った時、再び風が吹いた。セイラーのかぶった帽子が大きく空へ舞い上がり、艶つやのある黒くろ髪かみがさらりと風に流れる。

　セイラーは口元をわななかせ、今度は顔を真っ青にして両手で隠かくすように頭を押さえた。

　その様子を見たむくつけき男が「よっ」と手を伸ばして帽子をキャッチし、セイラーの方へ差し出して言う。

「少年、いい船だな。しかしその女の子みたいな髪かみはいただけない。海の男は角刈りクルーカツトだ！　それがロマンだ！　わかるか少年」

「は、はいっ。すみませんっ」

　若いセイラーは受け取った帽子をかぶり直し、黒くろ髪かみをぐいと内側へ押し込んだ。うつむき加減の幼おさな顔がおが、安あん堵どしたようにほっと小さく息を吐はく。

「ま、ロマンはともかく坊主のチャート（海図）は出来がいいって評判だったぞ。機会があったらまたこのサクラジマに寄ってくれよな」

「うむ。こんな腐くされ島、このじいさんと同じでいつまで残っているかわからないぞ、少年」

　島しま長おさとむくつけきセイラーが揃そろって太い声で笑う。

　それは浮うき島しまに暮らす人々の決まり文句だった。いつ崩ほう壊かいするかわからないゴミの島での生活は、望むと望まざるとにかかわらず一いち期ご一いち会えになることが多い。

「じゃ、坊主。最後の仕事頼んだぞ」

　言った島長の視線は、若いセイラーの手にしたＦＲＰ製の防水ケースに注がれていた。

「はい。北のフロート、『シキバ』宛あてですね」

「ああ。バカみたいに遠い場所だが、トカイはイッペコッペに人が溢あふれてる。坊主みたいに仕事熱心なメッセンジャーなら、そうそう食いっぱぐれることもねぇだろう。中身は俺の大切な思い出だ。一年後でも十年後でも構わねぇから、必ず届けてくれよな」

　若いセイラーは「ハイっ！」と力強くうなずいた。そうして大事に抱かかえた預かり物を、すぐにコクピット（操縦席）の中央にしつらえた防水ボックスにしまう。

　やがてナイロン製のテントをリメイクした真っ赤なセールがマストに揚あがり、カタマランが風を受けてゆっくりと《サクラジマ》を出港していく。

　若いセイラーは船上ではにかみながら、見送る男たちに手を振った。

　むくつけき男が「おつかれちゃーん」と、旅立つ同業者を軽い言葉で労ねぎらう。

　隣となりに並んだ島長も、若きセイラーに最後の言葉をかけた。

「坊主！　最後にもう一度名前言ってきな！」

「アキです！　メッセンジャーのアキ。この子はオウムガエルのキーで、船はパラス号です！」

　島長が満足そうにうなずき、むくつけきセイラーとともに大きな声で叫さけんだ。

「アキ、よい航海をボン・ボヤージ！」
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　月からはぐうぐうと。星からはケロケロと。

　さざ波の音も聞こえないほど海が静かなら、夜空からはこっそり秘密の音が聞こえる──。

　優しい夜の海の上、メッセンジャーのアキはそんな夢を見ていた。

　双そう胴どうのカタマランヨット──パラス号の航海は順調で、穏おだやかな波に浮かぶ彼女は、今はゆりかごとなってアキを揺ゆらしている。

　かつての船には多くの男たちがまとわりついていた。それゆえビフォアの時代には船を「それ」や「あれ」ではなく「彼女」と代名したが、その意味では長くアキを育ててきたパラス号は女というより母かもしれない。

　仕事を終えてセイラー服を脱ぎ、タンクトップにショートパンツといういつもの格好に着替えたメッセンジャーのアキは、小さな母船マザーシツプに揺られて気持ちよくうとうとしていた。

　口の端はしから、とろりと秘密をはみ出させて。

「……今ボク寝てたね」

　かくんと落ちた頭を上げ、まぶたと口元をこするアキ。

「ふぁあ……。キーちゃん、どうしよう。ボクすごく眠いよ」

　アキがあくび交じりに話しかけた相手は、コクピットの中央でやはり眠そうな目で押し黙だまっている。

「キーちゃん、ボクのかわりにワッチ（見張り）してよ。何もしなくていいからさ」

「ボクスゴクネムイヨ」

　ケロケロと喉のどを鳴らして答えるオウムガエルを見て、アキは「だよね」と肩を落とした。

　現在、パラス号は南東の風を受け、東へ向けて三ノットの速度で航こう行こうしている。

　その船尾に腰こし掛かけてティラー（棒ぼう舵かじ）を握にぎるアキは、目もつ下か睡すい魔まと格かく闘とうしながら悩み中だった。

　全長十四フィートのパラス号には、この規模にしては珍めずらしく後付けのキャビンがある。

　そのせいで見た目はトリマラン（三胴船）に近い船体だが、小さな船の手作りキャビンは足を伸ばして眠れるほど広くはない。キャビンにあるのは寝床などとはとても言えない、モフ葉を敷しいた腐くされ木ぎのベッドだけ。

　今アキが迷っているのは、その狭い寝室に潜もぐり込んで眠ってしまうか否か、だ。

　通常、シングルハンドの航海で夜間にまとまった睡眠を取ることはない。セイラーは常に眠い目をこすりながら海と空とを確認し、自身と船の安全維い持じに努める。

　やむなく眠る場合でも、ティラーと自分をセイフティラインでつなぎ、細こま切ぎれにまどろむだけに留めておく。夜が明けるまで本格的に眠ることはない。それが海の一人旅での常識だ。

　その上アキにとってこの海域は未知だから、なおさら眠るわけにいかない。うっかり寝こけてビルデン礁しようにでも乗り上げれば、そのまま目覚めず悪夢を見続けるハメになる。

　だが、アキは十四歳だった。いくら寝ても寝足りない年頃だった。

　日に焼けた頰ほおを叩たたいても、すぐに体は下を向く。

　黒くろ髪かみ頭をかきむしっても、うっとりまぶたが重くなる。

　眠気覚ましに星を見上げてスティックチャート（木き枠わく海図）なぞ作れば、口を開けたままアキ自身がこくりこくりと船を漕こいでしまう。

「夜の海って眠いよね……」

「ネムイヨネ」

　防水ボックスの上にぼてんと鎮ちん座ざしたまま、オウムガエルがケロケロと鳴き返した。

　マングローブ雨林など、海水の混じった汽き水すい域いきで生活していたこのカエルは、ビフォアから生き残った数少ない魚類以外の生物と言われている。知能が高く人の声を模も写しやできるため、アキのようなシングルハンドのセイラーが旅の道連れとして──時に非常食として──飼し育いくすることが多い生き物だ。

「ちょっとトイレ」

　アキは半分閉じた目をこすりつつ、立ち上がってショートパンツのベルトを外した。

　そうしていざ下を脱ごうとした時、じっとこちらを見つめる両生類と目が合う。

「む」

　じっとりと咎とがめる視線をキーちゃんに向けるアキ。

　しかしオウムガエルは悪びれもせず、純じゆん粋すいな目でただ人間を見つめている。

　しばし無言で見つめ合った後、アキはその十五センチほどの生き物を両手で抱え、くるりと向きを船首に変えた。

　同乗者の視線を封ふうじると、いったん夜の海を見回してからショートパンツと下着を下ろす。念のために左腕のダイバーズウォッチにラインを巻き、腰から下を手で覆おおいながら船尾のハシゴをそろそろと下りる。

　下半身を海に浸して用を足すと、手すりに備え付けたモフ葉で体を拭ふいた。

　毛羽立った糸いと毛げはほとんど水を吸わなくなっている。モフ葉は布ふ団とんに腰巻きにと、利便性と吸水性に優すぐれていたが、海水を吸わせると劣化が早かった。

　こういう時、アキはいつも男に生まれたかったと思う。

　下着も脱がず、終わったら振るだけでいいなんて──と。

　メッセンジャーの仕事をする。そのためにセイラー服を着て男として振る舞うたび、アキは自身の女性を持て余していた。日々女の不都合ばかり感じていた。

「男に生まれたら色々楽だったのに……」

　肩をくすぐる髪を疎うとましげにいじりつつ、アキは独りごちる。

『クルーカット』と言わないまでも、本当はこの髪だって短く切ってしまいたかった。

　アキがそれをしないのは、『せめて髪かみでも伸ばして少しは女の子らしくしなさい』と口うるさかった母のせいだ。

　あれやこれやと小言をいいつつも甘やかしてくれた母は、もういない──。

「そういえば、キーちゃんってオスメスどっちなんだろ……？」

　コクピットで船長よろしく海を見み据すえるカエルを見てつぶやく。

　なんとなくオスであってほしい気がした。海で女二人旅というのは少し心もとない。

　しかし自分と異なる「男」という性に、アキはうっすら畏い怖ふもしていた。アキが父以外に出会った男たちは、皆みな恐おそろしい海賊シーロバーだった。

　それも含めて考えると、やはり自分は男に生まれるべきだったとアキはつくづく思う。

　とはいえ大おお海うな原ばらにひとりぼっちではないというだけで、キーちゃんはアキにとって家族同然の存在だった。

　老いも若きも男も女も人もカエルも関係ない。真には会話をしていなくとも、キーちゃんがそこにいてくれるだけでアキの孤こ独どくは癒いやされる。

　うっすら優しくなった目をカエルの船長から外し、アキは明るい夜空を見上げた。

　雲はほとんど見当たらない。星の位置も瞬またたき具合も、いつもと変わらない。

　そこに天候が変化する兆しは、微み塵じんも見受けられない。

　海面に目を戻す。ビルデン礁しようが作る白波はおろか、周囲には島影も漂流物も見当たらない。

　すべての視界が水平線で、夜の帳とばりに静かな波がただひたひたと揺ゆれている。

　──小一時間くらい眠っても、きっと何も変わらないよね。

　そう思った途と端たん、アキの口からふわぁと大きなあくびが出た。

「じゃあキー船長、目的地はシキバで。あとは宜よろしく候そうろう」

　試しにそう言ってみると、

「ヨーソロー」

　と、孤こ高こうの背中が鳴き声を返す。

　アキは遠慮無くキャビンに潜もぐり込み、丸くなってもなおつかえる狭い寝室で眠った。

　月の寝息も星の鳴き声も聞こえない、深い眠りだった。







　ひゅっ、と高いところから落ちる感覚に、アキは身を縮めながら目を覚ました。

　同時に背中に大きな衝しよう撃げきがあり、すぐにパラス号がぐぐっと持ち上がる動きを見せる。

　アキは寝床から大きく弾はじき飛ばされ、天井で頭をしたたかにぶつけた。

「いったたた……」

　しかめた顔の額ひたいをごしごしとさする。しかしその痛みが引くより先に、窓を打つ激しい雨音が耳に飛び込んできた。

　体をモフ葉でくるんだまま、血相を変えてキャビンを飛び出す。

　時し化けていた。

　夜の黒をのっぺりと覆おおい隠かくす、灰色の乱層雲。

　荒天の空からは船体を削けずる石のような雨がバラバラと落ちてきている。

　遠くの闇やみで高波が立ち、今にもパラス号に襲おそいかかろうとしているのが見える。

「空も海もあんなに穏やかだったのに、なんでこんな大シケに……」

　自然を読む力に長たけたセイラーは、事前に天候の変化をある程度察知することができる。それゆえアキは今まで荒天を避さけてきた。その分、時化での航海経験は乏しい。

　未知の恐怖に体が強こわばり、膝ひざから下が小刻みに震え出す。

　しかし嵐に怯ひるむアキとは逆に、パラス号は荒波にぴたりと船底をつけて頼もしく海を滑すべっていた。

　双そう胴どうのカタマランは三角ヨットのモノハルに比べて接水面積が大きい。その構造上揺ゆれも少なく、船底に竜骨もないため、波の上を横滑りして横転しにくい。仮に大きく水をかぶったとしても、バラスト（重り）もないので沈ちんすることもない。

　だが、それがゆえ復元力の大きいモノハルとは異なり、もしも嵐の中で転てん覆ぷくすれば独力で船体を起こすことは不可能だ。海のうねりにはめっぽう強いが、帆はん走そう時の横風に対してカタマランはとことん弱い。今は怯おびえて震えている場合ではない。すぐに対策を為なす必要がある。

　アキは大急ぎでキャビンに取って返し、フード付きのビニルカッパを羽は織おった。

　更に上からライフジャケットを身につけて、首に下げていたゴーグルを装着する。両手にはしっかりと指ぬきのセイリンググローブをはめた。

　再びコクピットに戻る。泰たい然ぜんと海を見つめていたキーちゃんをケージに押し込み、ライフジャケットのハーネスとラインでつなぐ。

　その間も、パラス号は三角波を伝うようにして激しく船首を上下に揺らしている。

　近くで大きく弾はじけた白波を見て、アキは反射的に四つん這ばいになった。

　キャビンの上で大波をかぶり、必死でブーム（帆ほ桁げた）にしがみつく。

　船尾を振り返ると、手すりのモフ葉がさらわれていた。キーちゃんのケージはコクピットの隅すみに追いやられ、ティラーの持ち手を固定する位置にしっかりと引っかかっている。

　本当に船長のようなオウムガエルの勇姿を見て、アキの士気は高こう揚ようした。

　そのまま這うようにデッキを移動する。遊ばせていたジブセール（副帆）の無事を確認すると、ゴーグル越しに毅き然ぜんと空を見上げた。

　篠しの突つく雨は激しさを増している。風は攻撃性を伴って強く吹きつけてくる。

　だが、雷はない。

　アキは死に物狂いでハリヤード（揚あげ索さく）を引き、セールを張った。

　こんな大荒れでの帆走は自殺行為だとわかっている。しかしこのまま何もせずとも、横転の可能性がゼロになるわけではない。

《サクラジマ》の島しま長おさによると、このまま北へ行けばスカベンジ済みのゴミベルトがあるはずだった。循環海流で停てい滞たいした海の吹き溜だまりには、小さな浮うき島しまができることが多い。

　幸い風向きは真南からと一定している。メインとジブ、両方のセールをカンノンビラキで展開すれば、船の安定性も少しは増す。

　今はどこでも何でもいいから浮きものを見つけ、とにかくいったんパラス号を停泊させる。それが船とクルーにとって一番生存率が高い。

　そう信じて、アキは嵐の中でパラス号を走らせると決めた。

　風はアキを飛ばしそうなほどに強く吹いている。

　海に木ロ片グを投げるとあっという間に見えなくなった。船速も相当に速い。

「キーちゃん、ありがとう！」

　ティラーを死守していたオウムガエルに声をかけ、アキは持ち場を交代した。

　コクピットに浅く腰掛けて、キーちゃんのケージを足の間で挟はさむ。片手で背後の手すりをつかみ、もう片方で慎しん重ちようにティラーを操そう舵だする。

　効率よく航路を選ぶ余裕などない。今のアキにできるのは、パラス号に振り落とされぬよう必死にティラーにへばりつくこと。そして襲い来る波にカウンターで舵かじを当てることだけだ。

　覆おおいかぶさるように体全体でティラーを握り、アキはしっかり前を見み据すえた。

　横よこ殴なぐりの雨がびっしりとゴーグルのレンズを覆う。口に入る雨は甘いが、すぐに海水が入り込んできて渇かわきに変わる。

　風が吠ほえ、波が唸うなる。

　パンチングの連続で視界が激しく上下に揺れ、耳には嵐の轟ごう音おんしか聞こえない。

　うねりと緊張で、胃が吐はき気けを催もよおす。

　一人で海に出て二年も経たつのに、どうしようもなく心細い。心臓がひゅっと奥に引っ込むような感覚があり、めまいに似た症しよう状じようで頭がふらつく。

　張ったセールも見えない激しい雨の中、アキは救いを求めるように足元を見た。

　そこに、勇ゆう敢かんなる船長がいる。

　久しぶりの天の恵みに、キーちゃんは嬉うれしげに喉のどを鳴らしていた。この嵐に何を悠ゆう長ちようなと思うも、孤こ独どくでないと感じるだけでアキにはその存在が頼もしい。

　セールが破れそうなほど大きく風をはらみ、パラス号が高速で海を滑すべってゆく。

　嵐から逃のがれようとするそのスピードも船長同様頼れるが、勢いに乗ると高波を下る時にバウダイビング──船首からの沈ちん没ぼつ──してしまう可能性もある。集中を切らせてはいけない。

　密度を増したゴーグルの水滴を拭ぬぐいながら、アキは必死に舵を当てて波を斜ななめに切った。

　五メートル以上あるパラス号のマスト。それを優に越える波の壁かべを、パラス号は勇敢に上っていく。

　波の頂点から海を見下ろし、アキの頭に墜つい落らくのイメージがよぎった。

　身をすくめて足元を見る。キー船長がケージの中で、微び動どうだにせずアキを見上げている。嵐に臆おくさぬつぶらな瞳は冷静と言えなくもない。

　ふっと力を抜いたように、アキの焦あせりが沈着していく。

「キーちゃん、嵐を抜けたらおいしい方のプランクトンあげるね！」

　口に出すと勇気が湧わいた。クルーにとって船長との約束は絶対だ。

　叩たたきつけるように船の上から襲いかかる波は濤とう。そのひとつひとつにアキはキー船長のような冷静さをもって、丁てい寧ねいに舵かじを当てていく。

　慎重に波の方向を見み極きわめねば、ラダーがロックされて真正面から高波へ突つっ込んでしまう。この荒天で装備が破損したならば、修理は絶対に不可能だ。

　次から次へと押し寄せる波は浪ろうの見極めに、アキは文字通り命がけで集中する。

　しばらくの間はティラーにかじりつき、死に物もの狂ぐるいで操船していた。

　やがて波の合間にわずかな猶ゆう予よを見つけ、チラリとダイバーズウォッチに目をやる。

「え……」

　愕がく然ぜんとした。

　三時間は嵐を走ったという感覚がたった十分のこととわかり、アキの瞳どう孔こうが収縮する。

　射るような雨が襟えり元もとから入り込み、薄うすい胸を冷たく濡ぬらす。

　底冷えと心細さとに、歯の根がカタカタ止まらなくなる。

　獰どう猛もうな吠ほえ声とともに高波が、上から横からまさに怒ど濤とうと襲いかかってくる。

　アキは片手でケージを押さえ、自分も必死に手すりを握った。背中を打つ波の衝しよう撃げきと痛みに負け、心がたまらず悲鳴を上げる。

　もうセールを下ろしてキーちゃんとキャビンに引きこもりたい。カタマランは簡単に横転しない。横転してもすぐには死なない。楽になりたい。怖こわい。早く楽になりたい──。




『アキ、たくさん生きろ。海は広いぞ』




　アキが弱気になった時、いつもどこからともなく聞こえてくる父の声。

　それは父の命令だった。父から託された願いだった。

　そして──父の最後の言葉だった。

　アキの体が言葉に反応して奮ふるい立つ。心は恐怖していても、生存本能が弱気な少女を無理やり戦いへと引き起こす。

　海を睨にらみつけながら、時にキーちゃんと父に励はげまされながら、アキは邪念を振り払い、必死にティラーにかじりついて波と戦った。

　再びダイバーズウォッチを見ると、今度は一時間ほどが過ぎていた。

　嵐はまだ抜けない。そろそろティラーを握る手に力がこもらなくなってきている。

　セールの裏に風が入って船体が大きくヒールする場面が二度あった。

　海水を直接飲むような傾きの中、アキは涙を流して必死に手すりにつかまっていた。体力の限界が近づいている。

　夜の海は相変わらず周囲のすべてが水平線だった。

　世界にはパラス号しか存在しなかった。

　いつまでこの嵐は続くのか。自分はここで死ぬのだろうか──。

　ざばざばと顔にかぶる水が塩しお辛からい。アキの胸中で弱気がどんどん膨ふくれ上がる。

　闇やみから押し寄せる孤独と現実的な死が、父の言葉を恐怖で塗ぬり込めていく。

　ここで自分が死んでも悲しむ人はいない。両親に少し早く会えるだけだ。二人が生きているか死んでいるかはわからないけれど、でもたぶん死んでいる。だったら──。

「助けてキーちゃん！」

　アキはたまらず叫さけんだ。震ふるえが全身に回っていた。

　十四歳の少女は心の底から助けを求め、足元のオウムガエルに泣きついた。

「怖いよキーちゃん！」

　キーちゃんは、相変わらず荒れる海をじっと見み据すえている。

　キーちゃんはいつでも微び動どうだにしない。晴れていようと、嵐になろうと。虫をあげても、アキが服を脱いでも。

　キーちゃんはいつでもつぶらな瞳でアキを見上げ、ケロケロと喉のどを鳴らすだけだ。

　キーちゃんはアキを助けない。

　けれど、見捨てもしない。

　アキは何度も頭を振り、ゴーグルの中でしっかりと目を見開いた。

　海には逃げ場なんてない。キーちゃんに助けてもらうのではなく、自分がキーちゃんを助けるのだ。そう自らを奮い立たせ、牙きばの如ごとくに襲いかかってくる白波を睨にらみつけた──その時。

　南の空に浮かんだ積乱雲から、突然ドンと轟ごう音おんが響ひびいた。

　船尾を振り返ると、波の上が白く煙けぶっているのが見えた。

　真っ白に色のついた風が、一いつ斉せいにパラス号に向かって吹きつけてくる。

「白い、嵐──」

　一いつ瞬しゆん呆ほうけたアキの体が揺れる。風に体を持っていかれる。

　コクピットに転がった少女の体を、白い気流が突き刺すように吹きすさぶ。

　ゴーグルの表面を氷の粒がみしりと覆おおい、瞬時に熱を奪われてアキの体が芯から凍こごえる。

「なんでっ……夏に、吹雪ふぶきが……っ！」

　真夏の寒気に吹き飛ばされ、パラス号が空を舞う。

　ジェット気流が伴う雹ひよう。全身の骨が砕くだけたような痛み。息をするのも億おつ劫くうな重い疲労。

　──寒い。寒い寒い寒い。

　アキの体はただ本能だけでティラーにしがみつく。

　身み動じろぎするとビニルカッパの背中からパリパリと氷の割れる音がした。じっとしていると次第に背中が重くなっていくのがわかる。

　母が聞かせてくれたおとぎ話に出てくる海底に住む大男。あのウミボーズに船尾をはたかれたようなスピードで、パラス号が上下左右に飛び跳ねる。

　真後ろから背中を殴なぐる雨。それを凍こおらせた刃のような礫つぶての飛来。

　ゴーグルの中でも目を開けることができない寒さとスピードの中、弱り切った十四歳の少女は再び思ってしまう。

　──もう、楽になりたい。

　そうしてアキが諦あきらめかけた時、ガタガタと揺れながらキーちゃんが報告した。

「ワッチ、ワワワ、ワッチ」

　寒さと痛みと恐きよう怖ふの中で、どうにか細く目を開ける。

　ほとんどゼロに近い視界の中央に、わずかに水平線を歪ゆがませる影が浮かんでいた。

「うき、しま……？」

　東の海面にうっすら黒く盛り上がった陰いん影えい。それはゴミベルトの周囲によく発生する、腐くされ木ぎの積み重なった自然の浮うき島しまに思われた。

「すごい！　キーちゃん、この嵐であれが見えたの？」

　口の中にざぶざぶと水が入るのも構わず、アキははしゃいでキーちゃんに話しかける。くりくりとつぶらな船長の黒い瞳は、まったくもって伊だ達てではなかった。

「あそこに行けばボクたち生きられるよ！　がんばろうキーちゃん！」

「ガバロー」

「大丈夫！」

「ダァジョーブ」

　歌うように二人で励はげまし合いながら、パラス号は勇気と希望を得て果か敢かんに進む。

　波間にたゆたうオキアミほどにしか見えなかった島影が、うねりを越える度たびに大きくなって近づいてくる。

　──みんなが、ボクを守ってくれた。

　アキは神話における乙女おとめパラスの父──海神トリトンと、頼もしきキー船長、そして自分にパラス号を遺のこしてくれた両親に感謝する。

　その上で、自分もまたパラス号とキーちゃんを守ったのだと誇らしく面おも舵かじを切った。




　　　２




　真夏に吹ふ雪ぶいた「白い嵐」は、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　しかし空はいまだに黒い高層雲が広く覆おおっている。普段は停てい滞たいしているであろう浮うき島しま周囲にも、荒ぶる波が激しく打ち寄せている。

　アキは激しい雨に打たれながら、ゴーグル越しに浮島を仔し細さいに見た。

　海水に溶けない漁ぎよ網もうやプラスチックなど、あらゆる漂流物で淀よどんだ海の墓場。

　そこにさながらウミダヌキ（ビーバー）の巣のように積み重なった腐くされ木ぎの集合体が、アキの目指す浮島だった。

　浮島は中央でわずかに膨ふくらみ丘を作っている。しかし一番高いところでも海かい抜ばつ三メートルほどで、激しい雨で全景を見渡せないが、島の面積もそう大きくはなさそうだ。

　干かん満まん差さが少ない停滞海域の浮島は、規模が大きければ大抵は《サクラジマ》のように十人前後の人間が住んでいる。しかし見える範はん囲いに居住の跡はうかがえない。

　海に安全地帯はない。アキのサバイバルは、まだ終わっていない。

　嵐に揺れるパラス号の上、アキは決意の表情でスピアガン（水中銃じゆう）を構えた。

　しっかりと浮島の土台を狙ねらい、トリガーを引く。

「ディン」とキー船長が喉のどを鳴らすと同時に、ビンと音を立てて、アキの手元からスピア（銛もり）が飛んでいった。このつぶらな瞳のオウムガエルは、なぜかスピアの射出音を好む。

　腐れ木の土台部分にめり込んだスピアが、パラス号との間に一本の線を渡した。伸びきった十メートルの硬テグスラインが、ゆらりと海中に沈んでいく。

　アキはスピアガンを足元に置き、銃じゆう床しようをしっかりと踏みつけた。ツナヒキザメのヒゲのように海上に垂れたラインを握り、力を込めてゆっくり片手で引き寄せる。同時にもう片方の手でパドルを握り、荒れる海の上をしっかりと漕こいだ。

　ビフォアの時代なら船外機（エンジン）で楽に寄せられる接岸も、アフターでは基本的に曳ひくか漕ぐかしかない。三十フィートを超える船を単独で曳くのは厳しいが、軽量小型のパラス号ならある程度人力でも推進が可能だ。

　強風にあおられぬよう、セールはメイン、ジブともすでに畳たたんであった。パラス号の四方にはパラシュートアンカーを浅く垂らし、船体の重心も整えてある。

　あとは辛しん抱ぼう強くラインを引き、浮島に船を接岸させれば休める──。

　パドルを漕ぎつつラインを手た繰ぐるアキは、それだけを考えていた。

　本当は上陸したらすぐに天幕を張って雨水を貯ためなければならない。なぜ天候を読み違えたのか考えなければならない。

　しかし余計なことに頭を使うと、想像力がひとり歩きする。浮島が底からガラガラ崩れるような、スピアのラインが解けるような、島にはタチの悪い虫がたくさんいるような──そんな嫌いやなイメージばかりがアキの頭に湧わき上がってくる。

　ドシャ降りの豪雨の中、アキはほとんど無心でラインを手た繰ぐっていた。揺れる船体のタイミングを見ながら。グローブに伝わるラインのテンションを確認しながら、徐々に。

　ドーム状に堆たい積せきした腐くされ木ぎの島が、あと少しで手の届く距離に近づく。

　波が船体を一番高く持ち上げたタイミングで、アキは浮うき島しまに飛び移った。

　瞬間、踏んだ木き皮がわがずるりと剝はげ、足を滑すべらせ膝ひざを強打する。

「んぐっ！」

　あまりの激痛に膝を抱えて悶もん絶ぜつした。しかし痛みが引くのを悠ゆう長ちように待っている暇ひまはない。

　アキは涙目のまま歯を食いしばり、安定した腐れ木を探してパラス号から伸びたロープを舫もやった。船首のクリート（係船具）にもロープをかけ、複数の腐れ木を経由して一番太い丸太に舫う。

　船体が固定されたのを確認すると、アキは太もものシースからシーナイフを取り出した。

　腐れ木に打ち込んだスピアを引き抜くため、濡ぬれた木皮を刃先でえぐりとる。

　無事にスピアを回収してパラス号に戻ると、今度は四カ所に下ろしたパラシュートアンカーの手応えを確かめた。横波に抵抗する重みがしっかり手に残る。利ききに問題はなさそうだ。

　雨を避さけるため、アキはいったん狭いキャビンに潜もぐり込む。

　二カ所を浮島に固定し、四方向に横流れ防止のアンカーを下ろした。

　それでも嵐の中のパラス号は、魚に引かれた浮う子きのように大きく上下に揺れている。たいして物があるわけではないが、キャビンの中はしっちゃかめっちゃかだ。

「ここで寝るのは、無理だね……」

　先刻天井で強打した額ひたいをさすりつつ、キャビンの床に落ちていたバックパックを拾った。中には一日分の水と食料、そしてアキにとっての『貴重品』が入っている。

　バックパックにスピアガンをねじ込むと、意を決してコクピットに出た。

　ビニルカッパの届かない脛すねから下に、一瞬で雨粒がしたたる。火傷やけどの痛みに似た底冷えが、ふくらはぎから背中へじわじわ這はい上がってくる。

　雨を避けるように素早く足踏みしつつ、アキはパラス号の片かた胴どう収納を開けた。中から何かと便利な白い天幕を取り出すと、最後にキーちゃんのケージを小こ脇わきに抱える。

「さて上陸……あ」

　いざ浮島へ移ろうとしたところで、アキはある意味「命よりも大事なもの」を忘れていることに気づいた。いったんキーちゃんのケージを足元に置き、防水ボックスの中から《サクラジマ》の島長より預かった荷物を取り出す。

「あぶないあぶない」

　アフターで自分を生かしてくれる大事な「仕事」を抱え、アキは再び浮島に上陸した。

　安定した足場に荷物を置き、激しく揺れるパラス号に舫もやったロープを手に取る。

　浮うき島しまと船を係留したロープを握にぎりしめたまま腐くされ木ぎの上に腰を下ろし、アキはようやく一息ついた。

　緊張が解けた途と端たん、どっと疲つかれが襲ってくる。

　雨は思う以上に人の体力を低下させる。何か硬いもので殴おう打だされたかのように、体中の筋肉がきつく収縮していた。

　ぐったりと疲ひ弊へいした顔で嵐の空を見上げる。

　雨も風も一向に止やむ気配がない。自分の体力に関係なく、この天候ではどのみち何の作業もできそうにない。

　顔を流れる雨を舐なめながら、アキは足あ搔がくことを諦あきらめた。

　ビニルカッパの上から天幕──フッ素樹脂素材のテント布──をすっぽり被かぶり、常よりも手間取りながらシートロープでライフジャケットと結ぶ。ねじ結びテインバーヒツチは自然に解けることがない結び方だ。休んでいる間に天幕が飛ばされることはないだろう。

「きっと今のボクは、無理やり大人のポンチョを羽は織おった子供みたいに見えるね……」

　ぶかぶかの白いフードを被った自分の姿を想像し、アキは苦く笑う。

　現在の間抜けた格好だけでなく、アフターを一人で生きる十四歳の少女は、実際無理をしている子供だった。大人のように自分で食い扶ぶ持ちを稼がなければ、海で孤独に死んでゆく。大人と同じくどれだけ必死に生きてみせても、誰にも褒ほめてはもらえない。

「というか、テルテルボーズだこれ……」

　しかしおかげで雨は凌しのげる。アキは天幕の中でぼんやりグローブの指先を見つめた。

　日頃慣れ親しんだロープワークに手こずったのは寒さのせいだろう。吹き荒れた白い嵐の影えい響きようで、かじかんだ手足の感覚が鈍どん麻ましている。それでいて背中にはピリピリと刺さすように痛む冷えを感じる。

「もう少し浮島の発見が遅かったら、凍とう傷しようになってたかも……」

　バラバラと天幕のポンチョを叩たたく雨音の下、アキは両手で膝ひざを抱えて船長のケージと身を寄せ合った。

「キーちゃん、ありがとね。嵐が過ぎたら島を探検しようね」

「オイシー」

「うん。きっとキーちゃんの好きな虫もたくさんいると思うよ」

　言って相棒に手を差し伸べようとした時、グローブの先から出た指先が真っ赤に染まっていることに気づいた。

　先程強打した膝がぱっくり裂さけ、雨に流されながらも血が染み出してきている。

　パラス号に戻れば治ち療りよう用の清潔なタウエル布が少しだけ置いてあった。湿しつ布ぷ代わりのクスリ菜のストックもある。取りに戻るべきだと思う。

　だが、アキは疲ひ労ろうの限界だった。フードの中で絞しぼれるほどに髪かみを濡ぬらした少女には、もはや立ち上がるだけの気力も体力もなかった。まぶたの重みに抗うことができなかった。

　じくじくとうずく膝ひざの痛みも忘れ、アキは天幕の中で気を失ったように眠りに落ちた。







　目が覚めると、アキの前から二つのものがなくなっていた。

　一つは嵐。

　テルテルボーズのご利益か、アキが寝ぼけ眼まなこで見上げた空には、辺りの影をかき消すような白い太陽が燦さん々さんと輝いている。あの暴風も今はなく、海は膜まくを張ったように穏やかだ。昨夜の寒さが噓うそのように暖かく、背中の悪寒もすっきりと雲散している。

　アキは体に巻きつけていた白い天幕を脱ぎ、思い切り伸びをしながら立ち上がった。

　凝こり固まった体を揉もんでほぐす。節々に痛みはあったが、疲労の蓄積は感じない。

　顔から自然と笑みがこぼれた。足元に「やったね」と声をかけると、キーちゃんが「ヤタネー」と鳴いて返す。

　浮うき島しまの端はしまで歩き、息を大きく吸い込んだ。母なる潮の香りとともに、ゴミベルトに淀よどんだ臭しゆう気きが鼻の奥を不快に刺激する。

　うっと顔をしかめつつ周囲を見回した時──アキは二つ目のなくし物に気づいた。

　途端に顔を蒼そう白はくにし、腐くされ木ぎの丘を駆かけ上がる。湿しめった木皮に足を取られつつ、ほとんど四つ足になって頂上へ向かう。

　心臓が奥に引っ込むあの感覚があった。体を動かした以上に動揺で呼吸が乱れていた。

　頂上に着く。流れる汗を拭ぬぐいもせず、アキはぐるりと周囲を見渡した。

　上陸前に考えていた通り、浮島は小さかった。外周は三十フィート級が五艇ていも停泊すれば一周できるだろう。周囲には他の浮島も見当たらない。

　アキの上陸したこの浮島は、全方位を水平線に囲まれた絶海の孤島だ。

　そんな浮島を作った停てい滞たいした海には、外洋から集まった漂流ゴミがのたりと浮いていた。赤く淀よどんだ潮の中には、様々な無機物の欠片かけらが漂ただよっている。

　──それなら、きっとどこかにいるはず。

　アキはしっかりと目を見開き、近くに遠くに穴の開くほど海を見つめた。

　だが、島影も、船影も、視認できるような漂流物も、海の上には一切何も見当たらない。

　不安と焦しよう燥そうで何十回と見回しても、アキの血ち眼まなこには淀んだ赤潮と、腹が立つほど健やかなブルーしか映らない。




　パラス号は、どこにも見当たらなかった──。




　アキは浮うき島しまの頂点でくずおれた。

　怒りや悲しみに声を発することもできなかった。

　世界から陸が失われ、両親が失われ、とうとうパラス号も失われてしまった。

　両親の形見というだけでなく、アキにとってパラス号はすべてだった。生まれ育った浮島を離れてから、アキはずっとパラス号とともにあった。パラス号は生活のすべてを載のせた家であり、アキの自我だった。

　今、アキは自身を失ったのと同等の衝しよう撃げき──死で心を塞ふさがれていた。

　濡ぬれた腐くされ木ぎにへたりこみ、放心して風に吹かれる。

　何も考えられなかった。

　何もできなかった。

　照りつける太陽が赤く沈むまで、アキはただ呆ぼう然ぜんと海を見つめていた。







　単調な海面が月を映し始めた頃、アキの耳がケロケロと抗議の声を拾った。

　浮島の頂点からぼんやりとうつろな目で見下ろすと、忘れ去られた船長のケージが今にも波にさらわれようとしていた。

　潮が満ち始めているのだと気づく。愛用している白い天幕も、アキに合図を送るように夜の海面にゆらゆらと漂ただよっていた。

「に、にもづっ」

　アキは掠かすれた叫さけびを上げて立ち上がる。

　が、ずっと座っていた足が痺しびれたのか、体が思うように動かずつんのめった。

　悲鳴を上げる暇ひまもなく、腐れ木の上を跳ねるように転げ落ちていく。

　体中を湿しめった樹木が殴打した。朽くちた木皮が小麦色の肌をひっかいた。しかし転がる少女は止まらない、止まれない──。

　当然の帰結として、アキは静かな海にどっぱんと白い王冠を作った。

　ややあってから、ライフジャケットの浮力が少女を海面へ引き上げる。

　海水を吐はきながら浮島を見上げると、くりんとつぶらな目をしたキーちゃんと目が合った。

「タスケテ」

　きちんと言葉の意味を理解しているような鳴き声に、アキは思わず噴ふき出した。

　そうして力が抜けた途端、体中に血が巡めぐる感覚に気づく。痺れで動かないと思われた体は、実際は疲労と恐怖で強こわばっていただけのようだ。

「うっ」

　心身ともに緊張が解けたところで、強烈な飢うえと渇かわきが一いつ斉せいに襲ってきた。海の中でなければ立ちくらみしていたかもしれない。

　同時に血は頭へもまわり始めた。自分が海へダイブした理由をアキはようやく思い出す。

「荷物！」

　ばしゃばしゃと海面を見回すと、コンと後頭部にＦＲＰ素材のケースが当たった。

「よかった……！」

《サクラジマ》の島しま長おさに託された防水ケースに、アキは愛おしげに頰ほおずりする。

　メッセンジャーは人から人へと希望を運ぶ仕事だ。この小さなケースには島長の希望が詰つまっている。メッセンジャーはいつでも誰かの希望を背負っている。

　そのことは、アキ本人も気づかぬうちに生きる希望につながっている──。

「うん。落ち込んでばかりもいられないよね」

　絶望の中で希望を拾い、アキはざぶんと海から上がる。

　波にさらわれかけていた天幕とバックパック、そしてキーちゃんのケージを回収すると、再び丘の上へと登った。

　痛覚にも血が巡めぐったのか、体中から悲鳴が聞こえてくる。

「そりゃこっから落ちれば痛いよね……うう」

　丘の頂点で尻しりをさすりながら、アキは月明かりを頼りに足元の腐くされ木ぎを覗のぞいて回った。隙すき間まに海の見えない木の密集度が高い場所を見つけ、そこに荷物をまとめて置く。

　次いで腰こし掛かけに具合の良さそうな丸太に座り、ケージから解放したキーちゃんを隣となりに招いた。

　ふうと大きく一息つくと、ぐうと腹の虫も鳴く。

　バックパックから水すい筒とうとアシツキの干物を一枚取り出し、相棒と食料を分け合う。

　夜は静かだった。

　一人と一匹が乾物を咀そ嚼しやくする音が、わずかに聞こえる潮しお騒さいのリズムにアクセントを付ける。

「オイシー」

　キーちゃんがケロケロと満足気に鳴いた。その口元からは、人間の足のように見えるアシツキのヒレがはみ出している。

　──オウムガエルはなんのために生きているんだろう？

　アキはふとそんなことを考えた。やっぱり食べるためだろうか。生きていくために食べ、食べていくために生きる。それは人間も同じだろうか。

　取り留めのない自分の行く末、そして来こし方を考える。

　たぶん、今は自分も食べるために生きていると思う。食べなかったら死ぬ。死んだら何が困るのだろう？　両親もパラス号も失い、自分は何をすればいいのだろう？　他の人たちはなんのために生きているのだろう──。

　アキには生きる目的がよくわからない。両親以外の人間をほとんど知らないアキは、誰かの生き方を想像してみることがうまくできない。

「おいしいね」

　詮せん無なき思し索さくを放棄して、アキは隣となりの船長に遅い相あい槌づちを打った。

　──今はただ、食べることだけ考えよう。キーちゃんと同じように生きよう。

　自然に本能と向き合って、アキは生きるために再び眠った。







　名もなき浮うき島しまの東側に、夜明けの光が広がり始める。

　朝日よりも早く起床していたアキは、腕立て伏せをするような姿勢で腐くされ木ぎにキスを迫せまっていた。

　震ふるえる唇をすぼめ、ゆっくりと木のウロに溜たまった水に口を付ける。

　ズズっとすすってみると甘い。まさに甘かん露ろだ。乾いて前歯に貼はりついたアキの唇が、潤うるおいを得て徐々に剝はがれていく。

　ああ生き返ったと幸せ満面に目を閉じた時、口の中にチクリと刺すような痛みが走った。飲み込む直前だった朝あさ露つゆを、ぺっと顔の前に吐はき出す。

　小さな水すい泡ほうをまとって腐れ木の上でのたうっているのは──ピン虫だった。

　もぞもぞと木皮に潜もぐり込んだＴ字型の昆こん虫ちゆうを見て、アキはげっそりとつぶやく。

「サイアクだ……」

　アフターに生きる者として致命的だが、アキは虫が苦手だった。

　苦手になったきっかけはまさにこのピン虫で、この五ミリほどの虫の尻しりから伸びた針に刺されると、患かん部ぶがひどく腫はれ上がる。悪質な種のガビョウムシであった場合、毒を注入されて最悪肉体が壊え疽そする。

　木皮の隙すき間まに潜り込んだピン虫は、取り立てて毒々しい色には見えなかった。

　が、かつて口内を刺されて膨ふくれ上がった自らの舌で呼吸困難に陥おちいったことのあるアキは、今後の生活に絶望を禁じ得ない。

　ピン虫は腐れ木があればどこにでもいる。一匹見たら、百匹は、いる──。

「でも、水の確保は命の確保だしね……」

　独りごちつつ浮島を回り、半泣きで腐れ木のウロに溜まった露つゆをすする。

　甘みを感じたのは木肌の乾いた丘の腐れ木だけで、下層はほとんど海水混じりだった。そちらの方は塩に強いキーちゃんに担当してもらうことにする。オウムガエルは賢い生き物だ。虫が好物でも、ピン虫を口に含む人間のようなヘマはしない。

「オイシー」

　水を得たオウムガエルはケロケロと機き嫌げんよく鳴いた。

「キーちゃんが楽しいようで何より……」

「タノシー」

　そうしてアキはオウムガエルを携たずさえてビクビクと島を一周し、食料となる動植物の存在がないことを確認してがっくりと肩を落とす。

　ここはビフォアのゴミと腐くされ木ぎしかない、真に純粋な浮うき島しまだった。

　──この何もない浮島で、いったい何日生き延びられるだろう。

　アキが現実的な生存戦略を練ねり始めた頃、東の空が本格的に白んできた。

　日が昇り切る前に、いったん丘の上に移動する。

　頂点に着くと、手頃な太さの腐れ木を堆たい積せきした木々の間に差し込んで回った。

　できあがった四本の柱の上に、天幕を本来の使い方で張る。隅すみをしっかりとシートロープで固定すると、簡素なタープ式のテントが完成した。

　日中に活動しない時はなるべくこの日陰で過ごし、余計な水分の蒸発を抑おさえる腹積もりだ。パラス号を失った今、このテントがアキの新しいホームとなる。

　アキは早さつ速そくホームの下に潜もぐり込み、今後の方針を考えた。

　最優先で行うべきは水と食料の確保。

　次いで浮島からの脱出方法の模も索さく。

　水と食料の確保のため、まずは手持ちの道具を確認する。





　・一リットル水筒（残量約二百五十ミリリットル）

　・食料（魚の干物二枚）

　・天幕

　・シートロープ（五メートル二本、二メートル三本）

　・バックパック（三十リットルサイズ）

　・装備（ダイバーズウォッチ、シーナイフ、スピアガン、ゴーグル）

　・衣類（ライフジャケット、ビニルカッパ、セイラー服、セイリンググローブ）

　・《サクラジマ》島長からの預かり物（内容物不明）






　直接生存日数を延ばすようなものは、ほぼないに等しい。

　そのくせ衣類だけはやたらに充実しているが、これはアキだけに限ったことではない。

　海に沈しずんだビフォアの建造物──ビルデン礁しようの多くは浅い部分に衣類があり、食料は限られたダイバーしか潜れない海の底にあることが多い。衣類の流通が多いわけではないが、食料に比べればアフターでは比較的安価に取り引きされている。

　セイラー服はまた別で、これはアキが父から譲り受けた『貴重品』だ。ある意味では食料よりも大事なものと言える。

「これだけ……か」

　大事なものは残っていたが、気落ちして大きなため息が出る。

　膝ひざをケガした時にパラス号に戻らなかったことが今更のように悔くやまれた。

　キャビンには溜ため込んだ二十リットルの雨水があった。滅めつ多たに使うことはなかったが、船上設置型のフラッシュ式海水淡水化装置もあった。温かいモフ葉だってあったし、食べかけのゲッチャ（魚の肝かん臓ぞうの塩しお漬づけ）や、フリントボール（ワックスコートの玉マッチ）もあった。

　しかし嘆なげいていてもしょうがない。パラス号を失ったショックは大きいが、幸か不幸か、アキは今までの旅でサバイバルには慣れている。

　自らを鼓こ舞ぶするように一度大きくうなずくと、アキは早さつ速そく行動を開始した。

　水筒のコップを外し、井戸状に堆たい積せきした腐くされ木ぎの底に置く。周囲の腐れ木にゴーグルですくった海水をたっぷり含ませる。バックパックとライフジャケットも海水に浸ひたし、コップの脇わきに並べる。最後にビニルカッパで井戸に蓋ふたをし、木片で四隅を固定した後に中央をたわませた。

　こうして太陽熱で海水を蒸発させれば、水蒸気はビニルカッパに付着して冷やされた後、水滴となってコップの中へ落ちる。これが浮島で作れる最も簡易な海水蒸留システムだ。

　とはいえ天候に左右されるし、一日に得られる水の量は微び々びたるものでしかない。アキの体重なら日に最低でも一リットル以上の水分が必要になる。

　アキは腕組みしながら水分を得る方法を考えた。

　たとえばゴーグルのレンズ集光で火を起こしても海水を蒸留できるが、水の染み込んだ腐れ木の島には火種を作れる乾いたものが何もない。

　ならばと海水をそのまま飲めば、今度は塩分により利り尿にようが促そく進しんされる。すなわち貴重な水分を体外に排はい出しゆつしてしまう。水分補給に海水を飲むのは寒さしのぎに衣服を燃やすようなものでしかない。やむをえず飲む場合は、真水で薄めるのが常識だ。

　となると、蒸留以外で水分を得る方法を考えなければならない。

「魚釣つり、かなあ」

　魚類は脊せき髄ずい周辺にほどほどに淡水化した水分を蓄えている。丸ごと食べることができれば、他の食料よりも多くの水分を得ることができる。それをアキは知っていた。昔父に教え込まれた、海で生き抜く知恵の一つだ。

　天幕の下でじっとしているキーちゃんに荷物番を頼み、アキは再び浮島を巡じゆん回かいする。プラスチック片のゴミは多いが、釣り針に使えそうな材料は見当たらなかった。

　いったん天幕の下の日陰に潜もぐり、膝ひざを抱えて海を見つめる。

　風も波もない完全なベタ凪なぎだった。

　おかげで一昨日おとといの「白い嵐」とうってかわって、やたらと背中に汗をかく。

　地域的にも温おん暖だん湿しつ潤じゆん気候であるし、夏という季節が暑いのも当たり前だ。しかしアキは周囲のゴミが不快な湿度を底上げしている要因のように感じていた。

　海に潜りたいな、と思う。

　以前立ち寄った《サクラジマ》では、近海に生息する危険な大型魚の話は聞かなかった。この海域で潜せん水すいしても、さほど問題はなさそうに思える。あるとすれば──。

　アキは立ち上がって周囲を確認した。

　遠くに半円のきれいな虹にじが見えるだけで、水平線には相変わらず何もない。服を脱いでも誰にも見られる心配はない。現状それは悲しむべきだが、それはそれ、これはこれだ。

「キーちゃん、ちょっと潜もぐってくるね」

　アキは返事を待たずに船長の体をくるりと回し、おもむろにショートパンツを脱いだ。

　とはいえ念には念をと、タンクトップの裾すそを思い切り引き下げ、下着を隠しながらそそくさと腐くされ木ぎの丘を下る。

　ゴーグルをはめて深く息を吸い、アキは海へと飛び込んだ。

　停てい滞たい海域の水中は、海洋ゴミとマリンスノー──微小なプランクトンの排はい泄せつ物ぶつと死し骸がい──でひどく懸けん濁だくしていた。透き通った海では深しん淵えんを見て恐怖を感じることもあるが、今は数メートル先の様子も見えない。

　アキはいったん海面に浮き上がった。

　息を継ぎながら浮島を見て、自分が流されていないことを確認する。

　再び大きく空気を吸い込むと、今度は浮島の下へ潜り込むように泳いでいく。

　予想した通り、浮島の下部には堆積した腐れ木にところどころ隙すき間まがあった。上半身を動かせる程度のスペースを見つけ、アキは虫を警戒しながらゆっくりと浮上する。

「ぷはっ」

　水面から顔を出し、浮島の内側を見上げた。櫓やぐらのようにみちりと詰つまった腐れ木の間から、ビフォアとは違う意味での「木こ漏もれ陽び」が差し込んでいる。存外明るい内部を見回すと、積み重なった腐れ木の一部に目が留まった。

　引き潮時にだけ露ろ出しゆつする高さに、トコナメ貝が数匹はりついている。トコナメ貝はフジツボの一種だが、ナイフを使わずに身を取り出せ、生食も可能だった。その上味も悪くない。

　アキはトコナメ貝を片手いっぱいに握り込み、他に何かいないか、できれば甲こう殻かく類るい──とウキウキしながら腐れ木を見上げる。

　すると、視界に黄色い物が入った。

　色味から連想したのは、腐れ木とは種類の違う白木の流木。それなら乾かせば薪たきぎに使えるかもしれない。そう思ってよく目を凝こらすと──それは人骨だった。

　衣服の類たぐいは端はし切きれすら身につけていない。木樹の間で押しつぶされるように横たわる、黄ばんだ人の亡なき骸がら。

　アキの背筋を冷たいものがタラリと流れる。一番見たくないものを見てしまった──。

「おおお、お邪じや魔ましましたっ」

　先せん輩ぱいへの挨あい拶さつもそこそこに、アキは海へと逃げ込んだ。







　スピアガンを片手に潜せん水すい範はん囲いを広げ、休み休みの三時間。

　それだけの時間をかけて、アキはようやく一匹のナッツフィッシュを仕留めた。

　少ない獲物と多大な疲ひ労ろうを得て、へろへろとホームへ戻る。

「キーちゃんごはん！」

　テントの前で誇らしげに獲物を掲かかげてみせると、

「オツカレチャーン」

　と、船長に労ねぎらわれた。

　いったいどこでそんな言葉を覚えたのか。アキは不審に思いつつも、さりげなくこちらを向いていたキーちゃんの体を再びくるりと回し、タンクトップと下着を脱いだ。

　ぎゅっと両手で絞しぼった服をタープテントの端はしに吊つるす。

　風はなかったが日差しは強い。夕方までには乾くだろう。そう考えてひとまず素肌にそのままショートパンツをはき、上には急場しのぎでセイラー服をかぶった。

　袖そでを肩までまくり上げ、余り気味な腰の部分を片方に寄せてきゅっと縛しばる。

「キーちゃん、ちょっと待っててね」

　言いながら、アキは拾ってきた平たい腐れ木の皮を剝はがし、露ろ出しゆつした木肌にナッツフィッシュを寝かせた。

　その生命をいただく前に、まずはじっくり相手を観察する。

　体長四十センチほどのナッツフィッシュは、見た目はボラに似た魚だ。火を通すと身がほろ甘く、濃のう厚こうなタンパク豆のような味がする。

　が、残念ながら臭くさみが強いため、生食には適していない。

　アキはごくりと覚悟の唾つばを飲む。

　ナッツフィッシュのエラからナイフを入れ、ぐいと力を込めて頭を落とした。首のないグロテスクな魚を両手でつかみ、そのままえいやと口に咥くわえる。リンパ液えきや血液の混じった水分を絞り出し、きつく目を閉じ思い切りすする。

　生臭い。味もひどい。猟りよう奇き的な行為に対する嫌けん悪お感かんもある。

　だが、今のアキにはこれ以上ない貴重な水分だ。

　涙目になりながらじゅるじゅるとナッツフィッシュをしゃぶっていると、突然手の中で首なし魚が暴れだした。

「もががっ！」

　たとえ頭を断ち切ったとしても、脊せき髄ずいの神経自体は数時間生きている──。

　次回は先に神経を締しめようと、げほげほと咳せき込みながらアキは心に留めた。

　地じ獄ごくの水分補給を終え、ようやく食事のための調理に取り掛かかる。

　くり抜いたナッツフィッシュの目玉を口の中で転がしつつ、身を三枚に下ろす。頭のアラはぶつ切りにしてキーちゃんに供え、自分は切り身の一枚を刺し身にして食べた。

「う……」

　汚水に浸ひたしたタウエル布をしゃぶるような味が、口の中いっぱいに広がる。マズいというのはわかっていたが、ここまでひどいとただただ悲しい気持ちになる。

　それでもアキは生きるため、鼻をつまんで刺し身を一腹ひとはら飲み込んだ。

　残った切り身は木肌に乾いていた塩を一振りし、天幕の上に並べた。一夜干しで味が変わることを密ひそかに期待しておく。

　次いで、浮うき島しまの底で見つけたトコナメ貝を食すことにした。

　指先で貝を強くつまみ、ポンと身だけ弾はじいて口に入れる。

「あ、おいしいこれ」

　やや塩辛いが、ねっとりとした肉にはホヤに似た海の旨うま味みがあった。

　五匹の貝のうち三匹を自分で食べ、残りをキーちゃんの前でポンと弾いてやる。

　静かなる船長が、らしからぬ素早さで飛んでいる身をキャッチした。

「オイシーコレ」

　ねっちょ、ねっちょと人間のように咀そ嚼しやくして、満足そうに喉のどを鳴らすキー船長。

　アキも船長を見下ろして笑っていたが、その実、先行きの不安は拭ぬぐいきれないでいた。

　ここがゴミの溢あふれる停てい滞たい海域であるからか、さっき潜もぐった限りでは生物の生息をほとんど確認できなかった。エサとなるプランクトンがいるのに魚がいない。その事自体が不気味でもあるし、何よりアキが長期生存するための条件を欠いている。

　シングルハンドのセイラーたちは、ライフワークであるかのように頻ひん繁ぱんに漂流する。

　その際、水や食料を得られなければ人は三日で死ぬというのが定説だ。

　本来ならば人間は水だけで一ヶ月過ごすことができる。にもかかわらず漂流者の多くが三日で息絶えてしまうのは、水や栄養の欠けつ如じよではなく「生への絶望」によるところが大きい。

　メッセンジャーとして誰かの希望を運ぶ以外、アキにはさしたる旅の目的がない。

　その上唯ゆい一いつの拠より所であるパラス号も失い、何も持たずに無人島で朝を迎えた。

　水と食料はほとんどなく、浮島の底には自身の未来を暗示するような白骨があった。

　今のアキには生きることに前向きになれる材料、「生への希望」がまったくない──。

　暗い考えにぐるぐる取り憑つかれていると、やがてそれは胃の方にも回ってきた。

「う……。気持ち悪い……」

　このじれったい吐はき気には覚えがある。海暮らしのセイラーたちが、揺れのない場所に戻ると突とつ如じよ平へい衡こう感覚を失うという「陸おか酔よい」だ。

　あれほど辛つらい思いをして食べた魚を出すものかと、アキは両手で口を押さえながらこみ上げてくるものを必死に飲み下す。

　胃液の酸味がやけに口の中に染みた。昨夜丘から転げ落ちた時にどこか切れたらしい。

「なんか、面おも白しろいようにひどい目に遭あってるよね、ボク……」

　アキの愚ぐ痴ちに返事をよこしたのは、じんと疼うずいた自身の膝ひざだった。

　あの時帆はん走そうせずにキーちゃんとキャビンに引きこもっていれば──。

　浮うき島しまに上陸した時、もっと強くパラス号を固定していたら──。

　膝をケガした時、せめてモフ葉とタウエル布だけでも取りに戻っていたなら──。

　今を不幸と捉とらえると、すべてのたらればが悔くやまれてくる。

　だが、今ある命を自ら拾ったと思えば、その判断は正しかったとも言える。

　チラリと島長に託された防水ケースを見て、アキは言葉にできない何かを感じ取っていた。

「ワッチ、ワッチ」

　そんなアキに発はつ破ぱをかけるように、キー船長がケロケロと鳴く。

「えっ、えっ」と動転しながら、アキもつぶらな黒目の先を追う。

　オウムガエルが見上げた空に目をやると、そこに一羽の鳥が滑かつ空くうしていた。

　耳をそばだてると、聞こえてきたのはゲェゲェという品のない海鳥の鳴き声。

「ニセウミサギだ」

　ニセウミサギは渡り鳥ではない。視力が著いちじるしく退化しているため、海面を飛ぶ魚を捕らえるような器用なマネはできない。食物連れん鎖さのピラミッドでは下層に位置する存在だ。

　だが逆に言えば、ニセウミサギを見かけたら、そこからそう遠くないところに彼らの食料が存在する「場所」があるということでもある。

　見上げた空の白い鳥は、アキのいる浮島を無視してまっすぐ北へ飛んでいく。

　浮島を脱出するすべを持たない少女にとって、それは希望とは言えないかもしれない。

　しかし、近くに食べ物のある島がある、もしかしたら人がいるかもしれない島がある、そう知ったことは、やはりアキにとっては一いち縷るの望みとなる。

　たとえ本人が自覚をせずとも、アキの生存本能は生への希望をはっきり感じ取っていた。

　こうしてアキの浮島生活三日目は、ほんのわずかに前を向いて終わった。







　浮島上陸四日目。晴れ。

　アキは起きてすぐに朝あさ露つゆと蒸留装置の塩しお辛からい水を舐なめた。魚は見つからない。採取した五匹のトコナメ貝のうち二匹をキーちゃんに与える。念の為にもう一度ぐるりと浮島を回ってみたが、腹の足しになるようなものは何もなかった。夜は空腹でなかなか寝つけず苦労する。




　浮島上陸五日目。晴れ。

　朝露と蒸留海水をすする。船は通らない。魚は見つからない。腐くされ木ぎにシーナイフで彫りつけた四本の傷に、斜めに一本線を足した。浮島に漂着して五日目。ずっと食べ物のことを考えている。かつて捕まえたエビの卵をキーちゃんに食べられた恨みがよみがえり、アキは一方的にオウムガエルを罵ののしった。キーちゃんはカエルの面つらになんとやらか、まん丸の目でアキを一いち瞥べつし、その後は黙もくして海を眺ながめていた。




　上陸六日目。晴れ。

　流れ着いた海かい藻そうに付着したプランクトンを、キーちゃんとともに涙を流してついばんだ。プランクトンは遊泳能力のないクラゲのような生物の総そう称しようで、肉眼で見えない微生物から、呆あきれるほどに巨大なコウテイマンボウまでを指す。しかし一般的にはミジンコやクリオネ、死ぬ前の「星の砂」などを指すことが多い。海藻に付着していたのは、波に逆らって泳ぐほどの力を持たないエビカニ類の幼生だった。虫に似た姿が多かったが、アキは喜んで飲み込んだ。




　上陸七日目。晴れ。

　船も見ない。魚もいない。早くも島底のトコナメ貝を採りつくした。試しにそこらの腐くされ木ぎの欠片かけらを口に入れてみたが、自分の指をしゃぶっている方がマシだった。キーちゃんはじっとしている。肩の辺りに触れてみると、薄うすくなった皮ひ膚ふ越しにゴリゴリと骨の感触が伝わった。このスキンシップがお気に召したようで、キー船長はケロロロと気持ちよさげに喉のどを鳴らした。




　上陸八日目。晴れ。

　魚はいない。雨が降らない。薄めた海水と塩だけでアキは生きながらえている。体重は減っているのに体が重い。立ち上がるとすぐにめまいがした。「水さえあれば一ヶ月は生きられる」という人間の体が逆に恨うらめしい。楽になりたいと思い始める。




　九日目。晴れ。

　目の前でスピアガンを射出してもキーちゃんは『ディン』と鳴いてくれなくなった。肩に触れても反応しない。目を凝こらして探してみたが、こんな時に限ってピン虫もいない。無性にイライラする。しかし何かに当たり散らすような気力もない。




　十日目。晴れ。

　腐れ木のカレンダーに二本目の斜ななめ線を彫る。排はい尿にように海に入るのも面倒になった。




　十一日目。

　もうどうでもいい。楽になりたい。




　十二日目。







　十三日目。







　それでも、アキは本能で生きていた。




　　　３




　アキはもちろんその両親たちも、生まれた時から『陸』というものを知らない。

　ビフォアの時代に人々が暮らした『地上』は、現在すべて海の底にある。

　なぜそうなったかと問われれば、小惑星が衝しよう突とつした、大規模火山が噴火した、やまない雨が降り続いたなど、答えは人と時代によって様々だ。

　どのみちアフターに生まれたアキが惑星海洋化の原因を知ることはできないし、知ったところで何の意味もない。

　アフターにも文化や学問は存在するが、それはビフォアで言えば有史以前のそれと大差ない。衣服や船に恵まれているだけで、アフターには独自の文明と呼べるものがほとんどない。

　古代の恩恵を当たり前のように海から引き上げ、浮島の上で分配してただ消費する。

　それがアフター──すべてが沈しずんだ現代だ。

　そんな海洋の時代、アキが塩しお辛からい産うぶ湯ゆにつかって生まれたのもやはり浮島の上だった。

　アキと両親以外に誰もいない、小さな小さな漂流物でできた島。

　空と海と腐れ木しかない世界で、アキは貝や魚を捕りながらすくすくと成長した。他にすることがないという理由もあったが、体を動かすのが好きな腕わん白ぱく少女だった。

　ある日、父がどこからともなく船を手に入れ、より住みやすい場所を求めて「パラス号」と名づけたカタマランに乗って流れる一家の冒険が始まった。

　アキの父は大おお柄がらで豪快な人だったが、ここ一番に気の小さい男だった。褒ほめて伸ばす方針なのか、何につけても娘を甘やかす優しい船乗りだった。

　母は父に輪をかけて豪ごう放ほう磊らい落らくだったが、男勝りなアキに『女の子らしくしなさい』と度たび々たび苦言を呈した。しかしそれ以外は父同様にひたすら娘を溺でき愛あいしていた。

　両親に愛されながらの船旅は楽しかった。

　アキは父から操船を学び、海を知り、星読みの知識を得た。

　母からは泳ぎやらマッサージやら、体に関することを多く学んだ。

　二人に聞かされる星の神話や、海のおとぎ話、そして冒険譚たんを子こ守もり唄うたにアキは眠った。

　その旅で、アキはほとんど初めて両親以外の人間にも会った。

　大きなフロートでは文化というものを目まの当たりにし、アキはひたすら仰ぎよう天てんした。長く逗とう留りゆうしたフロートを発たつ時には、知り合った人々との別れを惜おしんで泣いたりもした。

　そんな旅の生活が終わったのは、アキが十二歳になった頃だった。

　父の星読みで帆はん走そう中、パラス号は肩や腹にドクロの刺青いれずみをした男たちに襲われた。家族を乗せた船は捕獲され、一家三人は海かい賊ぞくたちの大おお筏いかだに連行された。

　海賊──シーロバーは、アキが生まれて初めて見る『悪』だった。

　両親と別のバラック小屋に押し込められ、アキはただガタガタと震えていた。

　暴力、孤独、闇やみ。

　そういった具体的なものではなく、アキは悪という概がい念ねんそのものに恐怖して泣いていた。腕わん白ぱくではあったが、心はおとなしく気の弱い少女だった。父によく似ていた。

　小屋に閉じ込められてからどれくらい時間が経過したのかはわからない。

　アキが記憶しているのは、小屋の外で「うっ」と呻うめくような声が聞こえ、その後にすぐ父が飛び込んできた時からだ。

　父が自分を助けに来てくれた──アキがそう理解するより先に、父は不可解な言葉を発した。

『アキ、おまえはこれから一人で生きていくんだ』

　父の顔は笑っていた。

　意味がわからずぽかんとしていると、父の大きな手のひらが頭の上に乗る。

『父ちゃんは母ちゃんを一人では死なせない。アキ、たくさん生きろ。海は広いぞ』

　月の見えない夜だった。

　小屋の入り口に横たわる男をまたぎ、十二歳のアキは父に従っておろおろと走る。

　パラス号に乗ると、その周囲がやけに明るかった。夜光虫とも呼ばれるノクチルカが大量に水面に漂ただよい、幻想的な青い燐りん光こうでアキと見送る父を静かに照らしていた。

　アキは叫びたかった。しかし声は出せなかった。もし大声で父を呼べば、母の身に危険が及ぶかもしれない。

　アキは両手で口を押さえ、無言で泣いていた。

　見送る父は笑顔で右手を振っていた。左手は握りしめたまま真紅に染まり、顔の代わりに赤い涙を流していた。

　濃こい霧きりが煙けぶる光の海を、パラス号はアキだけを乗せてゆっくりと滑すべり出していった──。







　あの日父が救った娘の命は、今にも燃え尽つきそうだった。

　アキは天幕の下でただじっとしていた。元々肉付きの目立たない体が、自分でも目を覆おおいたくなるほど貧相に瘦やせ細っていた。

　アキがこの名もなき浮島に上陸してから、もう二週間が経たっている。

　水はどうにかなっていたが、食料がどうにもならなかった。

　魚を捕る道具と技術があっても、海が完全なサラオ──魚がいない──ではどうしようもない。浮うき島しまの底のトコナメ貝もすべて食べ尽つくしていた。

　たまに流れ着く海かい藻そうに付着したプランクトンを相棒と分けあい、腐くされ木ぎの表面に乾いた塩を舐なめ、アキはただ死んでいないだけだった。

　毎日浮島の頂いただきから眺めても、海上に船影はない。

　飢き餓がの嵐の中、アキはずっと食べ物のことだけを考えている。眠れば夢に魚や貝を見た。

　二週間前に《サクラジマ》で預かった荷物を、開けたい衝しよう動どうにも駆かられた。

　だが、開けてしまえばそこに期待したものが入っていなかった時、アキは更なる絶望に襲われる。希望を希望のままにしておくことが、メッセンジャーとしてのアキの最後のプライドであり、無意識の生存本能でもあった。

　ゆるりと湿し気けった風が吹き、すっかり潤うるおいを失った少女の髪かみを揺らす。

　窪くぼんだ眼がん窩かの目だけ動かし、アキは快晴の空を見上げた。

　あれからニセウミサギも見かけない。海は毎日穏やかで、ゴミベルトも淀よどんで停てい滞たいしている。

　一度だけ、メッセージボトルが流れ着いたことがあった。

　中にはビフォアの文字が並んだボロボロの紙が一枚入っていて、こう書かれていた。

『タスケテ』

　言語自体は知らなくとも、最もよく見る四文字の意味は誰でも知っている。助けてほしいのはこっちだ──そう自じ嘲ちようする気力さえ、アキにはなくなっていた。胃も心も空っぽだった。

　膝ひざを抱えたまま視線だけ動かし、隣のキーちゃんを見る。

　船長も本当に瘦やせてしまっていた。まったく動いていないはずなのに、水かきに血が滲にじんでいる。たぶんピン虫にでも刺されたのだろう。あの存外に機き敏びんな船長が、もう自力で虫を避よけることもできない。

「ダァジョーブ」

　アキの視線に気づいたのか、キーちゃんはまっすぐ海を見み据すえながら力なく鳴いた。

　このところ声を出してもケロケロというカエルの鳴き声だけだったのでアキは少し驚く。

　そして、キーちゃんの瞳に老いゆく白はく鯨げいに似た諦てい観かんを見て、いよいよ限界だと悟った。

　あの嵐の中で希望を見み出いだしたつぶらな瞳は、今、別の何かをはっきりと見据えている。

「キーチャン、オイシー」

　立て続けに船長が喋しやべって、アキはぎょっとした。

　何か食べ物でも見つけたのかと隣を見ると、キーちゃんはつぶらな瞳でじっとアキを見上げている。黒い瞳がやけに潤うるんでいた。それでもその目は笑って見える。

「キーちゃん……？」

　アキは今のキーちゃんと同じ目を、かつて一度だけ見たことがあった。

「ボクスゴクネムイヨ」

「キーちゃん！」

　シーロバーの大おお筏いかだから、静かにアキを送り出した父の瞳──。

「タクサンイキロ」

　それは、父の最後の言葉だった。アキが挫くじけそうになる度たび、いつも頭に響ひびく父の願いと大きな笑い声。

　それを今、オウムガエルのキーちゃんが口にした。

「アキ、タクサンイキロ。ダァジョーブ。キーチャン、オイシー」

　肉が削そげ落ち、ほとんど干物のようになった船長がブルブルと小さく震ふるえている。

　もう声帯を震わせる力など残っていないのに、キーちゃんはアキに意志を伝えようとして全身で喉のどを鳴らしている。

「キーちゃん待って！　キーちゃん！」

　アキはキーちゃんがこんなに喋しやべったのを初めて聞いた。

　キー船長は決して饒じよう舌ぜつなオウムガエルではなかった。いつも一言二言アキの言葉をマネるだけで、大きな瞳で見つめた大事なことだけを教えてくれた。

「キーチャン、タノシー。ウミ、タクサンタノシー、アリガト」

　振り絞るような鳴き声が、徐々にかすれていく。意志を伝え終えたオウムガエルの体に、深い皺しわが一いつ斉せいに走った。

「キーちゃん待って！　ボクを置いていかないで！」

「アキ、アリガト」

　涙で滲にじんだ瞳の中、キーちゃんが最後に片手を上げて笑った。アキにはそう見えた。

「ボッボヤージ……」

　キーちゃんは、大たい海かいも空の青さも知るカエルは、アキに海の男の手本を見せてくれた勇ゆう敢かんなる船長は、今──堂々と目を閉じた。

「なんで、なんでみんなボクを置いていくの……どうして……」

　アキはオウムガエルの体に額ひたいをつけて泣いた。

　目からはこんなに涙が流れるのに、キーちゃんの干からびた体はちっとも元に戻らない。

　船長の体も、自分の中から流れる水も、ただ、塩しお辛からい。

「ううっ……、キーちゃん……！　キーちゃんっ……！　ううっ……わああああああっ！」

　動かなくなった船長を抱きしめ、アキは日が沈むまで延々と泣き叫んだ。




　夜。

　キーちゃんの意思を継ぐべく、アキは浮うき島しまの頂点でナイフを握る。

　船長の喉に刃先を入れて口をつけ、海を睨にらみながら命をすすった。




　──ボクは、たくさん生きる。




　一片たりとも残さずに、アキは更に一週間生き抜いた。




　　　４




　海から上がり、タンクトップと下着を脱いできつく絞る。

　脱いだ服を天幕に吊つるしながら、アキは自分の体を見下ろした。

　これほど瘦やせてしまっているのに、胸にはわずかな膨ふくらみがあるのがわかる。かつては裸はだかのままでも男として扱あつかわれたが、セイラー服を着忘れたら疑われることもあるかもしれない。

　母に比べればまだまだ小さいそれに手をあてがい、アキはそんなことを考えていた。

「む」

　ふいに視線を感じたような気がしてアキは振り返る。

　もちろんそこにオウムガエルはいない。

「……本当はオバケになって見てるんでしょ？　キーちゃん興味なさそうなフリして結構ボクの裸見てたよね？」

　キーちゃんが目を閉じてからアキは独り言が増えていた。無む闇やみに明るく振る舞おうと、益やく体たいもない言葉を口にした。そうしなければ孤独に押しつぶされてしまいそうだった。

「一人でもさすがに裸は恥はずかしいかな……」

　アキは着替えに悩んだ末、セイラー服の上下を身につけた。下着をはいていないため、スカートが風にまくれるとヒヤリとする。

　両手でスカートを押さえながらタープの下で仰おお向むけになり、天幕越しに空を眺ながめた。

　伸ばした足に当たる日差しと影の具合で、そろそろ正午だとわかる。

　キーちゃんの意志を継いでたくさん生きると決めたアキだったが、海は相変わらずのサラオでやることがなかった。

　腐くされ木ぎの露つゆをすすって乾いた塩を舐なめると、その日一日もう何もすることがない。あとは日がな海を見つめて船影、もしくは漂流物を探すだけだ。

　しかし海には何もない。運良く流れ藻も、中でもヒジキに近いホンダワラが流れてきた日などは、それだけで一日中キーちゃんのいた天幕の下に自慢し続けられた。

　が、そんな幸運は滅めつ多たに訪おとずれない。

　そして、することがないと猛もう烈れつに眠い──。

「ふわぁ……」

　寝転びながらあくびをし、これではダメだとアキはタープの下で体を起こした。

　怠たい惰だに身を委ねまいとして、スカートのポケットから短いシートロープを取り出す。

　父から習ったロープワークは手て癖くせのようになっていた。

　しかし戯たわむれに自分の指をチェーンノットの形で結んで手て錠じようにしても、ハーフヒッチの形を作って腐くされ木ぎに投げ縄なわなどしても、浮うき島しまの時間はゆったりとしか流れてくれない。

　何をしても虚無的だった。命を持て余している気分だった。

「水浴びしたばかりなのにもう眠い……」

　今日のように日差しが強い時、アキは体温を下げるために何度か水浴びをしていた。

　服が乾くまで半はん裸らでいると、ほどよく緊張感を保てて眠気が覚める。孤独でも人目を意識するのは精神衛生上よいことのはず。そう思っていたアキだが、眠いものは眠い。

「たくさん生きろ！」

　決まり文句で自らを叱しつ咤たし、アキは製作途中だったスティックチャートを手に取った。

　シーナイフで腐れ木を削けずり、棒状にして三十センチ四方の枠わく組ぐみを作る。短いシートロープをほぐして糸を作り、木枠の間に海流の流れを表すヒゴ状の木を縛しばる。

　スティックチャートは樹の枝で作った原始的な海図だ。

　アキが通過した海域の体験から、この浮島近海の様子を再現している。この名もなき浮島を表す位置には、トコナメ貝の貝殻や削ったナッツフィッシュの骨を埋め込んである。

　こうしてできあがったスティックチャートは、人のいる浮島やフロートに持っていけば水や食料と交換できた。チャート作りは単なる手て慰なぐさみではなく、アキの「たくさん生きる」意志の表れでもある。

　アキは黙もく々もくと木を削り、時折海を眺めながら午後の時間をチャート作りに費やした。

　そうして傍らに五面のチャートを重ね終わった頃、今日も何もないまま日が沈んでいく。

「夕陽がきれいだよ、キーちゃん」

　ポケットの中からキーちゃんの骨の一部を取り出し、手のひらに乗せる。オウムガエルの骨は薄く脆もろかったため、肩の部分以外は海に散骨していた。

　肩の後ろを撫なでる気持ちで、キーちゃんとともに空を焼き焦こがすような夕焼けを見つめる。

　たとえ何度殺されかけても、海も、空も、太陽も、自然はみな美しい。

　雄大な自然を見ている間は、アキはその景色に圧倒されていた。オレンジ色と黒の世界で、未来の不安を忘れられていた。

　だが、夜は寂さびしかった。

　月の光も星の瞬またたきも優しく美しくはあったが、そこには闇やみがあった。

　空虚な闇は心の空白を連想させた。ぽっかりと消えてしまった、彼らの存在を──。

「寂しいよ、キーちゃん……パラス号……お父さん、お母さん……」

　涙は出なくなっていたが、夜のアキはいつも同じことを考えていた。







　その日、アキは二つの幸運に恵まれた。

　一つ目の幸運は、昼下がりに水浴びがてらに海に潜もぐった際、運良く六十センチ級のアカメウオを仕留めたことだ。

　爛らん々らんと赤く輝く目こそ不気味だが、アカメウオの味はタイに似ていて、刺し身で食べると幸せになれる。この浮うき島しまに上陸してから一番のご馳ち走そうだ。

　だが、アキの心はまるで弾はずまなかった。孤こ独どくに過ごす日々がまた延びたと思うと、うっすら苦しみすら感じていた。

　このところ独り言も減ってきている。最近はもっぱら心の中でキーちゃんに対し、謝罪のような対話を試みるだけになっていた。

　アキは濡ぬれたままタープの下に寝転んだ。

　白い天幕に透ける太陽はまだ高い。日差しは強いが、今日はいくぶん風がある。

　何もかも面倒になりそのまま寝ようとしていたアキだが、手の中でキーちゃんの骨を握っていると使命感にも似た気力が湧わいてきた。

「一日でもたくさん生きないとね」

　そうして義務的にアカメウオの刺し身を食べた途端、自分でも笑ってしまうくらい元気になっていた。胃袋は感情を制御する器官だとつくづく思い知る。

　その後は機嫌よくアカメウオを三枚に下ろし、鼻歌交じりで天日に干した。

　ついでとばかりにアカメウオの太い中骨を削って釣つり針も作る。

　午後の徒つれ然づれにはアラからこそげとった肉をエサにし、海に手糸を垂らしてみた。

　何もしないでいるよりは、釣れない魚を期待して想像を巡めぐらせる方が楽しい。そう思えるくらいに心が前を向いている。

　今日は風がある分、太陽の下でも涼すずしかった。かつてトローリングで釣り上げた自分と同じ名のアキタロ（バショウカジキ）を思い返す。まだ成魚ではなかったが、あれは素晴らしくうまかった。釣ってしばらくはキーちゃんと二人、毎日膨ふくれた腹を触りあい笑っていた。

　そんな思い出とシートロープのほぐし糸を手に、アキは十五分刻みで釣り場を移動する。

　しかし一時間かけて浮島を一周しても手糸にアタリはなかった。仕し掛かけに問題があるのではなく、やはり単純に魚がいないのだろう。

　確かに相そう殺さい海流で停てい滞たいした海域の生物相は、他のそれとは大幅に異なる。

　しかしゴミベルトにはそれを好む種類の魚もいるはずだった。なぜこの海域だけが隔離されたように何もいないのか、アキはずっと気になっている。

　あの日、星を読み違えたことも、初めて見た「白い嵐」のことも。

　二ヵ所をきつく結んで四方にパラシュートアンカーを打ったパラス号の消失のことも。

「結んだロープが残ってないのは、やっぱり腐くされ木ぎごと流されちゃったのかなあ……」

　十五分刻みで体を動かすのはいい気分転換になった。だんだん頭も働いてきて、アキは様々な謎なぞに推理を働かせる。未知を知ろうとすることは頭の中の冒険だ。興奮しながらあれこれ考えていると時間はあっという間に過ぎてゆく。

　自動巻きのダイバーズウォッチが、午後二時を指した。

「このまま釣つりをするべきか。いったん日陰で体力を温存すべきか──」

　ひとまずは次のポイントで考えよう。

　そう思ってアキが移動を始めた時──本日二つ目の幸運に遭遇した。

　アキのいる浮島前方百メートルに、パラス号より一回り大きい三十フィート級のヨットがぽつねんと浮かんでいた。

　あまりに唐とう突とつな奇き跡せきのタイミングに、アキはしばしぽかんとしてしまう。

　たっぷり三十秒放心した後、大声で助けを呼ぼうとしてはたと気づいた。

　三十フィート級の船体は新品のように小ぎれいだ。しかしマストに結ばれたセール（帆ほ）はビリビリに裂さけ、よたよたと垂れ下がったまま風に揺れている。

「ひょっとして、無人船……？」

　もしセイラーが乗船していれば、セールをあんなにボロボロのまま放置することはないはずだ。代替するセールがなかったとしても、物のないアフターで何かに再利用できるものをあんな風に野ざらしにはしない。

　この時代、餓が死しや落水で孤独に死にゆくシングルハンドのセイラーは少なくなかった。おそらくあの船もそうして船長を失った類たぐいだろう。

　そう見当をつけ、アキは結論を出した。

「人がいないなら、こっちから行くしかない」

　三十フィート級のモノハル艇ていが、ゆっくりと浮島に近づいてくる。

　しかしゴミベルトに向かう海流がある以上、あのままでは数十メートル手前でアキのいる浮島を避さける流れに乗ってしまう。

「……いけるかな」

　アキは自分の瘦やせさらばえた体を見た。

　腕と足の筋肉はすっかり落ちている。満足な食事をとっていない体に、体力はほとんど残っていない。泳げたとしても十数メートルがいいところだろう。

　だが、これは最初で最後のチャンスだ。躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない──。

「行こう！　……う」

　いよいよ覚かく悟ごを決めた時、アキは自分が下着姿であることに気がついた。白地に青いボーダー柄は、遠目に見てもすぐに少女のそれとわかる。

　急いで丘の上に取って返して、まずはセイラー服のスカートをはく。その後に手持ちの荷物をすべてまとめ、もしも船に人がいた場合に備えて上にも男装用のセイラー服を身につけた。

　服の上から念の為にライフジャケットも羽は織おる。これでひとまず溺おぼれる心配はない。

　準備が整い、アキは浮うき島しまのふもと、腐くされ木ぎのギリギリ端はしに立って慎重に潮の流れを見た。

　三十フィート級がその舳へ先さきをゆっくりとゴミベルトの方へ向ける。アキから見て約三十メートル程度の距離。今ならまだ追いつける。

　余計な体力を使わぬよう、アキはそろそろと静かに海に入った。なるべくライフジャケットの浮力に頼り、栄養不足の体をゆっくり動かして距離を稼ごうとする。

　が、すぐにふくらはぎがつり始めた。仕方なく腕の力だけで静かな海を泳いでいく。

　三十フィート級の船がゴミベルトへ向かう海流に乗った。アキとの距離はあと十メートル。

　アキは焦あせらずゆっくり手を動かし、無人船の船尾を見ながら泳いだ。

　やがて体力の限界の三歩手前になった頃、太陽に向けてスピアガンを放った。

　山なりに飛んだスピアが、ドンと無人船のデッキに突つき刺ささる。

　ゆるやかな流れの中で、ゆっくりゆっくり、休み休み、アキはラインをたどっていく。

　太陽が西へ一つ動いた頃、アキはようやく船尾から数メートルの位置に到達した。

「あ、あと少し。ガバロー」

　赤く染まり始めた空の下、船長の声マネで自らを応おう援えんする。

　その時、海中の足元をゆらりと白黒の縞しま模も様ようが通過していくのが見えた。

　体長三十センチほどの魚だったと思う。色味からするとおそらくブリモドキだろう。

「パイロットフィッシュが単体でいるなんて珍めずらしい……」

　新たな疑問を口にした時、アキは気づいてしまった。

　パイロットフィッシュ──水先案内魚は、船や大型魚類の底に貼はりつくように泳ぐ習性がある。今ブリモドキが泳いできた方向から考えると、無人船にへばりついてきたのではないようだ。となるとどこかにパートナーたる大型魚類──すなわちサメがいる可能性が出てくる。

　この海域にまったく魚がいない理由を、アキはたった今理解した。

　そこに縄なわ張ばりを持つ獰どう猛もうなサメがいたら、魚はあらかた食い尽つくされる。目についたものは何でも食べる悪あく食じきの巨大魚──ゴミザメでもいた日には、船を舫もやったロープも、魚も、その貪どん欲よくな食欲ですべてが駆く逐ちくされてしまう。

「サメの縄張りで、サメが活発に活動を始める夕方に、サメの視覚を刺激する蛍けい光こう色のライジャケを着て、素泳ぎ……」

　アキは浮島で飢うえていた時以上に、明確な死の予兆を察知した。

　サメは嗅きゆう覚かくも優れているが、頭部に電流センサーのような器官も持っている。この感覚器は海中の微弱な電位差も探知でき、獲物の位置を特定することが可能だ。

　つまり、アキは海中にいるだけで、ゴミザメのレーダー内で「ここにいます」と点てん滅めつしているに等しい。

　音を立てないよう、目立たないようなんて無む駄だだと悟った。

　無人船まで残り数メートルの距離、アキは真っ青になって必死にラインをたどる。バシャバシャと半ば泳ぐようにして、頼みの綱つなを強引に引き寄せる。

　突然、ガクッとラインの手応えがなくなった。

　まさかと顔を上げて見ると、無人船のデッキに刺さったスピアが抜けていた。かろうじて船尾のハシゴに引っかかったスピアの返しが、カタカタと今にも外れそうに揺ゆれている。

　肌のせいで顔色の変化は目立たないアキだが、今は誰が見ても血の気がすっかり引いているのがわかる。

　ふいに遠くでちゃぷんと波の立つ音がした。

　アキが顔をひきつらせながら見た西の海上。そこにモノハル艇ていのキールほどありそうな、茶色に白のまだら模様の背びれが見えた。

　ゴミが漂ただよう停てい滞たい海域独特の匂においを好み、『目についたものは何でも食べる』貪どん欲よくな捕食傾向。その悪あく食じきぶりから、セイラーたちに『浮シ島マ喰クいイ』や『シップイーター』と呼ばれているホホジロザメの巨大種──ゴミザメ。

　本能が、動いた。

　アキは海かい藻そうの貼はり付いた巨大な背びれから目を引き剝はがし、ゴーグルをはめて泳いだ。

　頼りないラインから手を放し、無人船に向かって必死に手足を動かした。

　視界の端はしでゴミザメの背びれが消える。明らかに獲物の存在に気づいている。

　アキは泳いだ。

　遠い背後でゴミザメの浮上する気配を感じた。おそらく確実に仕留められるよう、獲物を襲う角度を修正している。

　アキは夕焼けの中を必死に泳いだ。

　無人船の船尾はすぐそこに見えているが、橙だいだい色いろの暗がりが心の不安をかきたてる。

　アキは懸けん命めいにもがいていた。

　なのに体は波間に漂うクラゲのように、寄せては返して少しも前に進まない。

　アキは泳いでいるつもりだった。

　しかし水と海藻だけで生きながらえた体には、もはや体力は欠片かけらも残っていない。

　海中でこむらがえったふくらはぎをバタつかせるだけの少女は、ゴミザメから見れば最も苦労しない獲物、すなわち「溺おぼれる人間」だった。

　溺れるように泳ぎながら、アキは背中に波を感じていた。先程まではなかった波──ゴミザメが起こしたうねりの先せん端たんに、押されるように背筋を撫なでられる。

　アキは泳いだ。無人船のハシゴまであと三十センチ。

　アキは泳いだ。ハシゴまであと十センチ。

　アキは泳いだ。あと五センチ。

　アキは泳いでついに無人船のハシゴに手を伸ばした。

　銀色に光る希望に指がかかる。少女が険しい顔を安あん堵どで緩ゆるませたその時──。

「あ……」

　ゴミザメが作った波の返りを受けて、アキの右手は軽い体ごとハシゴから引き戻された。

　安あん堵どの表情は一変していた。絶望が足の先から全身を凍こおりつかせた。

　──たくさん、生きられなかった。

　胸に去来する後悔。背負った想いを成なし遂とげられなかった無念。

　しかしその悲しみの奥底には、決して小さくない安らぎもあった。

　やっと楽になれる──疲つかれきったアキが解放の喜びに笑いかけた時だった。

「つかまって！」

　突然視界に飛び込んできた白い手のひら。

　気力も体力も失っていたアキの右手が、まるでキーちゃんのように俊しゆん敏びんに動いた。

　無人船の船尾から伸びてくる白い手のひらが、アキの褐かつ色しよくの右手をつかむ。

　体を引き上げられながら、本能がカエルのようにハシゴを蹴けり上がる。

　足元にゴミザメの鼻が見えた。何の感情もない無機質なサメの目があった。

　白い手の持ち主ともつれるように、アキは無人船のコクピットに転がり込む。

　肩越しに振り返ると、アキの腕ほど太い牙きばの並んだ口が、空気を喰いちぎって上昇していくのが見えた。

　続けて、耳を直接叩たたかれたような海面を打つ激しい音。

　その音に比例した量の海水が、アキの背中にざばりと降りかかる。

「た、たすかった……」

　全身からガクンと力が抜けた。

　同時に、うつ伏せになったアキの顔を柔やわらかい何かが支える。

　はてと起き上がろうと手をついた先にも、水の詰つまった布袋のようにぷにぷにと触り心地の良い何かがある。

「あんたね……。いくら女でも三揉もみ以上は怒るわよ」

　柔らかい何かの上方には、決して柔らかいとは言えない少女の表情があった。

　アキを睨にらみつける青い瞳はじとりと芯まで冷えきっている。しかし切れ長の目に肌の白さも相まって、憮ぶ然ぜんとしていても少女には思わず息をのむ美しさがある。

　その美しい顔の上には、アキが見たこともない色の髪かみが生えていた。ゆるやかに波を打つ長い髪は、夕陽を受けてまるで極細のナイロンハリス（釣つり糸）のように薄黄色に輝いている。

　アキにとって初めて見る人種の少女は、人というよりまるで神話の女神のようだった。

「すすす、すいません！」

　取り乱しながら立ち上がり、自分が組み敷しいていた女神に非礼を詫わびる。

　そして見下ろす形になった女神様が、自分と同じくセイラー服を着ていることに気づいた。

「あれ？　男の人……？　胸……あれ？」

「あんだけ人の胸揉もんどいて、どの口が男なんて言うのかしらね」

　腹立たしげに立ち上がる女神様。その手元から伸びてきた白い指先が、ふいにアキのほっぺをぎゅっとつまんだ。

「いだだ……だって、へイラー服ひてるのは男のひほだへ──」

「あんただって着てるでしょうが」

「いだいいだい、ボクは男れふ」

「自分の胸見てみなさいよ」

　女神に頰ほおをつままれたまま、アキは自分の体を見下ろす。

　ライフジャケットの下で濡ぬれて貼はり付くセイラー服に、わずかな膨ふくらみがはっきりと透けて見えていた。

　途と端たんに真っ赤になったアキは、「びゃっ」と小さく悲鳴を上げて両腕で胸を覆おおう。

　そんな「少女」に追い打ちをかけるよう、女神が頰をつねったまま尋じん問もんを開始する。

「あんた、名前は？　歳は？」

「あ、アヒれひゅ。十四れす。あの、手をはなひて……」

「あたしはタカ」

「ぶぁかさんいたいれふ。手をはな、ひーっ！」

　新たに伸びてきた白い指が、空いている頰肉もつまんだ。

「誰がバカよ」

「いだいいだい、ひがいまふひがいまふ！」

　きちんと『タカ』と言ったのにと、伝えるすべがアキにはない。

「タカはしたたかのタカよ。あんたより二つおねえさん。そしてこれはお返しよ」

「ふぃっ、ふぃぃぃぃぃぃっ！」

　焚たき火のように燃える夕陽が、世界を赤と黒に染めてゆく。

　そんな暮れゆく空の下、アキは頰をつねられたまま、胸をまさぐるタカの手を必死に押し留めていた。




　二十四日間。

　アキはそれだけの日数を何もないゴミの島で生きたが、これはアフターでは見向きもされない記録だった。







[image: Ⅱ　あるフッカーの漂流]
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　海面に尾を引きながら、名残なごり惜おしそうに夕陽が沈んでいく。

　静止した海に浮かぶヨットの影が、細く長く伸びていく。

　三十フィート級のシルエットは細身だが、彼女はその中うちに二人の子供を抱えていた。

　無人と思われた船のキャビンで、浮うき島しまを脱出したアキは感動に打ち震えていた。

「すごい……！　すごい……！」

　救世主タカに渡されたモフ葉で体を拭ふきながら、アキは三十フィート級の船内を見て驚きよう愕がくするばかりだ。

　案内されたキャビンには、奥に体を伸ばして眠れるベッドがある。床も壁かべもきれいな木張りで、小さなキッチンもあるしチャートを検討できるテーブルもある。おまけにアキが人生で一度しか見たことのない、海水汲くみ上げ式のトイレまでもある。

　自らの乏しい語ご彙いでは「すごい」としか言いようのない船の設備に、アキはただひたすらに感激していた。時に「ふおぉぅ！」などと新語を創って感かん極きわまっていた。

　だが、アキの目を一番丸くさせたのは、キャビンの窓まど枠わくに括くくりつけられた「鉢はち」だった。

「これ……食べられるんですか？」

　丸窓の下に固定されているのは、ペットボトルの容器を半分に切った透明な器うつわのように見えた。三分の二ほど満たされた水の中には、赤や黄色の色とりどりの植物が浮いている。

「塩性野菜の水耕栽培よ。今育ててるのはトマト、ムカシニンジン、ミディコーンとかね。それにイシャイラズとアイスプラント。どっちもビタミン豊富で薬になるわ。何か食べてみる？」

　タカが手近にあった球根のようなものの皮を剝むき、アキに手渡してくれる。

　マグロの目玉ほどの大きさの、すべすべした真っ白な果実だった。こんな食べ物は未いまだかつて見たことがない。

　知り合ったばかりのタカを信用していいのかどうかもわからないが、アキは考える以上に飢うえていた。手にした白いその果実を、こわごわながらもガブリとかじる。

　瞬間、鼻び孔こうを強烈な刺激が駆かけ抜けた。

「辛っ！　あっ、甘っ！　うぇっ！　なんか涙が……」

　アキの大げさな反応に、タカが遠慮無く笑い転げる。

「あんた想像以上にいいリアクションするわね。それ、ハマタマネギって言うのよ」

「タマ、タマ……？」

「シモネタもいけるクチ？　ハマタマネギはビフォアの終わりに生まれた植物よ。ビタミンの王様ね」

　ハマタマネギどころか、シモネタもビタミンも、王様すらもアキには何語かわからない。

　露ろ骨こつに困り顔をしているアキに、タカが丁てい寧ねいに言葉を補う。

「ちょっと聞くと昔の言葉っぽいけど、一応は三種混合文字トレスよ。元々の『ハマ』って言うのはビフォアの陸と海の境目のこと。いわゆるナミウチホライゾンね」

　ホライゾンは知っていたけれど、アキにとっては『水平線』以外の意味はない。

「タマネギは火を通すととっても甘くなるのよ。貸してごらんなさい。料理してあげ……あんたもう食べちゃったの？」

　飲み込むようにタマネギを食べ終えていたアキを見て、タカが呆あきれている。

「す、すみません……うう」

　ハマタマネギはとてもおいしかったが、鼻にツンとくる痛みと涙が止まらない。

「魚の肝きも、卵、それからプランクトン。あんたたちセイラーはなんでもかんでも生で食べて、知らず知らずのうちに栄養を摂せつ取しゆしてるけどね。それは同時に寄生虫もたくさんお腹なかに飼かうことになるのよ。普通は魚は火を通して、ビタミンは野菜から摂とるものよ」

　寄生虫と聞いてアキは冷や汗を流した。

　たまに魚の腹に紐ひものような虫を見つけて絶ぜつ叫きようするアキだが、あんなものが自分の腹にいると思うと胃袋を取って投げ捨てたくなる。

「ま、タマネギには虫下しの効果もあるからちょうどいいわね」

　安あん堵どした。アキは神を崇あがめるような目でタカを見つめる。

「あの、タカさんは、ドクターなんですか？」

「あたしはただのフッカーよ。若い女ができる仕事なんて、フッカーとアマダイバー以外ないでしょ。あんたはどっち？」

　質問で返されて困ってしまう。アキはメッセンジャーだ。

「ボクはメッセンジャーをしてます……してました」

「女なのに？」

「セイラー服を着ていればバレないから。まだ子供ですし……」

「……あんたすごいわね」

　今度はタカが泡あわを食う番だった。

　ビフォアで言えばメッセンジャーはポストマン、あるいは宅配ドライバーにあたる職業だが、アフターでは「使い走り」の意味も含み、その成り立ちにはスモウレスリングのような文化的側面がある。

　海は男女を隔へだてない。しかし船は男のもの。アフターはそういう時代だ。

「あの、タカさん。フッカーってどんな仕事ですか？」

　アキは未知との遭そう遇ぐうに感激しつつ、無邪気に質問を繰くり広げる。

「そんなに目をキラキラされたら答えにくい仕事よ」

「す、すみません……」

「別に謝んなくたっていいけど。ま、ひとことで言えばミズ商売ね。基本はお客を癒いやすこと。簡単なマッサージをしてあげたり、膝ひざ枕まくらで耳掃除したり。人によっては踏んだり蹴けったりムチで叩たたいたり」

　アキは『ミズ商売』と聞いた瞬しゆん間かん、「ボクと同じだ！」と顔を輝かせ、『膝枕』と聞いて火が出たように赤くなり、『踏んだり蹴ったり』で見る見るうちに青ざめた。

「場合によっては……体の一部を切り離して売ったりもするわね」

「ヒッ」

　いよいよガタガタと身を震わせ始めたアキを見て、タカが楽しげに笑った。

「あんたほんといいリアクションだわ。ちなみにあたしは『寝物語』専門よ」

「ネモノガタリ？」

「そのうちあんたにもしてあげるわ。それより話のレベルが合わせにくいから、先にアキの身の上話を聞いてあげる。あんた、漂ひよう流りゆうしてたんでしょ？」

　言ってタカはこちらに背を向けキッチンに立った。シンクの下から円形のコッヘルを出し、ポリタンクから水を注いで沸わかし始める。料理をしている間に話せ、ということらしい。

　アキはチャートテーブルの椅い子すに座り、トントンと赤い野菜を刻むタカの背中を観察する。

　──ちょっと意地悪だけど、悪い人じゃないよね。

　シイラの鱗うろこのようにキラキラ揺ゆれる髪かみを見ながら、自分にそう言い聞かせる。

　そうしてアキは、今までの経緯をたどたどしく話し始めた。

　両親は海かい賊ぞくに捕らわれて、たぶん死んでしまったこと。

　自分には船を動かすことしかできないから、性を偽いつわりメッセンジャーとして生きてきたこと。

　両親の形見でもあったパラス号を嵐にさらわれてしまったこと。

　たった一人の大切な友達を失ってしまったこと。

　だから、これからどうすればいいのかわからないこと──。

　話を終えて顔を上げた途と端たん、アキはビクリと体を仰のけ反ぞらせた。

「あんた……今までエラかったわね」

　すぐ傍らでタカが瞳に涙を浮かべて立っている。ハマタマネギでも使ったのかとキッチンを見ようとすると、いきなり視界を塞ふさがれた。

「でも、もう大丈夫よ」

　椅子に座ったアキの頭を、タカが体全体でふわりと包み込む。

　タカの髪からはいい香りがした。甘くて、優しい、母の匂においがアキの鼻び孔こうをくすぐった。頭の後ろを撫なでてくれる手にも、母のような愛情を感じた。

　アキの顔をふんわり受け止める胸も、母のように大きかった。柔らかくて、温かい、自分にはないもので、タカは慈いつくしむようにアキを抱きしめてくれた。

　懐なつかしく幸せな気持ちになると同時に、アキはむずむずと気き恥はずかしさを覚える。

　それでも抵抗はできなかった。タカの柔らかい谷間に顔をうずめ、アキはただ真っ赤になって固まっていた。

　名残なごり惜おしげにタカが体を離し、火にかけていた料理をアルマイトの皿によそう。

「はい、できたわよ。おねえさん特製の『バカラオ』。干物と海かい藻そうのトマト煮ね」

　バカ……？　と言いかけた言葉をアキはぐっと吞のみ込む。また頰ほおをつねられたくない。

　目の前に出された皿の中身は、まるで血のように真っ赤に染まっていた。

　こんなもの本当に食べられるんだろうかと訝いぶかしむも、立ち上る湯気と鼻び孔こうを刺激する風変わりな香りに、思わずスプーンを握った手が動く。

　一口食べたその瞬しゆん間かん、アキの目からぽろっと涙がこぼれた。

「あれ……？」

　おいしいと感じたことはもちろんだが、なぜ涙が出たのか最初はよくわからなかった。

　意志に反して落ちた涙に首をひねりつつ、アキはそのままもう一口すする。

　久方ぶりのまともな食事は暴力的にうまかった。味付け自体はさほど強くない。しかし鮮せん烈れつな青あお臭くささと野性味溢あふれる魚の旨うま味みが、滋じ養ようとなって舌に吸収されていくのがわかる。何よりその温かさが、五ご臓ぞうと六ろつ腑ぷに優しく染み渡る。まさに体が求めていた「栄養」だ。

　アキはむさぼるようにスプーンを動かした。取り込むように器うつわに満ちた海をすすった。

　そうして夢中でバカラオを食べながら、無意識に干物のひとかけをすくって隣に弾はじく。

　ぽとり、と相棒の取り分がキャビンの床に落ちた。

　ハッと身を固くしたアキに、「あんた何やってんの……？」とタカが不思議そうに問いかける。

　いつの間にか頰ほおを伝い始めた涙の意味を、アキはようやく理解した。

　またしばらく無言でバカラオを口に運ぶ。床のかけらも拾って飲み込む。

　ぼんやりと感謝の念が浮かんだが、それは悔くやしさにも似ていた。

　口の中に広がるのは、生きている喜びと、生き残された悲しみの──命の味だった。

　アキは泣きながらがむしゃらに食べ始めた。食事をきれいに平らげた後も、器とスプーンを舌で残さず舐なめとった。

　傍らに座ったタカが、察したように優しく頭を撫なでてくれる。

「おいしかった？」

「おいっ……しかっ……ですっ……。キーちゃんにも……うっ、食べざぜで……」

　嗚お咽えつが律動的に胸を打ち、激しく咳せき込んでまた涙が出る。

　再び抱いてくれたタカの胸の中で、アキはぐずぐずと長く泣いた。







　日はほとんど暮れていたが、キャビンの中は明るい光で照らされていた。

　夕方にタカが調理に使ったポリ油が、今は天井に吊つるした二灯ランプの底でジラジラと低く燃えている。

　心安らぐ明かりの下で、アキは両手でブリキのカップを抱えていた。

　タカが身の上話を語りながら入れてくれたこの飲み物は、ミディコーンをすりつぶしたスープだという。あの窓まど枠わくに並んだ植物の中で、一ひと際きわ異彩を放つタカの髪かみと同じ色の野菜だ。

　薄うす皮かわの下につぶつぶと実のついた形はアキの嫌いな虫──ハナムグリの腹のようで気持ち悪かったが、壊かい血けつ病びようの予防だから飲めと言われて渋しぶ々しぶ口にする。

　いざ飲んでみるとまた涙が出そうになった。こんなに甘い物は飲んだことがない。

「──それで、目が覚めたら男がいなかったってわけ。あたしは船の動かし方なんて知らないし、放っておいたら……セールっていうの？　あれがいつの間にか破れちゃった」

　タカの話を聞き、この小ぎれいな船が漂流していた理由はひとまず納なつ得とくできた。セールはそうそう破れるものではないが、アキには心当たりがないでもない。

　しかしタカはお喋しやべり好きなのか、なかなかこちらに口を挟はさませてくれない。

　仕方なく聞き役に徹てつしていたが、スープを飲みながら聞くタカの話の破天荒さに、アキはあんぐりと口を開けるばかりだった。二人が暮らしてきた世界はあまりに違っている。

　タカは浮島と筏いかだのある大きなフロートで『フッカー』をしていたという。

　アキが理解したところでは、その仕事はどうやら小屋の中で男と二人きりになるらしい。そうして二人でタカの言葉を借りれば『寝物語』をするらしい。

　それが何を意味するのかはわからないが、アキの頰ほおはなんとなく熱を持つ。

　その述じゆつ懐かい通り、タカは自分で船を動かすことはできなかったが、多くの寝物語を経験して世界を知っていた。

　北から来た赤ら顔の男に植物の種子を分けてもらい、西のシーロバーたちから世界の広さとまだ見ぬ景色を聞く。東の勤勉な民からは歴史と神話とロマンを教わり、南の温かい客たちからは歌と踊おどりとナンクルナイ人生観を学んだ。

　やがてタカは自分の知らない世界をこの目で見たいと思い、シングルハンドで旅をしていた客の男をそそのかして出しゆつ帆ぽんした。

　タカは男の船で植物を育て、料理を作り、時々寝物語をして世界を旅した。操船や食料入手は男の仕事だったという。男は若かったらしいが専門的な職を持っていたようだ。

　ある日タカが目覚めると、船に男がいなかった。

　おそらく深夜のワッチで海に落ちてしまったのだろう。旅慣れた人間ほど油断してハーネスを忘れる。蒸し暑い船内から出てくると、涼すずしいデッキに転がりたくなることも多い。

　そうして一人になったタカは、尾お羽は打うち枯からしも泣きもせず、野菜を育てながらのんびり優雅に海を漂ただよっていたのだった──。

「じゃあタカさんも……今まで辛つらかったんですね」

「なんで？　あたしは別に苦労してないわよ。なんてったって女神様だからね。下げ僕ぼくはこうして勝手に寄ってくるのよ」

「げ、下げ僕ぼく？」

　確かドレイに似た意味だったとアキは頭の中を探る。シーロバーに捕らえられた人間はいずれそう呼ばれるのだと、どこかの浮島の水先人に聞いたことがあった。

「ねえアキ、あんたの旅の目的って何だった？」

「別に……目的はなかったです、けど……」

　つぶやくように答えつつ、チラリとバックパックに目をやる。

　しいて言えば《サクラジマ》で託された荷物を届けるのがアキの使命だが、パラス号を失った今となってはもうメッセンジャーを続けることができない。そして船を動かすことしかできないアキには、身一つから船を入手する手段がない。そうタカに伝える。

「じゃあ、あたしと一緒に世界中を旅すればいいじゃない。この船あんたの自由にしていいわよ。まさにワタリに船ね」

「そっ、そんなことっ！」

　滅めつ相そうもないとアキは即そく座ざに首を振った。

「何あんた。命の恩人の言うことが聞けないっていうの？」

　そう言われるとアキには何も言えない。あの時タカが手を差し伸べてくれなければ、今頃自分は間違いなくゴミザメの腹の中だったと思う。

「いい、アキ？　この世界にはあんたの知らないことがいっぱいあるの。トカイには海から突つき出たビルデン礁しように暮らしている人もいる。三十フィート級を百ひやく艇てい搭とう載さいできるタンカーのマチだってある。軍ぐん艦かんの砲ほう塔とうで寝起きする人だっているのよ。あたしたちはビフォアの定義で言えばイナカ者。あまりにも世界を知らなさすぎるわ。だからこれから二人でまだ見ぬ世界を見て回るの。どう？　ワクワクしてこない？」

　三十フィート級を百艇のところで既すでにぽかんとしてしまうアキ。

　明るい炎が揺れる二灯ランプの下、タカが大きくため息をついて眉まゆを下げる。

「あんたにもわかる身近なところで言えば……たとえばこのモフ葉とかね。あんたこれ植物の葉っぱだと思ってるでしょ？」

　アキはこくりとうなずいた。

「じゃああんた、モフ葉が生えてる植物見たことある？」

　今度はふるふると首を横に振る。

「そうでしょ。これはね、ビフォアでは『ゲンカンマット』って呼ばれてたの。今で言うなら足あし拭ふき専用のタウエル布ね」

　言われてまたぽけーと口を開ける。アキには足と手を別々のもので拭く必要性が理解できない──というレベルですらなく、タカの言葉の意味がまるで頭の中に入ってこない。

「他にもこのセイラー服。スカートが海の男の正装なんてのはアフターだけの話よ。ビフォアではスカートは女の子のもの。男がはいてたらヘンタイよ、ヘンタイ」

　そう言われてもやはりアキにはピンとこない。アキの知っている浮島暮らしの女たちは、皆カッパズボンを下にはくか、それも持てない者はモフ葉を腰に巻くだけだ。

　こんなヒラヒラしたスカートをはけるのは偉えらい男の人だけと決まっていた。父が子供の頃に着ていたセイラー服を受け継いだ時、アキはとても誇ほこらしかったのを覚えている。

「あの、タカさん。ヘンタイって何ですか？」

「アフターの文化で言えば、女なのにメッセンジャーやってるあんたみたいな変わり者ね」

「ボクは、ヘンタイだったんだ……」

　口に出すと、じんわり悲しい気持ちになった。アフターにおいては、《サクラジマ》で会った下着をはかないむくつけきセイラーこそが正常なのだから仕方がない。

「アキ、人生は楽しまなきゃ損そんよ。あんたにとって楽しいことって何？」

　アキは空からになったカップを見つめながら考える。

　父と母と、火を通したナッツフィッシュをかじっている時は本当に幸せだった。

　モノハル艇ていにはマネできない、パラス号での高速走行がとても楽しかった。

　人と人とをつなぐメッセンジャーの仕事は、アキにささやかな誇りを与えてくれた。

　キーちゃんとのとぼけたやりとりも好きだった。大好きだった。

　こうして考えてみると、もう二度とできないことばかりだった──。

「もう、ないかもしれません……」

　アキが涙ぐんで答えると、タカはカップにおかわりを注いでくれた。

「あっ、やっ、スープを催さい促そくしたわけじゃっ」

「ねえアキ。こうしてあたしの話を聞いたり、ごはんを食べるのも楽しくない？」

「そっ、それはすごく楽しいです！　びっくりします。タカさんは本当に神様に見えます」

　だからアキは困っている。それはタカがいなければ楽しめないことだから。そんなこと恐おそれ多くて言えるわけがない。

　アキの返事が気に入らないのか、女神の表情はぶすっとすぐれない。

　また頰ほおをつねられないうちに何か言わなければと、アキは焦あせって口走った。

「あ、あのっ、トイレがたくさん出た時とか、すごく楽しいです！」

　実際、シングルハンドのセイラーたちはほとんどそうだった。溜ために溜めた排はい便べん後のすっきり感は娯ご楽らくになる。もちろん寒期でなければだが。

「……アキ」

「はっ、はい」

　タカの目が白い。ものすごく冷たい。でも長いまつ毛がとてもきれいだと、アキは身を震わせつつも見み惚とれてしまう。

「誓って。コンリンザイそのことを口にしないで。あたしの前でも、それ以外でも。あんたのためだからね」

　そんなにまずいことを言ったつもりはなかったが、タカの目が恐おそろしくてアキはぶんぶん首しゆ肯こうした。

「ねえアキ、あんたとあたしのセイラー服。まったく同じデザインって気づいた？」

「でざいん？」

「ビフォアの時代にはね、『学校』っていうのがあったの。そこでは子供たちが集まって『勉強』したり、『校庭』でお昼を食べてお喋しやべりしたりするの。このセイラー服を着てね。『校庭』ってわかる？　コウテイマンボウの名前の由来よ。昔はあのくらい大きなジメンが世界中を覆おおっていたのよ」

　なんだか急に話が難しくなってきたと、アキは弱々しく眉まゆを下げる。

　アキは母に教わる『勉強』があまり好きではなかった。読み書き以外必要ないと言っては、父親に『おまえは俺にそっくりだ』とため息をつかれていた。それが嬉うれしくてアキが喜ぶと、母はなぜか父を怒った。

「ほら、襟えりのところに同じマークが付いてるでしょ。あたしとあんたのセイラー服を着ていたビフォアの女の子は、きっと友達同士よ」

　セイラー服の白い襟には、底の見えない深い海のような群ぐん青じようのラインが走っている。その襟元の片方に、ロープがハートの形で錨いかりに結ばれた小さなマークがあった。

　子供が集まって勉強するイメージは浮かばないけれど、タカと友達だったらきっと毎日が新しん鮮せんで楽しいだろうと思う。

　コウテイマンボウの上でタカと並んで昼寝する自分を、アキはぼんやり想像した。

「だからね、これは運命の再会なの。以上を踏まえてもう一度聞くわよ？　アキ、あたしと世界中を旅しなさい」

「でっ、でも、ボクなんて、勉強嫌いだし、船も持ってないし……」

　それはとても魅み力りよく的てきな提案……命令だったが、自分にそんな資格があるとはアキには思えない。何よりキーちゃんを差し置いて自分だけ幸せになるようで罪悪感がある。

　アキはもごもごと口ごもりつつ、ポケットの中でシートロープをいじり回す。

　しびれを切らせたタカがじりと片眉を上げ、アキの額ひたいに指を突つきつけた。

「いい、アキ？　あんたは船を動かせるでしょ。それはあたしにできないことで、あんたにしかできないこと。あたしにはあんたが必要なの」

「ボクが……必要……」

　その言葉が、アキの胸の中で大きく膨ふくらんだ。

　両親も、パラス号も、キーちゃんも。自分が必要としていたものは皆みないなくなってしまった。

　必要としているものがない。それは自分が必要とされていないから。そう考えてしまうのが今のアキだった。必要とされないのは、とても悲しい。

　だが、目の前にいるタカはアキを必要だと言ってくれている。

　真っ赤なバカラオを食べてアキが泣いた時、タカは何も言わずに優しく頭を撫なでてくれた。慰なぐさめられて嬉うれしかった。アキにもタカが必要かもしれないと思う。

　必要なものを持つこと。

　必要なものになること。

　あの時キーちゃんが自分を生かそうとしたのは、アキの『必要なもの』になりたかったからだろうか。父もそうだったのだろうか。それが、生きることの意味だろうか──。

　アキは目を閉じ深く考える。

　ほとんど無意識にシートロープが詰つまっていない方のポケットに手を入れた。キーちゃんの肩骨が、指先に触れる。

　すると、『アキはもっとワガママに生きるべきだよ。君の両親みたいにね』と、頭の中で船長が流りゆう暢ちように喋しやべり出してアキは仰ぎよう天てんした。

　そして、笑った。

　それは理想の船長像だったのかもしれない。ケロケロと泣くキーちゃんの声を、自分はいつもそんな風に翻訳していたのかもしれない。船長が言うならきっとその通りなのだろう。つまりはそれが、自分のしたいことなのだろう。

　アキはゆっくり目を開いた。

「あの、タカさん、しばらくお世話になっても──」

　言い終わる前に、これではダメだとかぶりを振る。

「この船を、ボクに任せてください！」

「嬉しいわ。じゃあまず敬語と『さん』付けをやめて。よろしくね、船長キヤプテンアキ」

　ニッコリ笑って差し出されたタカの手を、アキはなけなしの勇気とともに両手で握にぎった。

「よろしくお願いし、よろしく、タカ……ちゃん」

　本当はヨットの場合「艇長スキツパー」と言うのだが、そんなことは言えないアキだった。
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　アフターは四季を通してビフォアよりも気温が高く、夏の船内は特に蒸し暑い。

　少し外の風で涼すずもうかとタカに誘われ、アキはデッキへと出てきていた。

　しかし夜の海には不思議とまったく風がない。キャビンの蒸し暑さよりは幾いく分ぶんマシだが、熱を帯びた湿しつ気けが背中にセイラー服をじとりと貼はりつかせる。

「あっつ。なんなのここ。波もないし、まるでミズウミね」

　タカがセイラー服の襟えりをつまんでパタパタと内側に風を送る。

　言葉の意味はわからないが、アキも倣ならって襟元を扇ぎながら海を眺ながめた。

　夜の停てい滞たい海域は、ねっとりとした海の苔りのようだと思う。アキたちの乗った船は、ゴミベルトの中で液状化したサルガッソー（赤あか藻も）にまみれ、固まってしまったかのようだった。

「セールもないし、船を運んでくれる風も潮の流れもない……」

　難儀な現状が口をつく。ここからの脱出は今まで以上の幸運を必要とするだろう。

　ともあれ、ひとまずは明るいことを考えようとして、アキは大事なことに気がついた。

「そうだ。タカちゃん、この船の名前は？」

「アテナよ。そんなことより見てアキ。満天の星空よ」

　こちらの質問を聞き流し、タカが目を輝かせて夜空を見上げる。

　アキも隣となりで見てみると、夜に散った星たちが真昼の海のようにパチパチと瞬またたいていた。

「あそこにギリギリ見えるのがアンドロメダ。その足元にいるのがペルセウスね。英雄ペルセウスは、海獣を倒してアンドロメダを救った神の子なのよ」

　アフターの人々にとって、星を見るという行為は娯ご楽らくに等しい。

　特に夢見がちな少女たちは星座にまつわる物語にロマンを感じ、今のタカのようにうっとりした顔で講釈を垂れるのが常だ。

「へ、へー」

　アキも星を見るのは好きだったが、見てもせいぜい「きれいだな」と思うだけだった。セイラーにとって星は道みち標しるべであり、航海の無事を祈るもの。その連なりに星読みのランドマーク以上の興味はない。

　不器用な相あい槌づちを打ちつつ、アキは夢見る乙女の機き嫌げんを損そこねまいと辛しん抱ぼう強く話を聞く。

「──そこでペルセウスはメドゥーサの目を直接見ないように、鏡のように磨みがいた盾たてに怪物の姿を映したの。この盾は女神アテナが授けたものね」

　タカの英雄物語が終わりに差し掛かかった頃、ついでのようにこの船──アテナ号の名前の由来の話になった。

　夜の海に落水したという元船長が、タカを海神ポセイドンと戦って勝利した女神アテナになぞらえて付けた名らしい。海を知らずに海を行くタカは、まるで軍神アテナのようだと。

　持ち主が死んでしまった以上タカは幸運の女神ではなさそうだが、星ほし屑くずが照らす横顔は確かに神々しい美しさを備えている。

　アキもこれまで何人も女を見てきたが、タカのように清せい潔けつな美しさを持つ人は初めてだった。

　朗ろう々ろうと語るタカを眺めていると、その髪かみに、その頰ほおに、触れてみたいという衝しよう動どうが湧わき上がってくる。

　しかし同どう性せいとはいえ、海の男として暮らしてきた自分が触れたら汚よごしてしまいそうで、アキはただのぼせたように頰を上気させるばかりだ。

　自分に注がれる憧どう憬けいの視線を気にもとめず、タカの英雄譚たんは第二章に入ろうとしている。

　アキはためつすがめつ機嫌を見ながら、どうにか女神の語りを引き止めた。きれいな顔をずっと眺めていたくはあったが、新任船長としては夜のうちにやっておきたいこともある。

　クロカモメの卵に似た青緑色の月の下、アキはアテナ号の装備を確認し始めた。

　アテナ号は一般的な三十フィート級のモノハル艇ていだ。いわゆるセイリングクルーザーと呼ばれるタイプで、パラス号と同じく船外機は取り外されている。

　ざっと見た限りではマストやブーム、それに各種金具に損そん傷しようはなさそうだ。前の持ち主がきちんと手入れしていたようで、キャビンには修理用の工具もたくさんある。

「修理し放題……！」

　興奮でアキの小鼻がむふーと膨ふくらむ。

　さりとてアキが乗船したことでアテナ号が動かせるようになったわけではない。

　破れたセールはまともに使えそうにないし、ベンチシート下部の収納にもスペアセールは残されていなかった。

　船体を一周してひと通り装備を確認した後、アキは脱出のヒントを求めて海を観察する。

　右う舷げん方向にはかつてアキが滞たい在ざいした名もなき浮島があった。おそらく今もあの辺りには、巨大なゴミザメが泳いでいるのだろう。

　今になって考えてみれば、丁てい寧ねいに四点でパラシュートアンカーを打ち、二カ所も舫もやっていたパラス号が波にさらわれたのは、雑食なゴミザメにロープを食いちぎられたからではないかという気がする。というよりその可能性が一番高い。

　今更合が点てんがいったところでどうしようもないが、海に入ることができない今、船内にトイレがあるのは実にありがたいことだった。尻しりを丸出しでサメに食べられるなんて、セイラーとして恥はずかしすぎる。

「何もこんな夜中に調べなくてもいいでしょ。あんたまで海に落ちたらどうすんのよ」

　マストに寄りかかり、タカがじっとりした目でアキに不満をぶつけてくる。

「でも、なるべく夜の様子も見ておきたいですし。それにボクはライン結んでますから。あの、できればタカさんも一応ハーネスを……」

「敬語」

「うう……。え、えっと、タカちゃんもハーネスさんを……」

　焦あせって安全帯にさん付けをしたアキを見て、タカがプッと噴き出し軽やかに笑った。

　そんなに簡単に馴なれ馴なれしくできないよと、アキは身を縮こまらせて下を向く。

　タカは年上だし、命の恩人だし、何でも知っている。

　おまけに不服を瞳に湛たたえていても、タカという少女は美しい。月下でケラケラと邪気なく笑っている今は尚更だ。

　アキはセールの張りを確かめる手を止めて、思わずタカに見み惚とれてしまっていた。

「何よ人の顔じっと見て。あんたそっち系？」

「いやっ、えっと……あんまりキレイだったから、あっ、すっ、すいませんっ！」

　そっちがどっちかわからないけれど、アキはひとまず謝った。兎とにも角かくにもタカという少女には人を自然と平へい伏ふくさせる力がある。

「あたしがキレイなのは当たり前でしょ。というか、あんたさすがに遠慮しすぎよ。ほんとに下げ僕ぼくになりたいの？」

　居い丈たけ高だかなタカの物言いに、ますますうろたえてしまうアキ。

　最も早はや手のひらに乗りそうなほど萎縮した少女を見て、タカがいかにも面おも白しろいことを思いついたという顔でニタリと笑う。

「決めた。アキ、今夜は二人で寝物語しましょ。まずは仲良くならないとね」

「えっ」

「あんたに世界を教えてあげる。たっぷり楽しませてあげるわ」

　ヒッ、と身を固くしたアキの手を引き、タカが勇んでキャビンへ向かう。

　天井の低い寝室に連れ込まれ、アキはベッドに突き飛ばされた。

　仰あお向むけのまま怯おびえて見上げると、タカがおもむろにセイラー服を脱ぎ始める。

「ほら、あんたも脱いで。女同士なんだから遠慮しない」

「えっ、ちょっ、えっ、あっ」

　動揺したまま身ぐるみを剝はがされ、アキの長い夜が始まった。







「昔はね、世界の七割が海だったの。残りの三割が『陸』ね」

　マットレスのスプリングは硬いが、腐くされ木ぎの寝床に比べれば羽毛のようなベッドだった。清せい潔けつな白いシーツからは、ずっと鼻に押し当てていたいようなほのかに甘い匂においがする。

　その匂いの元はたぶんこの人だと感じながら、アキは体に上うわ掛がけシーツを巻きつけてタカの「寝物語」を聞いていた。モフ葉以外にくるまれて眠るのは初めてだと、時々夜具の肌はだ触ざわりにも感動しつつ。

「そして今は十割が海。この世界はもう何度も終わっているのよ」

　ベッドにうつ伏せになったタカが、アキの顔を覗のぞき込むようにして話してくれる。小さな丸窓から差し込む月光が、女神の肌をいっそう白く見せている。

「世界が……終わった？」

「そう。ヒョーガキが来て世界は何度も氷こおり漬づけになった。ある日地面が大きく揺れて、小さな陸はオムレツみたいにきれいにひっくり返った。氷の大陸が溶け出して、人々はみんな海の底。止まない雨が降り続き、方はこ舟ぶねに乗った生き物は病気と食料不足で死に絶えた。天に届かんとする塔は、隕いん石せきが落ちてへし折られた。世界で一番高い山が爆ばく発はつして世界中がカルデラになったこともあるし、その火山灰が太陽を遮さえぎってまたヒョーガキが来たこともある。オンダンカとカンバツのせいで、生き物と水がカラカラに干上がったこともあるわね」

　言葉の意味は半分くらいわからないが、アキはタカの寝物語にわくわくしていた。そこには子供の頃に父が聞かせてくれた話と同じ、未知の世界の冒険があった。

「その度たびに人類は絶ぜつ滅めつした。でも毎回しぶとく生き残ってるのがいて、せっせと文明を構築するのよね。今のあたしたちはそんなビフォアの遺産に頼って暮らしてる区分。アキ、ビルディングは知ってるわよね？」

「えっと、海の底に生えてる四角いの。ビルデン礁しようの一本」

「そうね。今から百年もすると、あの海に埋うまってるビルをあたしたちの子孫が造れるようになるかもしれない。今は文明の過渡期なのよ。あたしたちは貧乏くじを引いたとも言えるけど、だから面おも白しろいとも言えるわけ。時間が経たつと『未知』は減るからね」

　だんだん話が難しくなってきた。言葉も難しいし、話が壮大すぎてイメージが湧わかない。

　アキの困ったような顔を見て、タカが「もっと勉強なさい」とウェーブのかかった髪かみ先さきで鼻をくすぐってくる。この髪の色は「金色」というのだとさっき教わった。タカのような金きん色いろ髪がみの女の人は「パツキン」というらしい。

　鼻に残ったシーツと同じ甘い香りに、アキの胸がトクンと一つ脈を打つ。

「最近頻ひん繁ぱんに海底噴ふん火かが起こってるのよね。おかげで周辺の生物相が変わったり、スタナビ（星読み）が当てにならなかったり。水蒸気爆発が起こるから局地的に天候も影えい響きようを受ける。今までの経験が役に立たないって、セイラーたちがしょっちゅう嘆なげいてたわ」

　そう聞いてアキはハッとした。アキ自身も天候を読み違えた。

　そして思い出す、あの──。

「白い嵐……」

　真夏に突然凍こおりつくような突風が吹いたことを、タカに説明する。

「それ、ビフォアで言う『ダウンバースト現象』ってやつね。積乱雲の中で冷れい却きやくされた空気が一気に放出されるのよ。早い話が変種の竜巻だけど、雹ひようが混じったり、凍いてつくような寒風が吹いたりもするらしいわ。ま、こういうのは気流の関係で発生するものだから、どっかに新しい陸ができてるのかもね」

「陸……？」

「そういう現象はすべて、世界がどんどんつながっていく兆候なのよ。現に南では海底火山の噴火で軽石の島ができた。ヒョッコリー島っていって人も大勢住んでる。北のゴミベルトでは大きなホンダワラがプラスチックを抱え込んで、人が住めるくらいの浮きモノになった。ビフォアで山地だった辺りでは、真っ白な塩の結晶がフロートの代わりだそうよ。ロマンティックでしょ？　そのうちそんな島がたくさんできるわ。そこに植物が生えて生き物が暮らすようになれば、やがてはそれが陸になるのよ」

　タカの話が壮大過ぎて、アキには『陸』がはっきりとイメージできない。

　アキにとって「島」と言えばそれは浮島で、大きくてもせいぜい四、五十平方メートルの腐れ木の塊かたまりだ。ビフォアには陸を見ながら現在位置を把は握あくする「地ち文もん航こう法ほう」という技法があったというが、アキはそう聞いても、「あんな小さな島を見ながら帆はん走そうできるなんて、昔の人は目がよかったんだ」としか思えなかった。

「ピンときてない顔ね。ま、あんたに足りないのは文明よりもまずは文化ね。これからおねえさんが色々教えてあげるわ。まずは──」

　タカがシーツを腰まで下げて、横になってアキの方に向き直る。

「あんたブラって知ってる？　こういうの」

　白い指先が指しているのは、自身の胸を覆おおったハーネス状の衣服だった。

「お、お母さんがしてたから、見たことはあるけど」

　なのに、どうしてか直視することができない。

「あんたもう十四でしょ。そろそろつけないと困るでしょうに」

「だって、それってタカちゃんみたいな胸の大きな人がするための──ひゃっ！」

　突然シーツの中の胸を触られた。

「違うわよ。ブラは防具。あんたの弱点を守るものよ」

「じゃ、弱点？」

「ほら」

「ひっ、ふわっ、やめっ」

　もぞもぞと胸をまさぐるタカの手を、アキは必死に押し留める。ぞわぞわしたくすぐったさが肌の内側を走り、腰の辺りで滞とどこおった。

「わかった？　まあ他にも色々意味はあるけど、あんたもせっかく女に生まれたんだから、新しい時代に備えて少しは女の子らしくしなさい。じゃないと船から降りてもらうわよ」

「そっ、そんなこと急に言われても……」

　荒い呼吸を整えながらアキは戸惑った。今までずっと男として生きてきたのに。というか船に乗れと言ったのはタカなのに。

　しかし、『女の子らしくしなさい』とは、かつて母からも言われていたことだった。

　懐なつかしいバツの悪さを感じてしまい、アキはタカから視線をそらす。

「かわいくなれるのは女だけの特権よ。大丈夫。アキも顔はかわいいから、あたしみたいないい女になれるわ」

「かわいい……？」

　その言葉を自分に向けたのは両親以外ではタカが初めてだった。だからアキはどう感じればいいのかわからない。一応は褒ほめられた気がする。なんとなく頰ほおが熱くなる。

「とりあえず、明日あんたにもブラ作ってあげるわ。あたしのお古の仕立て直しだけどね。はい。今夜の寝物語はこれでおしまい。また明日ね」

　たくさん喋しやべって満足したのか、タカは一方的に話を終わらせシーツを思い切り引き上げた。

　おかげでアキの足先がすぽんとシーツの外に追い出される。タカは自分よりずっと大人だと思っていたが、どうやらアキの方がほんの少しだけ背が高いらしい。

　そう気づいた時、アキの内からくすくすと笑いがこみ上げてきた。

　──タカちゃんは神様じゃない。体はボクと同じ子供なんだ。

　もちろん背が高ければ大人というわけではないけれど。

　それでもアキが努力をせずに笑えたのは、パラス号とキーちゃんを失ってから初めてのことだった。




　深夜。

　幸せな気分で眠っていたアキは、突然タカに抱きつかれて目を覚ました。

「タカちゃん……？」

　返事はない。代わりに胸の下でぐずぐずと鼻をすする音が聞こえる。

　すがりついてくるタカは、寝ぼけているようでもあるし、何かを訴えているようでもある。

　怖こわい夢でも見たのだろうか。あるいはタカも寂さびしかったのかなどと思うも、アキにはどうしてあげればいいのかわからない。

　ひとまず手近な肩に手を置くにとどめ、アキもそのまま眠ってしまった。




　　　３




　遮しや蔽へい物ぶつのない水平線から、ゆっくり太陽が昇り始める。

　紙にこぼしたインクのように、朝の光が空と海とに同時にじわじわ滲にじんでいく。

「……おはよう」

　アキがデッキに立ってまばゆい朝焼けを眺めていると、キャビンの防水扉から見るからに低血圧そうなタカが顔を覗のぞかせた。もっと寝ていたらと二度寝を勧めると、昨日たっぷり昼寝したからいいのだと、タカは赤い目をこすって聞いてもいない早起きの理由を述べる。

　その後は朝食の支度をするから来いとキッチンに呼ばれた。しかし別に何を手伝わされるわけでもなく、アキはチャートテーブルの椅い子すに座ってタカのお喋しやべりを聞かされるだけだった。

　何か変な感じだな、と思う。

「はい、できたわよ」

　首を傾かしげるアキの前に並べられた皿には、水イモをすりつぶして焼いたクレープ状の生地に、アシツキの酢す漬づけを挟はさんだものが乗っている。タカのオリジナル料理で名前はないらしい。

　昨夜の夕食に続き、朝食まで食べられるということにアキは静かに感動していた。浮島にいた時はもちろんだが、それ以前も日に三度の食事を摂とるのは普通のことではなかった。

「お酢すは喉のどの渇かわきを抑制して、疲労回復にも効果的。おまけに殺さつ菌きん作用もあるし、何より美容にいいのよ。海の女の必需品ね」

　アフターの『酢』はアルコールと同じ高級品で、アキが口にするのは初めてだった。酸すっぱそうな匂においを嗅かいだだけで不思議と唾つばが湧わいてくる。

　中身が透けるほど薄い生地に、はむとかぶりつくアキ。途端、目め尻じりにじんわり感動が滲にじむ。

　水イモはアフターの代表的な炭水化物で、アキも比較的よく口にしていた。しかしその食べ方はシャリシャリと生でかじる以外、せいぜいが火を通す程度だ。水イモがこんな風にまったく別の形に変えられるなど、両親は教えてくれなかった。たくさん生きてよかったと思う。

　ほろほろと泣きながらを料理を頰ほお張ばるアキを見て、タカが笑いながらコッヘルで沸わかした湯をカップに注いでくれる。

「アキはいちいち感動してくれるからおねえさん嬉うれしいわ。これはビフォアの人たちが食後に飲んでた『ソチャ』よ」

　出されたカップには、モズク色の液体が注がれていた。鼻を近づけるとポリ油を塗って腐れ木を無理に燃やしたような、なんともいえない不思議な香りがする。

　おっかなびっくりでズズとすすってみると、苦味と酸味が同時に舌を刺激した。うまいかと言われれば微び妙みようだが、それでもついつい口に運びたくなる中毒性がある。

「ちょっと酸っぱいけど、ボク、好きかも」

「ぶっちゃけこれもう傷いたんでるのよね。ビフォアの食品はほとんどが永えい劫ごう防腐処理されてるけど、ソチャを作っていたワーカーはそういうのを嫌ったらしいわ」

　それでも蒸留海水よりマシよと言われ、アキも激しく同意した。

　満足のいく食事を終え、アキは船長としてアテナ号の備蓄状況を確認して回る。

　船尾下部──船倉のポリタンクには、雨水の蓄えがおよそ三十リットルあった。一応ビフォアのペットボトル水も二リットルほどあるが、それはケガの治ち療りようなどの緊急用で、飲料水としてはカウントしていない。用途を飲料に限った場合、切り詰めたとして二人で二週間分といったところだろう。

　ただし、アテナ号にもフラッシュ式の海水淡水化装置がある。天候に左右されるし、完全な真水には程遠いが、一応は日に二～三リットルの水が精製できる。

　それにタカはフリントボールも持っている。キャビンを調べた限りではポリ油の固形燃料もそれなりにストックがあった。海水を煮しや沸ふつできるとなれば水の心配はしばらくなさそうだ。

「問題は食料だよね……」

　タカの試算によれは、水耕栽培の野菜を入れずに『二人で三日分』というのが現在のアテナ号の可食貯蔵らしい。食料の確保は最重要かつ急務の課題だ。

　しかしこの停てい滞たい海域には魚がいない。鳥の類たぐいも今はまったく見かけない。

　総合的に考えると、「いかに早くこのゴミベルトから脱出するか」を模も索さくするのが、船長の主たる仕事になる。

　アキはキャビンから出て、デッキの上で海を眺ながめた。

　相変わらず風はない。遠くの海はきらきらと白く揺れていたが、アテナ号の周囲は黒に近い群ぐん青じよう色で、淀よどみに淀んで停てい滞たいしていた。船周辺にはゴミの残ざん骸がい──多くは分解されないプラスチック片──と、ドロドロに溶けたサルガッソー藻もだけが漂ただよっている。

　空を見上げると大きな入道雲があったが、まるで絵に描いたようにじっとして動かない。

　アフターで船の動力と言えるのは基本的に風だけだ。船外機はあっても燃料がない。

　つまり、この海域から脱出する方法は現実的に一つしかない。

「セール（帆ほ）を作って、風を待つ……」

　ならばとアキが最初に考えたのは、天幕を利用してセールを補修することだった。

　しかしそれには多くの問題がある。

　アテナ号の破れたセールは残っている面積の方が少ないし、アキ愛用のフッ素樹じゆ脂し天幕もジブセールの半分ほどしか大きさがない。二つを合わせてもセールというには小さすぎる。風を受けてアテナ号を動かすだけの推進力を確保できない。

「はいアキ、ばんざーい」

「な、なにっ？」

　アキが腕組みしつつ考え込んでいると、突然背後からメジャーを巻き付けられた。

「アンダー六十五でトップは…………がんばれ、アキ」

　よくわからないけれど、とってもとってもバカにされた気がする。

　ぶすっと頰ほおを膨ふくらすアキの横で、タカはベンチシートに座って鼻歌交じりで下着にチクチク針を通し始めた。何やらすこぶる楽しげな様子で。

　その憎らしいほど可か憐れんな所作に見み惚とれてしまい、アキは抗議する気もなくなった。

　大きく一つため息をつき、昨晩できなかったアテナ号の装備チェックを再開する。

　まずは一番多くの時間を過ごすことになるコクピットだ。

　アテナ号の操そう舵だ器具は、パラス号のようなティラー型とは違い、ステンレス製のステアリングタイプだった。作動は油圧ではなくワイヤー式のようだが、試しに回してみても重く錆さびついた様子はない。

　ステアリング下部のコンソールには小型の羅ら針しんジャイロも付属していた。ビフォアで使われていたデンキ系計測器類は取り外され、代わりに六分儀や船速計測用の木片入れログボツクス、そしてセールの上げ下げに使うウィンチハンドルの予備が収められている。まさに至れりつくせりだ。

「ふおぉぅ……！」

　頰を押さえて体をくねらせるアキを見て、タカが怪け訝げんな顔をしている。

　アキが喜びそうな装備はまだあった。船尾のラダーには小型のウィンドベーン（風力で動作する自動ハンドリング装置）を取り付けられるようだ。ビフォアのデンキ式オートパイロット機構とまではいかないが、これさえあれば夜の睡すい魔まも怖くない。

　ラダーの脇わき、船尾のゲストシートにはアナログの風速計がアンテナのように一本突つき立っていた。このオタマ型の風ふう杯はい部ぶが、何の因果かカエルを象かたどっている。言葉に出来ない嬉うれしさがアキの顔中にみなぎった。それを見てタカが「変な子」と一言。

　ニヤニヤしながら船首に回ってみると、ほぼ新品の空圧式バレットアンカーがあった。

　先せん端たんの尖とがった弾だん丸がん型がたのアンカーを、圧縮空気でウィンドラス（揚よう錨びよう機き）から打ち出すという、希少なアフター文化の賜たま物ものだ。ビフォアの船せん舶ぱくに標準搭とう載さいされているダウンフォース型アンカーは、水位の上昇したアフターではあまり役立つ機会がない。

「か、かっこいい……！」

　アキも実物を見るのは初めてだった。興奮しつつ操作してみると、可動もきちんと確認できた。バシュッと打ち出した後はハンドル式のウィンチを巻いてアンカーを回収する。今までスピアガンで行っていた接岸作業がこれだけで行えるようになる。

　これを手に入れるのに、前オーナーはどれほど苦労をしただろう。アキが三年メッセンジャーを続けても手に入らない代しろ物ものだ。死はさぞかし口くち惜おしかったに違いない。

　前船長の無念を思いつつ、アキはアテナ号の点検を続ける。

　キャビンの天井には脱出用のゴムボートを収納したカプセルが搭載されていた。屋根のあるライフラフト型ではなく、セイラーたちが「ドーナツ」と呼ぶリング状の安価なタイプだ。

　しかし空気を送り込んでも膨ふくらまない。どこかに穴が空いているのだろう。『主要な作業を処理したらゴムボートの修理も早めにやること』。アキは頭の中の航海日誌にそう記録した。

　残る確認箇か所しよは船底だ。

　だがこればかりは断念せざるを得ない。キールの長さ、そして底に付着したフナクイムシやフジツボ類の被ひ害がいを確認しておきたかったが、ゴミザメの棲すみ家かに潜もぐって調べるほどの成果を得られる作業ではない。

　結果、一通り艤ぎ装そう品と装備を確認してわかったのは、アキにできることは浮島にいた頃と大差ないということだった。

「じゃあ、釣つりかな……」

　大きくため息をつきながらそうこぼす。釣れないことはわかっているが、他にできることが何もない。せめて糸でも垂らしながら次の一手を考えよう。

　アキはそう考えて独り言を言ったつもりだった。名もなき浮島にいた頃のように、自分、あるいはキーちゃんの影に向けて語りかけただけだった。

　しかし、そこに声が返ってきた。

「そうね。あたしがおいしく料理してあげるから、じゃんじゃん釣んなさい」

　タカも何の気なしに言葉を返したのか、ハッと気づいて縫ぬい物の手を止める。

　ベンチシートに腰こし掛かけたその顔が、アキの方を向いて和やわらいだ。

「アキ、一人じゃないって、素晴らしいわね……」

「うん……」

　アキもしみじみとうなずき、二人で笑いあった。

　タカは自分のことをあまり話してくれないが、昨夜の行動を見るに結構寂さびしがり屋なのかもしれない。前の船長とはきっと仲が良かったのだろう。

「言っとくけど、あたしは別に寂しかったわけじゃないわよ。あんなヘラヘラ笑ってばかりの男でも、いれば退屈しのぎにはなったからね」

　タカがぴしゃりとアキの憶測を制する。

　その言葉がどんな感情を裏返したものか、あるいはアテナ号の前船長が実際どんな人物だったのかはアキにはわからない。

　それでも、アキは前船長の肩を持った。

「そんなこと言っちゃダメだよタカちゃん。ボクは……キーちゃんが大好きだったよ」

　たとえ敵でも味方でも。どんな人でも人でなくても。船のクルーは家族で仲間──それがセイラーたちの考え方、『ゴエツセイムシップ』だ。

　アキの脳のう裏りにあのつぶらな瞳がよみがえる。

　今頃キーちゃんは何をしているのだろう。カエルの天国があったとして、キーちゃんはきっとそこでもじっとしている気がする。あのぱちりと大きい黒い目で。大事な何かを見み据すえつつ。

　アキが追憶に目を細めていると、タカが歯に衣きぬ着きせずさらりと言った。

「キーちゃんって、例のオウムガエル？　あんたが殺して食べちゃった」

「そんなにハッキリ言わないでよ……」

　悪い人ではないけれどもう少し気を遣ってほしいと、アキはがっくりうなだれる。

　しかし、タカの言葉は本質的には真実だ。アキもそれをごまかすつもりはない。

　あの時アキは生きるためにそうしたし、キーちゃんもそれを望んでいた。生きることにためらうなと、キーちゃんが自分にとどめを促うながした。

　そう感じたのは生存本能という名のアキのエゴかもしれない。しかしその可能性も含め、事実をきちんと背負っていかなければいけないと思う。

　──今のボクがいるのはキーちゃんのおかげ。大丈夫。ちゃんとわかってるよ。

　思いを伝えるようにポケットの中の肩骨に触れる。

　浮島から脱出する際にケージを置いてきたことが悔くやまれた。ケージはキーちゃんを閉じ込める檻おりではなく、小さな体を守る家だった。アキ手作りのそのホームには、二人の思い出がたくさん詰まっている。

「ま、名分けするくらいなら、食料だとしても辛つらかったでしょうね」

「食料とか……。タカちゃんもう少し言葉選んでよ……」

　タカに悪意はないだろうが、辛しん辣らつな言葉を返されれば打たれ弱いアキはすぐに落ち込む。

　けれど、たった一文字の共通で『名分け』を見抜かれたのは少し嬉うれしかった。

　タカの言う通り、キーちゃんの『キ』は『アキ』の『キ』だ。

　アフターの文化では世襲的、あるいは親交の証あかしとして自分の名を子や仲間に分け与えることがある。アキの名も、母の『ヨアキ』から名分けされたものだ。

　後日に聞いたところでは、タカの母も『タカ』だったらしい。短い名前は分けにくく、海に出なかった母の長女次女三女が全員同じ名前ということも珍しくない。

　逆に海で死と隣となり合わせに生きる男たちは、仲間から名を分けられる機会が多い。海かい賊ぞくという職業柄、シーロバーなどは『エルダイクロスタジップ』などと長ったらしい名前になり、その子はエルやダイになる。女と違い、男は親と名が違うことを誇る風潮もあった。

「アキ、ちょっとこっちいらっしゃい」

「キーちゃんはボクの友達だからね。食料なんかじゃないからね」

　頰ほおを膨ふくらせつつも、アキは手招きするタカの元へ素直に向かった。

　再びバンザイの姿勢を取らされても、アキは素直に応じた。

「ほいっ」

　突然、タンクトップをすぽんと脱がされた。

「……？　ひっ、ひあああああああっ？」

　一いつ瞬しゆんの間をおき、驚きと恥はずかしさの交じった顔でアキは悲鳴を上げて胸を覆おおう。

「ほら、これつけてごらんなさい」

　差し出されたのは、タカが先程から縫ぬっていた白い下着、『ブラ』だった。

「いっ、いいよ、そんなの恥ずかしいしっ！　服返してっ！」

「いいからほら、背中向けて。こうやってつけるのよ」

　あわあわと身を捩よじらせて逃げるアキだが、タカの巧たくみな手さばきで腕を通され、背中でカチッとホックをはめられる。

「どう？　ノンワイヤーのジュニア仕様よ」

　問われて自分の胸を見下ろすアキ。

　意外にもイメージしていた窮きゆう屈くつな感じはない。優しく、柔やわらかく、昨夜タカが言っていたように弱点を守られる安心感があった。

「あったかい……」

「あんたの感想はユニークすぎるわ……」

　二人の少女が互いに複雑な表情で向き合う。

「タカちゃんすごいね。料理だけじゃなくて針仕事も上手なんだ」

「女なら当然でしょ」

　そう言われて、アキはいっそう複雑な顔になった。

　アキの母はマッサージャーだった。ビフォアで言うところの整体師で、母は人体の関節やその歪ゆがみ方については詳しよう細さいに教えてくれたが、料理や裁さい縫ほうなどむしろ今のアキに必要な技能に関してはまったく教えてくれなかった。

『母ちゃんは家事も舵かじも苦手だからな。アキはせいぜい料理のうまい亭てい主しゆを見つけるんだぞ』

　とは、家事担当の父が時々娘に吐と露ろする愚ぐ痴ちだった。船バカだったアキの父は、当然のように料理も裁縫もヘタだった。

　そんな二ふた親おや譲りの血のおかげで、アキは針を手にしてセールの補修をすると、いつも指が穴だらけになる。できて当然のことができないと言われれば腹が立つが、どちらかといえば自分は男かもという自覚があり、どうにも言い返すことができない。

「それに、大きい物を小さくするのは簡単だからね。そのうちパンツとお揃そろいの青い縞しまブラも縫ぬってあげるわ」

　タカがニヤリと訳知り顔で笑っている。

　またバカにされた。別に胸なんて大きくならなくていいけど、何か悔くやしい。

「ぼ、ボク知ってるよ。タカちゃんみたいに胸の大きな人って──」

　反射的に言い返そうとしたその時、アキの頭にピンと痺しびれが走った。

　今、タカは『大きい物を小さくするのは簡単』と言った──。

「何よ。ありきたりなこと言ったら揉もみしだくわよ」

「タカちゃんわかった！　この場所から脱出できるよ！」

「だから胸が大きいとなんなのよ。言ってごらんなさいよ」

「な、なんでもないよ！　それより脱出、あっ、ちょっ、タカちゃんやめっ、ふぃっ……」

　ブラは、弱点を守ってくれなかった──。

　たっぷりと揉みしだかれて反省させられた後、アキは脱出の準備を始めた。







　風のない海にぽつんと浮かぶアテナ号を、太陽が真上から見下ろしている。

　その船首では、アキが膝ひざを抱えてがっかりしていた。

　どうせボクなんてと、デッキを見つめながら手て癖くせのシートロープで８の字型のコブをたくさん作って、うじうじとしょぼくれていた。

　アキがこれほど消しよう沈ちんしているのは、タカとの議論に起因している。

「だからね、ゴムボートに乗って、アテナ号を引っ張ればいいんだよ！」

　今より太陽が東にあった頃、アテナ号のコクピットにはしなびたゴムボートを抱えて力説する少女と、こめかみに手を当ててため息をつく少女がいた。

　力説する方──アキが言いたいのは、つまりはこういうことだ。

　人力で三十フィート級のアテナ号に推進力を与えることはできない。

　しかし、軽いゴムボートであれば適当な板きれを使って無風の海に漕こぎ出していける。

　そうしてある程度の地点に到達したら、そこからアテナ号に舫もやったロープをよいしょよいしょと人力で引っ張る。そうすればアテナ号は停てい滞たい海域を脱出できる──と。

　無邪気なアキを見つめるタカの瞳は、慈母の憐あわれみを湛たたえていた。

「あのね、アキ。世の中には『作用反作用の法則』というものがあってね……」

「それは知らないけど、ボクの方がアテナ号に引っ張られちゃうって言うんでしょ？　だからね、天幕でゴムボート用に小さなセールを作るんだよ。そうすれば風の力とボクの力、二倍の力でアテナ号を引っ張れる！」

　アキはずっと大きいセールを作ろうとしていたが、タカの『大きい物を小さくするのは簡単』という言葉をヒントに、「小さなセールを作る」というアイデアを思いついた。アテナ号より小さなゴムボートを風の力で動かし、タグボートとして曳えい航こうさせることで停滞海域からの脱出ができると考えた。

　アキの提案は実にユニークだ。アキの頭は決して悪くはない。

　ただ、科学を知らないだけだった。

「やっぱり学校は必要ね……。いい、アキ？　１・この船はものすごく重い　２・そもそも風が吹いていない　３・風と水上のアキの力で引っ張れるくらいなら、セールがなくてもアテナ号は船体に受けた風だけで動ける。そういうレベルの話よ、これ」

　そうしてタカに優しく諭さとされ、アキは船首でずんと肩を落としているのだった。

　アキが必要とされていた『船を動かす能力』ですら、タカに及ばない──。

　ますます落ち込むアキの隣となり、タカが腰を下ろしながら励はげましの言葉をかける。

「でも、あんたの話であたしも一つ思い出したわ。ナマラ危険だからやるつもりはないけど、あくまで考え方としてね──」

　そうしてタカの話を聞いた途と端たん、アキは即そく座ざに立ち上がった。

「それやろう！」

「……あんたあたしの話聞いてた？　これはあくまで考え方よ。こんなこと現実的にできるわけないでしょ」

　しかしタカがどれだけ諫いさめても、アキは頑として聞かなかった。

　無理や危険は承知の上。それにこの作戦は「仇あだ討うち」でもある──。

　何もできずに待つことしかできなかった浮島での日々は、弱気なアキの性格を大きく成長させていた。

　準備のために二人でゴムボートを修復していると、タカが恨うらめしげにつぶやく。

「次からは思いついても言わないことにするわ。あんた中身は完全に少年ね……」

　褒ほめ言葉ではないはずだが、アキは少年のように得意気な顔で鼻の下をこすった。







　予備の調理用まな板をパドル代わりにして、アキは海へと漕こぎ出していた。

　今、アキの乗ったゴムボートはアテナ号の舳へ先さきから十数メートル離れた位置にいる。

　ボートの端はしにはしっかりとロープが結ばれ、アテナ号船尾のハシゴとつながっている。

　ライフジャケットもきちんと着込み、スピアガンもいつでも撃うてるようにしてある。

　これからアキが仕し掛かけるのは命がけの危険な「釣つり」だ。準備は絶対に怠おこたれない。

「まな板って……あんた自じ虐ぎやくがすぎるわ」

　アテナ号の船首でタカが口を押さえてぷるぷると震えている。

「え、何？　タカちゃん聞こえない！」

「なんでもないわ。危ないと思ったらすぐ戻ってくるのよ！」

　アキは静かにうなずいて、手にしたクズロープを海中に伸ばした。

　ある程度の深さに到達したところで、ロープを上下にばしゃばしゃと揺ゆする。

　ロープの先せん端たんには臭においのきついゲッチャを塗ぬりたくり、８の字結びエイトノツトでいくつも大きなコブを作ってあった。このロープの太さなら浮島で釣りをした時のほぐし糸より目立つはずだ。アキたちの狙ねらっている獲物は、おそらくは味や栄養よりも「歯ごたえ」を求めている。

　アキは顔を上げて周囲の様子を見た。相も変わらず風は吹いていない。

　手を差し込めばドロリと油ゆ膜まくがつきそうな海面を見ていると、背中がじっとり汗ばんでくる。日差しの強さだけでなく、底の見えない緊張が心の内にじわじわ恐怖を押し広げる。

　しばらくロープを揺らしていると、ゴミで淀よどんだ海面に巨大な背びれが現れた。

　茶色に白のまだら模様。べちゃりと貼はり付いたサルガッソー藻も。

　昨夜アキを捕食しようとしたあのゴミザメに間違いない。背びれの大きさから考えると、体長はアテナ号の半分以上ありそうだ。太さも確実にシーカヤック三艘そう分はあるだろう。

　アキは額ひたいの汗を拭ぬぐい、いったんクズロープを回収する。

　ゴミザメの巨大さに怯ひるみ、心臓がきゅっと奥に引っ込むあの感覚があった。

　だが後には引けない。この海域から脱出する方法は他にない。

　ゆっくりと呼吸を整えてから、タカに合図を送って再び太いロープを垂らす。

　──何度も同じことはできない。チャンスは一度きり。

　アキの覚かく悟ごを見届けるように、再び海面にゴミザメの背びれが現れた。

　濁にごった水に浮かび上がる、アキの背丈の数倍はありそうな巨大な影。サメという獰どう猛もうな生き物としてではなく、その大きさ自体がアキには怖い。

　海上にゆらめく分厚い背びれが、いったんアテナ号の方に身を寄せた。あの時と同じく獲物を狙う角度を調整している。

　アキも冷静に背びれを観察し、ゴムボートを漕いでサメを誘導する位置を整える。

　互いの位置取りが決定すると、ゴミザメがくるりと向きを変えてゴムボートと相対した。

　茶色い背びれが海を割りながら、アキをめがけて猛もうスピードで突進してくる。

　恐怖は依い然ぜんとしてあったが、アキは動揺していない。闘たたかいを挑んだのはこちらの方だ。

　ゴミザメが来る。濁にごって淀よどんだ海面を、巨大な魚影が迫せまり来る。

　アキは大きく息を吸い、落ち着いて頭の中でタイミングを計った。

　３、２、１──。

　ざばっ、と大きな飛沫しぶきを上げて、ゴムボートごと一飲みにできそうな巨大な口がアキの真正面に現れる。

「タカちゃん！」

　アキの合図でタカが空圧式バレットアンカーを放った。

　ズシャと、サメの弱点である鼻はな面づらやや右に、鋭利なバレットアンカーが突つき刺ささる。アキが海上に移動する前に角度を調節し、タカは発射ボタンを押せばいいだけにしてあった。

「もう一つ！」

　赤い筋を引いて海に潜もぐりかけたゴミザメに向け、アキが追い打ちのスピアガンを放つ。これもまた鋭利なスピアは、見事にゴミザメの左眼を射抜いた。

　アキは四し肢しの全部を使い、覆おおいかぶさるようにしてスピアガンを必死に押さえ、叫さけぶ。

「タカちゃんウィンチ巻いて！」

　応じたタカがハンドルを回すと、自分の縄なわ張ばりに戻ろうとしたゴミザメの頭がビクンと一度大きく振れた。

　ゆらりと進行方向を変えたゴミザメが、停てい滞たい海域の外へ向かって泳ぎ出す。

「やった！」

　歓喜の声を上げると同時に、アキの乗ったゴムボートが飛ぶように海を滑すべり出した。

　同時に、ゆっくりとアテナ号も舳へ先さきで淀みを割り始める。

「アキ！　動いたわよ！」

「タカちゃん、ウィンチ巻きすぎないように注意して！　サメの頭をよく見て！」

　言いながら、アキも加減しつつスピアガンのラインを引く。よたよたと東へ進もうとしていたゴミザメが、西の方へと進路を変えた。

　二人の少女に手た綱づなをさばかれ、巨大なゴミザメはゴムボートとアテナ号を引いてゆく。さながら海神ポセイドンの戦車を引く、海獣ヒッポカンポスのように──。

　先刻タカが思い出したのは、どこかの客に聞いたという『魚うお曳びき船せん』の話だった。

　ビフォアの遺物の船たちは、アフターでは動力が使用できずに動かせないものが多い。

　そうしたギョセンやモターボートといった無動力の船をサメやシイラに曳えい航こうさせる方法があると聞き、アキはこんな無む謀ぼうを実行したのだった。

　もちろんパラス号の仇あだ討うちも考えてのことだったが、タカが呆あきれるのも無理はない。

「ねえアキー。これ、どうやって止めるのよー？」

　いきなりそんなことを聞かれてもと、アキは困った。止め方まできちんと考えられる頭があれば、そもそもこんな無茶をするわけがない。

「アキ！　あれ見てっ！」

　タカが指さした方を見てみると、ゴミザメの周囲にじゃばじゃばと何かが集たかっていた。

「ヨゴレだ……！」

　ヨゴレザメはビフォアの時代から生き残っている、いわゆる「人喰いザメ」だ。

　基本的に、サメは自分たちより大きな相手を襲うことはない。

　だが、対象が手負いとなれば話は違う。血の臭においを嗅かぎつけてきたヨゴレザメの群れは、自分たちより二回り以上大きな腐ふ海かいの主に対して狂きよう乱らん索さく餌じ──その名の通り狂ったように集団で動物を喰らい尽つくす行動──を行っていた。

　シーロバーと同じく、サメは弱いものを襲う。たとえ同族同種でも──。

　水中から煙のように吹き出すゴミザメの血で、海面が真っ赤に染まっていく。濁にごった海面でもがいて躍おどるゴミザメが、薬品で溶かされたかのようにみるみる小さくなっていく。

　アキは先日ゴミザメに襲われた時と同じく、背中に冷たいものを感じていた。

　スピアガンのラインをリリースしながら、そーっと、そーっと、ロープを伝ってゴムボートでアテナ号へ戻る。

　船首ではタカも同じく青い顔をしていた。二人の少女が抱き合って震えていると、巨大なゴミザメはあっという間に海の藻も屑くずと成り果てていた。

　遠い親しん戚せきを喰らい尽くしたヨゴレザメたちが、スイスイと同じ方向へ泳ぎ去っていく。

　おかげでバレットアンカーもスピアも難なく回収できたが、二人の少女にはあらためて思い知らされるものがあった。

「アキ、海って恐ろしいわね……」

　タカのつぶやきに同意しかけたアキだったが、船長としてのプライドか、いったんはその言葉を否定する。

「そ、そんなことないよ。海にはかわいい生き物だっていっぱいいるよ。ほら、あそこでコウテイマンボウが横になって日光浴してるのとか、すごく──て？」

　アキが指さした東の方角。遠くの海面にぼてっと浮いていた巨大なコウテイマンボウが、突とつ如じよ海中から現れた極大の「手」につかまれて消えた。

　極大の「手」が起こした高波が、アテナ号の船体を大きく揺らして跳ね上げる。少女二人が空中で悲鳴を上げ、必死にマストにしがみつく。

　海にはアキの知らない生き物もたくさんいる。アフターになって多くの生き物が変化を遂とげたように、深海の生物たちも人には未知の姿となって多数存在している。

　ビフォアですら謎なぞに包まれていた海の底に、本来ヒレであったものを「手」に進化させたアフターの魚類がいてもなんら不思議なことはない。

『ウミボーズ』のおとぎ話が今なお語り継がれているのも、それなりの理由がある──。

「アキ、海って恐ろしいわね……」

「オソロシイワネ……」

　揺れるアテナの上で震えつつ、キーちゃんのようにオウムで返したアキだった。




　　　４




　茫ぼう洋ようとした闇やみの中を、アテナ号がゆったりのんびり流されていく。

　帆はん走そうこそはできないが、停てい滞たい海域を脱出した彼女は潮の流れに乗り、子供たちを新たな場所へと少しずつ運んでいた。

　そんなゆらゆらたゆたうアテナ号の船首では、あぐらをかいて座ったアキが、あくびを嚙かみ殺しつつ半目で夜を見み据すえていた。

　昼間の活劇の疲れ、そして現在ののんびりした海との落差に、アキのまぶたは重力に逆らうことを完全に放棄していた。とろりと落ちてくるまぶたを指で押し上げても、目を開けたまま眠れるアキにはまったくもって意味がない。

「アキー。夜は寝ないとお肌に悪いわよー？」

　呼ばれてムニャムニャとコクピットを振り返ると、タカがキャビンの入り口でつまらなそうに口を尖とがらせている。

「でも、漂流物とかビルデン礁しようがあったら困るし」

「あんたがそれを見つけたところでどうしようもないでしょ。波まかせなんだから」

「そうだけど……」

　帆走をすることができない今、アキの仕事は何もなかった。

　しかし船長として船にいる以上、その本分を全まつとうしなければどうにも尻しりの座りが悪い。それならせめてワッチでもと、アキは半分寝ながら夜に揺れているのだった。

「タカちゃんは寝てていいよ。ボクは明日昼寝するから」

　言ってアキは再び前を向き、夜の海を眠たげな半目で見据える。

「それじゃ入れ違いじゃない。わざわざ早起きした意味がないわ」

　いつの間に忍び寄ったのか、タカの声はアキのすぐ隣となりで聞こえた。

　ビクリと顔を上げた瞬しゆん間かん、ふわりと甘い匂においを鼻が嗅かいだ。胸がドキンと一つ鳴る。

「は、早起きした意味？」

　それ以上の質問は許さんとばかりに、後ろからタカにのしかかられた。

　正面に腕を回されて、ぴとりと二人の頰ほおが触れ合う。潮風に吹かれていたアキよりも、ひんやりと冷たいタカの頰。けれども背中の重みには、確かな人の温ぬくもりを感じる。

　アキの動どう悸きは激しさを増していくが、同時に安らぐような心地よさも憶えていた。

「あんたほっぺた熱いわよ。風か邪ぜでもひいたんじゃないの？」

「う、うん。そうかも……」

「ならさっさと寝なさい。浮島から泳いできた時だって、あんたハンガーノック起こしかけてたんだからね。しばらくは水と糖とう分ぶん多めにとって養生するのよ」

　そうしてアキは今宵こよいも寝物語を聞くことになった。『ハンガーノック』の意味はわからないが、小さな噓うそをついた以上、誘さそいを拒むことはできなかった。

　タカに手を引かれながら、「ボクは船長失格だ……」と嘆なげいてうなだれるアキ。

　しかしベッドへ向かうその足取りは、決して重くはなかった。







「あたしたちのルーツは漂ひよう海かい民みんって言われてるわね」

　シーツの中で体の向きを変えつつタカが語る。

「ヒョーカイミン？」

　消極的に躊ちゆう躇ちよはするものの、アキにとってもやはり寝物語はワクワクと楽しい。

　食いつくように疑問を挟はさむアキを見て、タカも機嫌よさ気げだ。

「陸のあったビフォアの時代に、わざわざ海の上で暮らしていた人たちのことよ。浅瀬に高床式の家を建てたり、ボートハウスで移動したりね」

　浅瀬という概がい念ねんをアキは知らないが、船上生活者というとピンとくる。

　ただし、水上家屋や家え船ぶねで暮らしていた漂海民・漂泊民とは違い、アフターにおける船の暮らしはビフォアで言えばボートピープル、すなわち難民のそれに近い。

　ある日、すべての国境ボーダーが水平線ホライズンになった。

　世界中の人々が海へと投げ出され、「ひとつ海」の時代が始まった。その時ギョセンやゴムボートにひしめきながら大地を求めて漂流した人々が、アキたちの祖先にあたる。

　その後は長い年月をかけ、多くの血と言葉と信しん仰こうが交ざり合った。世界のあらゆる人々が三種混合文字トレスという共通言語を用い、人々を見下ろす夜空の星を神格化して崇あがめ始めた。

　それがアフターと呼ばれる現代の創世だ。アキも一応この程度は知っている。

「あたしなんかは見ての通り北ほく欧おう系の血が混じってるけど、南方系のアキはご先祖様の血が濃こいかもね。漂海民でも最大種族のバジャウ族は、海の底を歩けたらしいわよ」

　絶対ウソだと、アキは懐疑の視線をタカに向ける。

　だがそれは真実だった。もちろんビルが沈んでいるようなアフターとは海の深さが違う。しかし当時の深度で考えても、ウェイトなしで海底を歩くバジャウ族は異常だった。バジャウ族のような言わば「進化した人類」がいたからこそ、陸のないアフターでも人間が適応できたのだと考える者は多い。

「あたしたちは生き残るべくして残った人種なの。カタストロフのボトルネックね」

　タカが不敵に笑って髪かみをかきあげる。

　同時に胸いっぱいに吸い込みたくなるような優しい香りが漂ただよった。アキの鼻から脳を経由して、頰ほおへと感情が伝達される。

「……あんたなんで照れてんのよ」

「て、照れてないよ」

「ウソよ。耳まで染まるくらい顔が真っ茶じゃない」

「それはいつもだよっ！」

　海に暮らしているのだから潮焼けするのは当然だ。むしろ──。

「この時代にタカちゃんみたいに真っ白な方がおかしいよ」

「じゃあ、あたしも赤くさせてみたら？」

　うふふと妖よう艶えんに微笑ほほえみ、毛先で鼻をくすぐってくるタカ。

　アキがたじたじとベッドの上を後ずさった時、わずかに波の弾はじける音が船外から聞こえた。

「波音……？　ビルデン礁しよう！」

　アキはベッドから跳ね起きて大わらわで衣服を身につけた。

「どこ行くのよ！」と呼び止めるタカに背中で詫わびて、キャビンを飛び出しデッキへ出る。

　少し風が出ていた。船首に立って遠くを見ると、真っ暗な闇やみの中に一点だけ白波の立っている場所を発見する。しばらくじっと目を凝こらしていると、波を砕く物の正体がわかった。

　船が、座ざ礁しようしている。

　暗くて船種や大きさは正確にわからない。船体は九十度に傾いて、マストと思おぼしき部分が海面と水平に伸びている。あらかじめ回収していたのかセールは張られていなかった。そのシルエットはモノハル艇ていの三角底ではなく、筏いかだのように平たい形状に見える。

　おそらく下にビルデン礁があるのだろう。横倒しになった船の影は、波に揉もまれても大きく動いてはいない。

　アキは月を見上げた。次いでダイバーズウォッチで時間を見る。

　潮はまだしばらく満ちているはずだ。干潮時との高低差を考えれば、そのまま通過してもアテナ号がビルデン礁に乗り上げる心配はないだろう。

　しかしこのまま通過していいのかとアキは自問する。

　今のアキたちには食料がない。無人船荒らしのスカベンジャーのようで気が引けるが、少しでも食料が補給できるなら一応難破船の様子を見ておきたい。もしもセールを補修できる材料でもあれば、こんな波まかせではなく風に乗って自由な航海ができる。

　アキが思案に暮れる間にも、アテナ号はゆっくり波に流されていた。進路的には衝しよう突とつしそうにないが、コントロールを失っている船では何が起こるかわからない。

　──もう少し様子を見て、場合によってはいったんアテナ号を停泊させよう。

　ひとまずアキはそう決めて、船首の手すりをつかんで闇に光る白い飛沫しぶきを見つめていた。

　アテナ号がゆるゆる海に運ばれて、アキの体を優しく揺ゆらす。しかし眠気はとうに吹き飛んでいた。心地よい波の揺ゆれも、今はただもどかしくじれったい。

　闇やみの船影がじわり、じわりと、待ち人を焦じらす如ごとくにゆっくり近づいてくる。そして──。

「ごめん……。ごめんなさいっ……」

　しゃくりあげる嗚お咽えつとともに、アキの口から言葉が溢あふれた。

　いつの間にか隣となりに立っていたタカが、「アキ？」と気遣わしげに首を傾かしげる。

　しかしアキが口にした謝罪は、タカに向けてのものではなかった。頰ほおを伝う涙を拭ぬぐいもせず、アキはまっすぐに難破船を見る。そこにある現実から逃とう避ひせず、何度も何度も謝罪を口にする。

　裂さけ散る波の中で横転しているのは、小型のカタマランヨットだった。

　カヌーを二艇ていつないだような双そう胴どうの船体。その片かた胴どうはほとんど海中に没している。

　水面と平行に伸びたマストは中程で折れ曲がり、ぷらぷらと海をかき回している。

　コクピットの前方には、アキが何度も頭をぶつけたあの狭いキャビンが揺れて傾いでいた。

「ごめん、パラス号……。ごめん……」

　闇の中で座ざ礁しようしている船は、名もなき浮島から流されたパラス号だった。停滞海域のゴミザメにロープとアンカーを食いちぎられた彼女は、あの日の嵐でここまで運ばれ力尽つきていた。

　白い嵐からアキを守り、長旅を終え疲つかれ果て。

　しかしどこか誇らしげな様子で、彼女は一人で消えようとしていた──。

　アキは手の甲で乱暴に涙を拭い、すぐさまパラシュートアンカーを打った。ビフォアのビニルカサやセールの切れ端はしで作られたアンカーが、水中でクラゲのように広がる。潮の流れに逆らうブレーキをかけ、アテナ号は揺れる波上にぴたりと留まった。

　パラス号までの距離は目算で十五メートル。スピアガンのラインでは距離が足りない。バレットアンカーであれば届くが、パラス号を破は砕さいしてしまう可能性がある。その下にあるビルデン礁しようも、闇の中では様子がわからない。ひとまずはここに停泊し、アンカーの張りを確かめながら朝になるのを待つべきだ。

　そう判断してパラス号を見守るアキ。

　その頭を、タカがあくびをしつつ、くしゃくしゃと撫なでた。

「あたしは先に寝るわよ」

　アキがパラス号から目を離さずに「おやすみ」と答えると、キャビンの中から「三時間交代ね」と、くぐもった声が返ってくる。

　絶対ワッチなどしてくれないと思ったタカだが、どうやら時と場合によるらしい。

　それから三時間、アキは瞬まばたきもせず闇の中でじっとパラス号を見み据すえていた。約束通りきちんと起き出してきたタカに、「何かあったらすぐに起こして」と伝えてワッチを交代する。

　やがてしっかり三時間眠ったアキが起床した時、海は真っ白に輝いていた。







　潮位が下がり、パラス号が乗り上げていたビルデン礁しようが海面に露ろ出しゆつしている。

　正確に言えばそれはビフォアのビルではなく、電波塔と呼ばれるものだった。居住するための空間ではない、ただの錆さびた鉄の塊かたまりだ。

　ビルデン礁で物資の調達もと考えていたアテは外れたが、それでもアキは片かた胴どうに収納しておいたセールの他、パラス号から様々な道具を回収した。ポリ油やモフ葉はもう使いものにならないが、接岸時に使っていたパドルはゴムボートを漕こぐ際に役立つだろう。母が使っていた欠けた食器や、父から受け継いだ古い釣つり竿ざおも、アキにとっては大事な宝物だ。

　そして、物資を回収したということは、アキがパラス号を諦あきらめたということだった。




　先刻までのアキは鉄塔に片胴を貫つらぬかれたパラス号を救おうと、何度も落水しながら力任せに船体を押し引きしていた。

　帆はん走そう船せんはデスマストしても、セールが残っていれば骨ほね接つぎマストで動かすことができる。

　しかし双そう胴どう船せんで片胴が破は損そんすればまともな帆走はできない。それはアキにもわかっている。

　それでも、アキはパラス号を連れて帰りたかった。

「アキ、いいかげん諦めなさい」

　アテナ号の船上からタカが苛いら立だって声をかける。

　アキは聞こえたはずの声を無視し、錆びた鉄材とパラス号の間にシーナイフの楔くさびをガツガツと打ち込んでいた。

「パラスはもう船としての人生を終えたの。もうあんたを乗せて走ることはできないの。あんたもセイラーの端はしくれなら、船の寿命をきちんと見み極きわめなさい」

「でも……」

「『船は女だ、優しく扱あつかえ』って、お父さんに習わなかった？　女の子の肌にこれ以上傷つけんじゃないわよ」

「でも……」

「じゃあ、あんたその船の残ざん骸がいをどうするつもり？　アテナに積むなんて絶対無理よ」

「だって、こんなところでひとりぼっちなんて──」

「うざったいガキね！　生きた人間にまとわりつかれたら、死んだ人間……船だっていつまでも成仏できないのよ！　パラスのことが大事なら、ここまでがんばったことをきちんと褒ほめて、今までの感謝を伝えてしっかり見送ってやんなさい！」

　その言葉を最後にタカはキャビンの奥に引っ込んだ。

　そうして長い間、アキとパラス号を二人きりにしてくれた──。




　物資の回収を終えたアキは、アテナ号のデッキからパラス号を眺ながめていた。

「パラスって、なんだか運命みたいな名前ね」

　アキの隣となりでタカが眩まぶしげに目を細める。

「運命？」

「神話のパラスってアテナの親友だったのよ。間違ってアテナに殺されちゃうんだけどね。でも、悲しんだアテナはその後自分を『パラスアテナ』と名乗るようになった。あたしたちの名分け文化の元になった話ね。ま、名前の由来は諸説あるんだけど──」

　そういえば昔母からも同じ話を聞いたと、アキは過去を思い返す。

　母もタカと同じで歴史や物語に明るい人だった。アキにマッサージを施ほどこしながらおとぎ話を聞かせてくれた後、母は最後によく言っていた──。

「女の子はロマンティックが好きなのよ」

　母のイメージと重なるように、タカが微笑ほほえんだ。

「うん。知ってる」

　自然と笑みがこみ上げてくる。

　そんなアキに慈いつくしむような目を向けて、タカが提案した。

「じゃあ、今日からこの船の名前は『パラスアテナ』ね。ついでにあたしたちも名分け──」

　海上で倒れたパラス号を見ながら、タカの目つきが険しくなる。

　アテナ号の由来がタカであるなら、必然的にアキがパラスになってしまう。

「──と思ったけど、『アキタカ』なんて男みたいな名前はごめんだわ」

　やけに説明的な口調でタカが不機嫌に鼻を鳴らす。

　その隣で、アキはすっきりと晴れやかな表情をしていた。

『パラスアテナ』という名を聞いた時、心につかえていたものがポロリと取れた気がした。言葉にすることはできないけれど、父と、母と、キーちゃんがいない寂さびしさに、区切りをつけられそうな気がした。

　アキを必要としてくれたみんなは、今もきちんとアキの中にいる。悲しい別れがあった時、大切なのは相手をずっと忘れないでいること。そして──。

　──相手の分まで『たくさん生きろ』。

　タカの短いメッセージからそんな意味を読み取り、アキは笑顔で答えた。

「パラスアテナ、すごくいいと思う。タカちゃんありがとう！」

　勢いに乗って号令をかける。

「全員集合オールハンズオンザデツキ！　本船は只ただ今いまよりパラスアテナ号と名称を改めます。出港準備開始！」

　キャプテン・アキがたった一人のクルーに向けて告げると、タカが「よーそろー」と気だるく片手を上げて日陰のベンチシートに座り込んだ。

　働かないクルーに代わり、船長自らパラシュートアンカーを回収する。

　一人で出港準備を終えると、アキはパラス号の形見をパラスアテナに張ってみた。

　テント布製の真っ赤なセールはややリーフ（縮しゆく帆はん）したサイズになるものの、帆はん走そうには問題なさそうだ。決意を込めて、メインセールを全開にする。

　アテナの中心にパラスの魂たましいが宿り、パラスアテナが誕生する。

「タカちゃん頭下げて！」

　タカの頭が下がったのを確認し、アキも身を屈かがめてメインシートのテンションを緩ゆるめた。風を受けたブームがバタンとアキたちの頭上を移動する。

　パラスアテナが斜ななめ前方から吹く風を受け流し、ゆっくりと海を滑すべり出していく。

　かつての仲間、家──そして自分自身だったパラス号から、アキは独り立ちしていく。

「さようならパラス号！」

「さようならパラス！　アキはあたしがきちんと面倒見るわよ！」

　二人の少女が手を振ると、パラス号は白波を散らせて応えてくれた。

　これから長い時間をかけ、パラス号は海に朽くちてゆくだろう。

　しかし彼女の名はアテナに名分けされた。パラス号の魂は、パラスアテナとしてこれからもアキとともにある。

「ありがとう……！　ありがとうパラス号！」

　彼女とともに過ごした日々を思いながら、アキは涙を拭ふいて笑顔で手を振った。




　　　５




　アキは気分爽そう快かいだった。

　青くきらめく海うな原ばらを、ヒールしたパラスアテナが気持ちよさそうに帆はん走そうしている。

　浮島のゴミベルトにいた頃は感じなかった風も、今は強くセールを押している。

　キーちゃん型の風速計を見ると十ノットの風だった。木片を流して測ってみると、八ノット程度は船速も出ている。軽いパラス号に比べれば数段落ちるが、それでもパラスアテナのスピードもなかなかのものだ。

　天気も快晴。気分も上々。息を大きく吸い込んでも淀よどんだゴミの臭しゆう気きはなく、芳かぐわしい潮の香りだけが胸いっぱいに広がる。まさに前ぜん途と洋よう々ようの順じゆん風ぷう満まん帆ぱん。

「タカちゃん、ちょっとセールの張り方練習してみない？」

　実に一ヶ月ぶりの風の手応えに、アキは上機嫌でキャビンの奥に誘いをかけた──が。

「やーよ。日焼けは肌が老化するのよ。あたしの老いは世界の損失」

　返ってきたのはそんなにべもない答え。

「ボクが老いるのはいいんだ……」

「あんたはまだ若いでしょ。十四歳って。ムカツクわね。ケンカ売ってんの？　っていうか水と食料なんとかしなさいよ。パラスから何も回収できなかったんだから」

　なぜかぷんすか機嫌を損そこねられたが、アキはそこに面おも白しろみを感じていた。

　自分よりもタカの方がきちんと生きる目的を持ち、冒険心を持っている。旅に必要な知識だってタカは様々持っている。

　現に今も、タカはキッチンであくびをしながら海水を煮に詰つめて塩を作っていた。いつでも泥どろ縄なわ式に対応するアキと違って、タカはずっと先を見通している。

　しかし、そんなタカには船を動かす技術がない。食料を得る経験もない。

　そして自分はそれを持っている。なんとも不思議で愉快な気分だ。

　きっとこれから先も、タカと二人で冒険をすることにパートナーシップを感じるだろう。期待される役割と、期待することがある。自分が必要とされ、相手を必要とする。それはどちらも嬉うれしいことだ。

　それはそれとして帆はん走そうの仕組みくらい覚えてほしいと思いつつ、アキは当面の問題と向き合うことにした。

「水と食料かあ……」

　パラス号から回収したセール以外に有用な物と言えば、空のポリタンクと釣つり竿ざおだった。昨夜のタカの話では星読みはあてにならないというが、そう毎日晴天が続くはずもない。水はそのうち雨で補えるだろう。となると──。

「アキ、魚とって、魚。あたしは野菜とプランクトン専門」

「プランクトン？」

「これ、冬場にはくでしょ？」

　キャビンから顔を覗のぞかせたタカが手にしているのは、いわゆるストッキングだった。

　もちろんアキもその存在自体は知っているが、自分ではいたことはない。

　男女を問わず冬の防寒具として衣服の下にはくストッキングは、厚みに差があり、薄うすいものはすぐに破れる。ビフォアの人々がなぜあんなに薄いストッキングを作ったのか、アフターの人間にはさっぱりわからない。

「こうやって切ったペットボトルにストッキングを通して水中に吊つるしておくと、プランクトンを捕まえる目の細かい網あみになるのよ」

　アキはおったまげた。

　プランクトンは海かい藻そうに付着したものをちまちま食べる、あるいは水煮して一緒に飲み込むのがアキたちセイラーの文化だった。栄養価の高い海の幼生をピンポイントで捕らえようなど、アキは考えたことすらなかった。

「今のあんたみたいな顔を、セイラーたちは『クジラを釣ったような顔』って言うのよね」

　それはビフォアの言葉に由来している。捕ほ鯨げい、すなわちほげーだ。

「タカちゃんすごい！　天才！」

「別にあたしが考えたわけじゃないわよ。あたしは美人で胸が大きくて、ちょっと人より物知りなだけの女。あと料理も上手だし縫ぬい物も得意。でも、魚を捕るのだけは無理ね」

　明らかにタカに発はつ破ぱをかけられているが、今のアキはそれどころではなかった。

　パートナーとは言ったものの、今のところ航こう海かい貢こう献けん度どにおいて、アキは圧倒的にタカの後こう塵じんを拝はいしている。

　なんとか名めい誉よ挽ばん回かいしなければと、キャプテン・アキは舵かじを切りながらワッチを続けた。

　しかし現在位置もあまりわかってない以上、闇やみ雲くもに走ってもしかたがない。

　探すべきは、魚だ。

　アキは船首に赴き、海を覗のぞき込む。

　水はきれいに澄すんでいた。光を受けてエメラルドグリーンに輝く透明度の高い層と、威い厳げんを感じる群ぐん青じよう色の層がきれいに分かれている。

　海中不純物の多た寡かにより太陽光の反射に差異が生じると、こういう海の境界線──潮目ができる。不純物、それはとりもなおさずプランクトンであるため、こういった二色の海には魚の群れが多い。もちろんそれを狙ねらう大型魚も生息しているため、危険度も比例して高くなる。

　ヨゴレザメたちの狂きよう乱らん索さく餌じが、アキの脳のう裏りをチラリとかすめた。安全を考えると潜もぐるよりは釣つり糸を垂らすべきだろう。しかしのんびり魚を待つよりは、今は少しでも早くタカにいいところを見せたい。

　うーんと唸うなりつつぐるぐる回って海を見ていると、二時の方向にゆらりと水中を漂ただようロープのようなものが見えた。

「あ、ツナヒキザメ」

　それはやはりサメではあった。が、アフターに生まれたこの種は人を襲う類たぐいではなく、実にユニークな生態を持っている。

　特筆すべきはその筒状のヒゲで、海の浅い部分に綱つなを引くように揺ゆれるヒゲの長さは、実にサメの体長の倍以上にも及ぶ。ヒゲの中は空くう洞どうになっており、そこにはエビやカニ、はては小魚からサンゴにいたるまで、凝縮された海の生態系が細長い半透明の筒内にひしめいている。

　ツナヒキザメ自身は海水を飲み込み、プランクトンだけを濾こして水を排はい出しゆつするクジラ同様の濾ろ過か摂せつ食しよくを行う。ゆえに自ら率先してヒゲの中のアクアリウムを捕食することはない。

　このツナヒゲはイッカククジラの角歯のようなメスへのアピールとされているが、アフターの調査力でははっきりとしたことはわからない。

　確かなことはただ一つ。もしもツナヒキザメのヒゲを入手することができれば、アキは労少なくして大量の魚を得られるということだ。

　しかしてセイラーやダイバーたちの間には暗あん黙もくの了解がある。

　いわく、『ツナヒキザメを殺すなかれ』だ。

　ツナヒキザメのツナヒゲは再生する。サメ自身の肉は大味で格別うまいものでもないし、栄養価が高いわけでもない。

　元々アフターの海に生きる人々には、『食うもの以外は殺さない』という考え方があり、とりわけセイラーたちはこの「不ふ殺食せつしよう海かい」の掟おきてを徹てつ底ていしている。

　そして、ツナヒキザメからヒゲだけ貰もらい受けるのは、純粋に身体能力の問われる作業だ。タカに対して自分の必要性をアピールする格好のチャンス──アキにはそう思えた。

「タカちゃん、ボクちょっと潜もぐってくる！」

　アキは急いでセールを下ろし、パラシュートアンカーを船の四方に打ち込んだ。

　素早くゴーグルを装着してショートパンツをぽいと脱ぎ、ざぶんと海へ飛び込んでいく。

「子供はチョロいわね」とデッキで笑うタカの声は、アキには聞こえていなかった。

　まんまと乗せられた子供が見た海の中は、明るく澄すんでいた。

　底の方にビルデン礁しようの屋上が見えて「おお」と思うが、さすがにアキもそこまでは潜れない。もっと浅い海域に出れば、潜せん水すい可能ビルを発見する機会はいくらでもある。

　今は食料優先だ──と、アキはせっせと水をかいてツナヒキザメに追いつく。

　サメの体を上から見ると、口の脇わきから生えたツナヒゲは一本しか見当たらなかった。既すでに先客がいたのだろう。しかし一本残しておいてくれただけでもオンノジだ。

　そっとサメの背中に触れてみる。ツナヒキザメは別段嫌いやがる風もなく、人間の存在をまるで気にしていない。

　アキは安心してツナヒゲを握り、太ももから素早くナイフを抜いて半透明の筒つつを根本で切断した。ツナヒキザメのヒゲはノコギリザメのそれとは違い、人間で言えば髪かみや爪つめのような器官に相当する。切断しても出血するようなことはない。

　傷つけたお詫わびの代わりに、サメの横に並んで優しく頭を撫なでてやる。

　三メートルほどの大きな図体には、キーちゃん程度の小さな目玉がついていた。チラとアキを見やったその瞳は、そこはかとなく悲しい色を湛たたえている。『これでメスにモテなくなった』と拗すねているのかもしれない。

　申し訳なく思いつつも、アキは待ち人のためにしたたかに浮上した。

　船尾のハシゴを勢い良く上り、両りよう端たんを縛しばったツナヒゲを誇らしく頭上に掲かかげる。

　半透明の筒に入った魚介の群れを見ると、さすがのタカも目を見開いて驚いた。

「……これがほんとの魚肉ソーセージね。そしてあんたは野生児ね」

　言葉の意味はわからないが、アキはえへんと平たい胸を反らした。







　パラスアテナのデッキに塗られた樹じゆ脂し塗と料りようが、午後の日差しを眩まぶしく照り返している。

　船尾の手すりに吊つるされたアキの下着は、早くも乾いて風になびいている。

　その中身たる野生児は、現在セイラー服を身につけて、キャビンのテーブルでシェフの料理を今か今かと待ちわびていた。

「はい、お待たせ」

　アキから借りたセイリングゴーグルを外しつつ、タカがほいほいとテーブルに皿を並べていく。ゴーグルはハマタマネギを調理する際にとても便利らしい。

　カップやチャートが滑すべり落ちぬよう縁ふちが盛り上がった木製テーブルに、茹ゆでられ赤くなったロブスターが置かれていた。立ち上る白い湯気から、なんとも言えない海の香りが漂ただよってくる。上うわ殻がらを剝むかれた白い身には、ウニのような赤いつぶつぶの卵とすりおろしたタマネギ、そしていかにも濃厚そうなオレンジ色のエビミソによるソースが回しかけられていた。

　アキはごくりと音を立てて唾つばを飲み込む。が、それは口の端はしからちょっぴり垂れていた。

「あんたヨダレ出てるわよ……。ま、今回はがんばったからいいわ。どうぞ、召し上が──」

「いただきます！」

　食べやすいようにとタカが上殻を剝いてくれたのに、アキはバリバリと下した殻がらごとロブスターにかぶりついた。手づかみで。飲み込むように。十秒で。

　一緒に出された貝と海かい藻そうのプランクトンスープも、じゅびびと音を立てて一口で。

「おいしかった！　タカちゃんすごい！」

　そう言ってアキがにっかり笑顔を見せたのは、食事を始めて一分足らずのことだった。

「……アキ、あんた咀そ嚼しやくって言葉知ってる？」

「ふ、普段はちゃんとよく嚙かんで食べてるよ。今はタカちゃんの料理があんまりおいしそうだったから、つい……」

　言葉自体は知らないけれど、昔から母に食事で怒られると言えばそれだったのでアキはヤマを張ってみた。

「そういうこと言ってるんじゃないわよ。食事ってのは生き残るためのすべじゃないの。娯ご楽らくなの。わかる？　『芳ほう醇じゆんな香りにわたくし思わずシタツヅミですわ』とか、お喋しやべりしながら食べるからおいしいのよ」

「ご、ごめんなさい……」

　ヤマが外れた。咀嚼はよく嚙むことではないらしい。

「アキ。あんたにあたしみたいになれとまでは言わないけど、せめてもうちょっと女の子らしくしなさいよね。次あんな食べ方したら海に叩たたき落とす……って言っても効き目ないわね。今日からあんたの苦手なもの徹てつ底てい的てきに調べるわ」

　そうしてタカが食べ終わるまでの間、アキはくどくどと説教を聞かされた。

「昔はイセエビって高級品だったのよ。あんたビフォアの人に謝んなさいよ」

「ご、ごめんなさいビフォアの人……」

　見た目も性格もまったく違うが、タカの理り不ふ尽じんな叱しかり方はアキに母を連想させる。

　今まで母に『女の子らしくしなさい』とガミガミ言われても、アキにはその意味がよくわからなかった。男と女の違いというものが、体の差としてしか捉とらえられなかった。むしろ女に生まれてよかったことなど何一つないと感じていた。

　なのにタカを見ていると、女らしいということも結構大事なことのような気がしてくる。

　もしかしたら、母は自分が女らしくないから娘が『自分に似てしまった』と、悲しみの中でお説教していたのかもしれない。そんな風に思えてくる。

　──でも、急に女の子らしくなるのは無理だよ。

　アキはタカを見ながら心でつぶやいた。

　厳密にはタカも淑しゆく女じよとは言えないけれど、それでもアキにないかわいらしさをたくさん持っている。自分もそうなりたいというよりは、自分と違うところがタカの女らしさであり、アキはそれを憎からず思っている。

　男になりたいと願っていたのに、女の子らしいタカにコンプレックスを感じてしまう。それでいて美しいタカを見て、少年のように見み惚とれてしまう。

　多感で複雑な乙女心に混乱しつつ、アキは食後のソチャを飲み終えキャビンへ出た。

　気持ちよく風に吹かれながら、何気なく思ったことを口にしてみる。

「タカちゃん、ちょっとお母さんに似てる」

「は？　あたしのどこがあの女と似てるのよ？　あんなネグレクト女とあたしが似てる？　冗じよう談だんじゃないわ！　いい、アキ？　あの女は家族を捨てて男に走って……って、あんたなんで泣いてんのよ？」

　いきなり物もの凄すごい剣幕で怒り始めたタカに怯おびえ、アキはうるうると瞳を濡ぬらしていた。

　その後に自分の母と似ているのだと説明すると、「それはそれで感じ悪いわ」とタカは不機嫌ながらも笑っていたが、アキはしばらくの間ショックで呆ぼう然ぜんとする。

　──女の子って、怖い。

　そんな風にアキが震えている間も、パラスアテナは午後の海うな原ばらを爽そう快かいに進んでいく。

　ふと、手すりで風にばたつく下着が目に入った。

　急に恥はずかしさを覚えてアキがいそいそ取り込もうとすると、キャビンから出てきたタカが一枚の紙片を手渡してくる。

「プランクトンネットの中にメッセージボトルが入ってたのよ。色々書いてあるんだけど、あたしには字が小さくて読めなくて」

「タカちゃんて、目悪いの？」

「良くはないわね。でもメガネだけは死んでもかけないわよ。だから、これからはあんたがあたしの目になってね」

　魚捕り以外でも役に立てる──そうアキが喜んだのもつかの間だった。

「ボク、三種混合文字トレスしか読めないよ……」

　筆記用具でもあればアキが大きく転記することもできるが、そんな高級品はパラスアテナに置いていない。中のガラス玉がチリンと清せい涼りように鳴る水色の瓶びんは惜しかったが、二人は再びメッセージを封入して海へ流した。そうすることがセイラーたちのシーマンシップだ。

「さて。ひとまず食料問題は解決したわね。アキ、現在のパラスアテナの航路は？」

「えっと、今は現在位置がわからないけど、以前ボクが寄った浮島で聞いた、北の『シキバ』ってフロートを目指してるところ。すごく遠いらしいけど、荷物も預かってるし、人も船もいっぱいいるって聞いたから」

「シキバを目的地にするのはあたしも賛成ね。何でも一生海に出ずにフロートだけで生活する人もいる大トカイらしいわよ。それにカエルでもネズミでもない、イヌとかネコってふわふわの生き物がいて、あんたみたいに食べずに友達になるって聞いたわ」

　またタカに担かつがれていると感じたが、本当だとしたらぜひともこの目で見てみたい。

　ふさふさと毛の生えたキーちゃんを思い浮かべながら、アキはまだ見ぬトカイのフロートに思いを馳はせる。

「他にあんたが喜びそうなものだと……まあ船は多いでしょうね。グリフォンとか女神の船首像をつけた三百フィート級のメガヨットから、鳥の形をした足漕こぎボートまで大小様々」

「なんですと！」

「それから名物のヨットレース。浮島を一周して戻ってくるディンギーレースとか、クラス関係なしに無寄港で長距離を走るキャノンボールカップとか」

「ふっ、ふおぉぉぉぉぅっ！」

「あとはなんといってもイルカのショーね！　イルカの背中に乗って一緒にジャンプして遊べるらしいわよ。ロマンティックよね」

「それはやったことあるからいいや」

　急に素の顔になったアキを見て、「あんたテンションの上がりどころがわからないわ……」とこめかみを揉もみほぐすタカ。しかしその青い目はすぐに和やわらいだ。少年のようにトカイに焦こがれるアキの横顔に、母の如ごとくに細く優しく向けられていた。

「ま、どこへ向かうにせよ先立つものは必要ね。アキ、あんた何か交易品あるの？」

「浮島にいた時、スティックチャートを少し作ったけど」

「それだけじゃ、あんまり水と食料は得られないわね。……しかたない。あたしが働くか」

「働く？」

「フッカーよ。流れのフッカーは嫌われるけど、あたしみたいに美人だと関係ないから」

　言ってタカはぼんやりと遠くの海を見つめる。あまり楽しい気分ではなさそうに。

　アキも海を見ながら考えた。

　アキには生きる目的ができた。タカと二人で世界中を旅するという、人生のテーマが見つかった。それにはアキとタカ、どちらが欠けてもいけないはずだ。

　だからタカにおんぶにだっこではいけないと思う。二人の関係は対等でなければならない。

　タカは、アキが思いつきもしないことまで冒険についてきちんと考えている。自分はタカに対してこれ以上甘えてはいけない。寄りかかってはいけない。

　──もっと、しっかりしなきゃダメだ。

「タカちゃん！　仕事のことなんだけどっ！」

　アキが決意の表情で切り出すと、タカは静かに笑顔を作った。

「アキ、髪かみ切ろうか」

「へ？」

　落差のある話題に、意気込んだ肩がガクッと拍子抜けする。

「髪よ髪。あんたそのくらいの長さ似合っててかわいいけど、毛先ガッタガタじゃない。ナイフで切ってるでしょ」

「う、うん」

「おねえさんがあんたをかわいくしてあげるわ」

「かわいく……」

　それはそれで大事なことである気がして、アキは覚かく悟ごを持て余すのだった。







　午後の日差しがセールに遮られ、パラスアテナのコクピットに大きな影が広がっている。

　そんな涼すずしいベンチシートに座らされ、アキは頭のてっぺんをタカに押さえられていた。

「じっとしてなさい」

「うう……」

　アキは野生児ではあるが、どちらかといえば内気でおとなしい性格だ。決して一秒たりともじっとしていられないタイプではない。

　今のアキがそわそわと落ち着かないのは、タカのセイラー服に覗のぞく胸の谷間から必死に目をそらそうとしているからだ。

「あんたこんな日焼けしてるくせに肌きれいね。ムカツクわ」

　ちょきちょきとハサミを動かすタカの胸が、アキの眼下でふよふよと揺ゆれている。

「何よ。さっきから人の胸ばっかり見て。あんた思春期の少年？」

「ち、ちがっ、見てなっ」

　アキも自分で不思議だった。からかわれているとわかっているのに、女同士なのに、なぜこんなにも照れ照れとしてしまうのか。

　人運びパツセンジヤー仕事で女性客と二人きりになることは今までも何度かあった。もちろんタカほど距離の近い相手はいなかったが、長い航海で打ち解けることもそれなりにあった。

　しかし、こんな風に相手を意識したことは一度もなかったと思う。

「別に触ったっていいわよ？　女同士なんだから」

「さっ、さわらっ、さわらっ……」

　気づけば魚の名前を連呼して、その柔やわらかそうな丸みに目が釘くぎ付づけだった。なぜこんなに見てしまうのだろう。自分にもあるものなのに。いやないけれど──。

「はいおしまい。ほら、自分で見てごらんなさい」

　真っ赤になって混乱しているうちに、アキのざんばら髪はきれいに切り揃そろえられていた。

　タカに差し出された鏡を覗のぞくと、肩に届かない程度の長さはほとんど変わっていない。癖くせのないストレートの前まえ髪がみが、いくぶん鯱しやちほこ張ばって眉まゆの上に並んでいる。

「ボク……こんな顔だったっけ？」

　髪を整えて印象が変わったわけではない。アキは鏡など何年も見ず、いつも水面に映る自分の顔しか見ていなかったので驚いた、というのが正直な感想だった。

　が、そんなことを言おうものなら絶対タカにどやされる。アキは空気を読んで黙だまっていた。

「そうね。もうちょっと短くしてボブっぽくしたらきっとモテモテよ。あんたその辺のフッカーよりよっぽどかわいいわ」

　そういえば、昔出会ったボブという水先人は確かに人気者だった。それは彼の陽気な性格ゆえと思っていたが、あの頭頂部を刈かり上げた奇き抜ばつな髪型のせいなのかもしれない。

　タカは本当になんでも知っているなと、アキはひたと感心する。

　一方、予想した反応が返ってこなかったのか、タカはベンチシートに腰を落ち着け疑念の瞳でアキを見ていた。

　そんな空気の二人を乗せて、パラスアテナが二つの大きな眉まゆ雲ぐもの下に入る。太陽の光が遮られ、船上にはいっそう日陰が広がっていた。

　アキもタカの向かいに座り、腕だけ伸ばして横着しながらステアリングを切る。

　アキに合わせてくれたのか、今日はタカもセイラー服を着ていた。先日まで男の服だと決め込んでいたけれど、風になびくタカのスカートを見ていると、やはりセイラー服は女のものかもと思う。タチウオみたいに細い足が、よりきれいに魅み力りよく的てきに見えた。

「何？　今度はあたしのパンツ見てるの？　あんたほんとにエロエロ少年ね」

「み、見てないよっ」

　アキはとっさに視線をそらし、ポケットから出したシートロープを片手でいじる。

　無意識に自分の指を絞首スリツプノツトの形で締めていた。だって見えたんだからしょうがない──。

「でもね。いくら女同士とはいえタダ見はご法はつ度とよ。ほい」

　音もなく近づいてきたタカが、おもむろにアキのスカートをめくり上げた。

　本来その中にはかれているべき下着は、今もタカの背後で風になびいている──。

「う、うわああああっ！」

　アキは真っ赤になって立ち上がり、スカートの裾すそを両手で押さえて絶ぜつ叫きようする。

「これは……思いのほか楽しいわね」

　すっかり表情の変わってしまったタカが、アキの背後に回ってまたスカートをまくり上げた。

「ぎゃああああ！」

　今度は小さな尻しりが顔を出す。

　さすがのアキも堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れた。お返しとばかりにタカのスカートをまくり返す。

　そうして二人はしばらくの間、何も考えずにきゃーきゃーとスカートをめくりあっていた。

　アキもタカも、うつつを抜かして楽しんでいた。バカになりきってはしゃいでいた。

　こんな風に心から笑えること。そんな毎日が続くこと。それはとても素晴らしいことだとアキは思う。二人で海を冒険することは、成果を問わずそれ自体が目的なのかもと思う。

　逆に言えば、今までもアキはきちんと生きていた。パラス号と海を行くこと。キーちゃんとともに生きること。メッセンジャーとして見知らぬ誰かに希望を届けること。

　それこそが人生だと置き換えることができず、単純なことを難しく考えていた。

　キーちゃんと生きたいから、アキはあの嵐を生き延びることができた。たったそれだけのことを理解するのに、ずいぶんと遠回りしたような気がする。

　しかしそんな自己嫌悪の念も、タカと笑っていると一いつ瞬しゆんで吹き飛んでしまう。

　──これからは毎日精一杯生きよう。タカちゃんと人生を笑って過ごそう。

　アキが心に誓った時、はしゃぐ二人の頭上にぽつんと水すい滴てきが落ちてきた。

　見上げると、いつの間にか頭上に巨大な降こう水すい雲うんがあった。

「──あ」

　二人が声を揃そろえた瞬間、ばしゃっとバケツをひっくり返したようなスコールが降ってきた。

　いきなり全身ずぶ濡ぬれになって呆ぼう然ぜんとする二人の少女。

　だが、海に生きるものとして二人の判断は早かった。

　うら若き乙女たちはぎゃあぎゃあ大騒ぎしながら天幕を用意し、ブームに引っ掛かけて斜めに張った。下に口を開けたポリタンクを並べると、タカはキッチンにあるありったけの鍋なべをデッキに配し、アキはゴムボートに空気を入れて膨ふくらます。

　短いスコールで効率よく雨を貯ためる準備が整うと、今度は二人とも服を脱いで裸はだかになった。空を見上げて雲行きを確認しながら、大急ぎでブロック石せつ鹼けんで体を洗い始める。

　スコールに喜びのんびりシャワーを浴びていると、体を洗い終わる前に雨が止んでしまい、結局いつもと同じ海水で流すハメになる。アフターでは三歳の子供でも知っている常識だ。

「アキ、ちゃんと隅すみ々ずみまで洗うのよ！」

「泡が目に入った！　目が！　目がぁ！」

　そうして降水雲の下を抜けるまで、二人の少女は互いの背中を流しあった。

　アキもこの時ばかりはさすがに恥はずかしがらない。アフターの人々にとって嵐とスコールはまったく別のものだ。かつての漂ひよう海かい民みんたちと同じく、雨は天からの恵みだった。

「海上生活でよかったと思えるのはこれね！」

　タカが笑いながら断言する。

　浮島やフロートでの雨浴びは、物もの陰かげで常に人目を気にしなければならない。心細いと思っていた女二人旅の利点に気づき、アキも明るい笑顔を返す。

　次第に雨あま脚あしは弱まってきていた。

　塩分を含まない水は貴重だ。次のスコールがいつくるかなんてわからない。できることは今のうちにやっておかねばならない。

　二人の少女は歌いながら船体をデッキブラシでこすり始めた。ともに裸はだかのままで。

　──タカちゃんも裸だし、空が青くなければそこまで恥はずかしくないかも。

　そんなことを思いながら、アキも大きな声で『フネ・ア・ラエ』を歌う。

　そうして機嫌よくコクピットをゴシゴシやっている時、アキは手すりでびしょ濡ぬれになっている自分の下着に気がついた。

　呆ぼう然ぜんとするアキを見て、タカがクククと笑っている。明らかに気づいていたのを黙だまっていた顔だ。

「ほらアキ、きれいに橋が架かかってるわよ」

　タカが意地悪く笑いながら彼方かなたの空に指をさす。

　しばらく身につけるものがないとわかり、虹にじのふもとで途方に暮れるアキだった。
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　コップの中の水のように、静かな海だった。

　じりと焦こげ付く夏の午後の日差し。

　鏡面の海に柔らかいさざ波を立て、三十フィート級のヨットが曳ひき船ふねされていく。

　光を湛たたえた水面が、きらきらと絹布のようにたわんで揺ゆれている。

　そのヨット──パラスアテナ号の船上には、セイラー服に袖そでを通したアキとタカがいた。

　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、アキが体重を乗せてぎゅうぎゅうとセールを畳たたんでいる。

　片やのタカは涼すずしい顔で、キャビンの中できゅるきゅるとネイルを磨みがいている。

　アキは作業を続けながら、ぶすっと膨ふくれて不平を口にした。

「タカちゃんも少しは手伝ってよ」

「あたしの老いは？」

「世界の損失？」

「あんたの仕事は？」

「操船全般」

　勢いで答えてしまった。

　理屈でも屁へ理屈でもかなわない。したたかのタカとはよく言ったものだと思う。

　アキは大きくため息をつき、パラスアテナの右う舷げんにフェンダー（防ぼう舷げん材ざい）を垂らした。

　タカと二人、漠然と北のフロート《シキバ》を目指して一週間。

　危険な武器の作り方から、人には決して言えないことまで。タカの寝物語で未知の話を聞きながらの航海は楽しかったが、現在地がわからない以上それはほぼ漂ひよう流りゆうだった。水と食料はなんとかやりくりしていたが、ポリ油など細々したものが不足しはじめていた。

　なのにタカは陸ろくすっぽ節約もせず、貴重な物資を浪費する。アキが及び腰でたしなめると、『うるさいわね。こんな夜中にご近所迷惑よ』と女神はいつものそ知らぬ顔。

　さすがのアキも気丈になって『ご近所なんてどこにあるのっ！』とあてつけに水平線を見回した時、本当に中規模のフロートを発見したのだった。タカは本当に神様かもしれない。

　──しばらくはここを拠きよ点てんに仕事をして、しっかりと旅支度を整えよう。

　アキはむんと気合を入れつつ、これから世話になるフロートの様子をうかがう。

　船が曳ひかれていく方向、その洋上に数面の巨大な筏いかだが点在していた。

　一面の大きさはおよそ二十メートル四方。何十本もの腐くされ木ぎを朽くちたロープや植物の死し骸がいで板状につないだ筏は、その下にプラスチック製のブイや、ドラム缶、さらには固形スチロールといった、あらゆる「浮くゴミ」を敷き、ぴたりと波に留まっている。

　海上に広がった筏の中心には腐れ木と漂流物でできた天然の浮うき島しまがあり、各筏と浮島はロープでつながれ、海底に長距離アンカリングされて位置を固定されていた。

「人も結構多そうね」

　キャビンから出てきたタカが、アキの隣となりで額にひさしを作りフロートを見渡している。

　筏いかだの上には漂流ゴミで作られた掘っ建て小屋があちこちに乱立していた。住民たちは筏の四方に張られたロープを伝い、「マルキ船」と呼ばれる一人乗りのカッターボートで海を行き来するのだとタカが教えてくれる。

「『フロート』はアフターで最もポピュラーなコミュニティよ。昔の言葉で言えば『ムラ』ね」

　アキもフロート自体は知っていたが、ここまで大きい物を見るのは初めてだ。

　感動しつつ隈くまなく全体を見回していると、先程アウトリガーカヌーでやってきてパラスアテナにロープを結んでいった曳ひき船ふね男たちが目に入った。

　男たちが今いるのは港みなと筏いかだと呼ばれる場所で、主に船舶の停留所として機能している。他よ所そから訪おとずれる船を迎えに出て、曳船して接岸させるのが彼らの仕事だ。

　アフターには「金銭」という概がい念ねんはあるが、統一された「通貨」がない。ゆえに交易の基本は物々交換であり、浮島を訪れるストレンジャーは概おおむね歓迎される……はずなのだが、港筏でロープを曳ひく男たちは、なぜか全員不機嫌な顔をしていた。

「あっ、あの！　もう曳船は大丈夫です。ゴムボートありますから！」

　船上からアキが遠慮がちに声をかけると、港筏の男たちは投げ捨てるようにロープを下ろした。何が男たちの機嫌を損ねたのかさっぱりだが、これから仕事をもらう身としては、ひとまず下手に出るしかない。

　アキはわたわたとパラシュートアンカーを下ろし、急いでゴムボートを膨ふくらませた。ロープを伝いながらタカとボートで移動し、男たちの手を借りて港筏に上陸する。

「ダブルハンドのセイラー……。おまえらそっちの趣味か？」

　曳船男たちの中心にいた眼帯の男が、迷惑そうな顔をアキに向ける。

　夏の日差しを乱反射する毛のない頭は、アキより頭二つ分上にあった。その見た目だけでも十分恐ろしいが、男の持つシーロバーのような威い圧あつ感かんに、アキの体は緊張で硬くなる。

「ぼ、ボクたちはメッセンジャーです。きょきょっ、兄弟です！　武器は持ってません。目的は補給と交易で、しっ、仕事もほしいです」

　足をすくませ声を震わせ、セイラー帽の上に両手を上げてアキは一息に答えた。

　ただでさえ緊張する「男」としての振る舞い。その上、今日はタカもセイラー服を着て男装しているため、アキの挙動と滑かつ舌ぜつは普段以上に怪あやしくなっている。

「ずいぶん色の違う兄弟だな」

　眼帯の男が訝いぶかしむような視線をタカに向ける。

　今日のタカは長い金髪を後ろで束ね、セイラー服の下はサラシで押さえつけていた。できるだけの努力はしたつもりだったが、アキから見れば声を出さなくてもやっぱりタカは女の子だとすぐにわかる。

「ち、父が別なのでっ」

　事前にタカに教わった通りに答えると、眼帯の男はフンとつまらなそうに鼻を鳴らした。

　海の男のユニフォームのおかげで、アキはもちろんタカも女だとバレなかったようだ。つくづく自分たちが「ヘンタイ」で良かったと思う。

「店はあっちだ」

　眼帯の男がかったるそうに口を開き、バラック小屋の乱立する筏いかだを指し示す。

「仕事はその辺のやつらに適当にもらえ。細かいことは水先人に聞け。このフロートはともかく、浮島にはハナムグリやらアトズサリやら、タチの悪い虫が多いから近づくな」

　眼帯の男はそれだけ言うと、マルキ船に乗ってさっさとどこかへ行ってしまった。

　男はこのフロートのフロントマンらしいが、名を名乗ることすらしなかった。余程腹に据すえかねる何かがあったのだろう。自分たちのせいでなければいいが──などと今のアキは考えていない。

「よりにもよって、ハナムグリ……！」

　男が口にした『ハナムグリ』は、体長一センチ前後のビフォアにもいた甲こう虫ちゆうだ。

　ただし今と昔では潜もぐり込む「ハナ」が違う。寝ている間など気づかぬうちにハナムグリに鼻から潜られると、ある日突然、壊え死しさせられた眼球がポロリと転がり落ちるという。さっきの男が眼帯をしていたのも、おそらくはハナムグリが原因だろう。

　アキは密ひそかに「眼帯かっこいい……！」と少年のように憧あこがれていたが、頭にハナムグリを同居させるくらいならサメに尻しりをかじられる方がマシだと思う。

「うちのお頭かしらは女好きだ」

　その場で身を搔かき抱いて震えるアキの背後、独り言のように誰かがつぶやいた。

　港みなと筏いかだの男たちが三々五々に去る中、一人だけ少年が残っていた。

　素肌にライフジャケットというアフターではベーシックないでたち。太陽を反射する黒い肌にはアキ同様の若々しさがあり、短く刈かった髪の下にはこの年頃に特有の仏ぶつ頂ちよう面づらがある。

「みんな遠目にあんたたちを見て盛り上がっていた。長い金髪だから女だってさ。でも船が近づいてきたら二人ともセイラー服を着ていた。だからみんな不ふ貞て腐くされちまったんだ」

「す、すいません」

　なんとなく謝ってしまったアキに、少年がぶっきらぼうに手を突つき出してきた。

「『ル』だ。このフロートの水先人だ」

　差し出された少年の手を、内心怯おびえながら握ろうとしたその時、

「うわあああああっ！」

　アキは大声で悲鳴を上げて、その場に尻もちをついた。

「おい、どうした？」

「むっ、虫っ！　はっ、はっ、ハナムグリっ！」

　不思議そうな顔でアキを見下ろす少年の肩に、赤せき銅どう色しよくに輝く甲虫が留まっていた。ル少年は目つきを鋭するどくし、素早く手のひらでカナブンに似た虫を包み込む。その場でぎゅっと拳こぶしを握りしめると、港みなと筏いかだの端はしに移動してその手を開いた。

　水面に群がる小魚を見て虫の末期を確認した後、水先人の少年が振り返る。

「大げさだ。……おい、大丈夫かメッセンジャー？」

　間近でハナムグリを見て腰を抜ぬかしたアキは、ぎこちなくうなずくのがやっとだった。

　ルと名乗った少年がふっと鼻から息を抜くように笑い、アキに近づく。そうして倒れたメッセンジャーを立ち上がらせようと細い手首を握った瞬しゆん間かん──。

「……っ！」

　なぜか、固まってしまった。

「……？　あの、もう大丈夫です。自分で立てます。ありがとうございました」

　アキが自力で立ち上がって礼を言うと、ル少年は弾はじかれたように顔をそむけた。

「……こ、ここは《ミゾーシ》だ。この辺りじゃぼちぼち栄えたフロートだ。東には一回り小さい《トッサ》というフロートもある。西にも。あんたらの船なら一日あれば着く」

　海を見ながら早口で一息に喋しやべる少年。

　アキは首を傾かしげつつも丁てい寧ねいな水先案内に礼を言い、振り返って港筏を見渡した。

　係留用のデンチュー・ビットに、マルキ船を改造したホカケ船と、アウトリガーカヌーが二艇てい舫もやってある。その隣となりには一艇の三十フィート級と、古ぼけたディンギーが二艘そう。筏の中央には十に足りないシーカヤックが、干物のように腹を見せてひっくり返されている。

　アキから見れば『ぼちぼち』どころか大トカイだ。興奮で手のひらが汗ばむ。

　──そうだ。今のうちルさんに《シキバ》までの距離を聞いておこう。

　そう思って振り返ると、ル少年はタカの前に立って、じろじろ無遠慮に体を眺ながめていた。

　アキは慌あわてふためき二人の間に入ろうとしたが──遅かった。

「あんた、ずいぶん色の白い男だな。病気か？　まさかあんたも──」

　少年が難なん癖くせをつけるように言った瞬間、ガチンと、なんとも痛そうな音が港筏に響ひびき渡る。

「すすす、すいません！　悪気はないんです。兄はちょっと足癖が悪くてっ！」

「フン」と背を向けどこかへ行ったタカの代わりに、アキはぺこぺこと頭を下げる。

　アゴに膝ひざ蹴げりをまともにもらったル少年は、アキからバッと顔をそむけて「……気にするな」と無愛想につぶやいた。

　──いい人でよかった。

　しかしアキが笑顔で感謝を述べると、少年は顔を紅こう潮ちようさせて逃げるように去っていった。

「やっぱり、怒ってるよね……」

　港筏に自分たちしかいないことを確認し、アキは筏の端で立腹していたタカをたしなめる。

「もう、タカちゃん勘かん弁べんしてよ。シキバの情報も聞けなくなっちゃったし、ここ追い出されたらまた漂ひよう流りゆう生活だよ」

「……フン。ちょっとセイラー服を着ただけでこの美少女が男とか。なんで男ってあんなにアホなの？　この隠し切れない美び貌ぼうに気づいてひれ伏しなさいよ」

「気づかれちゃダメだから！」

　タカは悪い意味でも神様だとアキは思った。神話の中の神々は、得てしてしょうもないことでへそを曲げる。

「セイラー服を着ていれば、誰だって男の人って思うのが普通だよ。ボクも今まで一度もバレたことないし」

「それがおかしいのよ。所しよ詮せん男なんて相手を記号だけで見て判断してるってこと。アキだって十分かわいい女の子よ」

「そう言ってくれるのタカちゃんだけだし」

「……そうでもなさそうだけどね」

　きょとんと首を傾かしげるアキを見て、タカがぴりりと片かた眉まゆを上げて憤ふん慨がいする。

「とにかくこのフロートの人間はムカツクわ！　油断ならない匂においがぷんぷんするわ！」

「考え過ぎだよ」

　とは言ったものの、それはアキも少なからず感じていた。特に理由があるわけではないが、どことなくこのフロートには不穏な空気が漂ただよっている気がする。

　それがゆえにアキはパラスアテナを沖に停泊させていた。港みなと筏いかだに横付けすると、勝手に乗り込まれそうなイメージがあった。

「とりあえず、店のある筏に行くわよ。あたしは声出せないんだから、交こう渉しようは全部アキがやんなさいよね」

「う……」

　それは気の重くなる仕事だったが、タカにセイラー服を着ろと言ったのはアキだった。

　あの日フッカーの仕事について語るタカを見た時、もうこの人に甘えてばかりではいけないと感じた。対等であろうとすると同時に、タカに何かをしてあげたかった。

　だからその後の寝物語で、『ボクがメッセンジャーで稼ぐから、タカちゃんは働かなくていいよ』とアキは伝えたのだった。

「あたしを働かせた方が楽なのに。ほんとヘンタイは物好きだわ」

　タカが背中でぼそりと言って、そそくさとマルキ船に乗り込む。

　声に交じった塩粒ほどのわずかな感謝。

　それをきちんと読み取ったアキは、嬉うれしくなって先行く背中を走って追いかけた。







　バラックの集まる中央の筏いかだには、ぽつぽつと暮らしの気配があった。

　朽くちたトタンや腐れ木で覆おおわれたボロボロの家いえ小ご屋や。小屋同士の間には細いロープが渡してあり、そこにはモフ葉やウェットスーツと一緒に、ひらいた魚やコンブが吊つるされている。

　そうした小屋の中にはたいてい老人か女がいて、ごそごそと木を削けずったり網あみを繕つくろったりしている。姿を見かけない若い男たちは、漁や潜もぐりで海に出ているのだろう。

　筏の隅すみの方では子供たちが並んで手糸を垂らしていた。

　どれどれとアキがイット缶の釣ちよう果かを覗のぞいてみると、中でわさりと黒いものが蠢うごめく。

　はてとよくよく見てみれば、黒い何かは魚ではなく、釣り餌えに使うマツゲムシだった。イット缶の中で塊かたまりと化しているのは、人毛に酷こく似じしたボンジガの幼虫だ。

　悪夢のような光景を見て、アキはその場にヘナヘナとへたりこむ。まつ毛も眉まゆ毛げも総毛立っていた。腕には一面鳥肌が咲いていた。あまりのおぞましさに悲鳴すら出てこない。

「さっきも思ったけど、あんた虫嫌いだったのね。いいこと知ったわ」

　タカが小声で言ってニヤリと笑う。一番知られたくない人に弱みを握られてしまった。

　未来の意地悪にうなだれつつ、アキは目的の店を探してあちこち小屋を覗いて回る。

　タカは時折人を探しているような素振りを見せた。アキがその意味を尋たずねると否定の言葉を十も並べて返してきたので、それ以上は追及せずに筏の上を歩く。

　フロート全体の中央、共同かまどが組んである辺りで目当ての商品を扱あつかう店を見つけた。

「こ、こんにちはー……」

　様子をうかがいながらそろそろ小屋に入り、おどおどと店主に声をかける。

　バラックの中には抜け目のなさそうな老人が一人いて、小刀で木片を削っていた。

　老人の回りには、ボロ布に炭すみ木ぎで書いたチャートや、紙巻きの潮見表があちこちに転がっている。室内にはすえた匂においとカビ臭くささが同時にあり、アキの背後でタカが顔をしかめていた。

「あの、ボクはメッセンジャーのアキといいます。えっと、スティックチャートを買ってほしいんですけど……」

　おずおずと小枝で作った枠わく組ぐみを差し出すと、老人の顔つきが一変した。

「こいつは……驚いた。あんたあの南のゴミベルトに留まったのかい」

　一見しただけでアキの滞たい在ざい場所を見ぬいた老人に驚きつつ、アキは敬意を持って顎あごを引く。

「風は？　あの無風の停滞海域をどうやって抜けてきた？」

　ゴミザメを動力として操船したと話すと、老人はしょぼくれた目をきゅっと小さく丸め、次いで膝ひざを叩たたいてカッカと笑い始めた。

「いやはやたまげたのう。『シマクイ』をいなして船を引かせるとは。最近の若いモンは無茶しおる。だが気に入った。今どきスティックチャートなんて売れやしないが、全部買ってやろう」

　老人は指二本分ほどの木の板に、小刀で文字を彫りつけた。

　この小さな木板はビフォアで言うならカジノのチップのようなもの──このフロート内のみで使用できる貨幣──にあたる。共同体として暮らすフロートの住民は、所有の概がい念ねんもシェアしている。そのため老人がスティックチャートを買ったなら、《ミゾーシ》に暮らす全員がアキに対して債務を負うことになる。

「あっ、ありがとうございます！　あの、もしよかったらこの海域について教えていただけませんか？」

　普通そうした情報は水先人から教わるものだが、今回はタカが膝ひざ蹴げりを入れて怒らせてしまったからそれが望めない。

　言いながらジトっと糾きゆう弾だんの目を向けてみると、タカは涼すずしい顔でウィンクを返してきた。

「いいとも。何が知りたい」

「えっと、ビルデン礁しよう地帯とか、特とく殊しゆな海流とか、あとシーロバーの縄なわ張ばりとか──」

　老人が素早い動きで人差し指を口に当てた。

「お嬢じようちゃん、このフロートで稼ぎたければ人と関わるな。余計なことを喋しやべるな。セイラー服は決して脱ぐな。ワシの口から言えるのはそれだけだ」

　アキはビクリとしつつも忠告に従い、無言でうなずいた。

　老人が険しい相そう好ごうを崩して好こう々こう爺やの顔になる。

「いい子だ。代わりにスターソングを教えてやろう。ここらの海はよく霧きりが出る。知っておくと便利じゃぞ」

　ゴホンと一つ咳せきを払い、老人がしわがれた声で歌い始めた。

　スターソングは星読みを始め、海から見える景色や生物相、あるいは海流や波高といった天文航法をそのまま歌に落とし込んだ、言わば口伝の海図だ。

　アキも父から教わった歌を時々口ずさむことがある。今は天候も海図も当てにならないとタカは言うが、海に生きる先人の教えを聞いておいて損はない。

　老人が披ひ露ろうした短い歌を、アキは鼻歌で反復しながら頭に叩たたき込んだ。

「それじゃあ気をつけての。そっちのパツキン嬢ちゃんもあんまり問題を起こさんようにな」

　タカが水先人の少年に働いた非礼は、どうやら周知のことらしい。

　アキは老人に何度も礼を言い、深々と頭を下げてバラックを辞去した。

　外に出るやいなや、タカが嬉うれしげに小声で話しかけてくる。

「さっきのおじいさんにはバレバレだったみたいね」

「うん。タカちゃんほんと気をつけてね」

「違うわよ。あのおじいさん、あたしはともかく、あんたのこともお嬢ちゃんって。見る目がある人にはちゃんとわかるのよ」

　肘ひじで脇わき腹ばらをつつかれて、アキはうっと呻うめいた。

　女として見られることにアキの場合はあまりメリットがない。複雑な心境だった。

「そういえば……『人と関わるな』ってどういう意味だろう？」

「早い話、住民が海かい賊ぞく──シーロバーに情報を売ってるのよ。稼げそうな荷とか、きれいどころの女を積んだ船がフロートに立ち寄ったら、海賊どもに情報を流して報ほう酬しゆうを受け取る。要はフロートぐるみで持ちつ持たれつなのよね」

「そういう……ものなんだ……」

「ま、あたしたちは補給だけして船に引っ込んでおけば大丈夫よ。職探し中のメッセンジャーの船を襲っても、干物くらいしか出てこないからね。女とバレたらとんずらするだけよ」

　トカイや世界で生きるのは、海でのサバイバルより難しい──。

　アキは自身の世間知らずを痛感した。タカがいてよかったと心の底から感謝した。

　その後は水と食料を扱あつかう店を探して、静かに揺ゆれる筏いかだの上で再び小屋を覗のぞいて回る。

　未知の文化を目にしてアキが立ち止まるたび、タカは「あんたは本当になんにも知らない子ね」と呆あきれつつ、満更でもなさそうな顔で四よ方も山やま話ばなしをしてくれた。

「なんか、アキとデートしてるみたいな気分だわ」

　言葉の意味はわからないけれど、きっと自分と同じでタカも楽しんでいるのだと思う。

　そんな風に二人でデートを楽しんでいたところ、奥まった箇か所しよに数人の女が座った小屋を見つけ、アキはなんだろうと足を止めた。

「あの子たちがフッカーよ」

　アキにだけ聞こえる小声でタカが囁ささやく。

　フッカーの女たちは、アキがイメージしていたそれとは随ずい分ぶん様子が違っていた。小屋の中でくつろいでいるのは赤ん坊を抱えた太った女や、しわにまみれた老ろう婆ば、それにアキよりずっと小さな子供までもいる。一見すると普通の家族のようにしか見えない。

　が、よく見れば小さい子供はその口にロリポップキャンディを咥くわえていた。棒付きキャンディは一本でカヤック一艘そう分に相当する高級品の代名詞だ。まったくもって信じられないが、あの女の子はどうやら稼ぎ頭らしい。

「もっと、タカちゃんみたいに若くてきれいな人がいっぱいいるのかと思ってた……」

「イナカはこんなもんよ。若い子はもっとトカイに出て仕送り。その仕送りや親元への手紙を運ぶのがあんたみたいなメッセンジャー。世界はそうして廻まわっているのよ」

　アキの理解がだんだんおぼつかなくなってくる。

「ほら、客が来たわよ」

　言われてドキドキと目を向けると、女たちの前で品定めしているのは──女だった。

　アキが頭上に疑問符を並べたような顔をすると、タカが小声で解説してくれる。

「別に女が女を買うのも珍めずらしくないわよ。前にも言ったけど、基本はマッサージや耳みみ掃そう除じでお客を癒いやすのがフッカーの仕事。アキが考えるみたいにエロエロばっかじゃないのよ」

　ぶわっと赤らんだ頰ほおをごまかすように、アキはごしごしと顔をこすって女の客に注視した。

　白いワンピースを着た女はすらりと背が高く、全体的に引き締しまった体つきをしている。頰に貼はりついた短く色素の薄うすい髪かみに、なんとも妖あやしい色気があった。しかしその顔には子供のように、無邪気な笑みが大きく浮かんでいる。

　女は小屋の中にいる誰より美しかったが、よりにもよって肥こえた中年のフッカーを指名すると、その肩を抱いて別の小屋へと消えていった。

「趣味が悪いと思った？　あれはたぶん栄養補給。あの客の女、アマダイバーよ」

　海の底のビルデン礁しように潜もぐり、ビフォアの遺産をサルベージするダイバーたち。その中でも特に潜せん水すい能力に優れた女たちを称しようしてアマダイバーという。

　アキが知る限り、アマダイバーはアフターで一番の高給取りだ。実際太った中年フッカーの肩を抱いた女の指先には、高価そうな緑の石の嵌はまった指輪が見えた。

　しかし『栄養補給』の意味がわからない。アキが首を傾かしげると再びタカが補足した。

「あの太った女、赤ちゃん抱いてたでしょ。母乳が出るのよ。フッカーの中で一番儲もうけてるのはそういう女。いい母乳は甘いからね」

　以前タカがフッカーの仕事を説明してくれた際、

『場合によっては……体の一部を切り離して売ったりもするわね』

　と、脅おどかされたことをアキは思い出した。

　以来時々怖い夢を見ていたアキは、自分の純粋さに呆あきれてため息をつく。

　同時に、あんな子供みたいな女の子や赤ん坊を育てる母が稼ぎ手という現実を知り、頭がクラクラしてきた。世界どころかこのフロートだってアキには未知のことばかりだ。

「あんたは女の自分が嫌いかもしれないけれど、世界は女が回してるのよ。男は女たちの手のひらで転がってるだけ。あたしたちがあいつらを偉えらそうにさせてあげてるのよ」

　タカがニヤリと笑って人生の先せん輩ぱい風を吹かせる。

「なんか、今日一日ですごく大人になった気がする……」

　木もく幣へいを水と食料に交換してパラスアテナに積み終えた後も、アキはしばらくカルチャーショックで呆ぼう然ぜんとしていた。




　　　２




『サクラジマで預かった荷物をシキバに届ける』

　それが当面のパラスアテナ号クルーの正式な仕事であり、その成じよう就じゆのため──つまりは路銀を稼ぐために、アキは別の荷物を届けていた。

《ミゾーシ》フロートに滞在して数週間。今のところアキたちは、住民からもらった使い走りのような仕事を順調にこなしている。

　仕事の内容は主として手紙や荷物を運ぶメッセンジャーで、現在のパラスアテナは東のフロート《トッサ》と《ミゾーシ》を一日置きに往復する、定期便のようになっていた。

　とはいえ、『人と関わるな』というチャート売りの老人の忠告を聞き入れ、人間を運ぶパッセンジャー仕事はたとえ女客でも断っている。『順調な時ほど用心すべきよ』とは、タカだけでなくかつて母も言っていた言葉だ。

　荷物を届けるために荷物を届ける──それは一見奇き妙みようなようだが、メッセンジャーには様々な荷の運び方がある。《シキバ》までの航行距離を考えると《サクラジマ》で預かった荷物は割に合わないが、これは「ツイデ便」と呼ばれるもので納期が存在しない。

　逆に言えば、アキがこの防水ケースをちょろまかしても事実が発覚する恐れはない。

　メッセンジャーは人から信頼されて初めてできる仕事だ。商談時にはきちんとセイラー服を身につける。住民には挨あい拶さつを欠かさない。そうした日々の小さな積み重ねは、アキ自身が意識せずとも、顧こ客きやくにとって悪質な業者を判断する指標になっている。

　自分が誰かに必要とされる──他者から信頼されて長距離のツイデ便を預けられること自体がアキには嬉うれしく、その荷を届けるために働くことはちっとも苦ではなかった。

「こんにちはー」

　アキは雨水タンクの周りで洗濯をする女たちに、にこやかに挨拶する。

　ここ、東の《トッサ》フロートは、《ミゾーシ》よりも規模は小さいが、住んでいる人々に活気があった。ごしごしと巨大なブロック石せつ鹼けんでモフ葉をこする女たちは、いつでも楽しそうに亭主の悪口で盛り上がっている。

　アキの隣となりでタカも軽く会え釈しやくする。すると女たちは「美少年兄弟よ！」と色めき立ち、素揚げしたサラダイワシやら魚ぎよ粉ふんのふりかけやらをお土産みやげにたくさんくれた。タカは微び妙みように不ふ機き嫌げんだが、アキは大喜びだった。トカイや世界に出るまでもなく、冒険は楽しい。

　そして旅をしていると、時にはこんな嬉しい再会もある──。

「おおっ！　君は確かサクラジマで会った……ハル少年！」

「アキです……」

　共同かまどから香ばしいカツオの匂いが立ち上る《トッサ》の昼時。

　アキたちがフロートで積み荷を運び込んでいると、《サクラジマ》で出会ったあのむくつけき筋肉ヒゲセイラーと再会した。

　水色のスカートをはいたクルーカットのセイラー氏は、大きな体たい軀くを小さなディンギーに押し込めて旅をする、アキと同業のメッセンジャーだ。今はパッセンジャー仕事で《サクラジマ》から《トッサ》へ人を運んできたところだという。

　ぎゅっと身の詰つまったホクホクおいしいカツオスープの相しよう伴ばんにあずかりつつ、アキと筋肉セイラーは互いの近きん況きようを語り合った。

　そうして今は《ミゾーシ》を拠きよ点てんにしているのだとアキが話した時、むくつけき髭ひげ面つらが急に神妙な顔つきになる。

「アキ少年、ミゾーシとシーロバーの関わりは知ってるか」

「あ、はい。なんとなく、ですけど……」

「ふむ。わかっているならいいが、あまり深入りはしない方がいいぞ」

　やんわりと釘を刺した後、むくつけきセイラーはからりと破顔した。

「アキ少年。腹も膨ふくれたことだし、俺の自慢のドリルを見せてやろう」

　筋肉セイラーがアキの手を取り立ち上がった途と端たん、それまで黙もく々もくとカツオスープをすすっていたタカが物もの凄すごい剣幕でアキを引き止めた。

　が、筋肉セイラーは構わず二人の少女を引っ張って、港みなと筏いかだのバラックの陰に連れ込む。

「どうだ、アキ少年」

「すごい……！」

「だろ？　やっぱドリルは男のロマンだよな！」

　ボロ小屋の陰に停泊したセイラーのディンギーには、小さな船首に場違いすぎるドリルアンカーが搭とう載さいされていた。

　空圧式のドリルアンカーは、パラスアテナのバレットアンカーよりよほど高価なもので、価値に見合えば十四フィート級一艇ていと交換できる代しろ物ものだ。

　ドリルはかっこいい。ドリルは無条件でかっこいい。だから船よりも先にドリルを手に入れる。これこそまさに男のロマンだ。

「どうだアキ少年！」

「ご立派です！」

「いきり立つドリル！」

「貫つらぬくドリル！」

　そんな風にはしゃぐセイラーとアキ少年を見て、タカは真顔で呆あきれ果てていた。







　また名前を聞きそびれたドリル氏が、「おつかれちゃーん」とディンギーで去っていく。

　アキはパラスアテナの船上から大きく手を振って、《ミゾーシ》への帰港準備を再開した。

「タカちゃん、すごく稼げるようになったら、ドリルアンカー買ってもいいかな？」

「あんたどんだけ少年よ……」

　タカの視線がいよいよ冷たく、アキは逃げるように目をそらす。

　すると、港筏の上で一人の男がじっとこちらを見ているのに気づいた。

「あの、何かご用でしょうか？」

　船上から黒い帽子をかぶった男に声をかける。

「あんたらメッセンジャーだろ？　俺と荷物をミゾーシまで乗せてってくれないか。今すぐ船を出してくれたら、料金は『ツイデ』じゃなくて『エクスプレス』でいいぜ」

　身なりの良い男だった。襟えりのついた清せい潔けつなシャツを着て、小ぎれいな細身のズボンをはいている。頭にかぶったテンガロンハットはいかにも高級そうな革製だ。

　歳は二十代中頃程度だろう。体よりも頭で生きている。そんな印象を受ける男だった。

「なんだい、疑ってるのか？　こう見えて俺はバイヤーなんだ。酒の売買でシキバで一ひと儲もうけしてきたから、金目の物ならたっぷりあるぜ」

「あ、いえ、疑ってるとかじゃなくて、パッセンジャーは女性限定……じゃなくて今はやってな──いたっ」

　断りかけたアキの鳩みぞ尾おちに、タカの肘ひじ鉄てつがぐりぐりと炸さく裂れつする。

「……引き受けなさいよアキ。あの男、見るからに羽振り良さそうじゃない」

　耳元で聞こえるタカのしたたかな囁ささやき。

　タカと生きるようになり、アキも世界を旅する上で経済力がいかに重要かわかってきた。そういう意味では、男のオファーが魅み力りよく的てきであるのは間違いない。あと少し水と食料を確保したら、また数週間はタカとのんびり海を渡れる。

「どうせミゾーシに帰るだけなんだしボロ儲けよ。濡ぬれ手にアワビよ」

　黄金色に目を輝かせるタカの言い分はもっともだと思う。

　しかし、アキにとって問題なのは相手が「男」であることだ。

　男の人は怖い。男の人はシーロバーのように悪いことをする。ドリルに夢中になっていなければ、あのドリル氏だってアキには怖い。

　アキが男に対して苦手意識があるのは、シーロバーにさらわれたあの日のことと、単純に今まで接した回数が少ないことに起因している。

　それゆえ男と船上で二人きりになるパッセンジャー仕事はずっと避さけてきたが、今は隣となりにタカがいる。相手が怖い男とはいえ、二対一なら心配は杞き憂ゆうと言えなくもない。

　念の為に横目で見てみると、タカの口元が「ダイジョーブ」と動いた。なぜか頭の中でキーちゃんの声になる。

　自分より賢かしこい二人が言うのなら大丈夫──アキはそう自分を納なつ得とくさせた。

「えっと、では今から出港準備をします。十分後に積み荷を持って港みなと筏いかだに来てください」

「助かるよ、船長。これは前金だ。じゃ、あとでな」

　男はテンガロンハットを掲かかげてキザな辞儀をすると、気前よく木もく幣へいを放ってきた。

　アキがキャッチしたそれは、水二十リットルと交換できるだけの額が刻まれている。この時点で相場の数倍だ。この調子でいけば、すぐにでもタカと冒険の旅に出られる。

　アキは鼻息荒く気合を入れて、パラスアテナのセールカバーを外し始めた。




　　　３




《トッサ》で金持ち男を乗せ、パラスアテナは《ミゾーシ》へ向けて出港した。

　昼下がりの空にはカエルのような入道雲がそびえ立ち、海には細かいさざ波が走っている。

　風はそれほど強くはない。しかし真横から風を受け流すアビームの状態を保てているため、パラスアテナの船速もそれなりに出ている。

　普段のアキなら機嫌の悪かろうはずもないセイリング日和びよりだが、当の本人はぶすっと頰ほおを膨ふくらせて、胡う乱ろんな目つきを船首に向けていた。

　その視線の先、バレットアンカーのすぐ後ろで一組の男女が仲なか睦むつまじく腰を下ろしている。

「あんたらはイナカ者だから知らないだろうがな。トカイにはビルがたくさんあるんだ。水面に相当な高さが突つき出していて、そこで暮らしているやつも多い。魚も『養殖』しているから、シマント式の投と網あみじゃなくてもボロボロ捕れるんだぜ」

「へぇ～、さすがにトカイ帰りは物知りね～。おにいさん、あたしにもっとトカイのこと色々教えてよ～」

　したり顔でひけらかす男の腕を取って、媚こびるように甘えた声を出すタカ。

　おそらくタカは自分が女だと即座にばらしてしまったのだろう。イチャイチャと男に身を寄せおもねる態度が、アキはたいそう気に入らなかった。

　別に嫉しつ妬としているわけではない。船の仕事をすべて放棄していることと、タカが最初からそういうつもりで男を乗せたことに対して怒っているのだ……と、アキ自身は思っている。

「ビルのことなんて、そのお客さんよりよっぽど詳くわしいくせに」

　ぶつくさと独りごちつつ、アキはウィンチを乱暴に巻いてジブセールをトリムした。

　やさぐれながらに見上げた太陽は、ゆっくり落ちる軌き道どうに入っている。夜の航海に備えて今のうちから寝ておこうかと考える。

「どうせタカちゃん夜のワッチしてくれないしね……」

　ぼやきながら再び恨みがましく船首に目をやる。

「だいたい、あんなに男の人とくっつくんじゃ、フッカーの仕事と変わらないじゃんか。それじゃボクがなんのために……」

　グチグチと夜間帆はん走そうの準備を始めようとしたところ、こちらを振り返った客の男と目が合った。何かを探るように細めた男の目つき。それもまたアキの神経を逆さか撫なでる。

　タカとイチャイチャしてるのを自じ慢まんしたいのか、ボクの存在が疎うとましいのかと、相手が客であることも忘れ、ついつい返す視線が険しくなる。

「あら、おにいさん。あたしより弟の方がお好み？」

　タカが男の顔を両手で挟はさみ、自分の方へ強引に向ける。

　すっかりへそを曲げたアキは寝るのを諦あきらめ、夜通し帆走することにした。

　──まっすぐ《ミゾーシ》を目指してお客さんを降ろして、明日は一日中昼寝してやる。

　そんな野望を胸に秘めつつ、コンソールの羅ら針しんジャイロで方位を見て、六ろく分ぶん儀ぎで太陽の角度を確認した。周囲はいつも通り全方位の水平線だ。現状タカの態度以外に問題はない。

　それから数時間、アキは方角を頼りに速度重視でパラスアテナを走らせた。

　やがて日が落ち世界が淡い藤ふじ色いろに染まっていくと、雲の切れ間に小さく星が瞬またたき始める。

　ツートンにほど近い濃のう淡たんのはっきりしたグラデーションの空。そんな夜と星々を見上げながら、アキはミゾーシの老人に教わったスターソングを小声で口ずさんだ。





ひとつ海　ひとつ海

沈しずむラ沈む　子こ熊ぐまの頭こうべ　姫の母上クジラが食べた

ニヌファを向いて船浮かば　やがてわれらの祖先の地






　言い回しは古めかしいが、短く覚えやすい歌だった。

　ラ（太陽）が沈み、そこに浮かぶニヌファ（北極星）を当て星に、北ほく斗と七しち星せいやカシオペアの位置を見て、アキは進路を微調整する。

「きれいな声だな船長。あんたもこっちに来たらどうだ？　俺みたいにイイ男のアークトゥルスがよく見えるぜ」

　客の男が振り返り、拍手とともにやにさがる。

　アークトゥルスはビフォアの天文学で言えば牛うし飼かい座の一等星だ。またの名を「喜ホびクのレ星ア」と言い、セイラーたちは星読みで世話になる以外にも守り神として信仰している、が──。

　──ホクレアは、今見える星じゃないよ。

　男のいい加減な物言いに、アキは自分だけでなくすべてのセイラーがバカにされたような気がしてキザな帽子を睨にらみつける……わけにもいかず、代わりにタカに抗議の視線を送った。

　するとタカは、アキの目を睨み返しながらすうっと小さく息を吸い込んだ。

　今しがたアキが歌ったのと同じスターソングが、船上に美しく流れる。

　アキよりも澄すんだ声と、感情を込めた節回しで。

「どう？　あたしの方がうまいでしょ。あんなガキに構ってないで、もっと二人で楽しいことしましょうよ～。そう！　そろそろお酒用意しない？　うんと強いやつね！」

　タカがアキを一いち瞥べつし、あてつけるように男の腰に手を回す。

　アキは地じ団だん駄だを踏むように、バンバンと風速計を叩たたき回す。

　──あんなキザな人のどこがいいのさ。絶対ノコギリザメの方がかっこいいよ。

　アキが少年の価値観でタカを軽けい蔑べつしていると、早さつ速そくコクピットで酒しゆ宴えんが始まった。

「こいつはシキバで仕入れたとっておきの酒だぜ。一本でこの船が買えちまうくらいのシロモノさ。おねえさん、何かつまみ作ってくれよ」

「あたし、バカだから料理できないの～。その代わりお酒ならいくらでも平気。ハイ、二人の素敵な出会いにカンパーイ」

　タカが男にカップを合わせ、色っぽい仕草でしなだれかかる。

　あの高こう慢まんで傲ごう慢まんで自信家で居い丈たけ高だかのタカが、自分を「バカ」と言ってまで男に媚こびる様子がアキにはとても悲しい。タカにはずっとタカのままでいてほしかった。こんなところを見たくなかった。

「最高のナイトクルーズだな。船長も一杯どうだい？」

　キザな男がステアリングを握るアキに声をかけてくる。

　するとタカがすぐさま赤らんだ男の顔をつかみ、自分の方へ向ける。

「あんな子供にお酒飲ませるなんて、おにいさん、そっちの趣味があるの～？」

　そっちがどっちかわからないけれど、とにかくとっても腹立たしい。

　やがてほろ酔よいになった二人がキャビンに消えると、アキはことさら揺ゆれるようにパラスアテナを操船した。船酔いして二人とも全部ぶち撒まければいいと。

　酒に酔った人間は船に酔わないということを、この時アキは知らなかった。







　アキが一晩中怒りとともにぶんぶん舵かじを回していると、東の空が白み始めてきた。

　そろそろまぶたの重さも限界か──というところで、げっそりと青い顔をしたタカがキャビンから這はい出てくる。

　ぶすっと頰ほおを膨ふくらせてアキが無視していると、タカがつぶやくように一言。

「気持ち悪い……」

「飲み過ぎだよ」

　いい気味だと少し溜りゆう飲いんを下げたアキに、タカから予想外の言葉が返ってくる。

「……あたしは水しか飲んでないわよ。酔っ払ったら意味ないじゃない。ヤキモチ焼きな誰かさんの乱暴な操船のせいよ。おえっ」

　えずきながらタカが物言いたげな視線を差し向けてくる。

　そこに浮かんだ涙に少々たじろいだが、アキにだって言いたいことはあった。

「ヤキモチなんて焼いてないよ。タカちゃんはオウムガエルを食料って見る人だもん。パラス号を残ざん骸がいって言ったもん。どうせボクも用済みなんでしょ？」

「……は？　何よ用済みって。ちょっとアキ、ちゃんと説明しなさいよ」

「あのお金持ちの人が好きになったなら一緒に行けばいいじゃん。どうせこの船はタカちゃんのだもん。邪じや魔ま者もののボクは船を降りるよ」

「あんた、猛もう烈れつに誤解してるわね……」

「してないよ！　ボクと違って何でも一人でできるタカちゃんは、必要としてくれる人がいっぱいいるもん！　選ぶのはタカちゃんだよ！」

　アキの言葉を受け、ふいにタカの表情がかげった。

「……あんたも同じこと言うのね。『タカは一人で大丈夫』って。どいつもこいつもなんなの？　自分勝手に生きたい理由をあたしに押しつけんじゃないわよ！」

　吐はき捨てるように言ってタカが死にそうな顔で船首に向かう。

　ややあって胃の中身を吐き捨てる切ない音──。

　アキにはタカの言葉の意味がわからなかった。タカの真意が理解できなかった。

　売り言葉に買い言葉で返したが、話の内容が嚙かみ合っていない気もするし、ケンカになった理由も今一つわからない。

　いつの間にか怒りも失せていた。今はただ、取り返しのつかないことになりそうな不安だけがアキの臓ぞう腑ふをぐるぐる廻まわっている。

　アキは友達との正しいケンカの仕方も、謝り方も知らない。助けを求めるようにポケットの中で船長を握るが、眠っているのか返事がない。

　そんな気まずさと不安が漂ただようデッキに、ボリボリと頭を搔かきながら男が現れた。

　二人に生じた軋あつ轢れきをまったく意に介さず、バイヤーの男はアキのそばのベンチシートに座って靴くつの裏でフリントボールをこすった。口に咥くわえた黒い棒に、揺ゆれる炎を近づける。

　海の苔りタバコの香ばしい煙が、つんとアキの鼻先を流れた。

　父が吸う人だったので、アキは海苔タバコの匂においが好きだった。凝縮された海の香りは、初めて嗅かいだ時から懐なつかしい感じがあった。

　ただし自分で吸おうとは絶対に思わない。父いわく、『虫の味』らしいから。

「いやあ参ったね。昨夜はずっとおねえちゃんが『トカイの話を聞かせてくれ』って離してくれなくてさ。おかげでろくに船長の顔も見てないな」

　男の言葉の意味を測りかね、アキは愛想笑いを浮かべてダイバーズウォッチに目を向ける。

　そろそろ本格的に日が昇る頃だった。

　昨夜の帆はん走そうで思いのほか距離が稼げたし、このまま《ミゾーシ》を目指せば正午前には到着できるだろう。そしたら思いっきり寝てやるのだ。ふて寝してやるのだ──。

「なあ船長、あとどのくらいで着きそうだい？」

　余程真剣にふて寝を考えていたのか、アキが気づいた時には男の顔がすぐ目の前にあった。

　伸びた無ぶ精しよう髭ひげに潮が乾いて白くなっている。男の顔が近い。父と同じ海の香りが近い。

「こっ、航海は極きわめて順調です。ひひっ、昼前には着きますっ」

　緊張で顔が赤らむのが自分でわかる。ドキドキして舌がうまく回らない。こんなキザなだけの男を相手に、アキは──恐きよう怖ふを感じている。

「そうかい。ところで船長は何か好きなものはあるかい？　よければ今回の礼に、俺が何か買ってやろう」

「めめっ、滅めつ相そうもごじゃりません！」

「遠慮するなって。何でも好きなもの言ってみな。ビフォアの甘いキャンディか？　それとも……フッカーみたいなきれいな服か？」

　助けを求める視線を送っても、タカは船首で眉み間けんにシワを寄せたまま振り返りもしない。

　ひとまず何か言って茶を濁にごそうと、アキは「好きなもの」を必死に考えた。

　ええと、タカちゃん、キーちゃんと考え、違う違うと頭を振り、じゃあトイレがたくさん出た時──は言ったらまた怒られる。何かないか何かないか、男の顔が近い、あ──。

「どっ、ドリルが好きですっ！」

　船首でタカがブホッと噴ふき出した。こちらに見せた背中が小刻みに震えている。

「ドリルか……。それは、ちょっと高いな……」

　苦笑いを浮かべる男の前で、アキも苦い顔で笑う。

　そんな新たに形成された気まずい空間を壊してくれたのは、他ならぬタカだった。

「アキ、たぶんミゾーシが見えたわ。あんたの目で確認して」

　船首に立ったタカが、うっとりするような優雅さで水平線を指さす。そして男に告げた。

「お客様、下船の準備をお願いします」

　振り返ってにっこり微笑ほほえむタカの顔は、朝焼けの中で本当に女神のような美しさだった。







《ミゾーシ》フロートに到着し、アキはゴムボートを漕こいで港みなと筏いかだへ男を送った。

　タカちゃんはどうするんだろうと不安を胸にパラスアテナに戻ると、当の本人は船首に立って、男の背に向け舌を出していた。

　アキは背中をつままれたヤドカリのように、目を白黒させて混乱する。

「た、タカちゃん、あの人のことが好きになったんじゃ、なかったの……？」

「は？　あんた何言ってんの？　あたしみたいな超絶美少女が、あんなお金持ってるだけの男を好きになる理由がどこにあるのよ。去り際ぎわに得意げな顔で『アデュー』とか、ほんっっっと気持ち悪い！」

「だ、だって、ずっとくっついてトカイの話せがんでたし……」

「そんなのアキのために決まってんでしょうが。前にあたしが鳥の形の足漕ぎボートとかキャノンボールカップのトカイの話をしてあげたら、あんた目ぇキラッキラさせてたじゃない」

　意味がわからずぽかんとするアキに、タカが事のあらましを説明してくれる。

　タカは別に男の金が欲しかったわけではなく、金持ちバイヤーが《シキバ》帰りだと聞いて、アキに男を乗せるように勧すすめたのだという。

　そもそもアキたちが《シキバ》の情報を得られなかったのは、タカが水先人の少年に膝ひざ蹴げりをぶちかましたからであり、そのことに多少は責任を感じていたらしい。

　しかしここで問題が起こった。金持ち男はタカが女であることを即そく座ざに見抜いてしまった。姉が性を偽いつわってメッセンジャーをしているなら、当然弟の方も妹の可能性が高い。

　そう考えたのか、男は事あるごとにアキにちょっかいを出そうとしていた。そうはさせじとタカは必死に男をつなぎとめる。

「こっちがキモいのを必死に耐たえてあいつを食い止めてるのに、どっかのドリルバカは普通に女の子の声で歌うし──」

　タカはアキを睨にらみつけながら、歌いたくもないスターソングを歌った。その後もあえてつまみを出さず、空すきっ腹ぱらの男に酒を飲ませて早く酔よわせた。

　男がキャビンの船倉に消え、ああようやく解放される、ぐっすり眠れると思ったら、タカがベッドに入るやいなや今度はパラスアテナが揺ゆれに揺れ──。

「そうして健けな気げなおねえさんは、夜通し地じ獄ごくの苦しみを味わいましたとさ。ドットハライ」

「じゃあ、全部ボクの誤解……？」

「そうよ。紛まごうことなく完かん膚ぷなきまでジュッチュー＊＊ックあんたのせい」

　コクピットで頭を抱えてわななくアキ。それを冷たく見み据すえるタカ。

「ごっ、ごごご、ごめんなさいっ！」

　自らの浅はかな考えを悔くい、恥はじ、嘆なげき、許しを請こうべくアキは思い切り頭を下げた。

　アキは嬉うれしかった。自分はタカに必要とされなくなったのではなく、必要だからそうしてもらえたのだと理解できた。

　直角お辞儀を維い持じしたアキの目から、喜びと安あん堵どがポロポロこぼれ落ちる。

「もういいわ。ちゃんとアキを男として隠し通せたし、それなりにトカイの情報もゲットできたしね。それにまあ、あたしもほんのちょびっとだけ悪かったわ」

　アキの頭を胸に抱きしめ、タカが優しい声で笑う。

　タカらしいしたたかな物言いに、アキも泣きながら笑う。

　仲直りした二人は停泊したパラスアテナの左さ舷げんに座り、フロートを背にして寄り添いあった。デッキから足をはみ出させ、長い夕刻をぶらぶらとお喋しやべりで埋めあった。

　アキは思う。二人の距離は決して「縮まった」わけではない。タカは最初からアキの扉を叩たたいていたが、自分の家には招かなかった。アキも鍵かぎこそ閉めていないが、自分から扉を開けて迎えには出なかった。

　二人は最初から隣となり合っていたけれど、ずっと背中合わせだったのだと思う。

「アキ、あんたあたしのこと好き過ぎよ」

　言い返せずに赤面するだけのアキを、夕陽が照らしてごまかしてくれる。

　が、タカはあっさりそれを看破し、ニヤリと笑って頭をあずけてきた。

「ちょっと早いけど、寝物語してあげようか」

　肩にもたれるタカの髪かみから、甘い香りが漂ただよう。

　いつもなら怯ひるんだところを無理やり連行されるところだが、今日のアキは自分も軽く頭を傾け、コクンと小さくうなずいた。




　手を取りキャビンに消える少女たちを、フロートの端はしから水先人の少年が見つめている。

　船から目をそらした少年が、手にした銛もりを海中のアカメウオへ向けて投げつけた。

　隣となりで手糸を垂らしたチャート売りの老人が、ほほと楽しげに笑った。







　水平線に溶ける夕陽が、キャビンの室内を赤く照らしている。

　窓まど際ぎわのペットボトル鉢ばちが黄昏たそがれ時どきの日を透かし、薄うすいソチャのような金色に輝いていた。

　雄大な自然以外にも美しいものはたくさんある──アキは最近になってそう思い始めた。

「──父親は生まれた時からいなかった。死んだのか逃げたのかは知らない。で、あたしがアキと同い年の時に母親も逃げたのよね。『あんたはできる子。おばあちゃんをよろしくね』なんて言って、自分の子供みたいな若い男と海へ出て行ったわ」

　夕焼けに照らされるタカの横顔を見ていると、アキはまるで風か邪ぜでもひいたようにぽーっとなってしまう。日が沈みきらないうちからベッドにいるだけで罪悪感があるのに、それがタカと二人で共寝となれば、なおさら体は背徳の波を感知してしまう。

　しかしタカが初めて自分の過去を話してくれているのだからと、アキは耳だけはしっかり寝物語に集中していた。

「あたしと病気のおばあちゃんは二人ともあの女に捨てられたの。だからあたしはアキと違って親を恨うらんでるわよ。もし会うことがあったら泣くまでぶん殴なぐってやるわ」

　たぶん、それが理由でタカはフッカーになったのだろう。病気の祖母の面倒を見るために。

　口も悪いし性格も意地悪だけれど、タカは本当に面倒見がいい。そんな心優しい健けな気げなおねえさんが、アキを見捨てて男に走るわけがない。

　アキは自分を『用済み』などと言ってしまったことを、一いち途ずに後こう悔かいしていた。

「で、おばあちゃんも死んじゃったから、あたしは晴れて自由の身になったってわけ。これからは存分にセイシュンを謳おう歌かするわよ。あんたと世界中を冒険してね」

　ちょん、と白い指先で鼻をつつかれる。

　今まで死にかけたことは何度もあるけれど、アキはタカのような種類の苦労をしたことはない。寄る辺のなくなった身を「自由」だなどと考えたこともない。

　二人の考え方やできることが違うのは、つまりは人間が違うのだとアキは理解する。

「……うん。さっきはあんなこと言ってごめんなさい。ボクもタカちゃんと一緒に冒険したい。もっと色んなことを知りたい」

「なんか……エロい意味に聞こえるんだけど」

「ちちっ、違うよ！　そうじゃなくって──」

　がばっと、柔やわらかい胸の中に抱きすくめられた。

「わかってるわよ。突つっ張って生きてても、やっぱり一人は寂さびしいわ」

　母に捨てられ、祖母にも逝いかれ、タカを海へと連れ出してくれたパートナーの男もいつの間にか消えた。

　今まで口には出さなかったけれど、タカは孤こ独どくを恐れていたのだと思う。

　夜はベッドにアキがいるのを確認するように抱きついて眠り、朝は睡眠不足を我が慢まんしてまでアキとともに起床した。入れ違いを嫌って、『帆はん走そう中はワッチを立てる』というセイラーの鉄則を無視し、寝物語でアキを誘ゆう惑わくした。

　もう二度と、置いていかれないように──。

「何の因果か知らないけれど、あたしたちはこうして巡めぐりあった。友達として、クルーとして、家族として。ケンカ相手がいるって本当に幸せなことよ。だからあたしはアキを守りたかった。お気に入りのヘンタイだからね」

　今までアキは食べるためにだけ生きていた。死なないために生きていた。楽しいと思えることはそれなりにあったが、それはすべて本能と結びついた行為だった。

　けれども今は毎日が楽しい。時々ケンカもするけれど、タカと話しているだけで、タカがいるだけで、今はきちんと毎日を生きていると思える。

　タカの胸に埋うもれながら、アキはそんなことを考えていた。幸せの匂においを嗅かぎながら、生きること自体が目的になったと肌身で感じていた。

「タカちゃんて……いつもいい匂いするね」

「女は気合でフェロモンが出せるのよ。男を引き寄せるために」

「この船ボクしかいないのに？」

「それもそうね。じゃあ出すのやめようかしら」

「……やめちゃうの？」

　パラスアテナのあちこちから漂ただようタカの香りが好きだった。自己主張の強い本人とは違い、いつもそばで見守ってくれるような優しい母の匂いはアキを安心させてくれた。

　だから、露ろ骨こつに残念がる声が出てしまった。

　きっとまたからかわれると思ったら、目の前の美しい顔もほんのり桜色に染まっていた。

　その反応に反応して、アキの体も熱を持つ。

　ドキドキ聞こえる胸の音は、自分のものだけではない気がする。

「アキ、あたしのこと好き？」

　勇気を、出した。

「好き……だよ」

「あたしのどこが好き？」

「えっと、口は悪いけど実は結構優しいところとか……」

「全然嬉うれしくないわ」

　女神様のご機き嫌げん取りは難しい。

「好意は態度で示すものよ」

　タカの両手がアキの肩を軽くつかむ。

　よく回る艶つややかな唇が、静かにアキの額ひたいに重なった。

　柔やわらかくて冷ややかで、芯に熱があった。

　その感触は長く優しく、アキの意識は唇から注がれる愛をはっきり感じ取っていた。

「あたしはアキが大好きよ。拗すねると語尾が全部『もん』になるところとか特に」

　いつの間にか閉じていた目を開けると、タカはいつものように意地悪く、いつものように優しい微笑ほほえみを湛たたえていた。

　が、目が合うとじろりと片かた眉まゆを上げて睨にらんでくる。あんたの番よと言いたいのかもしれない。

　ふと、母の言葉を思い出した。

『アキ。誰かと仲良くなりたいなら、スキンシップは大事なことよ。与えよ、さすれば求められん、ってね』

　マッサージャーだった母には、体に関して様々な哲学があった。手で体に触れるということは、施せ術じゆつでなくてもそれ自体が癒いやしなのだとアキはよく聞かされた。

　まるで頃合いを見計らっていたように、太陽がゆっくりと水平線に消える。

　夜が二人を覆おおい隠し、月は少女たちが恥はじ入らない程度に、絶ぜつ妙みようの光量でベッドの上を照らしている。

「タカちゃん、色々ごめんね」

「今回は許してあげるわ」

　寝ながらぺこりと下げたアキの頭に、タカがおでこをくっつけてくる。

　くすくすと笑い声が聞こえた。きっと自分も笑っている。

　タカとの間に、何かが生まれた気がした。それは目には見えないけれど、ふわふわと柔らかく、丸く温かく、手を触れたくなる小さな太陽のようなものだとアキは感じる。

「アキは、あたしのこと見捨てない？」

「うん……ずっとタカちゃんと一緒にいたいです」

「敬語」

　念の為に胸を警けい戒かいしていたら、タカの手はガシッと尻しりをつかんできた。

「うう……タカちゃんもっとそっちいって」

「やーよ。寝る時はくっついていたいもの」

「そうじゃなくて。船はキールを中心に揺れるから。真ん中にいると少しは船ふな酔よいが楽になるはずだから」

　そしてもう一度勇気を出す。

　自分を守ってくれたタカに感謝を伝えるために。傷ついたタカを癒やすために。

「ボクも……そっち行くから」




　　　４




　怒号とおかわりの催さい促そくで賑にぎわう夜明けの《ミゾーシ》フロート。

　海へ出ていく男たちに食事を与える朝の戦争は、ビフォアの港町でもあった光景だ。

　そんな煮に炊たきかまどから少し離れた海の上に、パラスアテナがひっそりと係留されている。

　外の喧けん騒そうも聞こえないキャビンの中で、アキはこの二週間で得た戦利品を数えていた。

　あと一週間も働けば、一ヶ月分の水と食料の貯蔵ができるだろう。そうすればまた未知なる海へ漕こぎ出していける。タカと二人で《シキバ》を目指す旅に出られる。

　膨ふくらむ冒険への期待に、アキの頰ほおがニヤニヤと緩ゆるむ。

「たったこれだけ貯ためるのに一ヶ月近く。あたしが働けば三日もかからないのにね」

　振り返ると、いつの間にかタカが背後に立っていた。

「お、おはよう、タカちゃん」

　昨夜の親密な仲直りのこともあり、まともに顔を見るのが恥はずかしい。

　アキが伏し目がちに様子をうかがうと、腕を組んで憮ぶ然ぜんとしていたタカがふっと笑った。

「ま、あたしは楽しいからいいけどね。それとゆうべのマッサージのおかげで、肩こりもすっかりよくなったわ。ありがとね、アキ」

　いきなり後ろから抱きすくめられ、頰にぶちゅっとキスされる。

　不意打ちのスキンシップにアキが固まっていると、船外からメッセンジャーを呼ぶ胴どう間ま声ごえが聞こえてきた。

　タカと二人顔を見合わせ、あたふたとキャビンから顔を出す。

　港みなと筏いかだでアキたちを呼んでいたのは、禿はげ頭あたまに眼帯の《ミゾーシ》フロントマンだった。

　かれこれ一ヶ月近くこのフロートを出入りしているが、アキが男と話すのは最初の入港以来二度目だ。「パツキン」のタカが「男」だったことが、余程気に入らなかったらしい。

　それがいったいどういう風の吹き回しかと、タカと二人して首をひねる。

「おまえら仕事が早いらしいな。これをなるはやで西のフロートに届けてくれ」

　ゴムボートで港筏にやってきたアキたちに、眼帯の男が一通の手紙を放ってよこした。

「西……ですか？」

　アキは探るような視線で眼帯を見上げる。

　今まで積み荷はすべて《ミゾーシ》から東のフロート《トッサ》への移動だった。

　西はアキたちにとって未知の領域になる。最初の上陸時に水先人のル少年に、『東に一回り小さい《トッサ》というフロートもある。西にも。あんたらの船なら一日あれば着く』と早口で教わった以外、不思議と情報も入ってこない。

「なに、東とたいして変わりゃしねぇよ。帰ってきたら報ほう酬しゆうは『カンビス』半ダースだ」

「は、半ダースっ!?」

　あまりの高額な報ほう酬しゆうに、アキの声がひっくり返る。

　ビフォアの遺産の中でも濃こすぎない味付けで、アフターの人々の口にあうカンパン・ビスキットは、この時代の最も高額な通貨と言われている。人によっては額面以上の価値を持つために、命で対価を支払う者も少なくない。いつの時代も甘味は人を狂くるわせる。

　アキがおののきながら振り返ると、タカの目も髪かみと同じ黄金色に輝いていた。

「西には『コキュートス』って名の付いた海域がある。ちょっとばかし天候が不安定ってだけだが、腰こし抜ぬけのメッセンジャーどもはどいつもこいつも行きたがらない。おまえらは腕うでに自信があるんだろ？　じゃ、頼んだぞ」

　眼帯の男がマルキ船で去っていく。その向こう岸の筏いかだでは、昨日の金持ち男が片手を上げて挨あい拶さつしていた。どうやら眼帯と知り合いらしい。

　そこから少し離れた場所に、タカが膝ひざ蹴げりを叩たたき込んだ水先人のル少年が立っていた。少年はチラチラと眼帯と金持ちの様子をうかがっているように見える。

　はてと不思議そうに見ていたアキの視線を察知したのか、ふいに少年が振り向いた。

　目が、合う。

　思わずビクリと体を震わせ、アキはすぐさま視線をそらした。

　──すっごい目見開いて真っ赤な顔で睨にらまれた。怖い……。

「行くわよアキ。これでこのケッタクソ悪いフロートともおさらばよ！」

　タカが拳こぶしを握って燃えている。余程このフロートが気に入らなかったのだろう。

　アキも静かに決意を込めてうなずいた。未知の領域への不安は多分にあったが、また旅が始められると思うと、アキの目も自然とタカと同じ黄金こがね色に輝く。

　早さつ速そく出発しようとゴムボートを係留していたデンチュー・ビットに戻ると、その脇わきでチャート商いの老人が手糸を垂れていた。

　先日の礼とともに声をかけると、耳が遠いのか老人はアキに気づかない。ふんふんと機嫌良さげにスターソングを口ずさみながら、手元ではなく遠くの海を見つめている。

　邪じや魔まをするのも悪かろうと思い、アキは会え釈しやくだけしてゴムボートを漕こぎ出した。







　アキが風速計の留め金を外すと、くるくると勢い良くカエル型の風ふう杯はいが回った。

　現在、パラスアテナは《西のフロート》を目指して進んでいる。

　頭上の空は薄うすく雲っているが、午後の風は折よく東から吹いている。

　セイルボートは揚よう力りよくで推進する。西へ進路を取るならば、四十五度の角度で右から左から風を受け流し、ジャイブ（風下での方向転換）を繰り返してジグザグに進むのが最速だ。

　しかし手間と航行距離を考えると、このまま真後ろの風を受けてランニング（後ご風ふう航こう）で帆はん走そうしてもたいして変わらないようにアキには思える。パラス号であれば何も考えず風を求めて走っていればよかったが、パラスアテナでは船長以外の唯ゆい一いつのクルーがジャイビングを手伝うどころか邪じや魔まをする。

　やれやれとため息をつき、アキはコクピットの右う舷げんに目をやった。

　今日は日差しが弱いからか、タカもキャビンから顔を出して風に当たっている。あれほどメガネはかけないと言ったくせに、頭の上にちょこんとサングラスを乗せていた。

「へんなの」とアキがつぶやくと、「これだからイナカ者は」と大げさに肩をすくめて鼻で笑われる。

　アキはむっとしながら前方の海を見た。しかしステアリングを握っている以上、タカの姿はどうしても目に入ってしまう。おへその前で結んだ袖そでのないシャツの露ろ出しゆつ度どが高い。フリルのついたスカートもふわふわ風に揺ゆれて目のやり場に困る。

「またエロ少年があたしを性的な目で見ているわ」

「み、見てないよっ」

　もにょもにょと赤い顔で海を睨にらむアキを見て、タカがけたけたと笑う。

　するとそこへ、アキをいじめるなとばかりに正義のトビウオが飛んできて、タカの後頭部に捨て身の体当たりをした。

「いたっ！」

　頭の後ろを押さえて涙目のタカをアキが指さし笑っていると──。

「あいたっ！」

　今度はアキの後頭部にトビイカが飛んできてぶつかった。

　これは笑い事ではない。群れて海上を飛ぶように移動するトビイカは、その鋭えい利りなエンペラでセールを突つき破ることがある。かつて名もなき浮うき島しまで見たアテナ号のセールが破れていたのも、おそらくはトビイカの仕業だ。

　アキは冷静にセールを下ろして海の様子を見た。

　後続のトビイカは来なかったが、念の為帆はん走そう再開はしばらく待った方がいいだろう。

「どうせ走れないのなら、水浴びでもしようかしら」

　船尾に垂らした水筒を海から引き上げ、タカが悩なやましげにつぶやく。

　注いでもらった冷たい水を飲みながら、アキはダイバーズウォッチを見た。

　時刻は午後一時。日差しはさして強くないが、気温が低いわけでもない。目的地まではもう少しのはずだから、今のうちに体を冷やしておくのはいいアイデアだと思う。

　しいて問題があるとすれば、タカがしばらく裸はだかでうろうろすることだ。必死に目をそらしているはずなのに、見てしまい、からかわれ、アキはまともな操船ができなくなる──。

　などとアキがもにょもにょしているうちに、タカは「じゃ、お先に」と彫刻のような美しい裸ら体たいをとぷんと海に浸ひたしていた。

「ねえアキ、あんたシキバにいったら何をしたい？」

　のんびりと波まかせになった船のハシゴにつかまり、タカが気持ちよさそうに体を伸ばしながら聞いてくる。本人は泳ぎが苦手だと言っていたが、海にゆらめくタカの姿はまるで神話に出てくる人魚のようだ。

「うーん……行ってみないとわからないかなあ」

　アキはほとんど上の空で答える。

「あのキザ男に聞いたんだけどね。トカイには波力で動作する半はん透とう膜まくエレメントを集めたプラントがあちこちにあって、逆ぎやく浸しん透とう圧あつで濾ろ過かされた海水を真水にするシステムが普通にあるそうよ。おかげで誰でも気軽にオフロに入れるらしいわ」

　泳ぎながら喋しやべるタカの言葉は、アキの右の耳から左の耳へと一いつ瞬しゆんで通過していった。かろうじて耳に残った「オフロ」を、疑問のアクセントで口にしてみる。

「アキにもわかるように言うなら、マルキ船いっぱいにほどよく温めたペットボトル水を注いで、そこに裸はだかになって飛び込む感じね。想像してみなさい」

　ビフォアでは湯を張っただけのバスタブも、アフターの価値観で言うならシャンパン風呂以上の贅ぜい沢たくに等しい。その豪ごう奢しやというより罰ばち当あたりな所業に怯ひるみつつ、アキは湯浴みする自分を想像する。

　この時期のスコールは雨粒が大きく温かいものが多かった。そうした雨を体に浴びると、疲労が和やわらいでいく感覚を肌に覚える。そんなぬるいシャワーでも十分幸せな気持ちになれるのに、それが高価な真水でほどよい温かさとなれば──。

「そんなの絶対気持ちいい！」

　そうして二人の少女は「オフロ」を夢見て大いに盛り上がる。トカイではミズギが流通しているから服を脱がずにそのまま泳げる。世界中からメッセンジャーが集まるから、果物ジュースや香辛料が溢あふれているとタカは言う。果物すらろくに見たことのないアキだったが、その果汁を絞って飲むことを想像すると、きちんとよだれが湧わいてくる。

　そんな風にアキの心を躍おどらせてくれたタカが、突然海中で悲鳴を上げた。

「タカちゃんっ！」

　逃げるようにハシゴを上ってきたタカを、アキは慌あわてて抱きとめる。

「いった……何か今ビリって腕が……。まさかジェリーフィッシュ？」

　タカの言葉で反射的に海を覗のぞき込むと、青い水面に軟なん体たいのプランクトンが浮いていた。すわカツオノエボシかと目を凝こらしたが、何の事はないミツメクラゲだ。

　ジェリーフィッシュ──クラゲの仲間の中でも、カツオノエボシと呼ばれる種は強い毒性のトゲを持っている。適切な処置をしなければ死に至ることもある危険な生物だ。

　が、相手が毒性の弱いミツメクラゲであれば、患かん部ぶをきちんと洗っておけば特に問題はない。

　珍めずらしくアキの中に黒い気持ちがむくむく湧き上がってくる。

「うーん。カツオノエボシかもしれないなー。タカちゃん、トゲがないかよく見てみて」

「う、噓うそでしょ？」

　怯おびえるタカの体をモフ葉で拭ふいてやると、白い二の腕に小さな赤い腫はれがあった。

「タカちゃんまずいよこれー。急いでアンモニア消毒しないとー」

「アンモニアって……つまりおしっこ？」

　クラゲに刺された箇か所しよをアンモニアで中和するのは有効な治ち療りようの一つだ。

　が、実際のところ人の尿にようにはほとんどアンモニアが含まれていない。セイラーなら誰でも知っているビフォアのジョークだ。

「わー。早くしないとタカちゃん死んじゃうよー」

　しかしタカは知らないだろうと、こみ上げる笑いを抑えて反はん旗きを翻ひるがえすアキ。

「じゃあ、アキがあたしにかけて。お願い」

「え」

「二の腕なんて自分じゃかけられないでしょ」

「あ、いや、でも……」

「早くして。アキはあたしが死んでもいいの？」

　タカがすました顔で言い放つ。水を得た魚のようにアキの目が泳ぐ。明らかにバレていた。

「ごめんなさい。噓つきました……」

「アキがあたしをからかおうなんて十年早いのよ。ヤクブソクもいいとこね」

　絶対十年経たっても同じことを言われる──アキが両の頰ほおをつままれながらしみじみ思った時、滲にじむ涙の向こうにうっすら水平線に浮かぶ影が見えた。

　おそらくあれが《西のフロート》だろう。

「そういえば、コキュートスって海域はもう通りすぎたのかな……？」

　頰をさすりながら見上げた空は、雲が多いだけで普段と変わらない。このまま何もなければあと数時間で《西のフロート》に着けるだろう。気をつけるべきは戻りの航路かもしれない。

　それからアキはセールを張り直し、パラスアテナを小一時間ほどまっすぐ帆はん走そうさせた。

　やがて進行方向に、かつて見たこともないほど巨大な筏いかだが現れる。

《ミゾーシ》フロートのおよそ十倍以上の面積と規模。一枚にコウテイマンボウが何十匹も乗りそうな筏の上には、ところどころに「二階建て」の建物まである。

「ミゾーシよりこっちを拠きよ点てんにするべきだったわね」

　マストの傍かたわらに立ったタカが感かん嘆たんを込めて肩をすくめる。

　アキはセールを下ろしながらわくわくしていた。あんなに大きなフロートなら、今までアキが見たことのないものが山ほどあるだろう。もしかしたら果物ジュースも。

　期待にささやかな胸を膨ふくらませながら、タカと二人セイラー服に着替える。

　しかし巨大フロートが近づくにつれ、アキの記憶からざわざわと不安が這はい出てきた。

　初めて見たはずの大きな筏いかだに、アキはなぜか既き視し感かんがあった。

　港筏の方から、ロープを持った男たちがアウトリガーカヌーで漕こぎ出してくる。

　男たちの肩や腹に刻まれたドクロの紋もん様ようにも見覚えがあった。

　アキと両親を分かたった、あのシーロバーたちと同じ死の刻印──。

　西の巨大なフロートは、あの海かい賊ぞくたちのアジトだった。

「あのハゲ騙だましたわね……！　あのキザ男がハゲにタレこんで、あたしをシーロバーに売ったんだわ！」

　タカが烈れつ火かの如ごとく猛たけっているのに、アキにはその声が遠く聞こえる。

　ようやく見つけた新たな人生が、再びシーロバーたちに奪うばわれようとしている。

　北の《シキバ》フロートを目指す冒険の旅が、早くも終わろうとしている。

　わずか十二歳で絶望し、泣き声を上げることすら許されず暗い海を漂ただよったあの日から。

　流れに流れたビルデン礁しようで、ようやく見つけた食料が『オイシクナイヨー』と鳴いた時まで。

　アキはずっと孤独だった。ギリギリの本能だけで自分を生かしていた。空からっぽの体に悲しみと寂さびしさだけを詰め込まれ、毎日辛苦に耐たえる煉れん獄ごくの日々だった。

　──もう二度と、あんな気持ちになりたくない。

　アキは今まではずっと守られる側だった。両親や、キーちゃんや、パラス号たちに、「必要なもの」として生かされてきた。

　だから──今度こそ、自分の力で必要なものを守る。

「タカちゃんキャビンの奥に隠れて！」

　アキの決断は早かった。歯は嚙がみするタカをキャビンに押し込み、自分はセイラー帽をかぶり直して男たちを出迎える。今までの経験から、自分だけなら男として通せる自信があった。

「こっ、こんにちは、ボクはメッセンジャーです。ししし、シングルハンドですっ。今日はミゾーシからメッセージさんを預かってきましたっ」

　覚悟は決めたものの、恐怖までは拭ぬぐえない。

　アキはガタガタと震えながら、預かった手紙をカヌーの男たちに手渡す。

「ご苦労」と、カヌーの先頭に乗った巨体のリーダー格が手紙を読んだ。

　やがて短い文書を読み終えた男が、不敵な笑みを浮かべて仲間に合図した。

　シーロバーたちがパラスアテナの船尾から乗船し、船体に勝手にロープを結んでいく。

「まあ上がってゆっくりしていきな。世にも珍めずらしいメッセンジャーのお嬢ちゃん」

　アキが女であることも見抜かれていた。タカは隠し通せたと言っていたが、あのキザ男はやはり気づいていたのだ。何か欲しい物はないかと問われた時、ドリルなどと答えず『フッカーみたいなきれいな服か？』を「自分は男だ」と真っ先に否定すべきだったのだ。

　この手紙も渡すべきではなかった。そ知らぬ顔で仕事をくれと言うべきだった。

　すべて、アキのミスだった──。

　だがもう遅い。今はしらを切り通すしかない。アキは精一杯の笑顔を作る。

「あ、いや、その、折り返しのメッセージがなければ、ボクは急ぎますので」

「お嬢ちゃん、いい船だな。中を見せてもらってもいいか」

　リーダー格も船尾からパラスアテナに乗船してくる。

　見上げるような偉い丈じよう夫ふだった。その腕はバオバブヤシの腐くされ木ぎのように浅黒く太い。

　盛り上がった筋肉を覆おおう黒いライフジャケットのポケットには、小さな矢羽が顔を覗のぞかせていた。腰には幅はば広ひろのスピアガンのようなものを括くくりつけている。決して魚を捕るための道具ではないとアキは直感していた。

　ドリル氏よりも一回り大きい二メートル近い背丈の「男」は、怯おびえた少女を見下ろしてさも愉快そうに笑っている。

　アキは全身震えていた。ニヤつく男に本能で恐きよう怖ふしていた。

　しかしタカを──自分の「必要なものだいじなひと」を──守るため、ありったけの勇気を振り絞しぼる。

「いっ、いえ、中なんてほんと狭くて、何も、ななな、ないのでっ」

　ポケットの中で船長を握りしめ、アキはキャビンの扉に立ちはだかった。緊張で汗が止まらない。泣いているように声が上ずる。ニヤニヤと男が笑う。アキの膝ひざもがくがくと笑う。胸の奥に引っ込んだ心臓が、炒いったコーンのように破は裂れつしそうにドキドキと膨ふくらむ。

　船首で、口笛が鳴った。

「見ろよ、バレットアンカーだ！　こんなもんメッセンジャーの船じゃねぇぞ！」

　カヌーから乗り移ってきた男たちが、持参した工具で船首のバレットアンカーを外そうとしている。

　恐怖と悔くやしさで涙が出そうになるが、アキはえへへと頭を搔かいて笑う。心の中で前オーナーに謝りながら、タカだけは必ず守ると誓う。

「お嬢ちゃん、そこをどきな。痛い目見たくはないだろ？」

「いやっ、本当に何もないの──で」

　体が浮いた──そう思った次の瞬しゆん間かん、体内の臓器が一いつ斉せいにせり上がる感覚があった。

　リーダー格の拳こぶしが、ゆっくりと腹から離れていく。

　アキは膝を折って顔からデッキに崩れ落ちた。

「お嬢ちゃんも『商品』だからな。よかったな。男だったら抵抗した瞬間に殺してるぞ」

「おい見ろ野郎ども！　エッコゥの兄貴が手加減することを覚えたぞ！」

　リーダー格の足元に這はいつくばるアキを見て、シーロバーたちがやんやと笑う。

　口の中に酸味が広がった。頭上の巨漢──エッコゥに対してアキは何もできない。手も声帯も動いてくれない。そのくせ意思に反した涙と胃い液えきは、びしゃびしゃと惜しみなく溢あふれ出す。

　エッコゥの腕が、キャビンのドアに伸びる気配があった。

　──助けなきゃ（怖い）。タカちゃんを助けなきゃ（怖い）。助けなきゃ！（助けて！）

　アキの心が叫さけんだ瞬間、扉は内側から勢い良く開いた。

「あんた、それ以上アキに触れたら、ただじゃおかないわよ」

　聞こえた声は冷れい徹てつだった。

　アキが伏せたまま首だけ動かし見上げたタカは、いつの間にかセイラー服を脱いで下着姿になっていた。白くて細い指先が、しっかりと料理用の包ほう丁ちようを握っている。

　すぐさま品のない歓声がシーロバーたちから上がった。ねっとりとねばつくような不快な視線が、そこら中からタカに注がれている。

「あたしがあんたたちのフロートに行くわ。だからこの子とこの船は見逃しなさい。じゃないとあたしはこの場で喉のど笛ぶえかっさばいて死ぬわよ！」

　タカが包丁を自らの喉元にあてがい、啖たん呵かを切ってエッコゥを睨にらみつける。

「タ……カ……ちゃん……だ、め……」

「あんたは黙だまってなさい！」

　ようやく声を絞しぼり出せたアキを、タカが今まで見せたことのない形相で叱しかり飛ばす。

「ねえちゃんよぉ。話が早いのは助かるが、海かい賊ぞくが船を見つけてあらためねぇってわけにゃいかねぇんだ。俺たちゃそういう稼業だからな。全部、奪うばうんだ」

　エッコゥがタカの体を舐なめ回すように見て下品に笑う。手下の男たちも追つい随ずいして笑う。

　奪う。奪われる。また奪われる──アキの体は動かない。

「頭の悪い男ね。あたしの死体と船を引きずって帰ったら、あんたボスにぶっ殺されるわよ。この美少女がそんじょそこらの女と替えが聞くと思ってんの？」

　ちげぇねぇと、船上の誰かが言い、海賊たちが卑いやしげに手を叩たたいて笑い出す。

　アキはデッキに吐はき出した胃液に手をつき、なんとか上体を起こそうとした。

　しかし下か肢しにまったく力が入らない。わずかに体が持ち上がっても、すぐにクラゲのようにべちゃりと顔から潰つぶれてしまう。

「……わかった。降参だ。ねえちゃんの言う通りにしよう。まったく大したタマだ。あんた、将来俺たちのママになるかもな」

　笑いに参加せず熟じゆく慮りよしていたエッコゥが、渋じゆう面めんを作ってタカに答えた。

「包丁を取り上げたってあたしは舌を嚙かむわよ。隙すきを見て海に飛び込むことだってできる。その子と船に手を出したら、あたしは必ずそうするわ」

「約束するさ。うちのお頭かしらは女好きだ。こんな船とガキより、あんたを連れ帰った方が俺の株はよっぽど上がる。おい、引き上げだ！」

　エッコゥが合図すると、シーロバーたちが「ヨーソロー！」とタカの周りに集つどう。

「さわんじゃないわよ！」と包丁を振り回し、タカは自らの足で海賊のカヌーに乗船した。

「だ、が、ぢゃ……ん……」

　ボロボロと流れる涙がアキの喉を塞ふさぐ。

「こんな時だけ女の子みたいに泣くんじゃないわよ！」

　女め々めしいアキとは正反対に、タカの叱しつ責せきは雄々しい。

「アキ、あんたは生きなさい。パラスアテナと世界を見て回りなさい」

　三度目だった。アキが咳せき込みながら見たタカは、青い瞳にあの決意を湛たたえていた。

　自分が守ろうとする人が、すべて自分を生かそうとする。父が、キーちゃんが、タカが。自分が必要な人たちに、アキはいつも守られている。いつもいつもいつも──。

　ぼやけて滲にじむ目の中で、タカのカヌーが揺ゆれて遠ざかっていく。アキは守りたい人に手を伸ばすこともできない。

「お嬢ちゃん、安心しな。このねえちゃんは、きっと出世するぞ！」

　シーロバーたちの笑い声も、アキの耳には届いていない。

「タカ……ちゃん……」

　デッキに一人くずおれて、アキは滂ぼう沱だと泣き濡ぬれる。どうしていつもこうなるんだろう。どうして大事なものは、何もかもなくなってしまうんだろう。どうして自分は何も守ることができないんだろう。どうして──。

「タカちゃん……」

　デッキの上の涙跡は、いつまでも乾かず広がり続ける。

「お父さん、キーちゃん、ボクもうたくさん生きたくないよ……」

　フロートからの返り波を受け、パラスアテナがゆっくりタカから遠ざかっていく。







[image: Ⅳ　あるドクターの決心]
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ひとつ海　ひとつ海

牛の背中に鳥が乗り　コモハナ柄ひ杓しやくが折れまがる

子こ熊ぐまの尻尾しつぽが消えたなら　光の海を行けばいい

氷の河はうろこ雲　スバルなき夜よもよく冷える






　セールを下ろしたパラスアテナが、はっきりとした足取りで夜の海を流れていく。

　確たる信念を持つ如ごとき彼女の船首では、アキが凜りんとして前を向いていた。

　月には灰色の笠かさ雲ぐもがかかり、辺りには一面濃こい霧きりが出ている。

　星の光も届かない。船の舳へ先さきすらも見えない。目を閉じているのと変わらない真っ暗な海。

　その霧と闇やみだけの水面に、ふいに青い光が灯った。

「光の海……」

　静かにうねる海面に、ノクチルカの群れがキラキラと青緑色に発光している。

　アキたちが《ミゾーシ》を出港する前、チャート売りの老人が手糸を垂らしつつ口ずさんでいたスターソング。その歌詞の後半が以前に教わったものと違うと気づいたのは、つい今しがたのことだった。

　夜の海に青白く揺ゆれるプランクトンが、あの日と同じくアキを導いてくれる。

　パラスアテナは光の海を、ゆっくりと、しかし確実に、潮の流れに乗って進んでゆく。

　シーロバーの大おお筏いかだに到達すると、アキは風下の少し離れた位置でパラシュートアンカーを下ろした。パラスアテナも役目を理解し、ぴたりと海に静止した。

　ショートパンツのポケットに手を入れ、船長の肩骨とロープの束を確認する。

　タンクトップの裾すそを縛しばり、背負ったバックパックにスピアガンをねじ込む。明かりが必要な場合に備え、タカが愛用していたフリントボールも放り込む。

　首にゴーグルをぶら下げて、最後に両手のセイリンググローブをきっちりはめ直すと、アキは青く輝く闇を見み据すえた。

　今まで自分が守られていたのは自分が弱かったからだ──今のアキはそう思っている。

　父も、キーちゃんも、アキが弱かったから命を賭として守ってくれたのだと。

　だが、タカは違う。

　タカとアキは持ちつ持たれつの対等な存在だった。互いの欠点を補うパートナーだった。

　なのにタカはアキを守った。あんなに恐ろしいシーロバーたちを相手に、タカは毅き然ぜんと立ち向かった。

「だったら、ボクにもできるはず」

　それができなければアキはタカのパートナーではない。タカを守れない自分など、アキ自身が必要と思わない。

　一人では広く感じるパラスアテナのキャビン。その奥のベッドに脱ぎ捨てられたセイラー服を抱きしめながら、アキは決意を固めた。

　その時、タカのスカートのポケットから瓶びんのようなものがシーツに転がり落ちた。

「えす……ぴー、えふ、ごじゅう？」

　拾い上げたプラスチック瓶に表記された文字は、かろうじてそれだけ読めた。

　蓋ふたを開けてみるといつもタカから香るあの匂においがする。逆さにすると冷え固まったトリアブラのような、クリーム状の白い液えき体たいが出てくる。

　鼻の下に塗ぬってみた。ふつふつと勇気が湧わいてくる。

「……タカちゃん、絶対助けるよ」

　口に出して体の隅すみ々ずみまで決意を言い聞かせる。

　そうしてアキは青く輝く海うな原ばらへ、ゴムボートで漕こぎ出していった。







　海面に浮き沈むポリタンクと腐くされ木ぎの間に手をかけ、アキは巨大筏いかだに上った。

　ゴムボートを筏の隅に舫もやいながら、月とノクチルカの光源で海かい賊ぞくのアジトを見渡す。

　ビフォアで言えば、伐ばつ採さいした木材を海に浮かべて保管する木き場ばのような光景。あるいは艀はしけのようにも見えるＬ字型の巨大なフロート。

　船上から見ると途方もない大きさに思えたそれは、実際は五十メートル四方のものが隙すき間まを開けず連結しているだけだった。おそらく筏と筏の間は二メートルも空いていない。

　アキは女神奪だつ還かんのための進行ルートを考える。

　タカはおそらくシーロバーの「ボス」の近くにいるだろう。ボスの住居と考えると、やはり昼間に見えた二階建ての小屋が怪あやしい。

　現在アキがいるのはＬの字の書き出し部分にあたる。ここを一面目とした時、タカが捕らわれていそうな二階建てはＬの書き終わりの四面目や五面目に位置する。

　できればそこまでパラスアテナで直接乗りつけたいが、タカ奪還後を考えると船を風上に停泊させるのは不利だ。

　同じ理由で筏の縁ふちをこっそり泳いでいくこともできない。アキの女神様は泳ぎがあまり得意ではない。今のうちから逃走経路を確保しておく必要がある。

　──行こう。

　アキは身を低くしながら筏を走り始めた。

　一面目には腐れ木と漂ひよう流りゆうゴミでできたこぢんまりしたバラック小屋が多い。

　そのうちの一つの陰に身を隠かくし、顔だけ出して周囲の様子をうかがう。人の気配がないことを確認すると、闇やみに乗じてまた次のバラックに移動する。

　この筏いかだに大きな建物はなさそうだ。筏の上に見えるのは、粗末なバラックの他は雑に巻かれたロープや建材の類たぐいだけ。おそらくその場しのぎの物置として使用している筏だろう。

　それでもアキはしっかり警戒しながら歩を進め、筏一面目の端はしに到達した。

　一面目と二面目の筏の間は、助走をつければ簡単に飛び渡れそうではある。

　だが、次の筏は港みなと筏いかだだった。そこにあるのは腹を見せてひっくり返ったカヤックばかりで、身を隠せる建物がほとんどない。

　カヤックの脇わきにあたる筏の中央では、三人の男たちが車座になってドラム缶の火を囲んでいた。おそらく夜の歩ほ哨しようだろうが、こっそり酒を飲んでいるようだ。

　一面目の端でじっと身を屈かがめ、男たちが動くのを辛しん抱ぼう強く待つ。

　やがて一人の男が立ち上がり、筏の端で用を足し始めた。

　アキはいったん目を閉じ呼吸を整える。

　──タカちゃんのためなら、なんだってできる！

　決意とともに目を開く。音を立てないようにそっと海に入り、二面目の縁ふちを泳いでいく。

　のんきに放ほう尿にようしていた男が身震いし、膝ひざまで下ろしたカッパズボンを腰に戻した。

　その様子を水中からうかがっていたアキは、男がたき火へ戻ろうと振り返った瞬しゆん間かん、足首をつかんで海に引きずり込んだ。

　すぐさまポケットからシートロープを出し、男の左手の親指と右足首を背中で縛しばる。そのまま筏の下まで引き込んで、浮きゴミと海の間のわずかな空間に男を浮上させた。

「無理に外そうとすると関節が抜けて溺おぼれるよ。声を出さずに呼吸に集中して」

　囁ささやかれたアキの言葉を男は体で理解したのだろう。海面と筏のわずかな隙すき間まに口を出し、ふひゅうと必死に息をしている。男は体を斜ななめに縛られて、沈しずまぬようにと片手片足を動かすことしかできない。

　父のロープワークと母の整体術。少量のロープで人の自由を奪うばう知識を二人から学んだと聞けば、おそらく両親はいい顔をしないだろう。

　しかしアキはもう「子供」でいることをやめていた。守られる側から守る側へと、一線を越える一歩を踏み出した。タカとともに「生きる」ために。

　それもまた、父とキーちゃんから学んだことだ。

「おい、まさか落水しやがったのか？」

　消えた男を探しに来た新手も、アキは同様にして海に引き込んだ。

　筏の下で二人のシーロバーが、生まれたばかりの赤ん坊のように命がけで呼吸している。

　──あと一人。

　アキが息を潜ひそめて立ち泳ぐも、最後の男はなかなか動かない。

　回り込んでよく見ると、火影が照らす男の顔は幸せそうに目を閉じ口を開けていた。そっと背後から忍び寄り、眠る男を後ろ手で縛しばる。

　すべての見張りを排はい除じよして、アキはドラム缶の火が照らす次の筏いかだに目を凝こらした。

　腐れ木で組んだ櫓やぐらのような小屋がちらほらと目につく。Ｌ字の折り返しにあたる三面はシーロバーたちの居住域の可能性がある。この先はいっそうの警けい戒かいが必要だ。

　左のポケットに手を入れて、肩骨をきゅっと握りしめる。キー船長から勇気をもらい、助走をつけて三面目の筏へ飛び移る。

　音は立てなかったが、すぐに手近なバラック小屋の陰に隠れた。

　乱れた呼吸を整えて、辺りの様子をうかがう。

　Ｌ字型の中央部分、三面目の筏には南北に一人ずつ見張りが立っていた。二人ともが同じ方向──南の海を見つめている。建物の警備や侵入者の警戒ではなく、海のワッチをしているようだ。

　かつて父に送り出されたあの夜のように、筏の周囲には濃こい霧きりが一面に出ている。月も雲がかかって薄うす暗ぐらい。ワッチの男たちがノクチルカの光だけで侵入者に気づくのは難しいだろう。物音がする距離まで近づかなければ、うまくやり過ごせるかもしれない。

　──お父さん、お母さん……。

　過去を思い出した途と端たん、アキの脳のう裏りに父と母の顔が浮かんだ。

　二人がまだ捕らえられている可能性はないだろう。シーロバーは捕らえた人間を奴ど隷れいとしてバイヤーたちと売り買いする。父も母もおそらく既すでに遠い彼方かなたの海にいるか、反抗して殺されているかのどちらかだ。二人の性格を考えると後者の確率が高い。

　しかしそれでも諦あきらめきれず、アキは時折バラック小屋を覗のぞいてみた。

　中にはロープや漁ぎよ網もうが乱雑に散っているだけで、両親はおろか他に奴隷として捕まっている人間もいない。

　アキたちをシーロバーに売り渡したバイヤーのキザ男は、さぞ愉快だっただろう。自ら船を操って捕まりにいく奴隷なぞ、前代未聞に違いない。

　記憶の中のテンガロンハットを睨にらみつけながら、アキは四面目へと邁まい進しんする。

「ん、誰だ？」

　通りの小屋を覗き込んでいた時、背後で声が上がった。

「チッ、霧でよく見えねえ。背が小せぇな。今日入ったとかいう新人りか？」

「そっ、そうです！　新入りさんです！　ちょっとトイレに行ってきます！」

　答えてアキは一目散に駆かけ出した。覗き込んでいたバラック小屋の裏手に回り、トタンの壁かべに背中をつけて息を殺す。

「おいバカ！　走り回ると海に落ちるぞ！　俺に一発も殴なぐられないうちに勝手に死ぬな！」

　追いかけてきたシーロバーが、アキに気づかず目の前を通り過ぎていく。

　とっさに足を出した。男がびたんと顔から倒れ込む。背中に膝ひざを当てて押さえ込み、同時に伸びきった左腕の関節をひねった。

　こうすることで人の行動は簡単に封じることができる。母の整体術はケンポーがベースだ。

　右手で太もものシースからナイフを抜き、男の首筋に当てて囁ささやく。

「動いたら、刺す。絶対」

　抵抗を諦あきらめた男の関節をロープで縛しばり、バラック小屋の中に押し込む。自分も一緒に中に入り、アキはほとんど止めていた呼吸を再開した。

　全身から、どっと汗が吹き出す。

　男を縛っている時、アキはシーナイフを逆刃で当てていることに気づいた。

　体の一部と言えるほどに使い込んだシーナイフだ。そのグリップを逆に持つなど、スプーンを上下逆さまに握るくらいありえない。男が気づかなかったからよかったものの、こんな綱つな渡わたりみたいなことはいつまでもできない。

「おい、どこ行った？　持ち場を離れるとまたドヤされるぞ！」

　小屋の外で声がする。さっき確認できた見張りは二人だったが、今足元にいる男がその見張りかどうかわからない。

　真っ暗な小屋の中、アキは足元の男にナイフを当てながらじっと耳を澄すます。

　筏いかだに打ち寄せる波音の合間に、ゴム底の靴くつ音おとがわずかに聞こえた。ぺたぺたと腐れ木の上を歩く一人分の足音が、ゆっくりと小屋の前を通過する。

　その時、アキの足元で転がる男の口がニタリと歪ゆがんだ。

「おい、この小屋に侵入者がいる！　ボスに知らせろ！」

　男は首筋のナイフを気にせず叫さけんだ。同時に小屋の外で走り去る足音。

　──この土ど壇たん場ばで、二度もナイフを逆刃で持った。

　アキはもういっぱいいっぱいだった。今にも泣き出しそうな緊張の極限で、精神に余裕などこれっぽっちもなかった。

　パニックになりながら小屋の外へ飛び出したアキは、「待ってください！」などと懇こん願がんするように叫んでしまう。

　ライフジャケットを着た後ろ姿が、四面目の筏に向かって走っていく。今仲間を呼ばれたら何もできずに終わってしまう。

　アキはライフジャケットを追いかけながら、バックパックのスピアガンを引き出した。

　震える両手でオレンジ色の背中に狙ねらいを定める。距離は問題ない。当てる自信もある。

　一線を越える覚かく悟ごだって──できている。

　しかし次の瞬しゆん間かんには、アキは構えたスピアガンを力なく下ろしていた。

　覚悟が偽物だったわけではない。海かい賊ぞくに情なさけをかけたわけでもない。

　アキの本能にはすっかり染み付いてしまっていた。『食べる物以外殺あやめない』という海に生きる者の掟おきてが、無意識にアキの両手を下ろさせていた。

「起きろ野郎ども！　侵入者だ！」

　前を行くライフジャケットが叫ぶ。小屋の中で転がったままの男も同じく声を上げている。

　あちこちのバラックから人の気配がしはじめた。その数は、アキが予想していたよりもずっと多い。

　こうなった以上、逃げ道は一つしかなかった。

　首から下げたゴーグルをはめ、アキは海へと飛び込んだ。







　慌あわただしく起床した男たちが、アキを探して筏いかだの上を駆かけ回っている。

　やにわに騒そう々ぞうしくなった巨大筏の真下で、アキは立ち泳ぎしながら様子をうかがっていた。

　少なく見積もっても十人以上のシーロバーの怒声と足音が聞こえる。筏の三面と四面はやはり居住区域だったのだろう。アキを捜そう索さくする追っ手は徐々に増えているようだ。

　──先へ進もう。

　アキはそのまま筏の下を泳いで四面を通過し、Ｌ字の書き終わりの最後、五面の隅すみに顔を出した。筏を支える浮き物の一つ、「タイヤ」と呼ばれるビフォアの重い浮き輪に足をかけ、腐れ木の上に這はい上がる。

　すぐにバラック小屋の陰かげに隠れると、服の水気を絞りながら周囲をうかがった。

　この五面には三面や四面のバラックより一回り大きな建物がいくつも見える。しかし辺りに人の気配は感じない。

　壁かべの隙すき間まから建物の中を覗のぞいてみると、巨大なサメの骨やポリタンク、そして大量のバナナミール（乾燥させた潮ちよう間かんバナナの粉末）の麻袋が積まれていた。どうやらここは食料の類たぐいを貯蔵している物置小屋らしい。

　そのままじっくり周囲を観察していると、隣となりの四面筏との境目に、昼間見た二階建ての小屋を発見した。タカがいるならあそこだと直感する。

　シーロバーたちはまだ三面でアキを探し回っているはずだ。今ならタカを救出して逃げることができるかもしれない。

　アキは目立たぬように筏の上を走り、二階建て小屋の壁に背中をぴたりとつけた。

　耳をそばだてると、中からかすかに物音が聞こえる。

　建物の正面に回る。スピアガンを片手で構え、大きく一つ息を吸う。

　勢い良くボロ扉を開けた。

　その瞬間、室内の床を一いつ斉せいに丸い影が動いた。

　目の高さに人はいない。視線を下ろす。アキの背後から差し込むわずかな月明かりで、小屋の床が虹にじ色いろに輝いていた。

「アブラネズミだ……」

　室内から逃げ出したのは、肝かん油ゆや廃油を好んで舐なめる汚よごれた巨大ネズミだった。

　となるとここも食料庫なのだろう。薄うす闇やみの中で目を凝こらすと、高床式の中二階に「ねずみ返し」が設置されているのが見えた。

　アキは室内に入り込み、後ろ手で扉を閉める。

　油の跡を踏まないように注意して、下ろしてあったハシゴをかけて二階に上る。

　天井の低い中二階には、魚の干物やアンコウ肝油のような食料品、それにブロック石せつ鹼けんやタウエル布といった生活雑貨があった。

　その傍かたわらにやはりというべく、紙巻きタバコに酒の瓶びんなど、嗜し好こう品ひんの類が積み重ねられている。海かい賊ぞくは一度やったらやめられないという意味がよくわかった。ここは宝の山だ。

　アキは次にすべき行動を考えた。

　ここにもいないとなると、タカは泳ぎ飛ばした四面に捕らえられている可能性が高い。

　問題はどうやって四面に移動し、タカを救出して一面まで逃げるかだ。三面だけで十人以上いた海賊たちは、四面にも同数以上はいるだろう。

　状況は絶望的だった。考えながらアキの顔は、どんどん下へと向いていく。

　ふと、階下の床にこぼれた油がやけに輝いて見えることに気づいた。

　建物の中なのになぜ──と天井を見上げると、屋根板の一部に隙すき間まが空いており、そこから光が差し込んでいる。

　手を添えてゆっくり押し上げてみると、屋根板がギイと音を立て外側に開き、建物の上に出られるようになった。

　おそらく傷いたんだ食べ物などを、ここから直接海に投げ捨てていたのだろう。当たり前だが、シーロバーのモラルに「殺すなかれ」や「汚けがすなかれ」のシーマンシップはない。

　アキは酒瓶のケースを足場にし、開いた板扉から顔を出した。

　するとすぐ目の前、四面目の筏いかだの端はしに、この五面の食料庫と同じ二階建ての建物があった。下から見た時は今いる食料庫の陰にあって見えなかった建物だ。

　向かいの建物は貧相なトタンや腐れ木ではなく、きちんと製材された白木のスノコや高価なＳＵＳ板が壁かべに打ち付けられている。いかにもボスの居住に相応ふさわしい成金趣味だ。

「あっちにはいなかった！　食料庫も探せ！」

　眼下で蠢うごめく影の捜そう索さく範はん囲いが、徐々にこの五面へと近づいている。

　アキは海を見た。小さな波同士がぶつかり合って筏の端で飛沫しぶきを上げている。

　続いて空を見た。南にたなびいていたうろこ雲が、いつの間にか大きな塊かたまりになって不吉に頭上に広がっている。付近にはボコリと膨ふくらむ乳ち房ぶさ雲ぐもや、尻尾しつぽの生えた尾び流りゆう雲うんもあった。雲型が著いちじるしく変化している。

　アキの脳内に、またもタカに叱しかられそうな危険なアイデアが浮かんだ。

　そのアイデアは確かに危険かもしれない。しかしゴミザメを御ぎよしたことに比べれば、大抵のことはうまくいきそうな気がする。人間よりはサメの方が怖こわい──とも言い切れないが、少なくともシーロバーはアキを丸まる飲のみにはしないだろう。

「それに、これもタカちゃんが寝物語で教えてくれたことだし」

　アキはクスッと笑って、左のポケットに手を差し入れた。

『ダァジョーブ』

　濡ぬれた船長が勇気づけてくれる。自分は一人ではないと強く思う。

　アキは屋根から首を引っ込めて小屋の二階に下り、早さつ速そく行動を開始した。

　ケースの中の酒さけ瓶びんの栓を開け、中身を全部タウエル布にぶちまける。空になった瓶の中にバタアンコウの肝かん油ゆを注ぎ、ナイフで千切ったタウエル布で瓶の口に蓋ふたをする。

　できあがった一本の瓶を抱え、アキは再び小屋の上に出た。

　匍ほ匐ふくで屋根を移動しながら、筏いかだの上のシーロバーの様子をうかがう。

　数人が四面からこの五面へと侵入者の捜そう索さくに来ていた。男たちの掲かかげた松たい明まつの炎が、闇やみにぽつぽつ浮かんだり消えたりしている。

　アキは急いで手頃な目標物を見定めると、バックパックからタカ愛用のフリントボールを取り出した。腐れ木の屋根を引っ搔かくようにこすりつける。蠟ろう玉だまの表面に炎が揺らぎ、アルコールを吸ったタウエル布にボッと勢い良く火がついた。

　──タカちゃん信じるよ！

　手にした燃える酒瓶を、アキは目標のバラック小屋めがけて思い切り投げ込んだ。

　パリンとガラスが弾はじける音がして、食料庫と思おぼしき建物が炎に包まれる。タカが寝物語で教えてくれた『カエンビン』は噓うそではなかった。自分も本当に海の底を歩けるのかもしれない。

「おい！　燃えてるぞ！　食料庫が火事だ！」

　アキを探していた海かい賊ぞくたちが、五面の火事に気がついた。

　その隙すきにアキは再び小屋の中二階に戻り、ケースの中の酒瓶やアンコウ肝油を一階の床へ投げつけた。

　階下で割れたガラス瓶の中から、虹にじ色いろに輝く液体が溢あふれ出す。

　油とアルコールの臭においを嗅かぎつけてアブラネズミたちが再び集まってきた。汚よごれた小動物は体毛を油でぐっしょり濡ぬらしながら、嬉うれしげに油ゆ膜まくの上を転がっている。

　そのままアキが景気良くパリンパリンと瓶を割っていると、ふいに一階のボロ扉が開いて一人のシーロバーが現れた。

「誰かいるのか……？　うっ、うわああ！　俺のヴォトカが！」

　食料庫の惨さん状じように、男が悲痛な叫び声を上げる。

　その声に驚いて、アブラネズミたちが一いつ斉せいに外へと逃げ出した。

　──これでうまくいくはず！　ダァジョーブ！

　アキは男に気づかれぬよう、再びそっと屋根の上に出た。

　眼下に広がる赤は見るまでもない。

　はたしてアキの狙ねらい通り、筏いかだの上には無数の炎が放射状に走っていた。

　炎の先頭では油まみれのアブラネズミが、自分を追ってくる火から遠ざかろうと必死に逃げている。ネズミが通った油の跡に次々炎が引火して、別の食料小屋へと飛び火していく。

「消せ！　バケツ持ってこい！　海水ぶっかけろ！」

「バカ野郎、回収が先だ！　塩味のタバコなんて吸えるかっ！」

　アキのいる五面の小屋がぐらぐら揺れるほど、四面からシーロバーたちが飛んできた。

　バケツリレーで必死に酒やタバコを救おうとする海かい賊ぞくたちに、屋根上の散歩者を見つける余裕は皆無だ。今なら誰にも気づかれず四面に渡れる。

　アキが階下に下りようと足元の板窓を開けると、猛もう烈れつな勢いで煙が噴ふき出してきた。

　咳せき込みながら覗のぞき見ると、既すでに食料庫内が火の海になっている。

「あれだけアブラネズミがいたんだから、火が回るのも早いよね……」

　食料庫内で焼けた木壁がドサリと落ちる音がした。もう考えている暇ひまはない。

　屋根の上、アキは目に染みる煙を払いながらゴーグルを装着した。四面の二階建てを見て距離を測る。向かいの屋根までの距離はおよそ五メートル前後。飛び移れる自信などないが、もはやそんなことは言ってられない。

　アキは屋根のギリギリまで後退し、再びポケットの中の船長を握った。

　そして『ダァジョーブ』の声が聞こえるより先に、助走をつけ──飛んだ。

「うわあああああ！」

　叫びながら空中を走る。向かいの板屋根が近づく。

　精一杯に手を伸ばす。タカの手を再び握るために。

　だが、アキが伸ばした手のひらは、寸前で屋根の縁ふちに届かなかった。

　──落ちる。

　重力が体を引きずる。下は海だ。死ぬことはない。それでもアキはゴーグルの中で目を閉じた。恐怖が睡すい魔まのようにして、アキのまぶたを引き下げた。その時──。

『ディン』

　頭の中にキー船長の鳴き声が響いた。同時に体が勝手に動き出す。頭から海へ落ちながら、アキはスピアガンを板屋根に向けて射出した。

　海面に叩たたきつけられる寸前で、軽い体はぴたりと止まっていた。

「……キーちゃん、ありがと」

　スピアの射出音を愛していたオウムガエル。アキはテグスラインにぶら下がって揺れながら、キー船長の肩骨をポケットの上から片手でなぞる。

　アキの血肉となった船長が体を動かしてくれたのだと、嬉うれしい涙がこぼれそうになる。

　しかし今は悠ゆう長ちように思い出に浸ひたっている場合ではない。

　柔らかい腐くされ木ぎのそれとは異なり、硬い木壁に打ち込んだスピアは深く刺さらない。頭上でミシミシと木目が悲鳴を上げている。

　アキは慌あわてて四つ足で壁の側面を駆かけ上った。

　なんとか屋根に取り付いて、スピアを回収しながらぜいぜいと筏いかだを見下ろす。

　狙ねらい通りにアブラネズミは逃げ回り、この四面にもところどころ火が移っていた。

　筏のあちこちに混乱が広がっている。元よりあるのか怪あやしいが、シーロバーの統率は完全に失われていた。今なら混乱に乗じてタカを救い出せる。

　アキは屋根の縁ふちをしっかりとつかみ、首だけ出して真下の窓枠を覗のぞき込んだ。

　わずかな月明かりと炎が照らす室内が、ゴーグル越しに薄暗く見える。

　中央で猿さる轡ぐつわを嚙かまされて座り込んでいた少女と、上下逆さまで目が合った。

「タカちゃん！」

「アヒ……！」

　月夜に輝く金色の髪かみ。今も美しい囚とらわれの女神は、瞳を滲にじませ小さく震えた。

　アキもゴーグルを外して涙をこすり、くるりと回って窓枠から侵入する。

　湿った縄なわをかまされていたタカの戒いましめを、一本一本シーナイフで切断していく。

　猿轡から解放されたタカは、開口一番アキを叱しかった。

「あんたなんできちゃったのよ！　なんのためにあたしがあんたを助けたと思ってんのよ！」

「だって……」

「あんたどんだけ少年よ……バカ」

　闇やみの中、確かな匂においとともに抱き合った。

　その体温を、声を、感情を。相手の存在のすべてを取り込もうとせんばかりに、二人の腕はきつく互いを引き寄せる。

「もう逢あえないと思ったわ」

「うん……」

　幾いく筋すじもの涙が少女たちの頰ほおで、首筋で、月と炎を反射している。

　アキはしばらくの間、無言で再会を確かめていた。こんな時でも下着姿のタカを見てもにょもにょと顔を赤らめつつ──。

　その時、屋外でシーロバーの大声が上がり、アキは我に返って顔を上げた。

「タカちゃん走れる？」

　白い手足についた縄の痕あとを見て、その体を気遣う。

「大丈夫だけど、あんたほどは無理よ。きちんとエスコートしてちょうだい」

　タカが居丈高に言った時、ギシギシと軋きしむハシゴの音が薄暗い部屋の隅すみから聞こえた。

　室内の闇の中に、青白い月がぼんやりと浮かんでいる。

「お嬢ちゃん、お楽しみは後だ！　火事になりやがった──」

　月のように見えたのは、つるりと輝く禿はげ頭あたまだった。

《ミゾーシ》のフロントマンにそっくりな禿頭に眼帯の老人が、その片方だけに残された鋭い眼でアキを見み据すえて問いかけた。

「……てめぇは何者だ？」

　アキはとっさに飛んだ。

「侵入者だ！　野郎ども、であ──」

　叫ぶ老人の月つき頭あたまを、スピアガンの銃じゆう床しようで思い切りひっ叩ぱたく。

　叩たたく、叩く、叩く。手加減する気は毛頭ない。

　しかしシーロバーのボスはさっぱりした頭と違い、しつこく階下から顔を出してくる。

「タカちゃんごめん！」

　これでは埒らちが明かないと、アキは逃走するためにタカを抱えてぶん投げた。

　二階の窓から。

　そのまますぐにアキも飛ぶ。腐れ木に伏せたタカを起こすと、鼻から一筋血が垂れていた。

「……あんた、タダじゃおかないからね」

「うん！　行くよタカちゃん！」

　それでも美しい女神の手を取り、アキは巨大筏いかだの上を走る。

　火事の方に引きつけられていたシーロバーたちが、ボスの雄お叫たけびで一いつ斉せいに集合する。

　アキはタカとともに筏の上を走りつつ、食料庫から拝借したアンコウ肝油の瓶びんを足元に叩きつけた。

「うおっ！　なんだこりゃ！」

　追っ手の男たちが油に足を取られ、次々に尻しりをついてへたりこむ。

　すぐに炎が引火して、油まみれのシーロバーたちに襲いかかる。

「おい、おまえ尻が燃えてるぞ！」

「なんだって！　おい、おまえもだ！」

「海に飛び込め！　いやどけ、まず俺だ！」

　泣き叫ぶ海賊たちが、押し合いへし合い我先にと、闇やみの海へと飛び込んでいく。

　ドボン、ドボンと続く落水の音は五回を数えた。

　いくらか追っ手の数を減らし、二人の少女は炎が走る四面のバラックの間を駆かけ抜ける。

　アキは三面に飛び移り、振り返ってタカを呼んだ。

「タカちゃん飛んで！」

　躊ちゆう躇ちよしていたタカがアキの元へ飛ぶ。意外というか、想像通りというか、運動神経のない女神が海に着水する寸前、アキはその腕を引き上げた。

　引き続き、二人で三面を逃走する。アキたちのゴール──一面に舫もやったゴムボートまであと二面。

「アキ、待って！」

　隣となりで走るタカが肩で大きく喘あえいでいた。タカはアキほど速くは走れない。しかしタカに合わせていてはすぐにも海かい賊ぞくたちに追いつかれてしまう。

　アキは走りながら振り返った。アンコウ肝かん油ゆを避よけたシーロバーたちが四面から飛び移って来るのが見える。

「タカちゃん、もうちょっとだから！」

　言って先程と同じく二面に飛び移る。続いて飛んできたタカの腕をつかんで拾い上げると、その手にナイフを握らせてアキ自身は再び三面にとって返す。

「タカちゃん、筏いかだ同士をつないでるロープを切って！」

　指示しながらアキはバラックの陰に身を潜ひそめ、スピアガンを少し離れた向かいの小屋めがけて打ち込んだ。

「おい！　あの女、筏の綱つなを切りやがった！　飛べ！」

　追っ手のシーロバーたちが三面で叫ぶ。

　ゆっくりと流れていく二面筏のタカが、海賊に向けて舌を出し中指を立てている。

「待ちやがれこのアマ！」「海賊ナメんな！」「なんぼのもんじゃーい！」

　気合とともに二面に飛び移ろうとしたシーロバーたち。

　しかしその勇ましい軍勢は、小屋の陰でアキが張っていたテグスラインに足を取られた。

「なんじゃこりゃあ！」

　つんのめったシーロバーたちが、次々に頭から海へ落ちていく。

「ちくしょう待ちやがれ！　んがっ！」

　海面で罵ののしる海賊たちの頭を踏みつけながら、アキは二面へ飛び移る。

　先行くタカに追いつくと、頭の横でパチンと手を合わせた。

「アキ、あんた最高よ！　このヘンタイ！」

　その笑顔を見て、ずっと張り詰めていた緊張が和やわらいだ。

　二面より向こうの筏は切り離したから、追っ手はすぐには現れないだろう。

　あとは一面に舫もやっておいたゴムボートまで戻るだけだ。

「タカちゃん飛んで！」

　これで最後──一面に飛び移ったアキが振り返り、タカを呼んだ時だった。

「アキ！」

　二面で叫さけぶタカの姿が、一いつ瞬しゆんでアキの視界から消えた。
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　衝しよう撃げきは頭と肩、そして頰ほおにあった。

　なんとか起き上がったアキが一面筏いかだの中央を振り返ると、そこに巨大な影があった。

「たいしたもんだなお嬢ちゃん」

　昼にアウトリガーカヌーを率いていた、リーダー格の巨漢。一いち撃げきでアキを這はいつくばらせる「力」を持った男──エッコゥが、闇やみの中でアキを笑っていた。

「まだまだ乳ちち臭くさいガキだと思ったが、将来はいい女になりそうだ。それこそママというよりボスかもな」

　男がゆっくりとアキに近づいてくる。

「お嬢ちゃんがゴムボートでここに渡ってきた時、俺はその真後ろでカヌーに乗ってたんだ。ちょうど一人捨ててきた帰りさ。お嬢ちゃんを見て俺は喜んだ。『今夜は二人捨てられる』ってな。だが、お嬢ちゃんは見る間に見張りのザコどもをのしちまった。こりゃ本物だ。そこで俺は一こ面こで隠れて待つことにしたんだよ。一味半壊の危機に颯さつ爽そうと現れるヒーローってわけだ」

　笑う男の手のひらが、ブンと風を切った。

　アキの体は再び吹き飛び、穴の空いたマルキ船の残ざん骸がいに激げき突とつする。

「安心しな。殺しゃしない。お嬢ちゃんのおかげで俺はボスになれるかもしれないからな」

　二度頰ほおを叩たたかれただけで、体がバラバラになったような痛みと衝しよう撃げきだった。

　口の中に鉄の味がする。顎あごにも温かく血の伝う感覚がある。

「女に生まれてよかったな。力がない者は守られる。まあ……羨うらやましいとは思わないがな」

　再び頰を叩かれ体が飛んだ。

「っぐ……ぁ……」

　息ができない。耳が聞こえない。

　痛みよりも、恐怖で体が動かない。他のシーロバーたちとまったく異なるエッコゥの悪意そのものに、アキの神経の伝達が搦からめ捕とられている。

　アキは今、かつてと同じ絶望を感じていた。一家三人シーロバーに捕らえられた時と同じ、悪意に対する、男に対する、絶対的な恐怖がアキの体を人形にしていた。

　再び頰に衝撃。

　だが、今度は胸ぐらをつかまれて吹き飛ぶこともできない。殴おう打だがアキの頰を往復する。

「怖いか？」

　怖いです。

　衝撃。

「痛いか？」

　痛いです。

　衝撃。

　アキの目から大粒の涙がこぼれる。それを見てエッコゥの顔が嗜し虐ぎやく的てきに歪ゆがむ。

　心が、「タスケテ」と叫さけぶ。

「ボスになれるってのは見込み違いだったようだな。女は男の言うこと聞いておとなしくしてりゃあいい。わからなきゃ今体で覚えろ」

　また頰ほおを打たれる。パンパンと続けざまに。

　怖こわい。

　怖い、怖い、怖い──。

　殴なぐられる度に鼻から血が吹き出すのがわかる。

　許しを請こうように、自分が泣きながら笑っているのがわかる。

　──助けて！

　アキが「子供」に戻って心で叫さけんだ瞬しゆん間かん、にやけたエッコゥの顔が醜く歪ゆがんだ。

　アキのタンクトップをつかんだ手を離し、巨体がゆっくりと後ろを振り返る。

　仰あお向むけで腐れ木にへたりこんだアキは、エッコゥの背中越しにびしょ濡ぬれのタカを見た。

　二面の筏いかだに取り残されたタカは、きっと一面までは飛び移れなかったのだろう。それでもどうにか不得手な泳ぎで海を渡り、アキを助けに来てくれた。

　エッコゥの背中に、ナイフを突き立てて──。

「汚きたない手でアキに触んじゃないわよ！」

　──また、守られた。こんなに怖い男の人相手に、タカちゃんはまた立ち向かった。

「いてぇなおい。殺しゃしないと言ったが場合によるぞ」

「いった！　何すんのよ！」

　エッコゥの手がタカの髪かみの毛をつかむ。

「あ？　俺はボスみたいに甘くねぇんだ。ついでに言うと俺は大好きなんだよ。弱い女をいたぶって殺すのが。死んだ後にはサメに食わせるのがな。おっと、ボスには内緒だぞ？」

　その瞬間、恐怖で埋うめ尽つくされていたアキの心に火が灯ともった。

　体が自然に跳ね起きる。エッコゥの背に飛びついて、刺ささったままのシーナイフを引き抜く。

　いったん後ろに飛んで距離を取ると、広い背中にスピアガンを向けながら、アキはちらりと空を見た。頭上に広がっていた不吉な雲たちが、一つの巨大な積乱雲に変化している。

「お嬢ちゃん。距離を取れば勝てると思ったか？　女ってのは本当にバカだな」

　タカの髪をつかんだ手を離し、エッコゥがアキに向き直った。膨ふくれたクロナマコのように分厚い手が、腰に括くくりつけていた何かを握って水平に構える。

「これは『ボウガン』って言うんだが、知らないだろうな。こういう風に使う」

　エッコゥが構えたボウガンに指をかけると、ビンという音とともに、アキの目の横を風が切りつけた。同時に背後でガンと金属を穿うがつような音。濡れた黒髪がハラリと数本風に散る。

　振り返ると、バラックのトタン扉に小さな穴が空いていた。それを見た上で再びエッコゥに向き直る。しかしアキの目はもう男を見ていない。

「矢が見えなかっただろ？　お嬢ちゃんのスピアガンみたいな重い銛もりを飛ばすのとは違う。こいつは人を殺すための道具だ。こいつには誰も勝てない。普通の男なら一発で──」

「……来る」

　エッコゥの言葉が終わらないうちに、アキは確信を得て海へと飛び込んだ。

「……バカが。出てきたところを額ひたいに一発だ」

　背中にエッコゥの声を聞きながら、ゴーグルを下ろす。

　真っ暗な海の中を、海面に浮かぶノクチルカたちが青く月のように照らしている。その光に導かれて筏いかだの下に潜もぐり込み、アキは浮上して肺はいに空気を取り込んだ。

　腐れ木の隙すき間まから、エッコゥの怒鳴り声が聞こえてくる。

「おいガキ！　さっさと出てこねぇと、こっちのねえちゃんから撃うっちまうぞ！」

「アキ、逃げて！」

　真上にいるタカに返事をしたかった。もう逃げないからと。今すぐ助けるからと。

　しかし今は声を殺してタイミングを計る。筏の下で慎重に狙ねらいを定める。

　そして──腐れ木の隙間にエッコゥのブーツが見えた瞬間、アキはその靴くつ底ぞこに思い切りシーナイフを突つき立てた。

「このガキ！」

　男の怒声が頭上の腐れ木から漏もれ聞こえる。

　ナイフが骨の間を貫かん通つうした手応えがあった。アキは再び潜って筏の外に泳ぐ。

　水面に顔を出す。空を見た。予想よりも早い。

「タカちゃん海に飛び込んで！　早く！」

　エッコゥは筏に片かた膝ひざをつき、串くし刺ざしにされた足を引き抜こうとしていた。

　が、海上のアキを見つけると、すぐにボウガンを片手で構えて頭に狙いをつける。

　海に飛び込もうとしていたタカが、くるりと向きを変えてエッコゥの方へ走った。

「あたしのアキをいじめんじゃないわよっ！」

　エッコゥの膝を踏み台にして飛び上がったタカ。

　その膝が、屈くつ強きような男の顎あごにガツンと一撃を見舞った。

「っのアマっ！」

　エッコゥが取り落としたボウガンを拾い、タカをめがけて放つ。

　が、その矢は肩をかすめただけで当たらなかった。エッコゥが悪態をつきながら二の矢をつがえる。

「タカちゃん潜って！　できるだけ長く！」

　アキは飛んできたタカの手を取り、ともにノクチルカの青の下へ潜る。

「さっきも言ったろうが。浮いてきたところを額に一発だ！」

　その時だった。

　突然空から、ドンという音が落ちてきた。最初に一つ大きく聞こえた音が、反響するように天で連続して轟とどろき始める。

　怒鳴ったエッコゥの顔が一いつ瞬しゆんで青ざめる。

「バカな！　このタイミングだと！　クソっ──っぐぁあッ！」

　エッコゥの断だん末まつ魔まの叫びは、海中の二人には聞こえていなかった。







　一分後。

　アキたちが海面に浮上すると、筏いかだの上でエッコゥが白く凍こおりついていた。

「白いサイクロン……これが、コキュートスの、正体ね。神話では、氷の河……って意味よ」

　タカが喘あえいで空気を求めながら眺ながめる空に、巨大な雲の塊かたまりがあった。

　おそらくシーロバーたちは、ダウンバースト現象の頻ひん発ぱつするこの海域、《コキュートス》を利用して、アジトを目立たないようにしていたのだろう。代わりに自分たちを被ひ害がいから守るため、夜には歩ほ哨しようを立てて天候を監視して。

　そんな予想を含んだ解説をタカがしてくれる。

　かつてパラス号に吹きつけた白い嵐。

　アキが遭遇したあのダウンバースト現象を引き起こしたのと同型の積乱雲が、この海域には多数散在していた。チャート売りの老人のスターソングにも、それを示し唆さする節があった。

　空を見上げる度たびに目に入る雲を見て、アキは冷気が吹き荒れるタイミングをずっと計っていた。たくさん生きることにはきちんと意味があった。

「にしても人間が凍りつくなんて、ビフォアの現象よりもだいぶ愉快なことになってるわね。ほんと時代の過渡期はドラマチックだわ」

　氷の粒に覆おおわれたエッコゥを見ながら、タカが筏へ向かって泳いでいく。

　アキも海中から空を見上げ、両親とキー船長に感謝した。

　筏に上陸した二人は、ゴムボートに乗り込んでパラスアテナに戻る。

　船上から見下ろすと、あちこちで起こったダウンバースト現象のおかげでＬ字筏の火事はほとんど鎮ちん火かしていた。海かい賊ぞくたちの宝は燃えてしまったが、人とネズミに被害はなさそうだ。二面筏の下で縛しばられていた二人も、今は救助を求めて海上で喚わめいている。

　アキがほっと胸を撫なで下ろしたその瞬間、視界の端はしに信じられないものが映った。

　白い嵐が霧きりを吹き飛ばし、筏に上がる前のアキに見えなかったものを見せていた。

「船外機が、ついてる……！」

　アフターで最も貴重な液体、『ガソリン』。それを使って高速で航行するモターボートが、遠く五面目の港みなと筏いかだに舫もやわれているのをアキは見つけてしまった。

　風を受ける前にあんなものを動かされたら、パラスアテナは一瞬で追いつかれてしまう──。

「走れ！　パラスアテナ！」

　アキがセールを揚あげて祈るように叫ぶ。

　だが、白い嵐が吹いた後、風は急速に弱まっていた。

　パラスアテナは弱々しい風を受け、じれったい動きでその角度をゆっくりと変える。

　青く輝く海上に、アウトリガーカヌーに乗ったシーロバーたちが集つどい始めていた。幾いく人にんかはモターボートを動かそうと、切り離された二面と三面の間をやけくそになって泳いでいる。

「走れ！　風を！」

　アキは星に向かって大声で祈りを叫ぶ。

「くたばんなさい！」

　タカがバレットアンカーで海かい賊ぞくたちのカヌーを狙ねらい始めた。奇き跡せき的に命中したアンカーが、シーロバーたちの乗ったカヌーを中央で真っ二つに砕くだく。

　五面のモターボートに数人のシーロバーが取り付いた。

　ギリギリとウィンチハンドルを巻きながら、「アキ、早くして！」とタカが出港を催さい促そくする。

「パラスアテナ！」

　アキが涙声で願った時、風にバタつくメインセールがぴたりときれいな弧こを描いた。

　同時にブァンとエンジン音を響ひびかせて、モターボートが走り始める──。

　が、次の瞬間、ガチャンという音とともにモターボートの船体は前方につんのめっていた。

　海上に放り出されたシーロバーたちが大声で喚わめき散らしている。

「おい誰だ！　ボートにドリルアンカーなんて打ったやつは！」

「大事なボートはしっかりつないでおかないとな。気が利きくだろう？」

「なに余計なことしてやがんだ新入り！」

　遠ざかってゆく筏いかだの方から、信じられない会話がアキの耳に聞こえてきた。

　まさかとは思ったが、遠く五面の筏でガハハと笑っているのは、あのむくつけきクルーカットのセイラー、ドリル氏にほかならない。

　その隣、遠くて表情はうかがえないが、明らかにアキを睨にらんでいそうなあの目つきは、間違いなく水先人のル少年だ。

　ル少年は怒ったように北を指さし、アキたちを追い払うようにブンブン腕を回している。

「う……」

　アキがたじろぎ後ずさった時、真っ赤なセールがたっぷりためこんだ風を受け流した。

　パラスアテナが一直線に、波を切り裂さき走り出す。

　巨大なＬ字の大筏が、見る間に遠ざかっていく。

「やったわよアキ！　ざまあないわね海賊ども！」

　船尾でシーロバーを煽あおるタカを見て、アキもようやく肩の力を抜いた。

　どうしてドリル氏があんなところにいるのかはわからないが、いつか再会したら必ずお礼を言おうと思う。あの人とはいつかまた会える気がする。

　ル少年の方はよくわからないが、やっぱり礼を言うべきだろう。自分は嫌われているようだけど──そんなことを考えてアキは少し怯おびえる。

　兎とにも角にも、これですべて終わりだった。

　アキはタカを救った。今までずっとできなかったことを、アキは初めてやり遂とげた。

　いまだに海賊を煽あおるタカを見て、アキも心から笑おうとした──時だった。

　一面筏いかだで凍こおりついていたはずのエッコゥが、沖合に停泊したカヌーの上でタカにボウガンを向けているのに気づいた。

「タカちゃん！」

　とっさに庇かばうようにしてタカの体を突つき飛ばす。

　背中にズンと重い衝撃があった。体の奥がカッと熱くなった。体内から血が一いつ斉せいに逃げ出す感覚があった。

　しかし背中に刺ささる痛みより、喜びがアキの中には満ちていた。

　──タカちゃんを、守れた。

　薄く口元で微笑ほほえみながら、アキはパラスアテナのデッキに崩くずれ落ちた。




　そして、何も見えなくなった──。
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「アキ……！　アキ！　ちょっとあんたしっかりしなさいよ！」

　夜よ霧ぎりの晴れた水面を、パラスアテナは全速力で走っていた。

　ノクチルカで輝く海を割りながら、彼女はまっすぐ北へ進んでいた。

　加速する船の船尾では、青ざめた表情のタカが腕の中にアキを抱いていた。

　少女の背中に深々と突き立つボウガンの矢を見て、タカは高速で記憶を検けん索さくする。

　この矢を抜いてしまえばアキは更に出血して失血死のおそれがあるはずだ。こういう時に矢を抜いてはいけないのだと、かつてあの男──本名で呼ばれるのを嫌い、自分を「フレン」と呼ばせたアテナ号の元船長──に教わったことがある。

　だがアキは重じゆう症しようだ。決して放置できるような状態ではない。ドクターのいるトカイにでも行って治ち療りようを受けない限り、アキのケガを治すのは自分しかいない。

「やるわよ……やってやるわよ！」

　タカは即そく座ざに覚悟を決めて、アキを治療する準備を始めた。

　自分を庇った少女をうつ伏せに寝かせ、背中に刺さった矢に両手を添える。

　しかしどれだけ力を込めて引いてみても、ボウガンの矢はまるで体の一部になったかのようにびくともしない。無理に引けば途中で折れてしまいそうな不安がある。

　及び腰ではびくともしない。自や棄けになれば取り返しがつかない──。

　タカは悄しよう然ぜんとしてうつむいた。

　助けると言ったそばから何もできない自分の無力に打ちひしがれる。力がないというのは残ざん酷こくなことだと思った。守る力を持たないのに、自分はただアキに守られていた。守られる資格がないのに、守られてしまった。

　──あたしは、やっぱりアキと出会うべきじゃなかった。

　うつ伏せになったアキの横顔に、ぽたぽたと贖しよく罪ざいの涙が降り注ぐ。

「アキ……ごめんね。あたし何もできない……あんたに何もしてやれない。あんたが死ぬ時あたしも一緒に死ぬから勘かん弁べんしてね」

　謝罪しながらそっとアキの胸元に手を差し入れた。手のひらに返ってくる鼓動はひどく頼りない。しかし無力な自分にはどうしてやることもできない。

　タカの涙がアキの頰ほおを伝い、デッキに広がる赤い血を薄めていく。

『タカちゃんは海みたいな人』

　唐とう突とつに頭の中にアキの声が響ひびいた。

　風に流れる血の匂においの中に、あの日のアキがいた。

『何度も殺されかけたけど、ボクは……大好きだよ』

　あの時アキは、ベッドの中で真っ赤になってそんなことを言った。

　殺そうとした覚えはなかったが、アキは自分と一緒にいることでそんな覚悟を決めていたのかもしれない。タカを命がけで守ろうと決めてくれたのかもしれない。

　だったら、自分もそうしなければならないと思う。アキとともにいようとするなら、対等に命を懸かけなければならない。

　タカは血で汚よごれたアキの横顔を診みた。

　色の濃い肌が白くなってきたような気がする。額ひたいに汗が浮かんでいた。唇にも色がない。

　白んだアキの頰を優しく撫なで、その耳に静かに口をつける。

「アキ、あんたはあたしが守るわ」

　言って心の中で言葉を足す。

　──守らなきゃ、いけないのよ。

　今までタカにとって大事なものはそれほど多くなかった。母と祖母。ついでにそこに深い愛情はなかったけれど、自分を海へと連れ出してくれたフレンも気のいい男だった。

「これ以上あたしから大事なものを奪うばうなら、相手が神でも許さない。あたしは戦いの神アテナ。戦って、アキを守るわ」

　タカは片腕で涙を拭ぬぐい、もう一度ボウガンの矢に手を添えた。

　アキの背中に跨またがって、華きや奢しやな両腕を膝ひざで押さえつける。

　力を込める。それがどういう結果になろうとも、もう待つだけの身は嫌いやだった。

「あんたにまで置いていかれるくらいなら、こんな世界に未練はないわ！」

　ぐちゅ、と手の下で肉の動く音がした。更に力を込める。矢の返しがアキの体をえぐって傷つける感覚がある。

「傷物にした責任は取るわよ！」

　思い切り、背を反らせた。力を込めた腹筋に痛みが走る。

　震ふるえる腕が、ぐんと持ち上がった。矢が抜ける。アキの背中から迸ほとばしる鮮血が、真っ白なタカの顔を温かく濡ぬらす。

　すぐさま矢を放り捨て、アキのタンクトップをハサミで切り裂いた。

　下着が、外れている。

　タカがリメイクした白いブラのホックが千切れ、周囲が赤く染まっていた。位置的に見て矢の貫かん通つうを抑えたようだ。

「言ったでしょ。ブラは弱点を守る防具だって」

　アキに言い聞かせるようにつぶやきながら、一本だけとっておいたビフォアの真水ペットボトルで傷口の表面を洗浄する。

　アキの背中に開いた穴から、ごぼ、ごぼ、と沸ふつ騰とうした鍋なべのように血がふきこぼれた。傷口が心臓に近いため、出血が鼓こ動どうと同期している。失血の量も多い。急がなければ。

「がんばって、アキ！」

　タカは患かん部ぶに清せい潔けつなタウエル布をあてがい、出血を抑え込んだ。体重を乗せて傷口を圧迫する。手近なものをかき集め、うつ伏せのアキの胸の下に敷しく。

　次第に血の勢いが弱まると、今度はゼリー状にしたイシャイラズを傷口に塗ぬりたくった。

　ビフォアで『アロエ』とも呼ばれていたこの植物は、時を経へて塩性化して葉幅が広くなっている。高価だが食料にもなるため、規模の大きいフロートではそれなりに流通している。

　塗ったイシャイラズの上からはアイスプラントの葉を数枚貼はりつけた。その上にタウエル布とストッキングをぐるぐる巻きつけきつく縛しばる。

　何かの折にフレンが言った止血の方法は、これですべてのはずだ。

　タカは失血が致死量を超えないように祈りつつ、アキの体を抱え起こした。細い首筋に血まみれの手を当てる。脈拍は弱い。呼吸の頻ひん度ども早く、浅い。

　アキの腕の間に頭を差し入れ、ゆっくりと立ち上がらせてその体を背負う。

　自分を守ってくれた王子様はあまりに軽く、タカの目からまたボロボロと涙がこぼれた。







　あれからどれくらいの時間が過ぎたのか、タカにはわからない。

　とっくに朝は来ているはずだが、ベッドルームは夜同様に暗いままだった。

　タカは一いつ睡すいもせずに看病していたが、アキはまだ目を覚ます気配がない。

　パラスアテナはかなりの速度で帆はん走そうしているが、タカには止め方がわからない。現在船がいる位置も、治ち療りようできるドクターのいそうな場所も、タカは知らない。

　だから、タカは自分にできることをする。

　アキの傷口にイシャイラズを再さい塗と布ふする。新鮮なアイスプラントの葉で傷口を覆おおってやる。熱を持った額ひたいにもイシャイラズの葉を貼はりつけた。

　アキの口元に耳を近づけると、呼吸が弱まっているのがわかる。

　たまらなく歯がゆいが、あとはベッドの脇わきでアキが目覚めるのをじっと待つしかない。自分にできるのはそれだけだと、タカはわかっていた。

「あんたはすごい子よね」

　アキの黒髪を撫なでながら思う。ゴミザメを御して停滞海域から脱出したことも。ツナヒキザメからのヒゲの調達も。あんな大男と戦ってシーロバーから自分を救い出してくれたことも。

　自分はもちろん、どんな屈強な海の男でも、決してマネのできることではない。

「早く起きなさいよアキ。じゃないとあんたとの思い出の過半数がサメよ」

　アキはタカに世界を見せてくれようとしていた。船を動かし魚を捕って、自分にできないことをいとも簡単にやってのけた。

　ゴミザメに船を曳ひかせるとアキが言い張った時、タカは年長者らしくその蛮ばん勇ゆうを引き止めることができなかった。言葉では否定してみせたが、本音を言えばタカ自身がそのアイデアにワクワクしていた。アキはいつもそうしてタカに夢を与えてくれる。

　──あたしは、アキに何をしてあげた？

　服を縫ぬったり食事を作ったりは、アフターの女なら誰でもできる。旅の路銀の補給物資も、結局はアキがメッセンジャー仕事で稼いだ。

　タカはアキの邪魔をしていただけだ。タカはアキに何もしてやれなかった。

「たぶん、これからもずっとそうね……」

　アキと二人で世界を冒険するなんておこがましいと思った。自分は連れて行ってもらうだけだ。その旅はきっと楽しいけれど、いつか辛つらさを感じるだろう。

「う……」

　ふいにアキが苦しそうな表情を見せた。額の汗を拭ぬぐってやり、耳元で大丈夫よと囁ささやく。

「タ……カ……ちゃん……」

　アキの目が、弱々しく開いた。

「アキ！　……ダメよ。まだ喋しやべっちゃダメ。たいしたケガじゃないから今はおとなしく寝てなさい」

　すぐにでも抱きしめてやりたかったが、タカはぐっとこらえてアキの手を握りしめる。

　薄く目を開けたアキの横顔が、笑っているように見えた。

「あんたは何も心配しなくていいわ」

　タカは優しく見える微笑ほほえみを作りながら、額ひたいに貼はりついたアキの前髪を払ってやる。

　毛先が少し不ふ揃ぞろいだった。この子は髪の毛が伸びるのが早い。あたしのせいかしらと、タカの口から薄く笑いが漏もれる。

「ボク……タカちゃんを守れた、かな？」

「守れたわよ。あんたはあたしの王子様。ケガが癒いえたら結婚するわよ」

「なにそれ……」

「女の子はロマンティックが好きなのよ」

　アキの顔が力なく笑い、また目が閉じられる。

　その余りにもか弱い笑顔が、タカの視界で滲にじんで揺れる。

「タカ……ちゃん……」

　アキの目が再び細く開いた。弾はずみそうになる声を抑え、タカは冷静に尋たずねる。

「何？　お水飲む？」

「ボク……最後にタカちゃんと会えて、よかった」

「最後って何よ。不吉なこと言うんじゃないわよ」

　色素の濃い肌でも、アキに血の気がないのがよくわかる。

　だから、タカは笑う。

　アキに笑顔を見せてやる。

「タカちゃんと、旅してみたかったな……トカイや世界を……」

「だったらまずは元気になんなさい」

　タカは微笑む。自分にできることはそれしかないから、笑う。

「もっと、早く会いたかった……」

「これから嫌いやというほど一緒にいるわよ」

　アキの呼吸が更に弱々しく、一度の息遣いが大きくなる。

　タカは笑う。血が滲むほど拳こぶしを握り、口元に優しく笑みを浮かべる。目から溢あふれる涙をこぼさぬように、何もできない自分を責めながら、笑う。

「タカちゃん、お願いが……あるん、だ、けど……」

「何？　今日は何でもしてあげるわよ」

　アキの手を両手で強く握りしめ、タカは精一杯の笑顔を作った。

　アキに何かをしてあげたいから、付け焼き刃の姉として振る舞った。なのに──。




「ボクの名前、もらってくれない……かな？」




　とうとう、笑うことさえできなくなった。

　アキの手を強く握ったまま、タカの体は震えていた。

　強がらなければと思っても、涙が勝手に溢あふれ出した。

「だめ、かな……？」

「それ以上言ったらっ！　ケガ人でもぶっ飛ばすわよ！」

　タカがアテナであるならば、アキはパラスになってしまう。パラスはアテナに殺される。そんな不吉な運命はごめんだと、あの日断った名分けの慣習。

　憧あこがれていたロマンティックなエピソードが、今はただただ忌いま々いましい。

「『アキタカ』なんて男みたいな名前、あたしは絶対嫌いやよ！　これからずっと一緒にいるんだから、名前を分ける必要なんてないでしょ！　あたしたちは離れ離れになんてならないのよ！」

「ごめ……ん、ね。タカ、ちゃん……ボクの分まで、たくさん、生き──」

　握っていた小さな手が、急速に温度を失った。

「アキ！　ちょっと！」

　アキの体を横にして胸に手を当てる。

　何も、動いていない。

「アキ！　あんたこんなところで勝手に死ぬなんて許さないわよ！　あたしは船を動かせないんだからね！　あんたがいないとあたしも死んじゃうのよ！」

　すがりついて叫さけぶ。何かの間違いだと体を揺らす。返事はない。

　──違う！

　冷静になれ。間違っているのは自分だ。今アキを救えるのは自分しかいない。

　タカはアキの体を仰あお向むけにし、右手の上に左手を添えて胸の中心を圧あつ迫ぱくした。

「起きなさいよ！　起きてよアキ！　あたしを守ってくれるんでしょ！」

　初めてタカの作った料理を食べた日の、悔しそうな泣き顔。

　二人で停滞海域を脱出した時の、満面の笑顔。

　スカートをめくった瞬しゆん間かんの、真っ赤になって怒った顔。

　ケンカして仲直りした夕暮れの、心から嬉うれしそうな顔。

　押し寄せてくるアキの思い出を振り払い、タカはあの男──フレンに教わった心しん肺ぱい蘇そ生せいの記憶を脳から引きずり出す。

「ほらアキ！　起きないとおっぱい揉もんじゃうわよ！　お尻しりも触っちゃうわよ！」

　力を込めて胸を垂直に強く押す。流れ落ちる涙と鼻水が、アキの顔中をびしゃびしゃと濡ぬらす。アキの背中の傷口が開き、シーツが赤く染まっていく。

　しかし、アキは動かない。

　タカはアキの顎あごを軽く上げさせた。褐かつ色しよくの鼻をつまんで塞ふさぐ。思い切り息を吸い、アキの口から肺へと空気を送り込む。横目でアキの胸が膨ふくらんでいくのを確認する。

　いったん唇を離して換気させ、再びアキへと空気を送り込む。

「あんたがいないと寂さびしいでしょ！　人は寂しいと死ぬのよ！　あんたあたしを殺す気？」

　叫んでアキの胸骨を圧あつ迫ぱくする。一秒に二回以上のペースで早く、深く。肋ろつ骨こつが折れそうなほど、叩たたくように強く、強く。

「アキ、虫よ！　起きないとベッドが虫だらけよ！　ハナムグリよ！　マツゲムシよ！」

　出会うべきではなかった二人──その運命を否定するように、タカは美しい顔を涙でくしゃくしゃにしながら、小さな胸を絶え間なく押し続ける。

「あんたが死んでもあたしは海かい賊ぞくに復ふく讐しゆうなんてしないわよ！　一人でシキバに行って豪遊するわよ！　オフロ三回入っちゃうわよ！」

　しかしアキから反応はない。タカの涙は止まらないのにアキの呼吸は止まったままだ。

「起きてよ……起きてよアキ……。あたし、もう一人は嫌いやよ……。もう嫌よ！　あたしを一人にしないで！　あたしを置いていかないで！　ねえアキ！　ねえ……！」

　アキは満足そうに目を閉じたまま、動かない。




　タカは胸部を圧迫する手を止めて、アキの顔を自らの胸に抱いた。













　パラスアテナがセールを下ろしてオレンジ色の海に揺れている。

　彼女の船尾に一人佇たたずむタカが、遠くに立った白波を見送るように海を見ていた。

　青い瞳の周囲には、赤く腫はれ上がった慟どう哭こくの跡が広がっている。

　──結局、アキに何もしてあげられなかった。

　これまでの旅を振り返ってタカは思う。最後の最後まで自分はアキのパートナーになれなかった。今までもずっとそうだった。いつもいつも、自分が置いていかれるのは当然だった。

　アキのお気に入りだった風速計を、そっと指で弾はじく。

　回転するカエルを見つめるタカの目から、涙の雫しずくが一つ流れた。

　うつむいた顔が小さく震えている。こみ上げる何かを吐はき出すように、口が大きく開く。

「ふわぁあ～。さすがに寝不足だわ」

　金色の後ろ頭をボリボリ搔かきながら、タカは大きなあくびを一つした。

「まーったく。アキはいつまで寝てるつもりよ。無理やりキスして起こしてやろうかしら」

　あくびの大口を開けたまま、キャビンを振り返る。

「……って、それじゃあたしが王子様か。というか……アキの場合人間の呪のろいが解けてカエルになったりしそうだわ。普通にほっぺたうにうにね」

　アキを起こすことができる幸せを、タカは今存分に味わっていた。







　あの時、タカはアキを胸に抱いてひたすら嗚お咽えつを上げていた。

　行動による蘇そ生せいを諦あきらめ、神に訴えるように大きな声で祈りを叫んだ。

「アキを返して！　アキを返しなさいよ！　……アキ、帰ってきなさい！」

　命の灯ひが消えた顔をきつく抱きしめ、天に向かって命じたその時──突然胸元でアキがげほっと咳せき込んだ。

「タカちゃん、くる、しい……」

「アキっ！」

　目を見開いて、腕の中のアキを揺さぶる。

「うう……。名前、貰もらってほしかったのに……」

　それだけ伝えると、アキは少しくすぐったそうな顔をして再び目を閉じた。

　しかしその口からは、すーすーとかわいい寝息が漏もれている。ささやかな胸からはトクトクと生の鼓こ動どうが聞こえる。頰ほおにはまるで照れているようにほんのり赤みが差している。

　安心すると同時に、その生命力とその後の行動に呆あきれてしまった。

「あんた死の淵ふちから生還してきたのよ。もっと他に言うべきことあるでしょうが……」

　咎とがめるようにちょんとアキのおでこをつついてみる。閉じた目の上で、黒い眉まゆ毛げが困ったように弱々しく下がる。

「『タカちゃんありがとう！　大好き！』とか言ってみなさいよ」

　右の頰ほおをゆるくつまむ。生気の戻った表情が悲しげに歪ゆがむ。完全にいつものアキだった。

「だいたい『アキタカ』なんて女らしくない名前、あんたが死んだって名乗らないわよ」

　だんだん楽しくなってきて、左の頰もつまんでうにうにと左右に広げてみる。アキの寝息に苦しげな呻うめきが交じる。

　次は耳に息でも吹きかけようかと思い始めた時、タカの背後でキャビンの扉が開いた。

「女らしくなくて悪かったわね。あとはあたしが診みるから今は寝かせてあげなさい。あんたも外で風に当たった方がいいわ。ほらタカ、さっさとどいて」

　振り返ると、そこに「あの女」と二人の男が立っていた──。







　二度目の大あくびをしながら、タカはアキの様子を見にキャビンへ向かおうとする。

　するとすぐ目の前、ステアリングを挟はさんだコクピットの向こうに「あの女」が立っていた。

「タカ、あんたドクターの才能あるわよ。あたしにできることは何もなかったわ」

　水色のワークシャツに、白いサブリナパンツ。ウェーブのかかった金きん髪ぱつを頭の後ろで無造作に束ねた立ち姿は、妙みよう齢れいよりは女盛りに近い。

「あの女」は銀ぎん縁ぶちのメガネをくいと指で上げ、口の端はしでニヤリと笑って話を続ける。

「圧あつ迫ぱく止し血けつに心臓マッサージ。応急処置がよかったわね。失血が少なかったから、心しん肺ぱい機能が一いつ瞬しゆん停止しただけですぐに回復できた。アロエとアイスプラントも抗こう生せい物ぶ質しつ代わりになって敗はい血けつ症しようを防いだ。どれか一つでも欠けてたらアキちゃん今頃天国よ。あんたこんな知識どこで学んだの？」

「あたしは一度聞いた話は絶対忘れない。寝物語で家族を養うフッカーだからね」

　タカが質問に答えると、「あの女」は自分を責めるように小さく唇を嚙かんだ。

「……そう。体の中はさほど傷ついてなかったから、あの子全治一ヶ月ってとこね。ねえ、それよりタカ──」

　言いながら近づいてきた女が、愛おしげに肩に手を置いてくる。

　タカは感情を殺した冷たい目でその手を振り払った。

「二つ聞きたいことがあるんだけど」

　女が行き場を失った手をそのまま掲かかげ、「どうぞ」と肩をすくめてみせる。

「いつからドクターの真ま似ね事ごとをするようになったの？」

「二年前ね。あんた誤解してるでしょうけど、あの子ドクターだったのよ」

　二年前──病気の祖母と十四歳のタカを捨てて女が若い男と逃げたという事実は、タカの誤解だと言いたいのだろう。しかし今はそんなことどうでもいい。自分たちが置き去りにされた事実は変わらない。

「そう。じゃあ次の質問。いったいどの面つら下げてあたしの前に立てるわけ、ママ」

「ね、ねえタカ。一応あたしの話聞いてみない？」

　剣けん吞のんとした娘の表情に顔をひきつらせながら「あの女」──タカの母が下した手てに出る。

「殴なぐりたい」

「聞く耳持ってよタカ」

「殴りたい」

　母は観念したようにメガネを外すと、タカに向けてこわごわ頰ほおを差し出してきた。

　即そく座ざに思い切りひっ叩ぱたく。

「いった……容よう赦しやなしねあんた」

「ここで会ったが百年目。恨みつらみは億千万」

　母の顔が再びひきつるが、タカは構わず頰を打った。自分と同じ真っ白な頰に、くっきりと赤い手形がつく。

　また殴る。ずっと母を殴ってやりたいと思っていたが、いざそうしてみても全然すっきりしなかった。しかし言葉にできない感情を伝えるすべは他にない。

　だから、殴る。

　娘に頰を打たれながら、母はじっと耐たえている。目め尻じりに涙が滲にじんでいた。しかしその涙が後悔か痛みかは重要ではない。

　母がタカのために泣いたということに意味がある。

「言い訳はあとでちゃんと聞いてあげる。それに世界を旅して探す手間が省けた分、少しだけまけてあげるわ」

　だからあと十三発とタカがサディスティックな笑みを浮かべた時、キャビンの防水扉が内から勢い良く開いた。

「ドクター、アキ少年が起きたぞ！」

　扉から出てきたドリル氏を押しのけて、タカはベッドへダイブした。







　二年前──。

《シップフィールド》フロートで母と祖母と三人で暮らしていたタカは、少女というにはあまりに美しく大人びていた。気位が高く、頭の回転も早く、自分の外見的価値を鼻にかけた、ある意味では実に十四歳らしい女の子だった。おかげで友人はほとんどなく、口さがないタカが本当は心根の優しい少女だと知る者はほとんどいない。

　タカの母はフッカーの仕事で生計を立て、女手一つで娘と難病の祖母を養っていた。

　タカはそんな母を尊敬していたが、十四歳の少女がそれを素直に口に出すことはなく、男に愛想をふりまくフッカーという職を毛嫌いする言い方になった。

　そんなある日、タカたちの暮らすフロートにふらりと若いドクターが訪おとずれる。多くのフッカーたちが若いドクターをたらしこもうと、先を争って彼を褥しとねに誘った。

　そんな若いドクターの心を射止めたのは、タカの母だった。

　翌朝、二人を乗せたヨットがフロートから遠ざかっていくのを、タカは静かな怒りとともに睨にらみつけていた。

「ま、あんたにはそう見えたでしょうね」

　タカの母が赤く腫はれた頰ほおをさすりながら娘を見て言う。

　実際は、難病の祖母を介護するためのノウハウを学ぼうとして、母はほんのわずかな時間若いドクターに師事するだけのつもりだった。ドクターもそんな母に心を打たれたのだという。

「でも、あの子と世界中を回って人を助けるのは思いのほか楽しくてね。あんたとおばあちゃんには悪いと思ったけど、これがあたしの天職って気がしたわ。あ、一応言っとくけど、人に言えないような関係じゃないわよ」

　そんな風に若いドクターと母が世界の海を渡っていたある日、二人の乗った船はシーロバーに襲おそわれた。

「あの子ね、あたしを守ろうとして海に落ちたの。まだ十八歳で、これからたくさんの命を救うはずだったのよ……」

　シーロバーたちはドクターの少年を捨て置いて、母を《コキュートス》にあるアジト──つまりは娘が捕らわれたのと同じあの巨大筏いかだ──にさらっていったという。

　バラック小屋に押し込まれた母は、やがては奴ど隷れいとして売られる予定だった。

　が、なぜかいつまでたってもシーロバーたちが動かない。

　一ヶ月ほどが経過した後、母はいつも食事を差し入れにくる下したっ端ぱを問い詰めた。

「そしたら『年増は買い手がつきにくい』って言いやがったのよ！　何なの男って。見た目が十代なら実年齢三十代でも関係ないでしょ！」

　しれっと自分を十代と言ってのけたタカの母──三十五歳の言い訳はまだ続く。

「そこから『ちょっとした冒険』があって、あたしは無事に海かい賊ぞくたちの元から脱出できた。その後、半年かけて家に戻ってみたら、おばあちゃんは亡くなってるわ、あんたはいないわ。あたしは頭にきてシーロバーたちに復ふく讐しゆうしようとしたわけ。あの子──フレンの敵かたき討うちね」

「ウソ……でしょ……？」

　まさかと母を問い詰めた結果、冗じよう談だんのような事実が判明した。

　タカに初歩の医い療りようの心得を授けてくれたあのアテナ号の船長は、いつもヘラヘラと緊張感のない顔で笑っていたあの男は、母が一年師事した若いドクターと同一人物だった。

「あの子、助かってたのね……。そしてまた海に落ちたのね……。本当にアホの子だわ」

　母が呆あきれたように笑いながら二年前より小じわの増えた目元を拭ぬぐう。

　話を聞く限り、母とフレンは母子に近い関係だったようだ。

　思えば自分もそうだったとタカは思う。アキには『客をそそのかした』とうそぶいたが、偶ぐう然ぜん知り合ったフレンという青年は、単純に放っておけない「子供」だった。

　世間知らずで誰にでも優しく、厄やつ介かい事ごとに巻き込まれやすい。

　そんなどこかの誰かによく似た青年を、タカは歳こそ自分の方が下だが、世話のやける弟のように思い、文句を言いつつ面倒を見ていた。

　だから、一人になってからアキと出会うまで、本当はずっと辛つらかった。

「大丈夫よ。あの子イヌカキだけは得意だったから。きっとまたどこかで生き抜いて、色んな人を助けてるわ」

　タカもそんな気がしていた。フレンは海の神様に愛されている青年だ。必要以上に。

　母の冒険譚たんはまだ続いている。

「で、いざシーロバーのアジトに来てみたら、海かい賊ぞくどもは既すでに誰かに叩たたきのめされた後で、そこに白いサイクロンが吹いて、遠くに見えたヨットの女の子がボウガンで撃うたれて。その上よく見れば女の子を抱いているのがうちの娘で──」

　母は懸けん命めいにパラスアテナを追いかけた。しかし力不足で結局追いつくのに半日かかってしまったのだと言い、タカそっくりに軽やかに笑った。

「ママも、冒険してたのね……」

　母の話を聞けば聞くほど、見た目も中身もそっくりな親子だと思う。

「そうね。さっきも言ったけど、あんたとおばあちゃんには悪いことしたと思ってる。でも、正直楽しかったわ。ま、おばあちゃんも昔はこんな感じだったから、血なんでしょうね」

　在りし日の祖母を思い返す。タカに看病されながら、若い頃の冒険譚をよく聞かせてくれた血気盛んな老女。彼女の「タカ」という名前は母も自分も受け継いでいる。たとえ無法のアフターといえど、血だけは争えない。

　だから、タカは二つのことを決意した。

　一つは「メガネは決してかけない」とあらためて誓うこと。

　そして、もう一つは──。




　　　４




　月の海に揺ゆれるパラスアテナは、帆はん走そうせずとも退屈してはいないかもしれない。

　現在、彼女の隣となりにはよく似た姿の三十フィート級──アプロディーテ号がフェンダーを挟はさんで一艇てい舫もやわれている。更にその船尾には、古ぼけたディンギーが一艘そう波間に漂ただよっている。

「バカ！　ヘンタイ少年！」

　アキが目覚めて最初に感じたのは、タカの唇だった。

　潮風に吹かれて少し冷たいタカの温度が、ベッドに寝ていたアキの頰ほおに温かく伝わってきた。

　嬉うれしくて、恥はずかしくて──幸せだった。

　そして、幸せなことは他にもたくさんあった。

「診しん察さつしてみてすぐにわかったわ。アキちゃんたらお母さんにそっくりね。胸以外」

「お母さんに会ったことあるんですか！」

　思わずベッドから体を起こそうとして、タカに肩を押し戻される。

「誰も逃げやしないからちゃんと寝てなさい。ママ、アキのお母さんを知ってるの？」

　そうしてアキと初めて会ったばかりなのに娘そっくりに失礼なこの女性──タカの母は、娘に向けて自分の二年間を話してみせた。

「ここからはアキちゃん向けの話ね。シーロバーたちに捕まってた時、あたしは『ちょっとした冒険』をしたって言ったでしょ。今のあたしの名前はアキタカ。ヨアキにもらった名前よ」

　タカの母がシーロバーのアジトに捕らわれていた頃、牢ろう屋や代わりのバラック小屋に新しい女が一人連れられてきた。

　ヨアキという名のやたらと陽気なその女は、家族で海かい賊ぞくに捕まったのだと言う。

　その晩、互いの身の上話をしている時、ヨアキの夫であるケンゴ──実際はもっと長い名だ──が、タカの母とヨアキのいるバラック小屋に現れた。

『母ちゃん、アキは先に逃がした！』

　ケンゴは顔中をくしゃくしゃにして泣いていた。

『父ちゃん、あんたアキの前で泣いたのかい！』

『我が慢まんした！　俺はスゲェ我慢して笑って見送ったぞ！　つーか失敗だった！　こんなたくさんのシーロバー相手に勝てると思わなかった！　俺超強かった！』

　タカの母が見たケンゴの体には、あちこちに刀傷やらボウガンの矢が刺さっていたという。

『父ちゃんはできる子なのに気が弱いんだよ。おかげでアキまで気の弱い子になっちゃって』

『と、とりあえず、俺たちも逃げるぞ！　あんたも来るか？』

　ヨアキの怒りを避ひ雷らいするように、ケンゴがタカの母を見る。

『当たり前でしょ！　タカちゃん行くわよ！』

　ケンゴとヨアキに導かれ、タカと同じ名を持つタカの母も腐くされ木ぎの筏いかだを走った。

　累るい々るいと転がるシーロバーたちを跨またぎつつ、一行はまんまと三十フィート級の船を奪うばうことに成功する、が──。

「そこで例の白いサイクロンに吹かれたのよね」

　すっかり方向感覚を失った三人は、その後半年ほど海をさまよったとタカの母は言った。

「このままではダメだと思ったわ。二人ともいい人だけど、行き当たりばったりすぎるのよね。セールが破れた時にケンゴさんがゴミザメを捕まえてきて、あたしは別れる決心をしたわ」

　そう判断したタカの母は、運良く見つけたフロートで船を降りた。

　それまでにヨアキとタカの母は、まるで昔からの親友に会ったように厚く親交を深めていた。洋の東西は異なるが、ともに医い療りように携たずさわっていたことも関係するのだろう。

　だから、別れ際ぎわにタカの母が「名分け」されたのは当然といえば当然だった。

　生き別れた娘と出会ったら無事を伝えてくれとヨアキに言われ、タカの母──アキタカはそれも二つ返事で請うけ負った、ということだった。

「じゃあ、お父さんも、お母さんも、今もどこかで生きてるんだ……」

　アキの双そう眸ぼうから流れる涙を、タカが優しく拭ぬぐってくれる。

「アキのお父さんたちは、最近スタナビがあてにならないことを知らなかったんでしょうね」

　タカの言う通りかもしれない。

　今しがたアキタカが言ったように、父も母もおおらかすぎる人だった。自分たちの娘は生きていると信じ込み、生きていればそれでいいと、のんびり海を漂ただよっている可能性は高い。

　いい気なものだと思うけれど、不思議とアキも同じことを感じていた。

　生きていればそれでいい。ひとつ海はどこまでも続いている。すぐに出会えることはなくとも、親子を隔へだてる壁かべも国境も、アフターには存在しない。

「そういえば、なんでママはヨアキさんから『アキ』を貰もらったのよ？　よっぽど短い名前じゃない限り、普通は一度あげた名前はあげないんじゃないの？」

「あんたは男みたいって言うけど、『ヨタカ』よりはかわいいでしょ。だいたい今どきバカみたいに名分けにこだわってるのは海かい賊ぞくだけよ。時代は常に変化してるんだから」

　親子の会話を聞きながら、アキはしみじみ思う。

　そこにこだわりはなくともやはり名前は運命だ。アキとアキタカをつないだのも、ヨアキが分けてくれた名前だ。キーちゃんも、パラス号も、名を分けあったことでより強い絆きずなで結ばれているはずだ。

「ヨアキがあたしに名前をくれて、こうしてアキちゃんとタカに会うことができた。きちんと夫婦の無事を伝えられた。アキちゃんも分けられた名前で結ばれている限り、必ずまたヨアキたちと会えるわよ」

　そうしてアキがアキタカにうなずいた時、狭せまいベッドルームからキャビンへ追い出されていたドリル氏が声を張った。

「そうだぞアキ少年。ドリルは掘ほるだけの物じゃない。わかるか？」

「ハイっ！」と元気よく返事をすると、「どうしてわかっちゃうのアキ……」と、タカがこめかみを押さえてため息をついた。

　タカとアキタカがベッドルームからキャビンに戻り、入れ替わりにドリル氏と《ミゾーシ》の水先人、ル少年がベッドの傍らに立つ。

　チラリと一いつ瞬しゆん合った目をそらし、ル少年はベッドルームの丸窓を睨にらみつけていた。

　やっぱりまだ怒っているんだとアキは怯おびえつつ、ドリル氏の方に話の水を向ける。

「えっと、ドリルさんは、なんであそこにいたんですか……？」

「ドリルが……哭なきやがったのさ」

　ドリル氏の話によると、《ミゾーシ》を始めとしたあの界かい隈わいのフロートは、大抵はシーロバー『エルダイクロスタジップ』の息がかかっているらしい。

　各フロートはボスの息子たちがフロントマンをしていて、どいつもこいつも眼帯禿はげ頭あたまの女好き。そんな男ばかりが六人も七人もいるという。

　ボスの息子たちの目的は、若い女を捕らえてあの老人がいるアジトに送り込み、自分たちの兄弟を増やそうとしているそうだ。

「兄弟よりも髪かみの毛増やしなさいよ」とタカがキャビンから茶々を入れるが、ドリル氏は構わず自らの武勇伝を続ける。

「その時ドリルが吠ほえた！　『アキ少年が危ない』と。だから俺は突つき進んだ。ドリルのように。そしてシーロバーたちの仲間になったフリをして、ドリルのやつをモターボートに固定してやったのさ」

「か、かっこいい……！」

　思わず言葉が口をつく。アキもドリルが欲しかった。ドリルがあればもっとタカの役に立てるのにと。そしてはたと思い当たる。

「あの、もしかしてあのドリル、置いてきちゃったんですか……？」

「うむ。しかし気にするなアキ少年。それがアイツの運命さだめだ。心のドリルビットに、アイツの勇姿を刻んでやればそれでいい。それにほれ、『行き掛かけの駄だ賃ちん』はしっかり頂いてきたぞ」

　ドリル氏がくいっと親指で指したキャビンの床に、酒さけ瓶びんのケースやカンパン・ビスキットの缶が積まれていた。

　カンビスの入った缶には、タータンチェックのスカートをはいて笛のようなものを吹く男の絵が描かれている。この絵がアフターにおいて「スカートは男のもの」という錯さく誤ごを生んだ原因の一つだと、かつてタカに聞いたことがあった。

「あの金持ち男の荷だ。《ミゾーシ》を出発するときにかっぱらった」

　ル少年がぶっきらぼうに答え、ドリル氏が「でかした息子！」とバンバン肩を叩たたく。

　少年は黙もくして多くを語らないが、アキの知らないところでドリル氏とともに色々骨を折ってくれていたようだ。

「あの……ルさんも、ありがとうございました」

　アキがベッドの中で小さく頭を下げると、ル少年はぶんと顔をそらしてベッドルームから出て行った。余程腹に据すえかねたのだろう。立ち去る少年は怒りで耳まで赤く染めていた……とアキには感じられた。

　──そもそも怒らせたのはタカちゃんなのに、なんでボクが嫌われるんだろう……？

　思春期の少年の感情など、同じ少年のアキにわかるはずもない。

　──というかルさんがドリルさんの子供？　じゃあドリルさんの名前はやっぱりドリル？

　アキがアフター一どうでもいいことを考えていると、ベッドの傍かたわらにタカが座った。

「まったくあんたって子はどこまで少年なの。まだ旅は始まったばかりなのよ。今からこんな調子じゃ、シキバに着くまでにあんた七回は死ぬわよ」

「ごめんなさい……」

　とっさに謝りはしたものの、上うわ目め遣づかいで様子を見るとタカはすっきりした顔で笑っていた。

「怒ってないわよ。でも、一つ大事なことを言っておくわ」

「う、うん。大丈夫だよ。ケガが治るまでゆっくり休むよ」

　機先を制したつもりのアキに、タカの言葉はあまりに予想外だった。

「アキ、あたしはパラスアテナを降りるわ」
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　雲一つない蒼そう天てんと、正午の日差しをきらきら返す、透き通るような青い海。

　どこまで行っても二色の青しか存在しない美しい世界を、今、パラスアテナがアプロディーテと並走していた。

　彼女のステアリングを握るアキは、セイラー服を風にはためかせ、右う舷げんのアプロディーテ号──アキタカの船──で展開される親子ゲンカを見てくすくすと笑っている。

　エッコゥに背中を射られた日から三週間が経たち、アキの傷もすっかり癒いえていた。

　その期間はタカに言わせれば「ホネヤスメ」というものらしい。アキはステアリングを握にぎることはおろか、操船に携たずさわる一切を禁じられた。

　食料の調達やパラスアテナのメンテナンスは、ドリル氏とル少年がやってくれた。

　ならばせめて身の回りのことをと、アキはタライを出して洗濯を始める。

　すると今度は『アキちゃんが洗濯板を使うのは、自じ虐ぎやくがすぎるわ……』と、アキタカに洗濯物を取り上げられた。意味はわからないが、とてもとても失礼なことを言われた気がする。

　結局何もすることがないアキは、朝から晩までタカと寝物語していた。

　あの日言われたタカの言葉を、アキは一生忘れないと思う。

『アキ、あたしはパラスアテナを降りるわ』

　返事をするより先に、アキの目から大粒の涙がこぼれた。幸せ転じて不幸のどん底だった。

『今のままでは、あたしはあんたと旅をする資格がない。だから一年待って。一年であたしはママの元で医術を身につける。そうしたらまたパラスアテナに戻ってくるわ。ケガしてばっかのあんたの専属ドクターとしてね。その時こそ、二人で世界を巡めぐる冒険に出るわよ』

　だからそれまでにあんたは両親を探しておきなさいと、タカは命令した。二人で心置きなく世界を巡る冒険に出るためにと。

　タカの決心は程々に固かった。寝物語の合間にアキがいくら肩を揉もんでも、後ろ髪がみを引かれる素振りをあんまり見せなかった。

　もしかしたら、タカが世界を巡る冒険に出たかった理由は一つ減ったのかもしれないとアキは思う。本人はきっと否定するだろうけれど、血と名前のつながった自分の母親をタカは見捨てることができなかったのだろう。したたかな女神様はとても面倒見がいい。

　だから、アキはタカの決意を受け入れることにした──。

「あんた、本当にいいの？」

　アキが走らせるパラスアテナの右舷、並走するアプロディーテ号の船上でアキタカが舵かじを握りながら娘に尋たずねた。

「くどいわ」

「タカ、あんた目ぇ真っ赤よ。考えなおしたら？」

「くどいって言ってるでしょ！」

「あんた、あたしと同じことしようとしてるわよ？」

「アキはおばあちゃんより長生きするわよ！」

　隣となりの船で展開される親子ゲンカを見て、アキはアハハと声を出して笑った。タカがメガネをかけたがらない理由がよくわかる。遠目に見た二人は顔も背格好も瓜うり二つだ。

　タカがいよいよ母の肩に顔をつけて泣き始める。

　だからアキは思い切り笑った。したたかなタカが泣いた時、アキにできるのは笑うことだ。

　もちろんアキも寂さびしいけれど。

　一人の夜には泣くだろうけど。

　でも、アキにはやらなければならないことがたくさんある。たくさんできた。

　波を切りながら、チラリとコクピットの防水ケースを見る。

　その中には《サクラジマ》で預かった「希望」が詰つまっている。島しま長おさが自分を信じて預けてくれた荷物に、アキはずいぶんと救われてきた。まずはこれを《シキバ》に届けるのが、メッセンジャーとして生きるアキの「目的」だ。

　帰る場所があるから、人は海へと漕こぎ出していける。

　一緒に生きていきたいから、人を信じて待つことができる。

　だからアキは──。

『タクサンイキロ』。

　ポケットの肩骨を握って返事をし、アキは大きな声で別れを告げた。

「タカちゃん、アキタカさん、ええと……ドリルさん、ルさん、お元気で！」

　アキは精一杯笑いながら手を振った。

「さらばだ、アキ少年！」

　パラスアテナとアプロディーテの間を、ドリル親子の乗ったディンギーがイルカのように飛び跳ねる。むくつけきドリル氏がワハハと笑い、ル少年が顔を背ける。

　アキは笑顔のまま前を向いた。

　パラスアテナを風が押す。笑顔の涙が風にちぎれ、海に小さな波は紋もんを作る。

　そうして二艘そうのヨットとディンギーは、それぞれの航路へと分かれていく。

　しかし、その道はいずれまた交わる。

　ひとつ海は途切れることなく、どこまでもつながっている。

　アキは父や母と同じ海の上にいる。パラス号とキーちゃんも、いつもアキをすぐそばで見守ってくれている。

　マリンブルーを切って進むアキの背に向けて、たくさんの声が同時に響ひびいた。

「アキ、よい航海をボン・ボヤージ！」







　　　あとがき




　夏、海、白い砂浜。

　太陽は遠くから照りつけ、僕の右手は大好きな女の子の左手を握っている。彼女の手はひんやりと冷たくて、逆にそれが人の体温であることを意識してしまう。

　風が吹き、彼女の帽子の吹き流しがするすると揺ゆれた。

　物言いたげな右の視線に気づかないふりをして、僕は自分の左手を見つめる。

　今、僕の左手にはスライスされたロースハムが二百四十七枚ずしりと乗っている。

　彼女の肌みたいに白い脂あぶら身みが食欲をそそる。僕はすぐにでもそれにかぶりつきたい。

　けれど、ほんの少しバランスを失っただけで崩壊しそうなほど、そのハムタワーは絶妙なバランスでそびえたっている。

　僕は今、左手でハムのバランスを維持し、右手で彼女の心をつなぎとめている。

　右手を離してハムを食べれば、彼女は僕のもとを去っていくだろう。それが僕にとってどれほど悲しいことかは言葉にできない。でもハムも食べたい。

　僕の愚考を急せかすよう、夏の太陽は燦さん々さんと輝く。急がなければハムが腐ってしまう。

　意を決し、僕は恐る恐る右手をハムに近づけた。彼女の手を握ったまま。

「つめたっ」

　彼女の手の甲がハムに触れた。その声は驚きよりも非難に満ちている。

　それでも僕は怯ひるまずに、人差し指と親指でハムを一枚つまみあげることに成功した。

　彼女の手を握りしめたまま、ゆっくりと光が透けたピンク色を口に落とす。

　ジューーーーーーーーーースィ！　なんてうまいハムだ！

　絶妙な塩加減とコクのあるラード。これはおそらく十枚切り二百九十八円程度のものだけれど、お風呂上りに冷蔵庫の前で二、三枚口に放り込むあのハムの風味を維持している。どんなに高級な生ハムも、この冷たさと食感の前では酢す味み噌そをつけない豚とん足そくみたいな味気ない肉の塊かたまりにすぎない。

　僕は一心不乱に右手を動かした。うまい。あつい。ンまい。止まらない。

「ねえ、私がいるのに我が慢まんできないの？」

　彼女に咎とがめられても僕の右手は止まらなかった。体中から汗が吹き出す。右手の指先が脂あぶらでキラキラ輝いている。

　そうして僕が百十三枚目をハムハムしている時、彼女が思いきり手を振りほどいた。

　が、残り百三十四枚となっていたハムタワーのバランスを維持するのはそんなに難しいことじゃない。

　僕はフフンと勝ち誇るよう、対たい峙じした彼女を見る。

　彼女は何も言わず、そこにある肉塊を一いち瞥べつして海へと消えていった──。




　そんな見た夢の話をインターネットの片かた隅すみにつづる日々。ブログって楽しいですよね。毎日夢を書く仕事があればいいのに。え、あるの？　じゃあ僕それやる！

　はじめまして、鳩はと見みすたです。このたび第二十一回電撃小説大賞にて、大賞という身に余る栄誉をいただき、夢に見た本を出させていただくことができました。
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　愛犬へ。執筆中の僕を癒いやそうと膝ひざの上で寝てくれるのは嬉うれしいのですが、重いです。あと五百グラム瘦やせてみよう。そして長生きしてね。

　ネットを通じて出会った人も出会わなかった人も。鳩見すたは皆さんが育ててくれました。あの時僕をそそのかしてくれて本当にありがとうございます。もしもどこかで出会えたら、正面からギュッてハムさせてくださいね（口いっぱいにハムをお詰めします）。

　最後に、この本を手に取ってくれたすべての皆様へ。

　アキたちの冒険に興味を持っていただきありがとうございます。みんないい子たちなので、どうかかわいがってあげてください。そしてやがては皆様の夢の中で、色んな冒険に連れ出していただければ。

　さて。この本は決して僕だけの力で書き上げたものではありません。暇ひまさえあれば夢ばかり見ている僕が、多くの人と犬一匹の力を借りてなんとか上じよう梓しにこぎつけたものです。

　ですので最後にもう一度。

　お世話になった皆々様、本当にありがとうございました。




　それでは、僕は引き続きパラスアテナの夢を見ようと思います。

　二巻までおやすみなさい。


合蹠のポーズで　鳩見すた
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鳩はと見みすた

サキシマキノボリトカゲは西表島の森林に生息する。名前の通り木登りが得意で、バランス取りの尻尾が命。尾をつまんで逆さにしても尻尾切りを行わないことで有名（写真上）。鳩見すたは神奈川県の近隣に生息する。名前の通り鳩見が得意で、第21回電撃小説大賞にて大賞を受賞した（写真下）。
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イラスト／とろっち

本の装画や挿絵などを描いています。風景に人が溶け込むような絵が好きです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鳩見すた先生」係

「とろっち先生」係














本書は第21回電撃小説大賞で《大賞》を受賞した『陸なき惑星のパラスアテナ ～二少女漂流記～』を加筆・修正したものです。
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序幕　魔石の追手







　とある方石を盗み出した。

　思えば、自分のためでない盗みは初めてである。経年劣化した方石の盗取など私の主義には到底そぐわないが、あの男の熱意と積み上げられた金額に圧おされて、渋々ながらに引き受けた仕事であった。

　けれども事ここに至って、醜く瘦せた私の胸には、悔悟の念しか残っていなかった。方石窃盗は、石に対する持て余すほどの執着に狂って、品物の運命と持ち主の思い入れを踏み躙にじるのでなければならない。その方石を愛するがゆえに盗むのでなければならない。だが今回、私は他人の妄執の尖せん兵ぺいとなった。この瞬間にも、じりじりと背後に迫りつつある危機は、私のそんな軽挙が手繰り寄せたひとつの必然なのだろう。

　深夜の裏路地で、今、私は逃走している。

　魔性に追われて走っているのだ。

　長距離競技用のランニングキューブを衣裳化してから、どれほど駆け回っただろうか。路地を叩たたく足音は私のものだけであったが、私は、私を追跡する恐ろしい相手の存在を明確に認識していた。

　銀だ。盗みに入ったコレクションルームを出てよりずっと、白銀色のコートの男が私の後をついてくるのだ。静かで執念深い彼の追跡は、さながら高貴な白蛇のそれであって、私は薄汚い路地裏で、惨めに駆けずり回るドブネズミの気分をさきほどから味わい続けていた。

　石畳は続いている。

　神かみ与よ島じま第五街区の街並みは西欧風の石造りが主である。

　突き当りを左に折れて私は走り続ける。並んだ建物の石壁には切り抜いたような小窓が空いていて、そこから気持ちばかりの明かりが、真っ直すぐに暗い路地へと射さしていた。

　私は横顔を次々に照らされながら、右へ、左へ細道を折れ曲がり、逃げ進んだ。

　だが、果たして私が辿たどり着いたのは、冷たい行き止まりであった。

　乱れ切った私の呼吸音が冬の夜のしじまに跳ね返って、他でもない私自身に諦めを迫った。三方を壁に囲まれた行き止まりの空間には、いかにもここが私の生の終着点だとでも言いたげに、一本足のガス灯が佇たたずんでいた。力強く放たれるオレンジ色の輝きは、夜陰を押し上げる明け方の眩まぶしさによく似ていた。

　タン──と、高いところで、私以外の者の足音がした。

　白銀の追跡者は、アールデコ様式のビルディングの屋上からひらりと舞い、徐々に減速しながら、私の視線の先へそっと落着した。

「方石を返せ」

　やや鼻に掛かったような独特の響きで、長身の男は言った。

「屑くず石いしひとつに執着するじゃないか。衣裳化できない方石など、積み木細工にも劣る空虚な立方体に過ぎないというのに」

　嘲あざ笑わらいながら、私はランニングキューブの着装を解いた。足元で黒いシューズが弾はじけて光の粒子となり、眼前へ流れて、手の平大の立方体の姿に戻る。代わりに私が取り出したのは、六面に白字で「ＰＯＬＩＣＥ」と記された紺こん碧ぺきの方石である。

「──着装」

　刹那、手中の方石がシューズと同様、無数の光の粒子となって弾けた。小さな銀河の尾のように空中を流れたそれらは、やがて静かに私の身体からだを包み込み、そしてたちまち、暗色の戦闘服へと変じる。

　衣ころも宿りたる石。方石の着装過程は何度見ても美しい。

「……警活方石」

「ＹＴＣのアトリエから裏に流れた品だが、機動隊の装備に内定している正規品だ。編み込まれた運動式の量も並ではない。荒事で、後れを取るつもりはないぞ！」

　私は迷わず猪ちよ突とつの一歩を踏み出した。自や棄けになったわけではない。競走用の方石で振り切れなかったのだから、あのきらきらと目につく男のコートが衣裳化された方石であること、そして相応の量の運動式が編み込まれていることは推測にかたくない。しかしながら私の警活方石は、戦闘の用に供されることを主眼に生み出された石である。こうして追い詰められた以上、小細工なしの激突こそが、最善の対処だろうと思われた。

　肉迫の最中に握った拳を、私は渾こん身しんの力を込めて、フードに隠れた男の顔へと突き出した。だが必殺を狙ったその拳打は、何の手応えもなく空を切る。同時、私は驚きのあまり、荒い呼吸を詰まらせた。

　男のコートの袖が数あま多たの白銀の鱗うろことなって解ほどけていく。宙を滑った鱗たちは、たちまち銀の鎖を構成し、間抜けな私の瘦そう軀くを信じ難い力強さで締め上げたのである。

　肋ろつ骨こつが軋きしみ、圧迫された肺から空気が絞り出る。

　男は握った銀鎖を力任せに振り回し、戒められたままの私の身体を、行き止まりの壁へと叩きつけた。背中を襲った衝撃と、強いめまいのために着装が維持できない。暗色の戦闘服は弾けて消え、元の手の平大の立方体に戻ってしまった。

　静かに歩み寄ってきた男が、警活方石を脇へ蹴飛ばす。

　再着装の機会を摘まれた私は、足を投げ出して座ったまま、気力の抜けた眼まな差ざしで男のフードの中を覗のぞき見た。

　長身の追跡者は若かった。二十歳にも満たない黒髪の少年である。都会的な繊細さとぎらつく野趣が溶け合って、大きく深い眸ひとみに渦巻いていた。

「盗んだ石だ。さっさと出せ」

「……いいだろう」

　上着の内胸に秘めた盗品を投げ渡す。緑りよく釉ゆうの利いたその一石は、経年劣化のために衣裳化不能に陥った、無価値な屑石であった。

「その代わり教えてくれ。おまえのそのコート、方石なのだろう。私の命運は尽きたも同然だ。せめて正体を聞きたい」

「監獄行きの盗人ぬすつとが追い銭を欲しがるか。恥知らずめ、口を閉じろ」

　少年のコートのすべてが銀ぎん鱗りんへと分解される。

　恐ろしいことに、どうやら彼の方石の本質は、白銀の鱗を自在に操って、思うがままの服飾品を構成できる点にあるらしい。

　冷や汗が背筋を伝う。これから彼はこの身を拘束しようというのだろう。ただ私には、大人しく捕えられてやるつもりなど毛頭なかった。

　目の前で銀鎖ができ上がるのに先んじて、腰からナイフを引き抜いた私は、その切っ先で自らの首筋を思い切り貫いた。

　刺し口からびゅうびゅうと血が噴き出し、なすすべなく石畳に倒れ込む。身体を襲う痙けい攣れんに抗あらがえないまま、意識がどこか遠くへと墜落していく。

　だがこれでいい。監獄で老い、枯れた身体で娑しや婆ばへ出ても、惨めで短い、先細りの時間が待っているだけだ。ならばいっそ彼の持つ未知の方石に、私の最期を看取ってもらおうじゃないか。

「……やりやがった。まあ、こうなっては仕方がないか。餞せん別べつだ、持っていけ」

　少年の呆あきれ声にはっとする。すでに視覚を失い、死の淵ふちへ沈みつつある私は、不意にもたらされた温情を前に、最後の期待を聴覚へ集中させた。

「梔子くちなし連れん作さく。──φフアイの方石」

　絶命の瞬間、私は確かに喜悦した。どうやら運命の女神は、私の死に最良の立会人を用意してくれたらしい。

　嗚あ呼あ。嗚呼。

　こんなところにあったのか。

　魔石め！













第一幕　悪童とデコ娘







　　　　　１




　方石は早着替えの技術に過ぎない。

　売出し中の若手政治家が、そんな失言のために窮地に立たされているらしいというのが、今朝のニュースの目玉であった。

　世界に誇る自国の伝統技術を軽んじるような発言は、国民の自尊心をいたく傷つけたであろうし、一大市場を築く方石業界からの非難も相当に苛烈であるらしかった。

　方石は内包する組成式の作用によって、手の平大の立方体の姿から、様々な服飾品へ変じ、着装される。早着替えの技術とは言い得て妙である。

　ただ、衣裳化された方石は、単なる衣服を超えた特別な効能『紗さ印いん』を持つ点で、早着替えの技術に終始しない。

（まったく、まったく。口は災いのもとだな）

　白びやく堂どう瑛えい介すけは方石職人でありながら、今朝の報道にさして興味を持っていなかった。それよりも、知人からの急な呼び出しに、脳裏で嫌な予感を膨らませている。

　四月の涼しい朝風の中、瑛介は神与プラザホテルの回転扉を大股で歩いて抜けた。腕時計で時刻を確かめつつ、足早にエレベーターホールへと向かう。美しく研磨された白い石材の床は、胡う乱ろんで上品な鏡面となって、さりげなく飾られたシャンデリアの光を映していた。

　午前八時五分前、エレベーターホールに人影はない。線対称に並んだ六つの扉のうち、右奥のひとつを潜くぐると、瑛介は閉扉のボタンを押して、上る加速度に身を任せた。

　待ち合わせの場所は三十階のスカイラウンジである。だが階数表示の電子パネルが十六階に届いたところで、高級ホテルのエレベーターは滑らかに動きを止めた。

　誰か乗ってくるらしい。

　身体を脇に避よけると、エレベーターの扉が左右に開く。果たしてその向こう側には華きや奢しやな少女がひとり立っていた。マリン調のプルオーバーにチノ生地の短パンが春らしい装いである。年は十五か、十六か。そんなところだろう。

　小振りなボブヘアは近頃流は行やりの前下がりで、額も大きく出してある。

　顔立ちは幼く、どこか垢あか抜けない印象の少女は、手鏡に見入ったまま、エレベーターに乗り込んでくる気配がなかった。

（……なんだこいつ）

　うっとりと微笑ほほえんでみたり、間抜けな流し目でムーディな横顔を気取ってみたり、とにかく忙しそうな様子ではあったが、

「乗らないのか」

　痺しびれを切らして、瑛介はそう問い掛けた。

「えっ……あ。す、すみませんっ」

　エレベーターの到着には、気がついていなかったようだ。手鏡を肩掛け鞄かばんに仕舞い込みながら、少女はいかにも気まずそうに、俯うつむき加減で乗り込んできた。

（……変なやつ）

　フロアボタンを押さないところを見ると、どうやら少女の目的階は、こちらと同じであるらしい。案の定、三十階でエレベーターが口を開けると、少女はバタバタと慌ただしくフロアの奥に姿を消した。
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　我が校には、運命力学に従って、転校生が毎週月曜日にやってくる。

　転校生は、体育館の壇だん上じように立って予言を言い渡わたす。

　その予言は運命力学が指すところの運命の告白であり──よって転校生の予言は、いままで外れたことがない。

　抗あらがっても無駄。運命は変えることができない。

　なのに、大抵の当事者たちは、予言が告げられるとヒステリックに騒さわぎ立てて、運命への抵抗を見せようとするのだ。

　非常にみっともないったらありゃしない。




　　　　　　　　　　◇




　今年度に入って二人の転校生がやって来た。

　つまり、二回の予言がなされ、その二回とも当たり前のように実現している。




　四月三日の転校生はこう言った。





『斉さい藤とう先生（国語教師）の頭とう髪はつは、近日中に消失します』






　この予言を体育館で聞いていた斉藤先生は、とりあえず激怒した。そして、十分に危険が迫った、のっぴきならないおでこをてからせて、真っ青な顔をすると、その後の授業を放りだして、育毛剤の購こう入にゆうに走った。

　それから数日のあいだ、斉藤先生は毛根マッサージのついでに授業に臨のぞんだ。休きゆう憩けい時間になるとお手洗いに駆け込み、鏡の前で育毛剤をふりかけながら、愛まな娘むすめよりも大切な自分の頭髪の無事を祈った。

　しかし、運命は残酷だった。

　育毛剤の使いすぎによる毛根への物理的ダメージと、突きつけられた運命に対する精神的ストレスによって、斉藤先生の頭はあっというまに禿はげ上がった。




　次に、四月一〇日の転校生はこう言った。




『三年一組のＡくんとＢくんは、近く恋人関係となります』




　勿もち論ろん、ＡくんもＢくんもノーマルな男性であり、その手の趣しゆ味みはない。二人は当たり前のように抵抗した。

　だが、運命を予告されてしまったがために、周囲は二人を色メガネで見るようになる。嘲あざける者、嫌がらせをする者、一部の腐敗した女子の好色な視線が、二人に襲おそいかかった。

　ＡくんとＢくんは次第に追い詰められた。全ぜん寮りよう制せいであるこの学校で、二人が安らかに過ごせる場所はどこにもなかった。

　ノイローゼになりかけた二人であったが、その窮きゆう地ちを救ったのが、紛れもないお互いの交流だった。同じ苦労を味わう者同士、お互いの苦しみを熟知し、お互いの癒いやしになり得たのだ。

　ＡくんとＢくんは数々の困難を共に乗り越えて、友情以上の感情を育んだのである。

　彼らは校内でも指折りの名カップルになった。いまではとても幸せそうである。

　まぁ、こんな感じで、運命に逆らうことがいかに徒労か分かって貰もらえただろう。

　僕たちは人間であり、重力に逆らって空を飛べない。

　これ同様に、運命に逆らっても、決められた結論からは逃げられないのである。




　　　　　　　　　　◇




　さて、本日は四月一七日。月曜日。

　転校生がやってくる日である。

　朝のホームルームが終わり、一限目が始まる前。恒例行事として全校生徒が巨大な体育館に集合する。転校生を迎える集会が、そこで執り行われるからだ。

　この集会は、祝日関係なく毎週月曜日にあり、転校生の予言を聞くことを目的としている。

　僕も例に漏れず、出席番号順にならんでだだっ広い体育館にやってくると、大衆の中に収まった。二年生なので場所は体育館の中央辺りになる。

　すぐに体育館の壇だん上じように、校長先生が姿を現す。校長先生は聞くに堪えない話を三分だけ話すと、義務を果たしたと言わんばかりの誇らしい顔で、壇上から去って行った。

　次に続くのは生徒会長の挨拶。

　これは校長先生よりも幾分かマシである。

　なぜならば、現生徒会長は三年一組の五十嵐いがらし優ゆう美びセンパイ。

　性格と顔立ちはキツく、やたらめったらプライドが高い貴女であるが、なにぶん美人であることに疑いはない。腰まで伸ばしたストレートの金きん髪ぱつが揺れるたび、Ｍ属性の男子は思わずため息を吐ついてしまうほどの美び貌ぼうを持っている。それと、おっぱいが程良く大きいのが僕の好きなポイントだ。

　話はお経のようにつまらなくても、美人を目にできるのだから、退屈だけはしなかった。

　五十嵐センパイは、自分の権威を誇示する、上から目線の発言を一通り終えると、

「では、続いて──」

　と話を本題に切り替えた。

　皆みんなの緊きん張ちようがひっそりと高まる。体育館の中が凍り付いたように鎮しずまった。

　これから起こることは、もしかすると自分に関係があるかもしれない。校長先生や生徒会長の与太話とは訳が違うのだ。

「今週の転校生の紹介です」

　五十嵐いがらしセンパイが厳おごそかに述べ、「壇だん上じようへどうぞ」と袖幕に声をかけた。

　ほとんど同時に、袖幕からひとりの女子生徒が現れた。女子生徒は、一三〇〇〇個の瞳ひとみが突き刺さるなか、毅き然ぜんと壇上の中央まで歩んだ。五十嵐センパイの隣となりに並ぶ。

　今回の転校生は小柄な子だった。

　上背のある五十嵐センパイと比較すると、とても同じ高校生には見えない。歳としの離はなれた姉妹のようだ。

　落ち着いた色の頭とう髪はつは、左側の高い位置で結われ、馬の尻尾のようにゆらゆらしている。瞳は、くりっと丸くて可愛かわいらしい。そして、スカートから伸びる華きや奢しやな太ふと股ももがとてもいい。思わず頰ほおずりしたくなる。

「転校生の四よん一いち七ななさんです」

　と五十嵐センパイは言った。

　それに伴って転校生がぺこりとお辞じ儀ぎした。

　転校生の名前は、転校してきた日によって表される。今日は四月一七日なので、『四一七』というわけだ。これは運命力学に則のつとったことであり、疑念の余地はない。

「では、四一七さんに自己紹介と予言をしていただきます」

　五十嵐センパイは転校生四一七と場所を交代する。

　マイクの前に立った四一七は、もう一度深いお辞儀をした。サイドテールが前に倒れて、ぶらぶらと揺れた。

「あー、あー、どうも、おはようございます」

　壇上のマイクスタンドを自分の高さに直した四一七は、平へい坦たんな調子で話し始める。

「本日から一年一組でお世話になります四一七です。よろしくお願いします。早速ですが、予言を話したいと思います」

　簡潔すぎる自己紹介。

　今週の転校生は実にクールな少女だった。あまり情緒的な人ではなさそうである。

　予言についてはもう少し先だと思っていた全ての人間が、一斉に息を吞のんで構えた。

　巨大な体育館の全てが、次の言葉を待つ。

　そして、四一七はおもむろに話を切り出す。




「──今月の末日に、生徒会長の座についているのは、二年三組の皐さ月つき純じゆんくんです」




　僕の前に並んでいたクラスメイトが、思わず振り返って僕のことを見た。

　それから、僕の顔と名前を知る人達が、次から次へと、僕の姿を探しだして驚きよう愕がくの表情を作り上げる。
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　僕は一いつ瞬しゆん、なんのことか理解に及ばなかったが、周囲の反応に遅れて理解が追いつく。

　どうやら自分のことを言われているようだった。

「…………僕が生徒会長？」

　口に出して呟つぶやき、咀そ嚼しやくして、吟味しても、実感だけは湧いてこない。

　あまりにも突拍子がなく、現実味を帯びていない。

　生徒会長といえば、全校生徒六〇〇〇人を束ねる生徒の長おさだ。数々の権限と独自の政策が許されており、学校を思いのままに支配することができるだろう。だが、もちろん民主主義によって決められる存在なので、危ない人間は当選することはできない。それに、リコール制度もあるし、次の選挙もあるので生徒の支持は常に必要ではある。

　しかし、そういうことを差っ引いても、生徒会長が強権を持っていることに違いはない。

　それが僕の掌中に転がり込もうとしているのだ。

　今回ばかりは、さすがに外れるのではないかと疑ってしまうほど、絵空事な予言だった。




「そんなことありえませんわっ」




　突然、ヒステリックな声が上がる。発言の主は五十嵐いがらしセンパイだった。

　皆みんなの注意は、再び壇だん上じようへと引き戻された。

　大抵、予言がなされたあとにヒステリーを起こすのは予言で名前を呼ばれた本人である。しかし、今回は少し違う。内容の規模が大きかった。

　教師が禿はげたり、恋愛絡みの小事ではなく。学校の運営に関わるだろう一大事である。

　よって、名前を出された僕以外にも、副次的に多くの利害関係者が現れてしまったようだ。

　その最たるは、壇上で取り乱している五十嵐いがらしセンパイだろう。

「わたくしは先月に、正式な選挙戦を勝ち抜いて生徒会長に選任されました！」

　五十嵐センパイは自慢の胸に手を当て、自らの正当性を必死に訴える。

「生徒会選挙は九月と三月の二回のみですの。いまは四月なのに、どうしてどこの馬の骨とも知れぬ輩やからが、あと二週間で生徒会長になれるというのですか!?」

「私に聞かないでくださいよ……」

　五十嵐センパイに詰め寄られた四一七は、冷めた目つきで答えた。

　しかし、頭に血が昇った現生徒会長は止まらない。

「噓うそですっ。どう考えても、そんなことはありません！　今回の予言は外れですわ。というか、あなた本当に転校生なのですか？　わたくしに嫉妬して、転校生を偽って噓の予言をしたんじゃないんですか？」

「なんで私がそんなことしないといけないんですか……」

　酷ひどい言いがかりをつけられた四一七は、嘆息を混じらせた。

「とにかく。たとえあなたが本当の転校生であったとしても、あなたの予言は絶対に当たりません。よろしいですね!?」

「はぁ、そうなんですか」

「なんですかその態度は！」

「うるさい人ですね…………私、やることやったんで、これで失礼します」

　終始クールに収めた四一七は、ぺこりと全体に向かって頭を下げると、規則正しい歩調で壇上から去って行った。

　その背中に向かって五十嵐センパイは、

「お、覚えてなさい！」

　と怒鳴り散らした。

　ただの八つ当たりであり、負け犬の遠とお吠ぼえだった。

　まぁ、何はともあれ。

　一番の当事者たる僕が、あんまり注目されることなく、四月一七日の予言はいつも以上に波乱を残して幕を閉じた。
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プロローグ







　山の間にある小さな集落──白い雪に覆おおわれて美しかったはずの場所は、今や炎と血で点々と汚れている。

　いくつもの家屋が燃える中で、大勢の人が武器を手にして争う光景を、一匹の狐きつねが離れた山中から眺ながめていた。

　狐は知っていた。争いの原因を。

　集落の娘と、集落から少し離れた町の青年が恋に落ちた。二人は愛し合い、集落で子どもを生み育てた。

　しかし数年の後、男は病に倒れ、治ち療りようのために町に戻ることになった。あいにく集落と町の仲は悪く、町の人々が強い力を持つ集落の人々を恐おそれていたことから、女は子どもと集落に残り生活した。そんなある日、青年に会うためこっそりと町を訪れた女は暴漢に襲おそわれてしまう。

　女は当然、抵てい抗こうした。不運だったのは彼女が強い力を持つ集落の一族だったということ、そしてこれまで誰だれかと争った経験がなかったことだ。加減の分からない彼女の振ふるった一いち撃げきは、暴ぼう漢かんに瀕ひん死しの重傷を負わせた。

　その噂うわさはたちまち町中に広がり、町の人々の恐れは憎にくしみに変わった。

　集落の子どもが殺された。犯人は、例の暴漢とは何の関係もない数人の人間。

　その報復に町の家族が殺された。犯人は、女とはさほど親しくもない一人の人。

　──報復は繰くり返かえされて、いつしか憎しみは増幅されて取り返しのつかないところまで大きく育ち、ついに互いが互いをこの世界から消し去ろうと争うところまで来てしまった。

　狐はため息を吐つき、冷気がそれを白くする。

　人と人とが憎しみ、殺し合うなど珍しいことでもない。狐はこれまでにもいくらでもそんな事態を目まの当あたりにしてきた。だが、それでも見るたびにやるせない気持ちになる。

　しばらくして、狐の鋭するどく尖とがった耳がピクリと動いた。

　何者かの気配──油断していた、と狐は思った。戦いの音と家屋の焼ける臭においで周囲への注意力が散さん漫まんになっていた。戦いを逃のがれてきた町の者か、あるいはそれを追う集落の者か。

　──そのどちらでもなかった。

　狐から少し離れた場所に立っていたのは、まだ幼い黒髪の少年だった。

　少年が狐に歩み寄ってくる。狐はいつでも逃げられるように警けい戒かいしたが、すぐにそれを解いた。少年の足取りはふらふらと覚おぼ束つかなく、目の焦しよう点てんも定まっていなかったからだ。

　狐まであと数歩という距離で、少年は糸の切れた操り人形のように前向きに倒れ込んだ。

　おもむろに腰を上げた狐が少年に近づいて臭いを嗅かぐと、血と煙の臭いが鼻を突ついた。まさかこの場所に町の子どもがいるはずはないから、集落の子どもに違いなかった。

　背中に一ひと太た刀ちを受けたらしく、衣服は破れ、その下の皮ひ膚ふからは血がにじみ出ている。まともに受けた傷にしては出血が少ないのが幸いと言えたが、放ほっておけばじきに死ぬだろう。

　狐は半なかば雪に埋うまった少年の頰ほおを舐なめた。

　少年はうめき声を漏もらすと、うっすらと瞼まぶたを開いて狐の顔を見た。

「きつ、ね」

「いかにも、あたしゃ、狐だ」

　狐はそう言って反応を待ったが、少年はただ狐を見つめ返すばかりだった。

「あの集落から逃げてきたのかい？　親はどうした」

「お母さんは、殺された」

　狐はわずかに身み震ぶるいした。

　こんな子どもが、自分の母親の死を事も無げに口にした。恐らく、少年は母親の死を事実としては知っていても、その心が受け入れていないのだ。

「父親は？」

「町にいる、と思う。どうしてるのかは知らない」

　狐は目を見張った。

　この少年は──そうか。

「あんたは」

　狐がそのことを確かめようとしたとき、集落の方向から大きな歓かん声せいが響ひびいてきた。

　町の兵士が集落の族長の首を手に掲かかげていた。周まわりを大勢の仲間が囲み、勝かち鬨どきを上げている。

　戦の勝敗が決したのだ。もともと町の戦力が数で圧倒的に勝っていたから、狐にとっては予想通りの結果と言えた。

「どうする？　あんたの部族はあと一晩もしないうちに滅ほろぶ」

　訊きいて、狐は思い直した。この少年には、自力で立ち上がる力すら残っていないのだ。

「愚おろかな問いだったね。問い直そう。もし、あたしがあんたに生きる術すべを与えてやれるとしたら、それは他人を騙だます術だけだ。さて、あんたに他人を騙し続けて生きていく覚かく悟ごはあるかい？」

　実のところ、狐は少年が「ある」と答えても「ない」と答えても、助けるつもりはなかった。

　ない──そう答えるのであれば、狐が少年を本当の意味で助けてやることはできない。ここでただその生命を助けてやったところで、少年の行く末には悲ひ惨さんな末路しか待っていないだろう。このまま雪の中で安らかに逝いかせてやるのが優しさというものだ。

　ある──そう答えても、狐は少年を助けない。母を殺され、一族を皆みな殺ごろしにされた少年は、いつか恨うらみを果たすために狐が与えた術を使うだろう。それは狐の信念に反する。

　自分でも意地の悪い質問だと狐は思った。だが、もし少年がこの残ざん酷こくなまでに意地の悪いジレンマを破ることができたら、そのときは持てる全ての力をもって助けてやるつもりだった。

「さあ、どうする？」







[image: ]










　　　　　[image: ]




　その日、日直だった伊い織おりは、学級日誌を書き終えそれを職しよく員いん室しつに届けた。

「左そ右う田だ、ガンバんなさいよ～。新作楽しみにしてっからねえ」

　担任のミモリンこと、みもり先生にマンガに対する激げき励れいを受けながら、職員室を後にする。

　伊織は、日常生活と同時進行でマンガを作れるとはいえ部活には所属していないし、今日きようは友人たちとも遊ぶ約束をしていないので、後やることといえば家に帰って頭に構築した新しい作品の作画に取り掛かるだけであった。

　あれから数日、前回の医い療りようマンガの改良版をいくつか作ってみたが、どうしても納得のいくものにならなかった。

　そこで心機一転、いくつか構想が出来上がっているうちの、ジャンルでいうと恋愛モノに新たに手をつけようと頭の中でそのネームを仕上げていく。

　伊織は機き嫌げんが良かった。彼女なんて今まで出来たことがないし、恋愛なんて未経験なのだが、今練り上げているその恋愛マンガがかなり面白いものになりそうだからだ。

　よく漫まん画が家かになろうとする人間に『人生経験を積んでからにしなさい』などと言う者がいるが、伊織の持論はそれを否ひ定ていしている。人生経験のない人間には面白いマンガなんて描けないというのだろうが、中学生の頃ころには伊織は、大人おとなに混じって第三者から面白いと評価される作品を生み出していた。

　たとえば実際に宇宙中を旅した人間がいるだろうか？　戦国時代にタイムスリップした人間がいるだろうか？　核戦争後の世紀末を拳こぶしひとつで生き抜いたものがいるだろうか？

　面白いマンガを描くうえで重要なのは知ち識しきと想像力だ。経験なんてものはせいぜいそれの補佐程度にしかならない。

　そして、面白いものにはパターンがある。一見目新しそうに見える設定やストーリー、キャラ造形も、必ずどこかで使われたことのあるものか、あるいはそれらの複合体だ。もしも全まつたく存在しなかったであろう設定が思いついたとしても、それは全く面白くないものである。先人たちが思いついても、あえてやらなかったものだからだ。

　そういった面白いとされるパターンのピースを、斬ざん新しんな演出と魅みせ方かたでパズルの枠わくにはめていく。

　それが伊織のマンガの造り方なのだ。

　前回の医療マンガもそうだし、今回の恋愛マンガも同じことだ。面白い物語が何な故ぜ面白いか解析しながら解体し、自分なりにアレンジして再構成する。そうやって全然違う面白い物語を生み出し、頭の中でマンガとして組み立てていく。

　参考にするのはマンガでなくても良い。ラブコメならば恋愛シミュレーションゲーム、いわゆるギャルゲーをプレーしてみても良いだろう。受けるヒロインの構造のヒントがそこにぎっちり詰まっている。実際、伊い織おりは昨晩徹てつ夜やで一本クリアしたし、アイディアが溢あふれ出だして止まらないくらいだ。熱心に妹キャラを攻略しているところを実の妹に目もく撃げきされ、ドン引きの表情を向けられたが、そんなのは些さ細さいなことだ。

　マンガの執筆に当たって自分自身の濃い体験など必要ない。こうやって各所から情報をかき集め、知ち識しきとしていかに面白いパターンを知っているかだ。マンガを描くうえで必要な想像力も、知識を多く積むことで自おのずと身につく。

　だからたとえ、恋愛が未経験であっても、面白い恋愛マンガが創つくれるのである。

　伊織の頭の中では今、王おう道どうを往いきつつ、奇想天外な切り口の恋愛ストーリーが構築されていっている。廊下には自分一人だし、素晴らしい作品が出来そうなので、ついつい口元が緩ゆるんでしまっていた。




「──きゃっ！」




　しかし、そんな風に気を良くしている伊織に、思わぬハプニングが舞い込んできた。

　急に廊下の角を曲がってきた女生徒と勢いよくぶつかったのだ。

「おっと！　悪い！」




　伊織は何ともなかったのだが、女子の方はぶつかった反動で尻しり餅もちをついてしまっている。

　しかも不幸なことに、その子は何やら書類の山を運ぶ途中だったようで、それらを廊下にぶちまけてしまった。伊織と同じで彼女も日直だったのだろう、どうやらクラス全員の提出物のプリントのようである。

　さらにだ、

（……縞しまパン……だと……）

　彼女のスカートはめくれ上がっており、その隙すき間まから白くて柔らかそうな太ももが覗のぞいている。そして何より一番印象的だった部分といえば、縞模様の布地──そう、彼女の履はくパンツが伊織の視界に思いっきり飛び込んできたのである。

『その絵』は鮮明にしっかりと目に焼きついた。後で原げん稿こうに見たまんまを描き写せる自信すらある。だが、断じて自分は変態ではない。確かにガン見してしまっているが、男という生き物にとって避けられない本能なのだと伊織は心の中で言い訳した。

　マンガの中ではしょっちゅう出会うが、リアルで転んでパンツを見せてくる女の子と出会うなんて何という稀け有うな体験であろう。色んな意味でラッキーだ。

　女子は伊織にパンツを見られたのには気づいていないようで、姿勢を起こすと、床に散らばってしまったプリントを無表情で拾い集め出した。慌あわてて伊織もそれを手伝う。

「あ……」

　その時、プリントの一枚を取ろうとした二人の手と手が触れ合った。

　伊い織おりが顔をふと上げてみると、その女子とばっちり目が合ってしまった。改めて確認するが面めん識しきのない子だ。お互いの距離はかなり近い。

　吸い込まれそうになるパッチリとした奇き麗れいな瞳ひとみに、思わず触れたくなるサラサラの黒くろ髪かみ。幼さの残る顔立ちだが、整った目鼻と艶つやのある瑞みず々みずしい唇。

　その女子は、絵に描いたような美少女だった。

「す、すまない！」

　伊織はサッと手をどけた。

　柔らかい手の感触が未いまだ残っている。

　女子の方も恥ずかしげに目を逸そらしてから、撒まき散ちらしてしまったプリントの束を改めて拾っていく。

　その全すべてを集め終えると、二人は無言で立ち上がった。

　真正面に立って並んでみると、身長はクラスの女子の平均より確実に小さい子だった。この学校の制服を着ていなければ、中学生と間違えていたかもしれない。頭の上にちょこんと乗ったベレー帽ぼうが印象的だ。

　細いシルエットと長い黒髪で、一見、清せい楚そなお嬢じよう様さまといった印象も受ける。西洋風のドレスを着せても、和風の着物を着せても似合いそうだし、きっと可愛かわいいお人形さんのようになるだろう。

　何の改変も誇張も必要なく、そのまま自分のマンガに登場させられそうな、そんな美少女である。

　彼女は軽く一礼すると、そのまま廊下を歩いていこうとした。

「あ！　ちょっと君！」

　伊織に呼び止められ、その子はピタリと立ち止まった。

「……ハンカチ、落としたよ」

　ごく普通の表情と語調で喋しやべっているが、伊織は吹き出しそうになっていた。あまりにベタな状況シーンが続くので滑こつ稽けいだったのだ。王おう道どうを大事にはしているが、こんなものを自分のマンガに登場させたのなら、きっとギャグ描写としか思われないだろう。

　伊織からハンカチを受け取ると、恥ずかしそうにしてからこちらに背を向け、女の子はさっさと行こうとする。

「……あのさあ。君、１年生？」

　伊織は思わず、もう一度その可愛い女子を呼び止めてしまっていた。

　妙な期待をしている自分がいるのだ。マンガじゃあるまいし、ここから何か進展があったり、何て考えてしまっている。外見はめちゃくちゃ可愛らしいし、お近づきになれたらという淡い願望である。天才漫まん画が家かといわれようとも、やはり伊織も年とし頃ごろの男子高校生なのだ。

　といってもそれ以上に、ちょうど今描いている恋愛マンガの何か参考になるかもしれないという考えが大きかった。自分自身の体験は二の次と思いつつも、重要な要素であることには違いない。マンガの参考になるような貴重な経験が積めるかもしれない。

　全すべては面白いマンガのためなのだ。

「いや、見ない顔だったからさ。良かったら、あの、名前、教えてよ」

　女子は向こうを向いたままその場に止まって俯うつむいている。

　いきなりこれは馴なれ馴なれしいし、気持ち悪かったかな、と伊い織おりは後悔し始めた。引いてしまったのか、恥ずかしがっているのか分からないが、なかなか返事をしてくれないでいる。

「ああ、ごめん、やっぱりいいよ……。ぶつかって悪かったね」

「──ぺけ……」

　伊織が行こうとすると、女子がようやく何かボソッと言ってくれたのたが、ちゃんと聞き取ることができなかった。

「え？　よく聞こえなかったよ」

「──おっぺけぺ……」

「……ん？」

「おっぺけぺー」

「は？」




「おっぺけぺ─────ッ！　おっぺけぺーッ！　おっっっぺけぺッ～～～～～～ッ！　おっぺっけ…………ぺぇぇぇぇぇぇェェェェェェェ～～～～～～～～～～～～ッ！」




　長い沈黙が訪れる。

　遠くから運動部の掛け声が聞こえてくる。吹奏楽部の練習の演奏もかすかに耳に入ってくる。

　どうやらここ以外の空間は何事もなく時間が流れているようだ。

　思考停止、伊織の人生において初めての経験かもしれない。可愛かわいい女の子が「おっぺけぺー」を連呼するところを見るのも、当然だが初体験だった。

　あまりのことに、伊織は動くことも、口を開くこともしばらく出来なかった。

「あああああああああ！　間違えたぁぁぁぁぁぁァァァァ」

　謎なぞの奇声後、女の子の次の行動は、頭を押さえながらそう唸うなることだった。

　恥ずかしさのせいなのか、耳を真っ赤にしているのがこちらに背中を向けていても窺うかがえた。

「これじゃあダメです……。今のシーンから『おっぺけぺー』を連呼するヒロインなんてかつて存在しなかったのかもしれないけど、おかしな女の子って強きよう烈れつな印象を与えてしまいました……。そうですよね、そんな出会いもあり得ますよね……。もうダメです……おしまいです……」

　続いて訳の分からないことを一人でブツブツ言っている。

　ヤバイ子に声をかけてしまったのは明白だったし、ようやく思考の回転が再開してきたので、伊い織おりは後ずさりしてその場から退散しようと図った。

　ところがその奇妙な女の子は、こちらに振り向き、伊織のことを逃がさんとばかりに急速に近寄ってきたのである。

「……すみません、これだけは言わせてください。もはやあなたは逃れられない運命です。だからまずはこれから色々と迷惑をかけることを謝あやまっておきます。そして言わせてください、『あなた、近いうちに死にます』と」

　無表情で、淡々と読みあげるように、そう言い切った。

　伊織を見つめる髪かみの色と同じ奇き麗れいな黒の澄んだ瞳ひとみは、迷いのないものだった。

　オカルトに心酔しているのか、あるいは悪い意味でマンガにどっぷり漬つかってしまっているのか、ともかく痛い女子のようだ。

　伊織の考えることは「これ以上関わりあいになりたくない」の一点だ。

「はあ……。そうなの……」

「はい。99パーセント死にます。言いましたからね？　99パーセント死にますから。あなたが助かる可能性は、１パーセントしかありませんから。……以上」

　彼女は早口で言い終えると、早歩きで廊下の向こうを曲がって消えていった。

　伊い織おりは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　訳が分からない。

　あまりに残念な美少女だった。それこそマンガに登場してきそうな。

「ああ！　クソッ！　何なんだよ、あいつ！」

　いい感じに頭に構築していた新作の台詞せりふがいくつか抜け落ちてしまい、伊織は廊下の壁かべを叩たたいた。これも初めてのことだ。頭で描いていたネームを忘れるなんてことは。それほどインパクトのデカイ出来事だったのだ。

　ともかく、さっさとおかしな女のことは忘れて、もう一度作品の再構成と練り直しをしようと思いながら、伊織は家路に向かうため下駄箱に急いだ。

「ああ！　もう！　クソッ！」

　歩きながら頭で描くヒロインの顔がさっきの女の子になってしまう。頭の中の消しゴムで消してはすぐに現れてくるのだ。

　家に辿たどり着つくまで、しばらくそんなことが続いた。
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　全まつたく捗はかどらないので、伊織は自室のベッドで横になった。机の上には白紙の原げん稿こうが置かれている。

（何だったんだあの子は？）

　いっそ自分のマンガに登場させようかとも思ったが、気の迷いだとすぐにやめた。廊下で男子とぶつかって、その後「おっぺけぺー」と奇声を上げる女子なんて使い様がない。あれこそ思いつきはしても誰だれもやらないパターンに違いないだろう。

　さらにその後の言葉だ。




『──あなた、近いうちに死にます──』




　間違っても初対面の人間に言う台詞ではない。たとえ高名な占い師でも簡かん単たんに口にしてはいけない。

　あんなの全く信じてはいないのだが、言われた本人にしてみたら結構気分が悪い。ペンを取る気も起こらないし、さっきから思い出す度たび、胸むな糞くそ悪くなって悶もん々もんとするばかりなのだ。

「うお!?」

　いきなり枕まくら横に置いていた携帯電話の着信音が鳴り、伊織は不覚にも驚おどろいてしまった。いきなり鳴るのは当たり前なのだが、少々ムカつきながらディスプレイを覗のぞき込こむ。

　画面に映る相手の名前を確認すると、すぐに伊織は電話を取った。

「美み野の里り川かわさん、お世話になっております！　連れん載さいですか!?　連載決まったんですか!?」

《伊織ちゃ～ん。何度も言ってるけど、編集長が首を縦に振ってくれない限り無理なのよ》

　伊い織おりの担当の美み野の里り川かわは、電話越しに呆あきれた声を出した。おネエ言葉だが40前の立派なオッサンである。奥さんと子どもがいるのでノーマルのはずだ。

《アタシだってね、連れん載さい会かい議ぎで毎回のようにすっごい推おしてるのよ？　後は編集長とあなたのお父さん次第なのよ》

「僕の筆の速さなら十分連載に付いて行けます！　学校の成せい績せきだって平均点からは一度も落としたことがない！　何がいけないんでしょうか!?」

《親おや御ごさんは単純にあなたの身体からだの心配をなさってるんでしょうけど、編集長が謎なぞなのよ。読者からもあなたの連載希望のお便り一杯来てるし、無視するわけにはいかないのにね。まあ、アタシももっと頑張ってアピールしてあげるから、連載についてはもうちょっと待ってちょうだい》

　伊織はグッと歯を食いしばった。

　努力が結果に繫つながらない悔しさからだ。

　連載を勝ち取る、そのためだけにこの丸１年頑張り続けている。編集長に熱意が届いていないのか、何か空回りをしているのか。

　今すぐに電話を叩たたきつけたい気分だった。

《それで実はね、連載ではないんだけど、あなたにお仕事の話が来てるのよ。今度の『別冊少年ライン』に載のる企画なんだけど》

　話がほとんど耳に入ってこない。今の伊織には連載以外には興きよう味みが湧わかないのだ。美野里川はそんなのお構いなしに話を続ける。

《インタビュー形式で、高校生漫まん画が家かと、ベテラン漫画家の対談を載せるのよ。もちろん前者は伊織ちゃんのこと。ああ、別に顔とか写真とか載らないから安心して》

　安心も何も、そもそもそんな無駄なことをしている時間も余裕もないし、そんな依頼を受ける気にもならない。それよりも、早く連載を摑つかむための研究・考察をしなければならない。急がないと手遅れになるかもしれないのだ。

《聞いて驚おどろきなさいよ……。何とお相手は、あの杜もり若わか王おう子じ郎ろう先生なのよ！》

　そう、急がなければ、その王子郎先生と『週刊少年ライン』上で戦うことが出来なくなるかもしれない──。

「──え？　今、何て？」

《だから王子郎先生とお会い出来るのよ。あなた一番尊敬してる先生だってしょっちゅう言ってたじゃない。かなりラッキーよ～。あの方、人前に出ることなんて滅多にないんだからね》

　伊織の電話を持つ手が震えてきた。徐々に動どう悸きも激はげしくなっていく。

「美野里川さん！　その話、冗談じゃないですよね!?」

《もう～、なわけないでしょ～》

「だったら是ぜ非ひお願いします！　是非行かせてください！」

《そうこなくっちゃ！　まあ、嫌と言っても無理にでも来てもらうけどね》

　複雑な思いもあったが、やはり直接会って話がしてみたい。

　憧あこがれであり、倒すべき相手。

　特に今はその気持ちが大きい。自分に何が足りないのか、どうして自分は連れん載さいが出来ないのか。

　それを杜もり若わか王おう子じ郎ろうとの対談で摑つかめるかもしれない。

「それで、日程は？」

《今週の日曜日よ》

「ええ!?　急過ぎませんか!?」

《アタシだってさっき上に言われたんだからね。まあでも、別に予定なんてないでしょ？》

　カレンダーを覗のぞくが、確かに何の予定もなかった。

　伊い織おりが了承の言葉を伝えると、また追って連絡するからと言い残し、美み野の里り川かわからの通話が切れた。

　それからしばらく伊織は、胸の動どう悸きが止まらなかった。それに、こんな機会がこうもあっさり巡ってくるとは、自分は実力だけでなく天運も持っているのだなと思った。

　すっかり機き嫌げんを良くする伊織だったが、これがマンガや物語でいうところの序章、起き承しよう転てん結けつでいうなら「起」であるとは知る由よしもなかった。
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　その日、俺は世界から完全に見捨てられていた。




　クリスマス・イヴの夜、渋谷ハチ公前交差点は、いつにも増して殺人的混雑だった。

　とにかく、歩きにくい。

　折おりしも今日は初雪だった。雪が降ってただでさえ歩きにくいのに、普段よりも人が多いのだ。それに……

「今日、一緒に居られてよかった」「僕もだよ……」

　これである。ところ構わずいちゃつくカップルが周囲を気にしないものだから、余計に歩きづらいのだ。

　見回すと、どいつもこいつもツガイで手をつなぎ、睦むつ言ごとをささやき合っている。独ひとり身みで歩いている俺をあざ笑うかのように、例外なく誰もが幸福そうな顔をしていた。

　やはり電車代などケチらず、私鉄に乗ってくればよかった。そうすればこんなところを通って嫌な思いをすることもなく、家に帰りつくことができただろう。飯を食ってネットを巡じゆん回かいし風呂にゆっくり浸つかりネットを巡回し深夜アニメ実況をしネットを巡回し寝る、いつもの幸福な夜が送れたはずだ。

　しかし、もう遅い。精神は擦すり切れてしまった。

　自分はクリスマス・イヴに彼女と出歩くことのできない、悲しい人間なのだ、というイメージが、完全に俺の心を打ちのめしていた。




　絶望に打ちひしがれながら人の波を避よけて駅へと向かっている、そんなときだった。




「えー、ご通行中のみなさまー」




　拡声器を通した声が、頭上から降ってきた。見上げると、旧式の客車を改造したオブジェの上に、人影が仁に王おう立だちしている。

　ああ、宗教の勧誘か。この時期は多いんだよな──

　そんなことを考えながら目を逸そらした俺は、視界の端でとらえた演説者の姿に、思わず二度見をした。




　制服姿の、女子だった。それも、うちの高校の制服だ。

　リボンの色から、彼女が一年生、同学年であることが知れた。

　真っ白なヘルメット。顔の下半分にはぐるぐるにタオルが巻かれており、口元を窺うかがうことはできない。

　顔のパーツのなかでただ唯一おもてに出ている目は、鋭さを感じさせる眼差しで、足元にうごめく群衆を見下ろしていた。

　長いまつげが、まばたきに従って閃ひらめく──鳥肌が立った。

　そしてなによりも俺をうったのは、彼女が制服姿であるということ──つまり下はスカートだということだ。そして彼女は高いところへ登っている。結論はただひとつ、アリストテレスでもわかることだ──近づけば、見える。

　瞬しゆん間かん、俺は人混みをかき分け、駆け出していた。

　これは神の思おぼし召めしに違いない。独ひとり身みでいじける俺に、神がささやかなクリスマス・プレゼントをくれたのだ。信じるものは、救われる。信号の下で演説やってたあんちゃんも言ってたから、間違いない！

　彼女の周囲が、ざわ、と盛り上がりはじめた。畜生、てめえらだけでいい思いしやがって。平等に分け与えろ!!




　後から冷静になって考えてみると、俺はこのときふたつの考え違いをしていた。

　まずひとつ。拡声器をしっかりと準備して高いところに登るような人間が、パンツが見えてしまうことについて考慮していないはずがない、ということ。

　そしてふたつ。拡声器をしっかりと準備して高いところに登るような女子高生は、ちょっとおかしい。いや、あえて言おう。完全に気が狂っている。

　俺が人混みの中でもがいている最さ中なか、彼女の演説は始まった──




「えー、ご通行中の皆さま。こんなクソ寒い雪の中、こんなクソ混雑の中、いちゃこらしくさってくれやがりまして、ご苦労様です！　広告会社のしかけた宣伝にまんまとのせられてキリスト教徒でもないのにクリスマスを祝う頭の弱い皆様に於おかれましては、いかがお過ごしでしょうか？　我々、反恋愛主義青年同盟部は、今日、息も詰まるようなこのクリスマス・イヴのクソ混雑に、ただ一点の主張のために、こうしてここに立っているのです。

　お前らは、間違っている！　手をつなぎ、降る雪を幸いと相あい合あい傘がさをし、『ホワイトクリスマスだね……』『ベッドの上でもホワイトクリスマスしようね♡』などと囁ささやき合っているそこの阿あ呆ほう、お前らは完全に間違っている！　徹底的な誤あやまりである!!　リア充爆発しろ！　爆発四散しろ！　貴様らが骨の髄ずいまで浸つかりきってしまっている恋愛至上主義は、儚はかない幻想にすぎないのだ！

　自己批判せよ！　恋愛至上主義の泥でい濘ねいから抜け出す方法はただひとつ、自らの精神に入り込んだ幻想を、自己を批判することを通して見つめ叩たたきだすしかない。その手助けをするために、私は愚ぐ昧まいなる恋愛信しん奉ぽう者しや諸君らを、ここで教きよう導どうしようと思う！

　考えろ──君らが恋愛をすることで、誰が得をするのか？　平日働き詰めの疲れを癒いやすためのせっかくの休日に、わざわざ混雑のなか恋人と出歩き、おしゃれなカフェで散さん財ざいする。相手から少しでもよく思われようと、あえて防寒を無視した格好で自らを飾り立て、そのために大たい枚まいをはたく。まったく、君らのマゾヒストぶりには閉口するばかりである！　会社でこき使われるばかりでなく、その自由時間すら、社会的に規定された『一般的恋人像』を演じるためにその身をやつす。君らこそがこの恋愛至上主義の被害者なのだ！　被害者であるのにそれに気づくことができないことこそ、この問題を厄やつ介かいにしている一番の原因だ！　そして恋人のいない我々のことを見下すのである。『かわいそう』と。余計なお世話だ！　その『彼氏・彼女のいない人はかわいそう』という幻想こそが、貴様らの精神に根付く癌がんなのだ！　気づけ！　叩きだせ！

　考えれば簡単に分かる理屈を、君らリア充がちっとも気づくことができないのは、我々の身体そのものが、不都合な真実を隠いん蔽ぺいするようにできているからだ。動物的に生きるリア充諸君に、我々の話が信じがたいのも納得の話だ。そしてリア充諸君らは、目も耳も鼻も口も塞ふさがれ、あたたかい肥こえ溜だめのプールの中で気持ちよさそうに、無限のピストン運動の泥濘に落ち込むのである！

　唯ゆい物ぶつ論ろん者じやの諸君らは言うかもしれない。『結局は繁はん殖しよくのため』と。結局我々は繁殖のために恋愛をしているのだ。そのようにプログラムされているのだ。ならばそれに従うことこそ、人間としての本ほん懐かいを遂とげることになるのではないか、と。

　それがどうした！　繁殖なんかするな！　産むな、増やすな！　人類は絶滅すべきなのだ！　この負の連れん鎖さを、我々の世代で断ち切らなくてはならないッ!!

　考えてみ給たまえ、人間が存在することで、どれだけこの惑星に迷惑をかけているのか。数十億年連れん綿めんとつづいてきたこの地球生命の歴史に、いま人類は終止符を打とうとしている。膨ぼう大だいな科学文明を発展させた結果、この惑星に形成されていた緻ち密みつな生態系の網の目をズタズタに切り裂いた。それだけでは飽き足らず、大気の組成さえも変化させ、全く異質な惑星に仕立て上げてしまったのだ！

　この獰どう猛もうな侵略生物＝人類を一刻も早く地上から取り払わなくてはならない！　その崇すう高こうなる目標に対して我々は、『良心的繁はん殖しよく拒きよ否ひ』を以もつて応こたえるべきなのだ！

　繁殖衝しよう動どうを克服せよ！　それが我々にできる、唯一の抵抗だ!!　恋愛こそ、現在の地球が、人類が抱えるすべての問題の、根源なのだ！

　誰が得をするのか。『誰も得をしない』。一見すると、それが正しい答えに思える。もともとは単なる繁殖のための性欲が、定住が進み文明が発展するにしたがって、ゴテゴテといろいろな修しゆう辞じで飾られ始めた。孔く雀じやくの羽で自らを飾り立てるために、恋愛主義者は余剰時間を、繁殖準備、つまり恋愛のために注ぎこみ始めた。それはものの見事に転倒した。それは商売になった。商売人が得をするのか？　資本家が得をするのか？　否、彼らもこの泥沼にはまりこんでいるのだ！　恋愛狂信者から巻き上げた金を、彼らはまたその幻想につぎ込んでしまう。もっといい服、いいレストラン、いいホテル……そうして際限なく、自分自身でつくりだした空虚な幻想に、我々のすべての生産性は回収されていってしまう。

　我々は当初、この泥沼状態は人類が自らつくりだしてしまったのだと考えていた。しかし、それにしては出来過ぎている──我々の労働力のすべてが、きっちりと回収され、そして我々は進みすぎた文明に自らの首を締しめられ絶滅しようとしている──まるであらかじめプログラムされていたように！

　環境を改変させ、自らにはそれと気づかないよう『恋愛』にはめ込んでおいて、そして他の地球生物とともに絶滅させる。

　これは、侵略にほかならない！　人類は、地球外生命体によってこの惑星に送り込まれた、ウィルスにほかならないのだ!!

　もう一度言おう！

　繁殖衝動を克服せよ!!　そのためには、知恵が必要だ。人間は効率よく地球を侵略するために知恵をさずけられた──これを逆に利用してやることである！

　道具の使用は知性の象しよう徴ちようだ！　自己解決の手法を更に洗練させろ！　対象は異性だけじゃないぞ！　百ゆ合りにときめけ！　動物にも器官はある！　もっと奇抜な発散の手法を開拓せよ！　異性なんて見るな!!

　この呪われた人類という生物種を、我々の世代で終わりにするために!!」




　俺は、頭を抱えてうずくまった。
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　六時に起床。同、四十六分発の電車に乗る。八時三十五分、会社に到着。席に座ると同時にパソコンの電源を入れる。

　十二時から一時間の昼休憩。席を立ち上がったところで上司に声をかけられ、解放されたのは十二時十五分。歩いて三分の安いラーメン屋には長蛇の列。並ぶこと十五分。ようやく飯にありつける。注文が来るまで三分。湯気の立ち上るラーメンを胃袋に吸い込むこと五分。すぐに席を立ち、会社の玄関横にある小さな喫煙スペースで、缶コーヒーを片手に立ったままタバコを吹かす。この半年でタバコの量は二倍に増えた。ここでやっと、ホッと一息をつく。時刻はすでに十二時四十五分を経過している。

　十二時五十八分、自分の席に戻る。十三時二十七分、本日三度目の上司の怒鳴り声。

　十九時三十五分、やっと、上司が退勤。頼むからもっと早く帰ってくれ。

　二十一時十五分、ようやく退勤。この時間になると、電車の本数が少ない。二十二時五十三分、帰宅。二十五時零分、就寝。以下、繰り返し×六日間。




　サラリーマンに憧れなどなかった。だが、熱を上げるようなやりたいこともなく、いつの間にか周りと同じように、就職活動に勤いそしんでいた。

　自慢じゃないが、そこそこ名の通る大学をストレートで卒業した。それでも簡単に内定のもらえないこのご時世。とにかく手当たり次第に面接を受けまくった。周りの奴やつらになんて負けたくない。確固たる自信など何ひとつないくせに、プライドだけは山よりも高い。自分よりレベルが低いと思っていた奴らが一流と呼ばれる企業の内定をもらった時は、酷ひどく嫉妬した。

　ひとつでも多く、少しでも有望な企業から内定をもらうことが、俺たちにとって最大のステータスだった。




　今、俺が勤める会社は名高い一流企業ではない。中堅の印刷関係の企業だ。しかし、ことごとく希望の企業の面接に落ちまくった俺にとって、この会社からの内定をもらえた時は、正直かなり嬉うれしかった。この会社の役に立ってやろう、利益を上げて、俺を落とした企業を見返してやろう。意気込んで入社し、がむしゃらに努力した。

　あの頃はまだ、少しの夢と、希望と、やる気があった。




　鼻先をかすめるように、特急電車がスピードを緩めず走り過ぎる。数日前まで蒸し暑かったはずの風は、いつのまにか少し冷気を含んでいた。

　人波に溢あふれたプラットホームの先頭で、俺は自宅へと向かう快速電車を待っていた。

　突風に煽あおられた前髪が、非常にうっとうしい。そろそろ切らないといけないが、美容院に行く時間がもったいない。

　俺の後ろには、皆同じような暗い色のスーツに身を包んだ、サラリーマンの列。年齢はバラバラだが、皆一様に疲れた顔をしている。




　俺はいつから笑わなくなったのだろう。ビデオを巻き戻したような、時間をひたすら消化していく毎日。

　どんなに頑張っても給料は横よこ這ばい。しかし、成績が上がらなければ当然、上司にどやされる。サービスという名の残業ばかりが増えていく。俺たちには少しのサービスもないくせに。

　土曜出勤は当たり前。日曜に死んだように眠っていると、けたたましい携帯電話の音に叩たたき起こされる。電話口では部長が、取引先からのクレームだと、俺の担当だと気が狂ったように叫んでいる。

　なんだよ、元は先輩の担当じゃねーかよ。ややこしい取引先だけ押しつけてくるんじゃねーよ。俺が入社する前の話されてもどうすりゃいいんだよ。そもそも先輩が辞めたのだって、お前のせいだろ。クソ上司。




　俺だって辞めたいよ。こんな会社だと思わなかったよ。説明会ではいいことばっかり言いやがって。何が、頑張っただけ稼げるシステムだよ。何が、実力を正しく評価する環境だよ。今すぐ辞めてやりたいよ。

　でも入社半年足らずで辞められるわけがないんだよ。そんな根性のない奴、次の企業が雇ってくれるわけないんだよ。

　今月はもう、二週間ぶっ通しで働いている。こうなってくると眠いんだか、腹がへってるんだか、わかりゃしない。

　この半年間、体調はずっと最悪だ。

　くたくたになってようやく家に辿たどり着いても、数時間後にはまた、会社へと向かう電車に揺られている。

　そんな現実に押し潰されそうになる。




　自宅にいるときの体感時間は、ほんの一瞬。会社にいる時はあれほど長く感じるのに。相対性理論の本でも読んでみようかと思うけど、そんな時間を持てるはずもない。

　そして、その心が解放される一瞬は、眠りについた瞬間に終わってしまう。

　身体からだは眠りたいはずなのに、脳みそが眠りを拒否しているような感覚に陥る。




　人は何のために働くのか────

　入社してから三か月ほどは、そればかり考えていた。

　けれどもう、考える気すら起こらなくなった。

　辞められないなら働くしかない。余計なことは考えない。

　ただひたすらに、一週間が過ぎるのを待つだけ。

　次の日曜にも予定はない。彼女なんてつくる暇もない。暇があったらつくれるのかって突っ込みは勘弁してほしい。今の俺には彼女どころか、友達すらいない。

　中学校の頃、いわゆる青春時代を共に過ごしたよき友人とは、大学に入り新しい人間関係ができると共に、少しずつ連絡をとらなくなった。

　そして、その大学時代にできた数多くいたはずの友人も、就活が佳境に入った辺りからあっけなく疎遠になってしまった。

　社会人になってから数回飲みの誘いがあったが、今は他の奴と仕事の話をする気にはどうしてもなれなかった。もしそいつが俺よりいい給料をもらっていたら…………考えただけで吐き気がする。こんな自分を情けないとは思うけど、そう思ったところでどうしようもない。

　今はただ、来週の日曜はトラブルが起こらないでほしいと願うのみだ。

　いくら予定がないとはいえ、一日くらい何も考えずにダラダラしていたいんだよ。

　贅沢は言わない。ただそれだけだから、どうかそれくらいの願いは聞いてください。

　頼むよ、神様。




　昨日は休日出勤だけあって、午後六時には家に戻れた。コンビニで買った弁当を機械的に口に運び、見るでも見ないでもなく、テレビをつけていた。

　すると、子供の頃から記憶に馴な染じんだ、軽快な音楽が聞こえきた。

　俺はしばらく、子供の頃とは違った感情で〝その音楽〟を聞いていたが、いつのまにかリモコンの電源ボタンを押していた。

　真っ暗になった画面には、まだアニメの中の幸せそうな家族が映っているような気がした。

　子供の頃、それを楽しみに見ていた時の感情と、今の感情とのギャップに涙が出そうになった。

　ふと、学生の頃に女友達の朱あけ美みから聞いた話を思いだした。







　就活のために髪色を変えたばかりの朱美は、学食で俺の姿を見つけると、チャンスとばかりに走り寄ってきた。美しい栗色だったロングヘアは、不自然なほどの漆黒に染め上げられていた。

「ねえねえ、橘たちばな先輩って覚えてる？」

　誰かに話したくてウズウズしていたのだろう。その表情は、少し興奮しているようにも見えた。

　以前の髪色のほうがよかったなあ、などと考えていた俺の返事を待たず、朱美は話し始めた。

「橘先輩、入社してから三か月で『サザエさんシンドローム』になったらしいよ」

　俺はその『サザエさんナントカ』が、何の意味であるのか知らなかった。

「なにそれ」

　気のぬけた返事をした俺に、朱美は少しオーバーに驚いたような表情を見せながら言った。

「えー知らないの？　鬱みたいなもんだよ。サザエさんのエンディングを聞くとすごく憂鬱になって、死にたくなるんだって」

「なんでサザエさん？」

「日曜日の終わりだから。それが終わって、寝て起きたら月曜日になるからだよ」

　いかにも深刻そうに話す朱美をよそに、俺は「へえー」と気のない返事を続けた。

「もう、ぜんっぜん興味ないじゃん」

「いや、そんなことはないけど……」

　朱美の言う通り、あまり興味を持てる話題ではなさそうだと思った。

　この時はまだ、社会のことを何も知らなかった。

　自分のことを社交的だと思っていたし、社会に出てもなんとなく上手うまくやっていける自信があった。酒を酌み交わし、他愛もない話をするような友人なら数多くいたし、人間関係に深刻な不安を抱いたこともない。

　鬱なんて、自分とは無縁の世界だと思っていた。

　朱美は、興味を示さない俺に、一生懸命話し続けた。

「ちゃんと聞いてよ。あのアメフト部のエースの橘先輩がだよ？　ほら、大学最後の試合でもタッチダウン決めてさー。超カッコよかったよね」

　まったく女って生き物は、どんな話題の最中にも必ず一度は話を脱線させる。

　残念ながら、カッコいいアメフト部のエースの話題ほど、どうでもいいものはない。

　俺は、面倒くさい方向に逸それていきそうな話の流れを修正した。

「で、その橘先輩が鬱なのが心配なの？　朱美、仲よかったっけ？」

「心配ってゆーか、ちょっと怖くない？」

　眉間にしわを寄せた朱美の表情には、不安の色が窺うかがえた。

「怖い？」

「だって、アメフト部だよ？　うちの大学けっこう強いし、練習も厳しくて有名じゃん。そこでエース張ってた人が、たったの三か月で鬱なんてさ。社会で働くことがアメフト部の練習より厳しいなんて、そんなのどうしたらいいの？　私、考えただけで倒れそう」

　朱美はより一層、両まぶたの辺りに力を込めた。その不安気な表情は、俺には大げさに演じているようにも見えた。

「先輩はちょっと、精神的に弱かったんじゃないの？」

「えーそんなことないよ。精神的に弱い人が、試合に出て活躍なんてできる？」

　期待していた答えと違ったのか、不服そうに頰を膨らませた朱美に、俺はわかったような口を利いた。

「スポーツの体力的な厳しさと、社会に出てからの厳しさなんて全くジャンルが違うだろ。先輩はたまたま、そっち方面のプレッシャーに弱かったんだよ。それか、よっぽど会社との相性が悪かったんだね」

「そうかなあ」

「先輩にはアメフトの才能はあったかもしれないけど、サラリーマンの才能はなかったってこと」

「サラリーマンの才能ってなによ」

　さらに口を尖とがらせた朱美は、少し突き放すように言った。

　俺はなぜか、朱美よりもずっと人生の先輩のような口ぶりで、自信満々に言った。

「本当に出来る人間っていうのは、どんな環境にいてもできるんだよ。社会に出てから一番重要なのは、体力でも、我慢強さでもない。頭のよさだ。どんな人とでもやっていける適応能力だ。要は『人間力』がある奴が一番強いってこと」

　俺に話しても無駄だと思ったのか、あの時以来、朱美との会話に橘先輩の話題が出ることはなかった。




　もしもタイムマシンがあったなら、あの時に戻って、得意満面に話している俺の胸倉を摑つかみ、「黙れ、馬鹿野郎！」と怒鳴ってやりたい。

　朱美はあの頃から、俺よりもずっと冷静な視線で社会を見つめ、敏感にその怖さを感じ取っていた。

　一方俺は、その『人間力』とやらが自分には備わっていると思っていた、ただの阿あ呆ほうだ。社会というものを完全になめていた。

　そして今、阿呆の勘違いは見事に打ち砕かれ、社会の厳しさと、自分の無力さを痛感している。

　橘先輩は、今頃どうしているんだろう。

　その後のことを聞いておけばよかったと、今更ながら少し後悔した。




　ふと、隣の男に目をやる。見るからに着古したスーツに身を包み、薄くなりかけた頭には隠しきれない白髪が、ホームの明るい電灯に照らしだされている。

　お世辞にも小綺麗とは言えない。しかし、横顔がどことなく俺の親おや父じに似ている。

　彼はこの数分間、微動だにしていない。俺が見ていることにすら気づかず、うつろな目の奥にはかすかな光さえ見えない。

　何十年か後の俺も、こんな感じなんだろうか。くたびれたスーツに身を包み、満足するには程遠い額の金を稼ぐため、片道二時間弱の道のりを満員電車に運ばれ続けるのだろうか。







　ようやくホームの電光掲示板が、家へと向かう電車を表示した。

　やっと帰れる。

　大きな溜ため息をついたその時、スーツのポケットがブルルルルと振動した。

　────マジかよ。

　振動しているポケットから携帯を取りだし、表示画面を見る。

　眩暈めまいがした。

　クソ上司が。

　気づかなかったことにしよう。もう今日は帰りたいんだ。取引先には土下座せん勢いで謝っただろうが。俺は何にも関係ないのに謝っただろうが。これ以上なんだっていうんだ。どうせ明日も出社するのに、何でこんな時間に電話をかけてくるんだ。

　もういい。

　もう帰ろう。帰って寝よう。

　携帯はしつこく振動している。

　全てが面倒くさい。

　俺は携帯の電源を切って、またポケットに仕舞った。

　明日出社したら、思いっきりキレられるんだろうな。そうだ、充電が切れたことにしよう。そのまま気づかず眠ってしまったと言って……。

　無駄だな。言い訳なんて通用しないことは、重々承知だ。

　眠ってしまうと今日が終わる。

　目覚めた時にはもう明日だ。

　眠りたくない。眠らなければ明日は来ない。

　家に帰っても眠りたくないならいっそ、ここで寝てしまおうか。

　なんだかわけのわからないことを考えながら、俺はゆっくり目を閉じてみた。

　すると、頭がふわふわしてきた。気持ちがいい。

　このまま立ったままで眠れるんじゃないか。

　だんだん地面もふわふわしてきた。

　こんなにいい気持ちになったのは久しぶりだ。飲んでもないのにほろ酔い気分か。

　周囲の音が遮断されていく。騒々しいホームにいるとは思えないほど、静かだ。

　このまま、この心穏やかなままで気を失ったら、ホームに落ちるんだろうか。




　そうしたら明日、会社へ行かなくても済むかな。




　三十秒くらいだろうか。体感にしたらもっと長く感じたが、きっとそのくらいだろう。

　目を閉じていると突然、右腕に衝撃が走った。

　驚いて振り向くと、俺のあまり引き締まっていない腕の肉に〝誰か〟の指がガッチリ食い込んでいる。さほどゴツくはないが、明らかに男の指だ。

　その指先から腕へと、少しずつ視線を這わせていく。

　肩まで辿ったその先には、全く見覚えのない、俺と同い年くらいに見える男が、満面の笑みで俺の真後ろに立っていた。

　わずか二十センチほどの距離で、笑顔の男とバッチリ顔を見合わせる形となってしまった俺は、ギョッとして少し後ろに仰のけ反った。

　無駄にデカい頭に体重がかかり、上半身がぐいんとホームからはみだした。

　線路上に大きく傾いた俺の身体を見て、隣の親父似の男が息を吞のみ、目を見開いたのがわかった。

　どうやら彼にも感情は残っていたようだ。

　俺はなぜか、少しほっとした。




　落ちる────

　そう覚悟した瞬間、俺の身体は凄すごい力でグイッと引き戻された。

　どう見ても貧弱そうに思えた〝その腕〟は、一七五センチある俺の身体をいとも簡単にホーム上へと引き戻した。その頼りない風貌からは、とても想像できないような強い力だった。

　茫ぼう然ぜんとする俺に、男は満面の笑みを崩さぬまま言った。

「久しぶりやな！　俺や、ヤマモト！」

　……ヤマモト？　誰だっけ。

　俺は戸惑いながらも、なんとか頭を回転させ、記憶を巡らせてみる。

　が、ヤマモトという名前にも、この男の顔にも覚えはない。

　ヤマモトと名乗るその男は、子供のように無邪気な笑顔で話し続けた。

「ホンマに久しぶりやなあ。小学校以来か。でもすぐわかったで。お前、変わってへんなあ」

　ヤマモトは、歯磨き粉のＣＭのように歯を見せてニカッと笑うと、俺の右肘の上あたりを力強く摑んだまま、列の後ろの方へと移動し始めた。

「え……」

　俺は、呆あつ気けに取られて抵抗することも忘れ、ヤマモトにズルズルと引きずられるようについて行った。

　ホームの真ん中ほどまで来て、ようやくヤマモトは俺の右腕を解放してくれた。

　改めてマジマジとその男の顔を見つめてみる。

　小学校以来ってことは同級生なのだろうか。しかし全く思いだせない。

　関西弁の奴なんてクラスにいなかったような気がするが。

「あの……、悪いけど俺、お前のこと……」

　正直に「覚えていない」と言おうとした瞬間、ヤマモトは俺の話を遮るように、凄い勢いでペラペラとしゃべりだした。

「いや、でもホンマ懐かしいわ。こんなところでお前に会えるとはなあ。ほら俺、小学四年なる前に大阪に引っ越したやん。だから、もう東京の友達なんて誰とも連絡とってないねん。会えてめっちゃ嬉しいわ。今から帰るんか？」

「う、うん。まあ……」

　ヤマモトの笑顔と勢いに圧倒されて、なんとなく「知らない」と言いだし辛づらくなった俺は、曖昧な返事をした。

「マジか！　めっちゃええタイミングやん。よし、飲みに行こうぜ」

　突然の誘いに「え、いや、あの」とあたふたする俺を気にも留めず、ヤマモトは続けた。

「よーし、行こ行こ。オレ、いい店知ってるから！　刺身食える？」

「いや……、食えるけど……」

「よっしゃ、決まりや！」

　ヤマモトは嬉しそうに叫んだ。

　俺は、ただただ戸惑っていた。

「うわあ、こんな偶然ってあるんやなあ」

　ヤマモトはニコニコと、改札へと続く階段に向かって歩きだした。

　どうしよう。

　その場で立ちすくむ俺に、ヤマモトが振り向いてとびっきりの笑顔を見せた。

「マジで、神様に感謝やわ」

　綺麗な前歯をキランと光らすヤマモトは、心から喜んでいるように見える。

　もしかしたら、昔はそれなりに親しくしていたのかもしれない。

　そう思うと、彼を思いだせない自分がなんだか申し訳ないような気持ちになってきた。

　とりあえず覚えているフリでもして話を合わせるか────

　俺はまだ少しぼうっとした頭のまま、ふらふらとヤマモトの後に続くように歩きだした。
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